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(1) 本 書 の 内 容 の 一 部 又は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま 
す 。 

(2) 本 書 の 内 容 に 関し て は 将来 予告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 

(3) 本 書 は 内 容 に つい て 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が , 万 一 御 不 審 
な 点 や 誤り , 記載 も れ な ど お 気 付き の こと が あり まし た ら 御 連絡 下さ 
い 。 

(4) 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は (3) 項 に か か わら ず 責 任 を 負い か ね ま 
す の で 御 了承 下さ い 。 

(5) 乱丁 , 落 十 は お 取り 不 え 致 し ます 。 
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REFERENCE MANUAL 
Nss-BASIC N-BASIC 


まえ が き 


パー ソナ ルコ ンピュータ PC-8801MKII は, プログ ラミ ング 言 語 と し 
て , Ns-BASIC と N-BASIC の 2 つの BASIC を 搭載 し て いま す . 

本 書 は これ ら の BASIC の 命令 を 個々 に つい て , 詳細 に 解説 し た リフ 
ァ レ ンス マニ ュ ア ル で す . この マニュア ル を 読む 前 に , PC-8801MKII 
ユー ザー ズ マ ニュ アル を よく 読ん で , 基本 的 な 繰 作 方 法 を 習得 する こと 


を お 勧め し ます . 


この マニ ュ ア ルレ の 構成 


本 書 は 各 和 機能 , 命令 な ど を 分 か りや すく する た め , 1, 2。 3, 4 章 の 独立 し 
た 章 と APPENDIX と いう 構成 に な っ て いま す . 


また Nss- BASIC と N - BASIC の 解説 は 分 離せ ず 一 括 し て 行い ます . た だ し , 
Ns- BASIC の 方 が N - BASIC の 上 位 互換 性 を 持っ て いま すか ら , 原則 と し て 
Ns- BASIC を 題材 に 解説 し , 特に 内 容 の 異な る も の や 片方 に し か な い 機 能 の 解 
説 の 場合 は その つど N。。- BASIC, N - BASIC と 明記 し 注意 書き を 添え て あり ま 
す . 

また サン プル プロ グラ ム に つい て は , N - BASIC 専用 命令 の 解説 を 除い て 。 す 
べ て Ns - BASIC を 題材 と し て 作ら れ て いま す . 実際 に 試し て みる 場合 は N- 
BASIC の モー ド で 実行 し て くだ さい . 


1 章 Na。- BASIC (N - BASIC) の 概要 

N。。-BASIC (N-BASIC) の 特徴 や 機能 を コマ ンド ・ ス テー トメ ント な どの 読 
明 に 先だって 解説 し て いま す . その 内 容 は , BASIC 言語 の 定数 , 変数 の 意味 
演算 の 決ま りな ど , BASIC 言語 を 使う 上 で の 最低 限 の 知識 と ,。 Na。-BASIC に 
新しく 追加 され た 機能 の 紹介 や , それ を 使う 上 で の 知識 で す . これ ら は 2 章 , 3 
意 。 4 章 の 文法 の 説明 を 理解 する 上 で どう し て も 必要 な 事項 で す . 必ず 読む よう 
に し て くだ さい . 

2 章 コマ ンド ・ ス テー トメ ント 

3 章 関 数 

BASIC の 機能 は 大 きく 分 け て コマ ンド ・ ス テー トメ ント と 関数 に 分 類する こと 
が で きま す . 

コマ ンド 及び ステ ー ト メン ト は BASIC が 持つ 命令 で , コマ ンド は 一 般 に ダイ 
レク トモ ー ド で 使用 する も の て 実行 後 ^Ok” が 表示 され ます . ステ ー ト メン ト は 
主 に プロ グラ ム 中 で 使用 し ます (明確 に 分 か れ て いる 訳 で は な い ). 

関数 は 何ら か の 命令 に 付随 し て 引用 され る 機能 で す . 

4 章 拡張 命令 

Ns-BASIC に は 拡張 命令 パッ ケー ジ を 付加 する こと が で きま す . 

この 章 で は , 追加 され る ステ ー ト メン ト に つい て 説明 し ます . 

APPENDIX 

ここ で は ,。 2 章 。 3 章 , 4 章 で 解説 し た N。。-BASIC の 個々 の 命令 が 実際 の プ 
ログ ラミ ング で は どう 使わ れる か を , サン プル プロ グラ ム を 中 心 に 説明 し ます . 
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また その 他 に , 各 周 辺 機器 と の 入出 力 の 仕方 。 フ ァイル の 作り 方 , 機械 語 プ ロ 
グラ ム の 作り 方 や 各種 の 一 覧 表 な ども ここ で まとめ て 取り 扱っ て いま す . 
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まえ が = 

この マニ ュ ア ル の 構成 … 上 上 tt ド ーー ドド に に に に に ジー 2 一 

第 1 章 Nss(N)-BASIC の 概要 
1.1 Ns-BASIC と N-BASIC ドド ドド ドー ドー ドー ドー ドー 1 一 1 
1.2 Nss-BASIC の 主 を 特徴 … ド バー ドド ドー ドー ドー ドー 1 一 2 
1.3 動作 モー ドー ドド ドド ドド ドド に に に に ドレ ーー 1 一 3 
2RMMEVDKe を enaenes4tesenedeveeete 1 一 3 
1.5 行 番号 ーー ドド ドド ドド にし に に に に に し 1 一 4 
1.6 使用 で きる 文字 と コン トロ ー ル キャ ラク ター ドド ドド 1 一 4 
5 半 際 章夫 の 全 N9 SS32P3228252RMRARZAR25BASSGy 303 1ー4 
9 年 1 一 5 
1.9 変 数 1 一 9 
1.10 型 変 換 ド ドド ドド ドド に に ピー 1 
1.11 式 と 演算 ・・・ ド ドド ドド ドド ドド ドド トト レレ トレ レト レト ーー 1 一 13 
1.12 文字 列 の 演算 ・ ト に トト トー トト トド < トレ トト ッッ ト ここ こてこて 1 一 18 
1.13 演算 の 優先 順位 "ドド ドド ドド トド に に し ーー 1 一 19 
1.14 数値 演算 に お ける 誤差 "リド ドド ドレ ーー 1 一 19 
1.15 画面 モー ドレ ドド ドド ドド ドレ に ドド に ピー に ーー 1 一 23 
1.16 ディ スプ レイ 画面 上 の 座標 系 ドド ドー 1 一 28 
1.17 ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト (Nss-BASIC) ・…・ ド ドー 1 一 30 
1.18 座標 の 指定 の 仕方 トバ ドド ドー ドド ドー に ーー 1 一 35 
1.19 あぁ ラー ドド ドド ド ドド ドド ドド トト トト トト トト トト トッ トト トッ トッ ッッ トー 1 一 37 
1.20 割り 込み (Nss-BASIC) ーー ドド ドド ドー ドド ドー 1 一 40 
210 で ファ アイ 2 SASSUonntetENMASSSSSSSOTSYerronvorosv: 1 一 41 


1.22 
1.23 
1.24 
1.25 


ラベ ル (Nss-BASIC) 


2 章 ・3 章 ・4 章 の 見 方 


ファ イル ディ スク リプ タ (Nss-BASIC) 


第 2 章 コマ ンド ・ ス テー トメ ント 


AUTO ドド ドド ドド ドー ドド ーー ドド ーー 2 一 1 
15901 4 22 計 生生 2 一 2 

BLOAD Se 2ー3 

BSAVE < ドド ドド ドー ドド ーー トー 2 一 4 

CATH GROWonreec2or 2 一 5 

CHATJN で *ooe iron koeicrs 2 一 6 

CHRCTLEY2C Sotte ウーQ 

CTE 光 NR や ev te we 2 うー 10 
CLOAD/CLOAD? ・…… ド ドー クー12 
GEOSE、 3 2 一 13 
SW OSA fes りー 14 
[1J COLOR ドド ーー 2 一 15 
[2〕 COLOR・… ド ドー 2 一]17 
COLOR @ ーーー に 2ー20 
COMMON ・・ ド ーー ドー りー 21 
COM ON/OFF/STOP……… クー22 
CONSOHEE ersessesne 2ー23 
GONIS る 3 2 一 24 
COP い AA さこ っ ここ 2 一 95 
OVER2S GAS 2 一 27 
DAFT りー28 
DR RIN Eee <s て 2ー29 


DEFINT/SNG/DBL/STR・‥ 2 一 30 
DEF USR 


人 1 一 41 
OR を を を を すす で 1 一 43 
82332 1 一 45 
1 一 46 
人 1 一 47 
DEEE 和 PE 2ー 32 
DIM 人 2 一 33 
DSKO あ eeeeeseetses 2 一 34 
EDIT ROSE 生き 2 一 36 
END EE 2 一 37 
ERASE を Se 2 一 38 
記 了 8 放 3908 あ SGSRSSSB RS 2 39 
記 抽 E O0RRESRSESSSCe 2-40 
FILES/LFILES ………・ 2 一 42 
FOR…TO…STEPNEXT 2 一 43 
FORMAT EE 2 一 45 
GET …ー ド ドド トト ドド ーーーーー・ ウー46 
【@ 0 陸生 2ー48 
GOSUB-RETURN 2 一 51 
GOTO/GO TO ……ーー2 一 53 
HELP ON/OFF/STOP 2-54 
IF…THEN…ELSE/ 
IF…GOTO…ELSE 2 一 55 
INIT 9 ーー バー トー・・・・・・・・・ 2 ワー56 
INPUT oe りー59 
LINEU 宇 括 yenee3Se2 omo 2ー61 
INPUT % PE 2ー62 
INPUT WAIT………… 2 一 63 
23 9 0 そく タプ チト や 2 一 64 


KEY LIST・・ ド ーーー ドー 2 一 65 [ 1 〕 PAINT・・ ド ドド ドー 2ー106 


KEY(n) ON/OFF/STOP …-2ー66 | (2〕) PAINT…… 2 一 107 
IL ESoazeireeeineoesdoectdv 2 一 67 | PEN ON/OFF/STOP 2 一 110 
LET ーー ドー ドド ドド ドゥ トゥ に レト レッ レッ イー 2 一 68 POINT ーー ドド ドド に ド に レレ レー レッ ーー 2 一 111 
ETNES Doeoneotnnt onesnset 2 一 69 | POKE "に に oe に に 2ー112 
LINE _ INPUT 2ー73 | PRESET ・・ ド ドド ーー 2 一 113 
LINE INPUT ーーー 2 一 74 | PRINT/LPRINT…………・ 2 一 115 
LINE INPUT WAIT ……92 一 75 | PRINT 失 ドド ドド ドド 2 一 117 
LIST/LLIST・…ーー… 2-76 | PRINT % で ドド ドー 2 一 120 
LOAD ド ドド ト ドー ドド ドー トド ーー ツー 2 一 77 | PRINT USING/ 

EOAD 7 に ei 2 一 78 LPRINT _ USING 2ー121 
LOCATE ee 2 一 79 PRINT+ キ USINGO 2 一 ]23 
ESET/RSET で ee 2 一 891 1PSET 上 に tttretrtSesxszst 2ー 124 
MERGE・・ ド ドド ドド ドド ドー 2 一 82 1 pUT… ト ドー ドド ドド ドー 2ー126 
MID$ ドド ドド ドド ドド ーー 2-83 | puT @ ーー ドド ドド … ド ドー ドー 2 一 128 
MON…‥ーーーー ド ドド ドー ドー ドー トト ーー 2 一 84 | RANDOMI ZE ・…… ド ーー 2 一 132 
MOTOR 一 ーー ドー ドー 2 一 85 READ ・ に に に ーー 2 一 133 
MOUNT・ バ パー トト ドー ドド 2 一 86. 1REM (いい ーー ドド ーー 2 一 134 
NAM eoaoriroea St oos 2 一 87 | REMOVE ・… ド ドー 2 一 135 
NEW ・・・ ド ドー ドー ドド ドー ドー ドド ーー ドー 2 一 88 | RENUM ・ ド ドド ーー ドー 2ー136 
NEW_ON・・ ド ドド ドド ドド つつ に レレ 2 一 89 | RESTORE ・ ド ドー 2 一 137 
ON COM GOSUB 2 一 91 | RESUME・・・ ド ドー 2 一 138 
ON ERROR GOTO…・・ 2-92 1 ROLL 一 ドド トー ドー ドド ドド に に レレ ーー 2 一 139 
ON…GOSUB/ON…GOTO …2 一 94 | RUN ドー ドド ドド ドド ーー 2 一 140 
ON HELP GOSUB………・ 2 一 95 | SAVE・ー ド ドド ドー ドー 2ー141 
ON KEY COSUB 2-97 | SCREEN ーー ドー 2 ワー 142 
ON PEN GOSUB うり 二 909。 | SET Sr 2ー 145 
ON STOP COSUB……… 2 一 100| STOP ーー ドー ドー・… 2ー 147 
ON TIME$ GOSUB ………・ 2 一 101| STOP ON/OFF/STOP 2 一 148 
OERN ocn oooteons さ 2 一 1021 SWAP ドー ドド ーー 2 一 149 
OPTION BASE ………… 2 一 104| TERM ドド ーー 2 一 150 
OUT 2 一 1051 TIME$ ON/OFF/STOP・2 一 154 


11 デ 


TRON/TROFF・・・・・・・ 2 一 155 
VIEW CE 2 一 156 
WAIT ドーーーーーーーー ド ドー トート ーーーーー 2ー158 
WHILE--WEND 2 一 159 
WIDTH ーーーーーーーー・ーー・ーー・ 2 一 160 
第 3 章 関 数 

BSD 35HNaieS 3 一 1 
ASC ーー 3 一 2 
TRIN 3 一 3 
ATTR$ ーー 3 一 4 
CDBE GPSEDn 3 一 5 
CHR 9 ドド ドド ドド ドド ーー ドー 3 一 6 
CHTNT oOC00A0oosios ot 3 一 7 
COS ドー ドド ドド トト トト トゥ トゥ に し し 3 一 8 
CSNG・ー バ ーー ドド ドゥ トゥ ピッ ッッ 3 一 9 
CSRLIN・・ ド ドド ドド に ドド に に に に レー に 3 一 10 
CVI/CVS/CVD ーー 3-11 
DATEE 電 ooo stockss 3 一 12 
DSKF ドー ドー トド ーー ドー ドー ドー ドー ドー 3 一 13 
DSKI $ ドド ーー ドド トード トド ーー 3 一 14 
EOF ド ドー トード ーー ドド ドド トド トト トト トト ッッ ーー 3 一 16 
ERE/RRRIGGSHSaheeone2 3 一 17 
区 BYeSeneehedorsiesiesekieoid 3 一 18 
FT X ド < に 3 一 19 
FPOS ーーーーーーーーー・ー・ー・ーー・ 3 一 20 
ER 3 一 1 
HEX $ トト ーーー ドー ドー 3 一 22 
INKEY $・・・・ ド ーー 3 一 23 
NDL 3 一 24 
INPUT $ 上 ーー ドーーー・ 3 一 25 
INPUT ト 全 に に まま 江 まま 3 一 26 


WIDTH LPRINT…………・ 2 一 163 
WINDOW ・・・・・-・・-・・・・ 2 一 164 
WIRLTE Tabnehobatoes 2 一 166 
WRITE 2 一 167 
TENSTR oooe soeAterres る 3 一 27 
INT ーー バト ーーー トー トド ト ・ ト トト トー 3 一 28 
LEFT $ ドー ドド トー ドー ドド ーー 3 一 29 
LEN ・ に トド トート トート ーーー トト ・ー・・ ト ーー 3 一 30 
LOC CE 3 一 31 
LO ーー ドー ドド ーー ュー 3 一 32 
LOG ドーーーーー ド ドド ドゥ トド トド トト トゥ トゥ に ッッ 3 一 33 
LPOS (に 3 一 34 
ME 3 一 35 
MID ho 3 一 37 
MKI$/MKS $/MKD$……… 3 一 38 
0G2EOOBe2eA eee る 3 一 40 
EERIKESSSSetaeSEeionse.s 5 4 
PENISSHetmonnnottntts erss 3 一 42 
POINT か に 3 一 43 
2) POINT・……ー ド ーー うー 44 
PORT GO2032000 See 3 一 46 
BOSS SS ee 3 三 47 
RIGHT 8 ドー ドド ーー 3 一 48 
END で 3 3 一 49 
SEARCH er 3 一 50 
SGIN Ye 3 一 52 
STNEKSe22EA var 3 一 53 
SPACE 全 に he 3 一 54 
9 3 一 55 


SQR ドー ドー ドド ドド ドッ トト に" 3 一 561USR ドー ドー ドド ドド に に レー 3 一 62 
STR$・ー ド ドド ドド ドド ドド 3 一 571 VAL・ ド トト ドド ドー ドー ーー 3 一 63 
STRING ドド ーー 3 一 581 VARPTR・・・ ド ドド ドー ドド ーー 3 一 64 
下 内 BASS2OA や 0 3 一 591 VIEEW ドー ドド ドド ドー 3 一 65 
TAN 53-60|WINDOW ドド ドド ーー 3 一 66 
TIME 8 ドド ドド ーー ドー 3 一 61 
第 4 章 拡張 命令 
CMD_ CLS ドー ドド ドド ドド ドド ドド ドレ し に に に に に に に に レー 4 一 1 
CMD CUT ドー ドド ドド ドド ドド に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に レー 4 一 3 
CMD SING ーー ドー ドド ドド ドド ドゥ ドド に ドゥ レレ に に に に に に に に し ピピ ーー 4 一 4 
CMD TEXT ON/OFE ーー ドド ドド に レレ に レレ に に に に に に に に に ピピ 4 一 7 
CMDI PUREISGSNOhS CDATA as 4 一 8 
APPENDIX 
A Nass-BASIC の プロ グラ ミン グー トー ドド に レーツ ゥ レー APX 一 1 
A.1 自 時 モー ド で の グラ フィ ッッ クー ドー ドド ドー ドド ツー APXー1 
A.2 ペイ ント (タイ リン グ ) の 使い 方 ・ーー ド ドド ーー APX 一 2 
A.3 ウィ ンド ウ と ビ ピュー ポー ト の 使い 方 ・・…… APX 4 
A.4 パレ ッ ト の 使い 方 トト トード ーー ドド に ドー に ーー APXー6 
A.5 割り 込み キー の 使い 方 ーー ドー ドー ドー ドー ピー APXー7 
A.6 ライ トペ ン の 使い 方 ーー ドー トト 、 ドド に に ーッ レー APX9 
A.7 RS-232C の 使い 方 上 ニニ ニー トヨ ルツ ツ uq ロ ーー ド ドド に レレ に に に に に に に に APX 一 11 
B 周辺 装置 と の 入出 力 (Ne-BASIC) ドド ドド ーー APX13 
B.1 プリ ンタ ーー・・・ に ドド ドド トト < トト トト トト トッ ッッ トト トト てこ ーー APX 一 14 
B.2 カタ セッ トー ドド ドド ドド ドド に し ピピ し APXー14 
B.3 テディ イス クー ドド ドド ドド に レレ に に に に に に に に に し APX 一 15 
B.4 RS-232C ーー ドド ドド ドド ドド ドド に に に に に て て APX 一 16 
C デー タフ ァイル の 作り 方 ・・・ に ti ぬ ぬ ゆ ババ に ーー ドド ドー に ーー APX 一 17 
C.1 シー ケン シャ ルフ ァイル ーー ドー ドド ドド ドド トト トッ ッッッ APXー17 
C.2 ラン ダム ラテ ァイル ーー ドド ドド ドド ドド ドド ドド に に レレ て APX 一 22 


機械 語 プ ログ ラム の 作り 方 ーー トド トド ドー ドー ドー ドー APX 一 25 


DU 居所 りり の 配 寺 ee APX 一 25 
D.2 機械 語 プ ログ ラム の 準備 ・・t ド ーーー APXー25 
D.3 USR 関 数 の 呼び 出し ・・ バ パト ハト ーー ド トド ドー ドド ーー APX 一 26 
54 に CAEER SGDODSSA2SL Se oo APX-29 
D.5 VARPTR・ ぐ ドー ドッ セト で ee と APX 一 32 
ーー 覧 表 CE APX 一 33 
エエ APXー33 
コン トロ ー ル コー ドー トー トト トト トト トト トト トト トト トト てこ ここ で APX 一 37 
キー ボー ド CEEEE 人 人 APX 一 38 
ンプ ジン ます 宙 を せま CK も 7 APX 一 39 
ング ミグ Ne 0S ee か G5esm9 GRG 2220 の ccs APX 一 40 
ファ イル ディ スク リプ アタ エト トト トド トト トト トト し て で こし で て APX41 
誘 導 関 数 PE APXー42 
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機能 別 索 引 


コマ ンド 





AUTO 隅 06 Rise933 や 9 
BLOAD 半 0 の 20GHRE eS 
BSAVE N 

CLOAD/CLOAD? 

CONT | 隊 5ScSo seo ek bs 
CSAVE AS 
DELETE 
EDIT 
FILES/LFILES 
FORMAT 
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Nss-BASIC(N-BASIC) 
の 概要 





1.1 N。。-BASIC と N-BASIC 


PC-8801MKII は , N。。-BASIC と N-BASIC と いう 2 つの BASIC を 持っ て 
お り , 必要 に 応じ て 切り 替え て 使用 し ます . 

N-BASIC は , 姉妹 機 の PC-8001 に に 搭載 され て いる も の と 全く 同じ で , 現在 
数 多く 流通 し て いる PC-8001 用 の ソフ トウ ェ ア を 利用 し て 頂く た め に 用 意 き さき れ て 
いま す . た だ し , この モー ド で は , PC-8801MKII が 持っ て いる 多く の 重宝 な 
ハー ドウ ェ ア ( 高 分 解 能 グラ フィ ックス な ど ) を 完全 に サポ ー ト する こと は で き 
ませ ん . 

N。。-BASIC は , PC-8801MKII の メイ ンプ ログ ラミ ング 言語 で , PC-8801 と 
完全 に 互換 性 が あり ます . さら に , 拡張 命令 を 追加 する こと が 可能 と な っ て いま 
す . 

この 2 つの BASIC は 原則 的 に コン パチ ビリ ティ を 持っ て いま す . た だ し , ハー 
ドウ ェ ア が 変っ た こと や BASIC が 改良 され た こと に より , な く な っ た 機能 や 内 
容 の 変っ た も の が いく つか あり ます . ここ で N。。- BASIC と N - BASIC の 基本 
的 な 違い に つい て 説明 し て お きま す . 

次 に 示す の は 。N - BASIC に は あっ て , Na。- BASIC で は な く な っ た 命令 と 機 
能 で す . 


MOUNT 命令 (ディ スク ) 

REMOVE 命令 (ディ スク ) 

FORMAT 命令 (ディ スク ) 
CLOAD ン CLOAD ? 命令 (カセ ッ ト ) 
CSAVE 命令 (カセ ッ ト ) 

アト リピ ビュ ー ト 方 式 の セミ グラ フィ ッ ク 機 能 
キャ ラク タ に よっ て 線 を 引く 機能 

また , 一 命令 と いう 意味 で は な く , BASIC の 内 部 的 な 処理 で その 内 容 が 変っ た 
も の が いく つか あり ます . 

1 つ は 変数 名 に お ける 制限 で す . N。。- BASIC で は 40 文 字 ま で の 名 前 を 完全 に 
区 別 で きま す が , N - BASIC で は 最初 の 2 文字 まで し か 判別 の 対象 に な り ま せ 
ん . 

も う 1 つ は 内 部 の 演算 処理 で 実数 値 を 整数 値 に 変換 する 方 法 が 異な る こと で 
す . N。。- BASIC は 小数 点 以下 を 四捨五入 し て 整数 化し ます が , N - BASIC で は 
小数 点 以下 を 切り 捨て ます . 

また エラ ー メ ッ セ ー ジ の 出力 の 仕方 も 異な り ま す . N-BASIC お よび NasDISK 


- BASIC で は フル セン テン ス の メッ セー ジ を 出力 し , N。。-BASIC(ROM バー ジ 


ョ ン ) で は 簡略 され た 形 で 出力 され ます 。 詳 しく は APPENDIX の エラ ー コ ー ド 


表 を 参照 くだ さい . 


]: 


-2 Nasa-BASIC の 主 な 特徴 


Nss- BASIC は 新しい 機能 と し て 次 の よう な 特徴 を 持っ て いま す 。 
PC-8801MKIT が 持っ て いる ハー ドウ ェ ア の 機能 の ほとん ど を N。。-BASIC で 
使用 可能 で す . 
操作 可能 な 機器 を 以下 に 示し ます . 

O プ ログ ラマ ブル ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 

O オ ー デ ィ オ カセ ッ ト 

oO RS - 232 と イン ター フェ イス 機器 

O リ アル タイ ムタ イマ 

oO ラ イト ペン 

O ミ ニニ フロッピ ー デ ィ ス ク 

O 標準 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 

O セ ント ロニ クス ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 機 器 (プリ ンタ ) 

48K バ イト も の グラ フィ ックス 専用 RAM を 持っ て いる た め , 640X200 (8 
色 カ ラー 1 ペー ジ ま た は 白黒 3 ペー ジ ), 640 X400 (白黒 1 ページ) の 高 分 解 
能 グ ラフ ィ ッ クス を 実現 で きま す . 
また これ を サポ ー ト する 種々 の グラ フィ ッ ク 命 令 は 強力 で , 特に WINDOW, 
VIEW に よる 論理 的 な 座標 系 の 設定 は ,。 プロ グラ ミン グ を 簡略 に し , 表示 を 
多彩 に し ます . 
リス ト な ど キ ャ ラク タ を 表示 する テキ スト RAM と , グラ フィ ッ ク RAM は 
完全 に 区 別 さ れ て いる た め , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 合成 が 簡単 
に で きま す . 
パレ ッ ト と いう 新しい 概念 を 導入 し た こと に より , 多彩 な カラ ー 表 示 が 可能 
で す . 
プロ グラ ム 中 の 飛び 先 の 指定 と し て ラベ ル 名 が 使え る た め , プ ログ ラム 開発 。 
デバ ッ グ が 飛躍 的 に 向上 し ます . 

各 ハ ー ド ウェ ア か ら の 割り 込み を BASIC 中 で 操作 で きま す . 

漢字 ROM が 標準 装備 さき れ て お り , 日 本 語 の 文章 を 処理 する こと が で きま す . 
IF THEN ELSE ン WHILE WEND (ディ スク バー ジョ ン ) 等 の 文 に よ 


」ー ジ 


り 構造 化 さ れ た プロ グラ ム に する こと が で きま す . 

10. 変数 名 は , 40 字 まで 使用 可能 で ある た め , 分 か りや すい 変数 名 を 付け る こと 
が で きま す . 

11. Na。DISK-BASIC を 導入 の 際 は , 倍 精度 関数 が 準備 され て お り , 科学 技術 計 
算 に も 適 広 で きま す . また 大 規模 な を プログ ラム に 対し て , オー バー レイ 機能 
も 用 意 き れ て お り 、 必 要 な 変数 の 受け 渡し も 可能 で す . 

12. 汎用 IT/O ポ ー ト を 持っ て いる た め バ パー コー ドリ ー ダ な ど が 接続 で きま す . 

13. 拡張 命令 パッ ケー ジ を 付加 する こと に より , ター トル グラ フィ ッ ク , サ ウン 
ド な どの 機能 が 使え ます . 


1.3 動作 モー ド 


BASIC を 起動 する と (起動 方 村 に つい て は ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル を 参照 し て < 
だ さい ) , PC-8801MKT は , 画面 に Ok” と いう 文字 を 出力 し , BASIC は コマ 
ンド レベ ル に な り ま す . この 状態 の と き は , あら ゆる BASIC の コマ ンド を キー 
ボー ド か ら 入 力 で きま す . 


1.3.1 ダイ レク トモ ー ド 

行 番号 を つけ ず に BASIC の 文法 に 沿っ た 文 を 入力 し た 場合 , その 文 は , キャ リ 
ッ ジ リタ ー ン を 入力 後 , すぐ に 実行 きれ ます . これ を ダイ レク トモ ー ド に お ける 
実行 と いい ます . 


1.3.2 プロ グラ ム モ ー ド 

行 番号 ( 1 て 65529 : N - BASIC で は 0 か ら ) を つけ て 文 を 入力 し た 場合 , そ 
れ は メモ リ の 中 に プロ グラ ム と し て 行 番号 と と も に 格納 され ます . そし て いっ た 
ん 格納 され た プロ グラ ム は , RUN コマ ンド お よび GOTO 文 , GOSUB 文 に よっ 
て 実行 きせ る こと が で きま す . これ を プロ グラ ム モ ー ド に よる 実行 と 呼び ます . 


1.4 文 


文 と は , BASIC が 行う 手続 き を 記述 し て いる 最小 単位 で す . 

文 に は , BASIC が 実行 する 式 , ステ ー ト メン ト , コマ ンド , 関数 な ど を 書く こ 
と が で きま す . また 文 は , コロ ン ( : ) を 用 いて 他 の 文 と つなぐ こと が で きま す . 
これ は 複 文 (マル チ ス テー トメ ント ) と 呼ば れ , 複 文 は , 1 行 ( 行 番号 も 含め て ) 


255 文 字 以 内 の 長 さ まで 許さ れ て いま す . 


1.5 行 番号 

BASIC の 各 プ ログ ラム 行 は , 行 番号 で 始ま ら な けれ ば な り ま せん . 行 番号 に は , 
1 65529 ま で (N - BASIC は 0 か ら ) の 整数 を 用 いま す . 行 番号 は プロ グラ ム 行 
を メモ リ に 格納 する 順序 を 示し , 実行 も 行 番号 の 若い 方 か ら 行 われ ん ます. また 分 
岐 や 編集 の 目印 と し て も 使用 され ます . 

行 番号 の 代り に ピリ オド (.) を 使う こと が で きる 場合 が あり ます . ピリ オド は 
LIST,。 AUTO, DELETE な ど コ マン ド 中 で , エラ ー 発 生 , 編集 な ど に よっ て 
BASIC 内 の ポイ ンタ が 示し て いる 現在 の 行 を 表す も の で す . 

Sm。 


AUTO . 
DELETE .-100 


1.6 使用 で きる 文字 と コン トロ ー ル キャ ラク タ 


Na (N) - BASIC の 使用 で きる 文字 は , 英文 字 カナ , 数 字 , 特殊 記号 、 そ し て 
グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ よ り 構 成 さ れ て お り , これ ら は キャ ラク タ セ ッ ト と 呼ば 
れ ま す . 英文 字 は 大 文字 と 小文字 で , 数 字 は 0 か ら 9 まで で す . これ ら キ ャ ラク 
タ セ ッ ト の 詳細 は , APPENDIX の バキ ャ ラク タ 表 ? を 参照 し て くだ さい . 他 に も 
特別 の 意味 を も つ コ ント ロー ルキ ャ ラク タ が あり ます . これ に つい て も AP 


1.7 特殊 記号 の 使い 方 


BASIC で は , 演算 子 ( 十 , 一 , *,) な どの 他 に も 特別 な 意味 を 持つ 記号 が あ 
り ま す . ここ で その 意味 を まとめ て 説明 し て お きま す . 
1. ピリ オド (. ) 
現在 BASIC が 着目 し て いる 行 番号 の 値 を 持っ て お り ポ イン タ と し て 使用 す 
る こと が で きま す . BASIC が 着目 し て いる と は , 新しい 行 を 挿入 し た , エラ ー 
が 発生 し た な どの 行 で す . 
例 ) LIST . 
2. ハイ フン (-) 
LIST, DELETE 命令 な ど 行 の 範囲 を 指定 する 時 , 何 行か ら 何 行 ま で と いう 


場合 に 使い ます . 
例 ) DELETE 100-200 
3:。 ココ セン ジ (39 
マル チ ス テー トメ ント の 区 切り と し て 使い ます . 
例 ) A=B+C : PRINT A 
4. コン マ (,) 
PRINT, INPUT な ど パ ラメ ー タ が 並ぶ 場合 その 区 切り と し て 多用 され ます . 
例 ) INPUT A, B, C 
COLOR 7 0 
5. セミ コロ ン (:) 
PRINT 文 な どの 区 切り と し て 使い ます . 
例 ) PRINT ヾ A=? 
6. アポ スト ロフ ィ (「) 
REM 文 (リマ ー ク ) の 代用 と し て 使え ます . 
7. クエ ッ シ ョ ンマ ー ク ( ? ) 
PRINT 文 の 代用 と し て 使え ます . 
8. アス タリ スク (*) 
ラベ ル 名 の 先頭 に 付け ます . 
9. スペ ー ス 
BASIC は 原則 と し て スペ ー ス を 無視 し ます . た だ し コマ ンド , ステ ー ト メン 
ト の 後に は 必ず スペ ー ス を 入れ な けれ ば な り ま せん (N - BASIC で は 入れ な く 
て も よい ). 


1.8 定 数 


1.8.1 定数 の 種類 
Ns- BASIC の 定数 に は 以下 の も の が あり ます . 


文字 定数 10 進 形式 

定数 オ 整数 弄 十 8 進 形式 
前 16 進 形式 

固定 小数 点 形式 

sl 還 度 天 ー | 浮動 小数 点 形式 

wmーー 固定 小数 点 形式 

浮動 小数 点 形式 


1.8.2 文字 定数 
文字 定数 と は , 255 文 字 以 下 の ダ ブル クォーテーション () で 囲ま れ た 英 数 字 。 
カナ 文字 , 記号 な どの 列 の こと で す . な お , (?) を 文字 列 の 中 に 記述 する 場合 は , 
CHRS 関 数 を 用 いな けれ ば な り ま せん . 
例 ) *Good Morning? 
*123456789? 
* パ ー ナ ソル コン ピュ ー タ ? 


1.8.3 数 値 定数 

数 値 定数 は 整数 型 , 実数 型 に 分 けら れ , それ ら は 正 あ る い は 負 の 数 、 また は 
0 で す . 

負 の 数 の 前 に は 必ず 符号 を つけ な けれ ば な り ま せん が , 正 の 数 の 前 の 符号 は 省 
略す る こと が で きま す . 


1.8.4 整数 型 
(1) 10 進 形式 
ー32768 か ら 十 32767 ま で の すべ て の 整数 . また は , 数 の 後に % を つけ た も の . 
小数 点 を つけ る こと は で きま せん . 
例 ) 32767 
ー123 
32767% 一 向 数 を 表す . 
(2) 8 進 形式 
頭 に &O また は 鐘 を 伴っ た , 0 か ら 7 まで の 数 字 の 並び . 
&0 て 鐘 177777 の 秋 囲 
例 ) &12345(5349( 10 ) ) 
&O07777(4095( 10)) 
(3) 16 進 形式 
頭 に & 是 を 伴っ た , 0 か ら F ま で の 並び . 
例 ) &H100(256(10 )) 
&HFFFF(65535( 10 ) ) 
注意 : 8 進 形式 また は 16 進 形式 で 入力 され た 数 値 は , PRINT,LPRINT で は 10 
進 形式 で 出力 され ます . 


例 ) 10 進 数 , 8 進数 , 16 進 数 の 関係 


ら 
水 








0 
1 
2 
3 
4 
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(4 
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1.8.5 実数 型 
実数 型 は 、 単 精度 型 と 倍 精度 型 に 分 けら れ ま す . 


1.8.6 単 精度 型 

有効 桁 7 桁 の 精度 で 格納 され ます . 出力 の と き は 7 桁 目 が 四捨五入 され , 6 桁 
以下 で 表示 され ます . 扱え る 数 値 は , 一 1.70141E 二 38 一 1.70141E 十 38 で す . 

(1) 7 桁 以 下 の 実数 

(2) E を 使っ た 指数 形式 

(3) 最後 に ! を 伴っ た 数 


例 ) 1.23 
ー7.09E 一 06 
3525.68 
3.14 ! 
1.8.7 倍 精度 型 
有効 桁 16 桁 の 精度 で 格納 され , 16 桁 以下 で 表示 され ます . 
(1) 8 桁 以 上 の 数 


(2) D を 使っ た 指数 形式 

(3) 最後 に # を 伴っ た 数 

例 ) 1234567890 
ー1.09432D 一 06 0.3141592653D 十 01 
56789.0# 
8657036 .1543976 


1.9 変数 


1.9.1 変数 と は ? 

BASIC の プロ グラ ム 中 で 使わ れる 値 を 格納 する た め の エ リア に , 英 数 字 か ら 成 
る 名 前 を 対応 さき せ た も の が 変数 で す . 

変数 の 値 は 。 プロ グラ マ に よっ て 定義 され , 演算 , 参照 な ど に 使う こと が で き 
ます . これ は 演算 , 代入 実行 後 、 割り 当て られ ます . 数 値 変数 は , 値 が 割り 当て 
られ る まえ に 参照 され た ら 0 が 代入 され , 文字 変数 は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 
列 ) が 代入 され ます . 


1.9.2 変数 名 と 型 宣言 文字 
Na』- BASIC に お いて , 変数 名 は 最大 40 文 字 の 英字 で 始ま る 英 数 字 と ピリ オド 
(.) で 表 き され, その すべ て を 区 別 し ま す . た だ し , N - BASIC で は 最初 の 2 文字 
まで の 判別 し か し ませ ん . 
例 1) 
ABCDEFGHIJKLMNOPORSTUVWXYZ1234567890123A 
ABCDEFGHIJKLMNOPOQRSTUVWXYZ1234567890123B 
この 2 つ は N。。- BASIC で は 区 別 さ れる 一 一 
変数 名 は 予約 語 (BASIC で 使わ れる コマ ンド ・ ス テー トメ ント な どの キー ワー 
ド ) で あっ て は な り ま せん が , 予約 語 を 含ん だ も の は 構い ませ ん . た だ し , FN で 
始ま る 変数 名 は 許さ れ ま せん . また 英文 字 に お いて 大 文字 , 小文字 の 区 別 は あり 
ませ ん . 
N - BASIC の 場合 は 変数 名 中 に 予約 語 を 含む こと も 許さ れ ま せん . 
例 2) R UN 変数 と は な ら な い 
RUNI 
XRUN 
同じ 変数 名 で も 型 が 違え ば 区 別 さ きれ ま す . 変数 の 型 は 型 宣 言 文字 に よっ て 決ま 
り , 型 宣言 文字 は 変数 名 の 最後 に つけ て , その 変数 の 型 を 表し ます . 型 宣言 文字 


| 一 変数 に な れる 


を 省略 する と , 1? が つい て いる と みな され ます ( 単 精度 実数 型 変数 と な る ). 
96 整数 型 
記 ! 単 精度 実数 弄 
型 宣言 文字 
了 | # 倍 精 度 実数 弄 
$ 文字 型 


例 3 ) A 

A# に = 

これ ら は 区 別 き され る が , A と A! は 同じ . 

A% 

A$ 
変数 の 型 を 宣言 する の に も う 1 つ 便 利 な 方 法 が あり ます . それ は DEFINT, 
DEFSNG, DEFDBL, DEFSTR の 型 宣言 文 を プロ グラ ム 中 で 用 いる 方 法 で す . こ 
れ に つい て は 2 章 で 詳し く 説 明 し ます . 


1.9.3 配列 変数 

配列 と は , 1 つの 変数 名 で いく つか の 要素 を 参照 する こと の で きる 変数 で す . 
配列 変数 の それ ぞ れ の 要素 は , 整数 また は 整数 表記 に よる 添字 に よっ て 参照 され 
ます . 

配列 変数 の 次 元 は 255 次 元 ま で , 添字 は メモ リ の 範囲 内 で 許さ れ て お り , これ ら 
の 大 き さ は DIM 文 ( 2 章 参照 ) で 宣言 し ます . た だ し , 各 添 字 は 原則 と し て 0 か 
ら 始 まり ます か ら , 実際 の 要素 数 は 添字 の 数 十 1 と な り ま す . 


例 ) DIMA(10) 1 次 元 配列 要素 の 数 11 
DIM TA(10, 50) 2 次 元 配列 要素 の 数 11X51=561 
DIM NAME$(2, 5, 3) 3 次 元 配列 要素 の 数 3X6X4=72 
注 : 各 添字 の 数 が 10 以 下 の 時 は DIM 文 に よる 宣言 を 省略 する こと が 
で きま す . 
1.9.4 予約 変数 


N。。 (N) - BASIC に は , BASIC 自身 が 専用 に 使う 予約 変数 が あり ます . これ ら 
の 変数 は , ユー ザー に よっ て 一 般 の 変数 と し て 使う こと は で きま せん . 
TIME$ 現在 の 時 分 秒 を HH : MM : SS の 形 で も っ て いま す . 同 じ 
形 で 代入 する こと も で きま す . 
DATE$ 現在 の 年 月 日 を YY プ MM〆DD の 形 で も っ て いま す . 同 
じ 形 で 代入 する こと も で きま す . 


ERL エラ ー の 生じ た 時 , エラ ー が 発生 し た 行 番号 を も っ て いま 
す . 代入 する こと は で きま せん . 
ERR エラ ー が 発生 し た 時 , 生じ た エラ ー の エラ ー コ ー ド を も っ 


て いま す . 代入 する こと は で きま せん . 


1.9.5 ガー ベー ジコ レク ショ ン 

例え ば , 文字 変数 A$、B$, C$ に それ ぞ れ 文字 例 AA, BB, CC を 代入 する 
と , これ ら は , 順番 に 文字 列 領域 内 に 書き 込ま れ ま す . 次 に また , B$, C$ に 
BBB, CCC を 代入 する と , 初め に B$, C$ が 取っ た 領域 に 書き 込む の で は な く , 
新た な 領域 に B$, C$ の 内 容 を 書き 込み ます . 更に , C$ に C を 代入 する と ま 
た 新た な 領域 に 書き 込む 事 に な り ま す . ここ で , 現在 , A$, B$, C$ の 持っ 
て いる 文字 列 は , A$ は AA, B$ は BBB, C$ は C を 持っ て いま す . し か し 文 
字 列 領域 内 に は , これ ら が 順番 に 存在 する も の で は な く , あちこち に 存在 し て い 
て 間 に は 不要 に な っ た 文字 列 が あり ます . そし て , この よう に 次 々 に 文字 変数 に 
文字 列 が 与え られ , 文字 列 領域 が Full の 状態 に な る と , 現在 使わ れ て いる 文字 列 
の 領域 と 不要 に な っ た 文字 列 が ある 領域 と 2 つ に 分 け て , 使用 可能 な 領域 を 確保 
する 事 を ガー ベー ジコ レク ショ ン と 言い ます . 


この 文字 列 領 域 が 
Full に な る と 
婦 字 列 領域 


な を |A Alp pp| クン クン ンジ ンジ ジジ ジグ 


使用 可能 に な っ た 領域 


1.10 型 変 換 


Na (N) - BASIC の 数 値 デ ー タ は , 必要 に 応じ て その 型 か ら 他 の 型 に 変換 する 
こと が で きま す . た だ し , 文字 型 と 数 値 型 の 間 で この 変換 を 行う こと は で きま せ 
ん . 

(1) ある 型 の 数 値 デ ー タ が , 違っ た 型 の 数 値 変数 に 代入 され た 場合 数値 は , 
その 変数 名 に よっ て 宣言 され た 型 に 変換 され ます (N と Naa で は 実数 か ら 整 数 へ 
の 変換 の 仕方 が 異な り ま すか ら 注 意 し て くだ さい ). 


例 ) 10 ABC%=1.234 
20 PRINT ABC% 


RUN 
1 


(2) 精度 の 違う 数 値 問 の 演算 の 場合 , 精度 の 高い 方 に 変換 され て , 演算 が 行わ 
れ ま す . た と えば , 10#/3 の 場合 は 10 ル 3# と し て 演算 が 行わ れ ま す . 


例 ) 10 A#ー10# ン 3 
20 B#ー10#/3# 
30 PRINT A# B# 
RUN 


3.333333333333333 3.333333333333333 


(3) 論理 演算 の 場合 扱わ れる 数 値 は すべ て 整数 に 変換 され , 結果 は 整数 で 与 
えら れ ま す (N と Ns。 で は 実数 か ら 整 数 へ の 変換 の 仕方 が 異な り ま すか ら 注 意 


し て くだ さい )、. 

例 ) 10 A#ー12.34 
20 B=NOT A# 
30 PRINT B, A# 
RUN 


ー13 12.,34000015258789 


(4) 実数 が 整数 に 変換 され る 場合 は 。 小数 点 以下 は 四捨五入 きれ ます (N- 
BASIC で は 切り 捨て ます ). この 時 , 整数 型 で 扱え る 範囲 を 超え た 場合 は エラ ー 


が 起こ り ま す . 
例 ) 10 A%=34.4 
20 B%=34.5 
30 PRINT A%, B% 
RUN 
34 35 


10 A#ー1.234E 十 07 
20 B% ニ A# 

30 PRINT B9%, A# 
RUN 

Overflow 


(5) 倍 精度 変数 が 単 精度 変数 に 代入 され た 時 は , 変数 の 値 は 有効 数 字 7 桁 に 丸 
め た も の と な り ま す . 単 精度 変数 の 精度 は 7 桁 で あり , も と の 倍 精 度 の 数 値 と の 


誤差 の 絶対 値 は , 5.96E 一 8 以下 と な り ま す . 


例 ) 10 A# 一 1.23456789# 


20 B! ニ A# 

30 PRINT A# B 

RUN 

1 .23456789 1.23457 


1.11 


式 と 演算 


式 と は 定数 や 変数 を 演算 子 で 結合 し た 一 般 的 な 数 式 や , 単に 文字 や 数 値 。 ある 
い は 変数 だ け の も の を いい ます . 


例 ) BASIC 
3.14 
10 十 3 の 5 
A 填 BCーD 
TAN (DO) 
BASIC の 演算 は 次 の 5 つ に 分 類 さ れ ま す . 
1. 算術 演算 
2. 関係 演算 
3. 論理 演算 
4. 関数 
5. 文字 列 演 算 
1.11.1 算術 演算 
算術 演算 子 に は 次 の よう な も の が あり ます . 
演算 子 演算 例 
実 | 人 指数 演算 AN 
順 | 一 負 号 SS 
ポッ グ 乗算 , 実数 の 除算 X*Y,。 X ン Y 
十 。 一 加算 , 減算 メ 二 Y, メーY 


演算 の 実行 順序 を 変更 する 場合 カッ コ を 使用 し ます . カッ コ の 中 の 演算 子 は 他 
の 演算 子 よ り 先 に 実行 きれ ます . カ ッ コ 内 に お いて は 通常 の 実行 順序 に 従い ます . 
次 に 実行 例 を 示し ます . 





代数 表記 B A S I C の 表記 
1) 2X+Y 2*X+Y 
2) 全 +2 X ノ Y+ 2 
3) そ ュ ー ( メ + マ ) ン 2 
4 ) 駐 * 十 2 双 十 1 X 人 和信 2 十 2*※ 失 十 1 
5 に 、。 次 2 双 人 (YA2) 
6) ("2 XAYA2 


7) 。Y( 一 叉 ) Y*※( 一 ) 


(1) 整数 の 除算 と 剰余 の 計算 

整数 の 除算 は に よっ て 行わ れ ま す . 扱わ れる 数 値 が 実数 の 場合 は , 演算 が 実 
行き され る 前 に 小数 点 以下 が 四捨五入 され ます . 商 は 小数 点 以下 が 切り 捨て られ た 
整数 と な り ま す . 

例 ) 10\3=3 (10 プ 3= 3... 1) 

23.75\5=4 (24 プ 5= 4... 4 ) 

剰余 の 計算 は MOD に よっ て 行わ れ ま す . 扱わ れる 数 値 が 実数 の 場合 は , 演算 
が 実行 され る 前 に 小数 点 以下 が 四捨五入 され ます . 結果 は 整数 の 割り 算 の 余り で 
す . 


例 ) 13.3 MOD 4=1 (13/4=3... 1 ) 
25.68 MOD 6.99=5 (26 ノ 7= 3... 5) 
(2) 0 で の 除算 


式 の 実行 時 に 0 で の 除算 が 行わ れ た 場合 は , エ ラー メッ セー ジ を 出力 し ます が , 
結果 は 計算 機 が 扱う こと の で きる 最大 の 数 と みな し , それ を 除算 の 結果 と し て 処 
理 を 続行 し ます . 

また , べき 乗 の 実行 時 に , 0 に 対し て 負 の べき 乗 を 行っ た 場合 も 同様 に な り ま 
す . 

例 ) PRINT 2 ノ 0 

グ 0 
1.70141E 十 38 


PRINT 0 へ ー1 
グ 0 
1.70141E 十 38 
(3) 桁 あ ふれ (オー バー フロ ー) 
代入 や 演算 の 結果 が その 変数 の 型 内 で 表現 する こと の で きる 範囲 を こえ た 場 
合 ,。 桁 あふ れ が 発生 し ます . 
桁 あ ふれ が 起こ っ た 場合 , BASIC は ヾ OverfHow” (OV Error) エラ ー を 出力 し , 
BASIC が 扱う こと の で きる 最大 の 数 を 結果 と し て 与え , 処理 を 続行 し ます . 
例 ) PRINT 3 ^ へ 300 
OV 
1 .70141E 十 38 


1.11.2 関係 演算 
関係 演算 子 は 2 つの 数 値 を 比較 する と き に 用 いま す . 結果 は , 真 (一 1 ), 偽 ( 0 ) 
で 得 ら れ , 条件 判定 文 な ど プ ログ ラム の 流れ を 変え る の に 用 いら れ ま す (IF 文 参 


らぶ る) 





関係 演算 子 内 容 例 

ニ 等 し い メニ Y 

く >,> く 等 し く な い X メ <>Y。X> く Y 
く 小さ い X メ <Y 

> 大 きい X メ >Y 

ーー 小さ いか 等 し い X メ < ニ = ニ Y,、 メニ <Y 
ッ ニ ニラ 大 きい か 等 し い メッ ニー ニ Y,、X メ ニッ >Y 


注意 : = は 代入 文 に も 使う の で 注意 する こと . 
IF 文 の 中 で の 使い 方 の 例 を 次 に 示し ます . 
IF X=0O THEN 1000 
IF A+TB <> 0 THEN X ニ X 十 1 : Y ニ Y 十 1 


+ー 


.11.3 論理 演算 

論理 演算 子 は 複数 の 条件 を 調べ た り , ビッ ト 操 作 や ブー ル 演 算 を 行っ た りす る 
の に 用 いま す . 論理 演算 は ,。 ビッ ト ご と に 0 また は 1 を 結果 と し て 与え ます. 
各論 理 演算 の 内 容 を 次 に 示し ます . 


NOT = not (否定 ) 
双 NOT X 
1 0 
0 1 
AND = and (論理 積 ) 
双 Y 双 AND Y 
1 1 1 
1 0 0 
0 1 0 
0 0 0 
OR inclusive or (論理 和 ) 
双 Y XX OR Y 
1 1 
1 0 + 


0 1 1 
0 0 0 
XOR = exclusive or (排他 的 論理 和 ) 
又 Y X XOR Y 
1 1 0 
1 0 1 
0 1 1 
0 0 0 
IMP = implication (包含 ) 
x Y X IMP Y 
1 1 1 
1 0 0 
0 1 1 
0 0 1 
EQV = equivalence (同値 ) 
双 Y X EQV Y 
1 1 1 
1 0 0 
0 1 0 
0 0 1 


論理 演算 子 も 関係 演算 子 の よう に , プロ グラ ム の 流れ を 変え る の に 用 いら れ ま 
す . この 場合 , 論理 演算 子 は 2 つ 以 上 の 関係 演算 子 と 結ぶ こと が で きま す . 
例 ) (1) IF X<0 0R 99<X THEN 1000 
(2) IF 0<X AND X<100 THEN X=0 
(3) IF NOT (A=0) THEN 20 
(1) X が 負 ま た は , 99 よ り 大 きけ れ ば , 行 番号 1000 へ 飛ぶ . 
(2) X が 正 で か つ , 100 よ り 小 さけ れ ば , 双 に 0 を 代入 する . 
(3) A が 0 で な けれ ば , 行 番号 20 へ 飛ぶ . 
注意 : 論理 演算 子 は 演算 の 前 に 扱う 数 値 を 一 32768 か ら 十 32767 ま で の 2 つの 補 
数 表示 の 整数 に 変換 し ます . も し , この 範囲 外 と な れ ば “OverHow?(OV Error ) 
エラ ー と な り ま す . も し , 0 ( 偽 ) と ー 1 ( 真 ) し か 与え られ な か っ た な ら , 論 
理 演算 子 は 0 と 1 し か 結果 と し て 与え ませ ん . 
指定 され た 論理 演算 で は , この 整数 に 対し ビッ ト ご と に 演算 を 行い ます . し た 
が っ て , 論理 演算 子 は バイ ト デ ー タ を ある ビッ ト パ タ ー ン に 照ら し 合わ せ て 調べ 


る こと が で きま す . 

た と えば , AND 演算 子 は 機器 の LO ポー ト の ステ ー タ スバ イト の 必要 な ビッ 
ト 以 外 の すべ て の ビッ ト を マス ク す る こと に 使え ます . また OR 演算 子 は ある 2 
進数 を 作る た め に 2 つの ビッ ト パ タ ー ン を 混在 きせ る こと が で きま す . 

以下 の 例 は 論理 演算 子 が どの よう に 働く か の 例 で す . 

63 AND 8=8 63= (111111)。, 8 =(001000)。 

し た が っ て , 63 AND 8=(001000)。= 8 
ー1 AND8= 8  -1=(1111111111111111)。, 8 =(001000)。 
し た が っ て , 一 1 AND 8=8 

12 OR 11=15 12= (1100)。, 11= (1011)。 

し た が っ て ,12 OR 11 =(1111)。=15 

32767 OR 一 32768 ニー1 

32767= (0111111111111111)。 

ー32768= (1000000000000000)。 
し た が っ て , 32767 OR 32768= 
(1111111111111111)。=ー1 

12 XOR 11=7 12 三 (1100)。, 11= (1011)。 

し た が っ て , 12 XOR 11=(0111)。=7 

10 XOR 10=0 10=(1010)。 

し た が っ て , 10 XOR 10=(0000)。=0 

NOT X ニ =ー(X+1) 任意 の 数 の 補 数 表示 は 1 の 補 数 に 1 を 加え た も の で あ 

る . 


1.11.4 関 数 

関数 と は 与え られ た ある 引数 に 対し て , ある 決っ た 演算 を 行う も の で , 値 と し 
て は , この 演算 の 結果 を 返し ます . 

BASIC は 組み 込み 関数 ” と し て SIN (正弦 ), SQR (平方 根 ) な どの 数 値 関 
数 や CHR$, LEFT$ な どの 文字 列 関数 を 本 体内 に ちっ て いま す . これ ら の 関数 に 
つい て は 3 章 で 詳し く 説 明 し ます . 

また , BASIC は バド ユー ザー 定義 関数 ′” と し て ユー ザー が 自由 に 定義 で きる 関数 
機能 もち もっ て いま す . これ は 2 章 の “DEF FN” の 項 で 説明 し ます . 

また , これ ら の 初等 関数 (SIN 関数 な ど ) は , 引数 が 倍 精度 の と き は 倍 精度 * と 
な り , 引数 が 整数 や 単 精度 の と き は 単 精度 と な り ま す . 

* 倍 精度 関数 機能 は N。。DISK-BASIC の み 使 用 可能 。 


一 般 に 引数 に 整数 し か と ら な いも の は , 小数 部 分 を 四捨五入 し て 整数 に 丸め て 
か ら 演 算 を 行い ます (N - BASIC で は 切り 捨て ます ). 
次 に その 使い 方 の 例 を 示し ます . 
A=SIN(3.14) COS(3.14) 
PRINT 2, 2 * 2, SOR(2) 


1.12 文字 列 の 演算 


1.12.1 文字 列 の 連結 
文字 列 は 演算 子 十 に よっ て 連結 する こと が で きま す . 
例 ) 10 A$ ニ NEC? : B$= PC -? : C も 5 ニ 8801MK2? 
20 D$=A$ 十 ~ / 十 B$ 十 CS 
30 PRINT D$ 
RUN 
NEC PC-8801MK2 


1.12.2 文字 列 の 比較 
文字 も 数 値 の 比較 に 用 いら れる も の と 全く 同じ 関係 演算 子 を 用 いて 比較 する こ 
と が で きま す . 
ーー, く 。。 くう, > で ) マニ, 三 ぐ ラー, ニン 
文字 列 の 場合 それ ぞ れ の 文字 列 の 最初 か ら 1 文字 ずつ , 文字 の 比較 を 行い ます . 
も し 相互 に 全く 同じ 文字 列 の 場合 は , その 2 つの 文字 列 は 等 し く な り ま す が , 1 
箇所 で も 違っ た 場合 は , その 文字 の キャ ラク タコ ー ド (APPENDIX の キャ ラク タ 
参照 ) の 大 きい 方 の 文字 列 が 大 きく な り ま す . 文字 列 の 片方 が 短 か く て 比較 が 途 
中 で 終っ た 場合 は , 短 か い 文字 列 の 方 が 小さ く な り ま す . 
文字 列 の 比較 に お いて は 空白 な ども 意味 を も ち ま す か ら 注 意 し て くだ さい . 
例 ) AA” < ヾ AB? 
ヾ BASIC? = ヾ BASIC? 
NX&Z > X 勿 
*PEN ? > ド PEN? 
Nem/ > よ CMZ 
*DESK < ヾ DESKS? 
この よう に , 文字 列 の 比較 は 文字 列 の 内 容 を 調べ た り , 文字 を アル ファ ベッ ト 
順に 並べ た り (ソー ト ) する こと に 使う こと が で きま す . 


1.13 演算 の 優先 順位 
演算 は 次 の 順位 に よっ て 行わ れ ま す . 


1. カッ コ で 囲ま れ た も の 
2. 関数 

3. 指数 (べき 乗 ) 人 

4. 負 号 (一 ) 

5. *。 ブ 

6. 将 

7. MOD 

8:。 十 。 一 

9. 関係 演算 子 (< く ,>, ニ など) 
10. NOT 
11. AND 
12. OR 
13. XOR 
14. IMP 
15. EQV 


1.14 数 値 演算 に お ける 誤差 


1.14.1 誤 差 
コン ピュ ー タ は 絶対 に 正確 だ と 思っ て いる 方 が 大 多数 だ と 思わ れ ま す が , 次 の 
よう に 必ず し も 正確 で わる と は いえ な いこ と が あり ます . 
例 ) 1. 実数 型 変 数 の プロ グラ ム 
100 C 三 0 : A=0 
110 PRINT い C ニ 7C, Aー 人 7A 
120 IF A 三 1 THEN 150 
130 C 三 C 十 1 :A 三 A 十 0.1 
140 GOTO 110 
150 END 
この プロ グラ ム は カウ ント C と 変数 人 を 0 に し て か ら , 変数 A が 1 と な っ た と 
ころ で 終わ る も の で す . カウ ント C は 1 ずつ , 変数 A は 0.1 ずつ 増え て いき ます . 
この プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 
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RUN 

C= テ 0 A=0 
C 三 1 A 三 0.1 
C 三 2 A 三 0.2 
C 三 3 A 三 0.3 
C テ 4 A 三 0.4 
C= テ 5 A 三 0.5 
C テ 6 A 三 0.6 
C ニ 7 A 三 0.7 
C テ 8 A 三 0.8 
C= テ 9 A 三 0.9 
C=10 Aー1 
C 三 11 A 三 1.1 
C テ 12 A 三 1.2 
C 三 13 A 三 1.3 


不思議 な こと に , A テ 1.0 と な っ て も プロ グラ ム は 止ま り ま せん . 
例 ) 2. 関数 の プロ グラ ム 


100 S= テ 15 
110FOR Y=0 TOS 
120 A テ 2^Y 
130 PRINT 2 へ YY パー 和 2:A 
140 NEXT Y 
150 END 
この プロ グラ ム は 209 か ら 215 ま で を 計算 し て プリ ント する も の で す . 実行 き 
せ て み ま し ょ う . 
RUN 
2 が ic0.。 呈 1 
の 人 へ 1 呈 2 
2 へ 2 三 4 
2^ へ 3 8 
2 へ 4 三 16 
の や も 誤 32 
2^ へ 6 三 64 
の プー :128 


2^ へ 8 三 256 
2 へ 9 三 512 
2 へ 10 三 1024 
2 へ 11 三 2048 
2 へ 12 三 4096 
2 へ 13 三 8192.01 
2 へ 14 三 16384 
2 へ 15=32768 
ここ で , 2 へ 13 に 注目 し て くだ さい . 8192.01 と いう よう に , 小数 点 以下 2 桁 
まで 表示 きれ て いま すね . 
例 ) 3. 入力 の プロ グラ ム 
100 INPUT A#() 
110 PRINT A# 
120 END 
注 ) # は 変数 A が 倍 精度 変化 と し て 扱わ れる こと を 表わし て いま す . 
この プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 9? マー ク が 表示 きれ た ら , 0.0075 
と リタ ー ン キー を 入力 し ます . 


RUN 
? 0.0075 
7.499999999999999D -03 
例 ) 1 の プロ グラ ム で は , A= テ 1.0 と な っ て いる の に プロ グラ ム が 止ま ら ず , 


( 例 2 ) と ( 例 3) の プロ グラ ム で は , 予想 に 反し た 結果 が 表示 きれ ます . その 理由 
を 簡単 に 説明 する と 次 の よう に な り ま す . 

例 ) 1 の プロ グラ ム で は , A テ 1.0 と 表示 きれ た 時 に , 実は , ちょ うど 1 に な 
っ て いな いか ら で す . この 現象 は 、 コ ンピュータ に お ける 数 値 の 内 部 表現 形式 が 
原因 と な っ て 起こ り ま す . 後 で も う 少 し 詳し く 説明 し ます . 

例 ) 2 の プロ グラ ム で 小数 点 が 現われ た の は , 関数 の 値 を 近似 計算 式 で 求め て 
いる た めで す . そし て , 他 の 関数 (SIN, COS, TAN, etc) に つい て も 同じ よう 
< 近似 計算 を 行っ て いる た め の 誤 差 が 含ま れ て 出力 され ます . 

例 ) 3 の 場合 は 入力 され た デー タ を 内 部 表現 形式 に 変換 する 場合 に 生ま れる 
誤差 の 影響 で す . 


1.14.2 対 策 
それ で は 。 どう すれ ば 誤差 の 影響 の 少な い プ ログ ラム に な る で し ょ うか . 主 な 


対策 を あげ て み ま し ょ う . 

a. 定数 型 変数 を 比較 する 場合 は 等 号 ( 一 ) で は な く , 不 等 号 (>, ぐ ) を 使用 し 
ます . 

b. FOR 一 NEXT ルー プ の 変数 に は 整数 型 変数 を 使用 し ます . 

c. 2 INT 関数 や FIX 関数 を 使用 し ます . 
この と き 注 意 し な けれ ば な ら な い の は , 理論 上 , 結果 が 

A 三 1 

と な る も の が 


と な っ て いる 場合 で す . この と き , この まま で INT 関数 を 使用 する と , 
PRINT INT (A) 
0 
と な り , 結果 が 0 に な っ て し まう 時 が あり ます . これ は , INT 関 数 が 与え 
られ た 引き 数 の 整数 部 分 だ け を 取り 出す か ら で す . この よう な 場合 は , 
INT 関 数 に 代入 する 前 に , 0.1 を 加え て お く と いう 手段 が 有効 で す . 
d. 精度 の 高い 関数 計算 を 必要 と する 場合 は , Na。DISK-BASIC で 倍 精度 関 
数 を 利用 し ます . 
e. 結果 を 画面 や プリ ンタ に 出力 する 場合 は , PRINT USING 文 を 利用 し ます . 
例 1 の 場合 に は , a に 従い , 行 番 120 の 文 を 次 の よう に 変更 し ます . これ で 小数 
点 以下 4 桁 の 精度 を 必要 と する 場合 の 比較 を 行なう こと が で きま す . 
単 精度 の 数 値 は , 有効 桁 6 桁 、 倍 精度 は 有効 桁 16 析 で す の で , この こと を 考慮 
し て 精度 を 決定 し て 下さ い . 
120 IF 0.9999 く A AND A ぐ 1.0001 THEN 150 
.14.3 数 値 の 内 部 表現 形式 
一 般 に コン ピュ ー タ 内 部 で の 数 値 の 演算 方 式 に は 次 の 2 通り の 方 式 が あり ます . 
2 進 演算 方 式 …… 入 力 さ れ た 数 値 を 計算 機内 部 で 2 進数 に 変換 し た 後 。 い ろ い 
ろ な 演算 を 行う . 
例 ) 入力 値 123 
内 部 値 1111011( ぅ ) 
10 進 演算 方 式 …… 入 力 さ れ た 数 値 を 10 進 数 の まま 計算 機内 部 に 記憶 し , 演算 を 
行う . 
例 ) 入力 値 123 
内 部 値 00000001 00000010 00000011( ぅ 
ーー ーー ニー ナーー ン ーー ーー 


12300 


注 ) (2) は 2 進数 を 表わし , (10 は 10 進 数 で ある こと を 表し て いま す . 
これ ら 2 つの 演算 方 式 の 大 き な 違 い は , 数 値 を 2 進数 に 変換 する と ころ で す . 
っ つ まり, 10 進数 の 形 で 残す か , 2 進数 の 形 に 変換 し て し まう か に よっ て , 再び 10 
進数 と し て 表示 する 場合 に 誤差 が 生ま れる か どう か が 決っ て きま す . 
例え ば , 0.83 を 2 進 演算 用 に 変換 する と 次 の よう に な り ま す . 
0.83 ニ 1 / 2! 十 1 / 22 十 1 / 24 十 1 / 2 上 1 / 219 寺 1 /27 十 1/272 十 …… 
従っ て , 計算 機内 部 で は , 
1101010001111……… 
と いう 形 に な り ま す . し か し , 計算 機 の メモ リ に は 限度 が あり , 通常 は 32 ビ ッ ト 
と か 64 ビ ッ ト と いう よう に 制限 され て いま す . 従っ て 再び 10 進 数 に 変換 する と , 
前 と は 異 っ た 値 に な り ま す . 
で すか ら , 2 進 演算 方 式 を 採用 し て いる PC-8801MKI で は , 多少 の 誤差 が 現 
われ ます が , これ は 特に 異常 と いう こと で は あり ませ ん . 
で は な ぜ 多 く の パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ が 2 進 演算 を 採用 し て いる の で し ょ う 
か . 主 な 理由 は 次 の 2 つ で す . 
1. 演算 を 早く 行う . 
2. 大 き な 数 値 で も 少な い 桁 数 で 表現 で きる . 
例 ) 255 
10 進 演算 
00000010 00000101 00000101 
(3 バイ ト ) 
2 進 演算 
11111111 
(1 バイ ト ) 


1.15 画面 モー ド 


ここ で いう 画面 モー ド と は , 文字 を 表示 する テキ スト 画面 の 表示 桁 数 , ドッ ト 
グラ フィ ックス の 分 解 能 。 白黒 モー ド か カラ ー モ ー ド か な ど 画 面 に 対す る 操作 の 
すべ て の 意味 を 含む も の で す . Ni。s (N) - BASIC は 。 この 画面 モー ド を 必要 に 応 
じ て 選 ぶ こ と が で きま す . 

た だ し , Na- BASIC と N- BASIC の 画面 モー ド は 次 の 様 に 異 っ て いま す . 


1.15.1 N-BASIC の 画面 モー ド 

(1) 文字 表示 桁 数 と ドッ トグラフ ィ ッ クス の 分 解 能 

N- BASIC で 許さ れる 画面 の 表示 行 数 は , 20 行 と 25 行 で す . また 1 行 に 表示 で 
きる 桁 数 は 。 80, 72, 40。 36 桁 が 許さ れ て いま す . 

N- BASIC の グラ フィ ックス は , キャ ラク タ を 横 2 ド ッ ト , 縦 4 ド ッ ト と 考え 
た セミ グラ フィ ッ ク で , 根本 的 に 文字 を 表示 する テキ スト 画面 と ドッ トグラフ ィ 
ックス の 画面 を 区 別して いま せん . 従っ て ドッ トグラフ ィ ッ クス の 分 解 能 は , 必 
然 的 に キャ ラク タ の 表示 桁 数 (表示 行 数 ) に 依存 し ます . 例え ば 80X25 の 画面 モ 
ー ド の 場合 , (80x 2 ) x(25X 4 ) 〇 160 X100 の 分 解 能 と な り ま す . その 他 の 表示 
桁 数 の 場合 も 同様 に 計算 で きま す . 次 の 図 は 表示 文字 数 と ドッ トグラフ ィ ッ クス 
の 分 解 能 の 関係 で す . こ れ ら の 設定 の 仕方 は 後述 の WIDTH を 参照 し て くだ さい . 





























表示 文字 数 ( 横 X 縦 ) | 分 解 能 ( 横 X 縦 ) 
36X20 72X80 
40X20 80X80 
72X20 144X80 
80X20 I60X80 
36X25 72X100 
40X25 80XI00 
72X25 144X100 

















80X25 I60X100 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 





(2) 白黒 モー ド と カラ ー モ ー ド 

N- BASIC は どの 文字 表示 桁 数 の 時 で も , 白黒 モー ド と カラ ー モ ー ド を 選ぶ こ 
と が で きま す . 

カラ ー モ ー ド の 場合 , 8 色 の カラ ー を 文字 ドッ ト 共 に 使う こと が 可能 で す . 
た だ し , 前 記し た よう に N- BASIC の ドッ トグラフ ィ ッ クス は , キャ ラク タ に 依 
存する セミ グラ フィ ックス 方 式 で すか ら , 1 キャ ラク タ 内 の 複数 の ドッ ト を 違う 
色 で 指定 する こと は で きま せん . また 1 行 中 で , 20 回 以上 違う 色 を 指定 し て も 20 
回 目 か ら は , 20 回 目 に 指定 し た 色 に な り ま す . 

白黒 モー ド の 場合 は 。 ブリ ンク や リバ ー ス な ど 8 つ の ファ ンク ショ ン ( 機 能 ) を 
キャ ラク タ 単 位 に 設定 する こと が で きま す . 

これ ら の 実際 の 設定 の 仕方 は 後述 の COLOR, CONSOLE を 参照 し て くだ さ 
い . 


1.15.2 Na- BASIC の 画面 モー ド 

(1) テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 

Na - BASIC で は , リス ト な ど キ ャ ラク タ 文 字 を 表示 する テキ スト 画面 と ドッ 
トグラフ ィ ッ クス を 表示 する グラ フィ ックス 画面 を 完全 に 区 別して いま す 。 従っ 
て 個別 に を それら の モー ド を 設定 する 命令 が あり , 片方 の モー ド を 変化 させ て も , 
も う 片 方 が 影響 を 受け る こと は あり ませ ん . 

(2) テキ スト 画面 

テキ スト 画面 の 表示 文字 数 は , 横 80 桁 か 40 桁 で , 縦 20 行 か 25 行 を 選択 で きま す . 
また 画面 が 前 記 の どの モー ド で あっ て も , カラ ー と 白黒 を 切り 替え て 使う こと が 
可能 で す . この テキ スト 画面 の 機能 及び その 設定 は N- BASIC の テキ スト 画面 の 
合 と 同様 で すか ら , 1.15.1 の ヾ N- BASIC の 画面 モー ド ? を 参照 し て くだ さい . 
た だ し , N- BASIC が 持っ て いる セミ グラ フィ ッ ク 機 能 は あり ませ ん . 





表示 文字 数 ( 横 X 縦 ) 





40X20 














テキ スト 画面 


( 3 ) グラ フィ ッ ク 画 面 

Nss- BASIC の グラ フィ ッ ク 画 面 は 大 量 の メモ リ (48K) に よっ て 構成 され て お 
り 種 々 の モー ド を 選ぶ こと が で きま す . ここ で , それ ぞ れ の モー ド に つい て 説明 
する 前 に この グラ フィ ッ ク 画 面 (メモ リ ) が どの よう な 構成 に な っ て いる の か 説 
明 し て お きま し ょ う . 














分 解 能 ( 横 X 縮 ) 備 考 | 
640X200 カラ ー ま た は 白黒 3 ページ 
| 640X400 白黒 | ペー ジ 
グラ フィ ッ ク 画 面 


次 の 図 は その グラ フィ ッ ク 画 面 の 基本 構成 で ,。 この よう に 640X200 の 分 解 能 を 
持つ 画面 が 3 枚 用 意 き れ て いま す . この それ ぞ れ の 画面 は プレ ー ン また は ペー ジ 
と 呼ば れ ま す . Nsa- BASIC は これ ら 3 つの 画面 を アレ ンジ する こと に より , 色々 
な 画面 モー ド を 作り 出し て いる の で す . 


プレ ー ン 1 プレ ー ン 2 プレ ー ン 3 


白黒 白 早 白黒 
640X200 640X200 640X200 


で は この プレ ー ン の 説明 を 交え ながら, それ ぞ れ の モー ド に つい て 解説 し ます . 

カラ ー モ ー ド 

640X200 の 分 解 能 で 各 ド ッ ト ご と に 8 色 の うち か ら 任 意 の 一 色 を 指定 する こと 
が で きま す . 

この モー ド の 時 。 各 プレ ー ン は 次 の 図 の よう に 1 の プレ ー ン が 青 , 2 の プレ ー 
ン が 赤 。 3 の プレ ー ン が 緑 と いう よう に 決め られ て いま す . そし て この 3 枚 の プ 
レー ン は RGB (Red, Green, Blue) 合成 され て 画面 上 に 表示 され ます . 例え ば 
青 の プ レー ン と 赤 の プレ ー ン に ドッ ト が あり , 緑 の プレ ー ン に は 何 も な い 場 合 は , 
青 と 赤 の 合成 に より その ドッ ト は 紫 で 表示 され ます . また すべ て の プレ ー ン に ド 
ッ ト が あっ た 場合 は 白 で 表示 され る こと に な り ま す . 


プレ ー ン 1! プレ ー ン 2 プレ ー ン 3 
青 赤 緑 
(Blue) (Red) (Green) 

十 | 
1 2 3 
カラ ー モ ー ド 


次 の 図 は これ ら の プレ ー ン と 各 カ ラー コー ド の 関係 で す . 











緑 一 赤 青 一 

の ビ の ビ の ビ 
> アド シャ 。  ⑭ ラ ー ョ ー の 

12 11 10 

シマ シン ピン ジジ 
黒 0 10 101 一 0 
青 0 | 0 I ーー 一 I 
赤 0 | 0 1 一 一 2 
紫 0 | Il | ーー 3 
緑 | 0 101 一 4 
水色 | 0 | ーー 5 
黄色 | | 0 1 一 一 6 
白 | | | ーー 7 

















この よう に 青 の プ レー ン が ビッ ト 0, 赤 の プレ ー ン が ビッ ト 1, 緑 の プ レー ン 
が ビッ ト 2 と いう よう に 3 ビット に 対応 し て お り , この 3 ビッ ト に よっ て 表現 さ 
れる 2 進数 の 10 進 表記 が カラ ー コ ー ド な の で す . 

以上 の 事 を 理解 し て お け ば , 後述 する パレ ッ ト , PAINT。PUT な ど N。- 
BASIC の 強力 な カラ ー グ ラフ ィ ッ ク 命 令 を 十分 に 使う こと が で きま す . 

白黒 モー ド 

640X200 の 分 解 能 の 白黒 画面 が 3 ペー ジ あ り , それ ぞ れ を 単独 で 表示 し た り 合 
成 し た りす る こと が で きま す . プレ ー ン の 構成 は 次 の 図 の よう に それ ぞ れ が 白黒 
画面 で す (白黒 モー ド の 場合 プレ ー ン の こと を 特に ペー ジ と 呼び ます ). 


プレ ー ン | プレ ー ン 2 プレ ー ン 3 


640X200 640X200 640X200 


白黒 モー ド (3 ペー ジ ) 


これ ら の ペー ジ は , 後述 する SCREEN 命令 で アク ティ ブ ペ ー ジ (書き 込む ペー 
ジ ) と ディ スプ レイ ペー ジ (表示 する ペー ジ ) を 適当 に 選ぶ こと に よっ て 複数 の 
ペー ジ を 合成 し た り , 表 画 面 を 表示 し て いる 間 に 裏 画面 に だ け 書 き 込む な どの 特 
殊 な 使い 方 が 可能 で す . 

高 分 解 能 白黒 モー ド 

640X400 の 分 解 能 で 白黒 画面 が 1 ペー ジ の モー ド で す . 


プレ ー ン 1! 
プレ ー ン 3 


640X400 プレ ー ン 2 





* 使わ な い 
高 分 解 能 白黒 モー ド 


プレ ー ン の 構成 は 図 の よう に , プレ ー ン 1 と プレ ー ン 2 が 2 つ 上 下 に つなが っ 
た 形 と な っ て いま す . この モー ド で は プレ ー ン 3 は 使い ませ ん . 

但し この モー ド は 専用 の 高 分 解 能 モニ タ を 使用 し た 時 の み 設 定 可 能 と な り ま 
す . 詳し く は ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル を 参照 くだ さい . 


1.16 ディ スプ レイ 画面 上 の 座標 系 


1.15 の 画面 モー ド の 所 で 説明 し た よう に , N - BASIC と N。。- BASIC で は 画面 
上 の 分 解 能 が 異な っ て いま す . 従っ て お の ず と それ ぞ れ の 座標 系 も 異な っ て きま 
す . 次 に 説明 する の は 各 BASIC で の 画面 上 の 座標 系 で す . 


1.16.1 N-BASIC の 座標 系 
N - BASIC の ドッ トグラフ ィ ッ クス は , 前 記し た よう に キャ ラク タ に 依存 する 
セミ グラ フィ ッ ク 方 式 で すか ら , 画面 上 の 表示 文字 数 に より ドッ ト の 分 解 能 が 決 
まり ます . 横 の 文字 数 を x と し , 縦 の 行 数 を Y と する と グラ フィ ッ ク 画 面 の 分 解 
能 は 次 式 で 求 ま り ます . 

横 の 分 解 能 (Xn) 三 2 * X 

縦 の 分 解 能 (Yn) ニ 4*y 
次 に 各 座標 の 画面 に 対す る 位置 で す が , キャ ラク タ 座 標 , グラ フィ ッ ク 座 標 と 
も 画面 の 左上 が 原点 で (0, 0) で す . 80X25 の 文字 数 を 設定 し た と する と 各 座標 


の 位置 は 次 の 図 の よう に な り ま す . 座標 の 最大 値 は , 原点 が (0, 0) か ら 始 まる 
こと に より , 必ず 各 分 解 能 一 1 と いう 値 に な り ま す . 


(0,0) (79.0) (0.00 ーーーーーーーーー (159,0) 


ーー ーー 
(0, 24) (0, 99) 


80 X25 設 定時 の 各 座 標 系 








1.16.2 N。。- BASIC の 座標 系 

N。。- BASIC の 座標 系 も , キャ ラク タ 画 面 ,。 グラ フィ ッ ク 画 面 と も 画面 の 左上 が 
原点 (0, 0) で あり , 基本 的 な 考え 方 は N - BASIC と 同様 で す . た だ し , テキ ス 
ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 が 分 離さ れん て いて , 相互 干渉 する こと は あり ませ ん . 
(1) キャ ラク タ 座 標 系 

キャ ラク タ 座 標 系 は テキ スト 画面 に 展開 され る 座標 系 で す . 

キャ ラク クタ 座 標 系 は , 横 の 文字 数 と し て 36 文 字 と 72 文 字 が 指定 で き な い こと を 
除け ば , N - BASIC と 全く 同じ で す . 

( 2 ) グラ フィ ッ ク 座 標 系 

グラ フィ ッ ク 座 標 系 は グラ フィ ッ ク 画 面 に 展開 され る 座標 で す . 

Nss- BASIC の グラ フィ ックス の 分 解 能 は , 640X200 と 640X400 の 2 つ で すか 
ら 各 モー ド の 座標 系 は 次 の 図 の よう に な り ま す . 


(0.0) ーーーーーーーー (639,0) (0.0) ーーーーーーーーー 一 = (639,0) 


640X200 640X400 


(カラ ー, 自 黒 3 ペー ジ ) ( 自 黒 1 ペー ジ ) 





(0, 399) 


Nss-BASIC の グラ フィ ッ ク 座 標 系 


1.17 ウィ ンド ウ と ビュ ー ボ ポ ボート (Naa-BASIC) 


1.17.1 ワー ルド 座標 系 と スク リー ン 座 標 系 

1.16 の ^ デ ィ ス プレ イ 画 面 上 の 座標 系 ? の 所 で , N。。- BASIC は キャ ラク タ 座 標 
系 と グラ フィ ッ ク 座 標 系 が ある こと を 説明 し まし た が , グラ フィ ッ ク 座 標 系 は さ 
ら に スク リー ン 座 標 系 と ワー ルド 座標 系 と いう 2 つの 座標 系 を 持っ て いま す . 

この 2 つの 座標 系 は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て の み 意 味 を 持つ も の で , N - 
BASIC な ど が 持っ て いた 固定 され た 画面 上 の 座標 系 (物理 的 座標 ) だ け で な く , 
仮 空 の 大 き な 座 標 系 (論理 的 座標 ) を 扱う た め に 必要 な も の で す . これ は 本 格 的 
な グラ フィ ックス 処理 の 概念 で 。N。』- BASIC で 初め て 採用 され まし た . 

まず スク リー ン 座 標 系 と は 先程 説明 し た グラ フィ ッ ク 座 標 上 に 存在 する も の で 
座標 上 の 各 点 は 画面 の 1 ドッ ト に 対応 し ます . ス クリ ー ン 座標 に つい て は ,1.17.3 
ビュ ー ポ ー ト で 説明 し ます . 現時 点 で は グラ フィ ッ ク 座 標 と 同等 な も の と 考え て 
お いて くだ さい . 

次 に ワー ルド 座標 系 と は , ユー ザー が 使う こと の で きる 最大 の 座標 系 で あり , 
BASIC が 設定 し た 仮 空 の 座標 で す . その 大 き さ は 縦 ・ 横 と も 一 1.7014 1 E 十 38 て 
1.7014 1 E 十 38 まで 許さ れ て いて , 負 の 領域 座標 も 表現 する こと が で きま す . 

但し , 水平 方 向 の 幅 (WX。 一 WX:) 及 び 垂 直方 向 の 幅 (WY。 一 WYj) も 1.70141 
E 十 38 を 越え て は な り ま せん . 後に 解説 する , 点 を 打つ (PSET), 線 を 引く (LINE) 
な どの グラ フィ ッ ク 命 令 の ほとん ど は この ワー ルド 座標 系 に 対し て 働き ます . 

次 の 図 は この 2 つの 座標 系 で す . 


ワー ルド 座標 系 
(Wi。WYi) スク リー ン 座 標 系 


(0.0) 


(639, 199(399) ) 


(WXz, WYs) 


1.17.2 ウィ ンド ウ 

今 説明 し た ワー ルド 座標 系 は 。 元々 仮 空 の も ちの で あり , 我々 が 実際 に 見 る こと 
の で きる 座標 は あく まで スク リー ン 座 標 な の で す . 

従っ て ユー ザー は , ワー ルド 座標 系 の 中 か ら 任意 の 領域 を 指定 し , スク リー ン 
座標 上 に 表示 領域 と し て 割り 当て な けれ ば な り ま せん . Nss- BASIC で この 操作 
を し て いる の が 後述 する “WINDOW? 命 令 で あり , この 指定 され た ワー ルド 座標 
上 の 領域 の こと を ウィ ンド ウツ (の ぞ き ま ど ) と 呼び ます . 次 の 図 で は , ワー ルド 
座標 系 の (一 1000, 一 1000) か ら (1000, 1000) の 領域 を ウィ ンド ウ と し て いま す . 


ワー ルド 座標 系 


スク リー ン 座 標 系 
(WX, WYi) 

(0.0) スク リー ン 座 標 
(一 1000, 一 !1000) ワー ルド 座標 












(一 !000, 一 !000) 


(639, 199(399) ) スク リー ン 座 標 
(1000, 1000) ワー ルド 座標 
(WXz, WYs) 


1.17.3 ビュ ー ポ ー ト 

N。。- BASIC で は , ウィ ンド ウ と は 別に ^ ビ ュー ポー ト ” を 設定 する こと が で き 
ます . 

ウィ ンド ウ は ワー ルド 座標 系 に お いて , ユー ザー が どの 領域 を 表示 領域 と する 
か の 設定 で あっ た 訳 で す が , この ビュ ー ポ ー ト は , ディ スプ レイ 路面 上 の どの 領 
域 で 設定 され た 領域 を 表示 する か の 設定 で す . この 操作 は , 後述 する ^VIEW7 命 
令 に よっ て 行わ れ ま す . 

次 の 図 は 。 ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト の 関係 で す . 


ワー ルド 座標 系 


(WXi,。 WYi) 
スク リー ン 座 標 系 










(0,0) 









(一 I000, 一 1000) 
(200, 50) 


(400, 150) 





(1000, 000) 





(639, 199) 


(WX。wY>) (640X200 モ ー ド の 時 ) 


この 図 で は ワー ルド 座標 系 の (一 1000, 一 1000) か ら (1000, 1000) の 領域 を ウ 
ィ ン ド ウ と し , スク リー ン 座 標 系 の (200, 50) か ら (400, 150) と いう 対角線 を 
も つ 四 角形 を ビュ ー ポ ー ト に 設定 し て いま す . 

この よう に ビュ ー ポ ー ト と は ディ スプ レイ 画面 上 で 見 る こと の で きる 領域 な の 
で す . 一 度 ビ ュー ポー ト を 設定 する と , その 外側 の グラ フィ ッ ク 画 面 に は 。 い っ 
さい 表示 され る こと は あり ませ ん . 従っ て ビュ ー ポ ー ト を 設定 する と いう こと は 
モニ タ の ディ スプ レイ 画面 の 大 き さ を 設定 する の と 同じ と 考え る こと も で きま 
す . 


ディ スプ レイ 面 画 


表示 され な い . 





この ビュ ー ポ ー ト 内 の 座標 系 が 先程 紹介 し た スク リー ン 座 標 系 な の で す . この 
スク リー ン 座 標 系 と は ビュ ー ポ ボー ト の 中 に の み 存 在 す る も の で , この 座標 系 の 各 
点 は ディ スプ レイ 画面 の 1 ドッ ト に 対応 し て いま す . これ は あく まで て 物理 的 な 意 
味 の 座標 系 で あり , 前 記し た ワー ルド 座標 系 と は 異な り ま す . この 座標 系 で は , 
ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 が 必ず 原点 (0 , 0 ) に 設定 され , そこ か ら 画 面 上 の 
各 ド ッ ト を 座標 の 1 点 と し て 物理 的 に 展開 され ます . 

次 の 図 は ディ スプ レイ 画面 上 の 異な る 位置 に 同じ 大 き さ の ビュ ー ボ ポート を 設定 
し た 例 で す . この 場合 , 2 つの ビュ ー ポ ー ト 内 の スク リー ン 座 標 系 は 全く 等 価 と 


な り ま す . 
(1) 


オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 


(0,0) 
スク リー ン 座 標 系 


(0,0) 







(320.50) 


(200, 100) 


(639, 199) 


2 
(27 オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 
(0.0) スク リー ン 座 標 系 


(100, 10) (0,0) 


ビュー ポー ト 


ビ ピュー ポー ト 





(300, 110) (200, 100) 





(639, 199) 


この ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る スク リー ン 座 標 系 の 中 で , 初期 状態 に お ける 
ディ スプ レイ 画面 全体 を ビュ ー ポ ー ト と し た 場合 の 座標 系 を 特に オリ ジ ナ ルス ク 
リー ン 座 標 系 と 呼ぶ こと に し ます . 従っ て ,。 オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と は 画面 
の 物理 的 な 座標 系 と いう こと に な り ま す ( も し 640X200 の 分 解 能 の 画面 で は (0, 
0 ) 一 (639, 199) の 座標 系 と な り ま す ). 


1.17.4 座標 系 の まとめ 

色々 な 座標 系 が 出 て きま し た か ら , ここ で 整理 し て お きま し ょ う . 次 に 示す 図 
は それ ぞ れ の 座標 系 の 関係 で す . また 各 座標 系 の 下 に 列 華 され て いる の は , 2 章 , 
3 章 ,4 章 で 説明 する 命令 の うち で , その 座標 系 に 対し て 働く も の で す . 


座標 系 

【N [NN 

キャ ラク タ 座 標 系 グラ フィ ッ ク 座 標 系 

LOCATE 2 
ワー ルド 座標 系 スク リー ン 座 標 系 
WINDOW GET @ 
PSET PUT @ 
PRESET POINT (関数 ) 
LINE CMD TURTLE (拡張 命令 
CIRCLE ※ オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 
PAINT に 対し て 働く も の 
POINT VIEW 


キャ ラク 9 タ 座標 系 一 テキ スト 画面 に 存在 する 座標 , 座標 の 1 点 は 1 キャ ラク 
タ に 対応 する . 
グラ フィ ッ ク 座 標 系 二 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 存在 する 座標 . 以下 の すべ て の 座標 
を 含ん だ 意味 で 使わ れる 概念 的 な も の. N - BASIC の 場 
合 は , 各 ド ッ ト に 対応 し た 座標 と し て 使わ れる . 
ワー ルド 座標 系 一 BASIC が 設定 し た 仮 空 の 座標 系 . ほ と ん どの グラ フィ ッ 
ク 命 令 は この 座標 系 に 対し て 働く . 
スク リー ン 座 標 系 一 ビュ ー ポ ー ト を 設定 し た 時 に , ビュ ー ポ ー ト 内 に 存在 す 
る 座標 . 
※ オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 は ディ スプ レイ 画面 の 
すべ て を ビュ ー ポ ー ト と 考え た 時 の スク リー ン 座 標 系 . 
注 ) ちょ っ と 難 か し い 概 念 で す が , ウ ィ ン ド ウ は ワー ルド 座標 系 に 対し て の 領 
域 指 定 で あり , ビ ュー ポー ト は ディ スプ レイ 画面 に 対し て の 領域 指定 で ある 
と いう こと と , 2 章 以 降 で 解説 する Na。- BASIC の ほとん どの グラ フィ ッ 
ク 命令 は ,。 ワー ルド 座標 系 に 対し て 有効 で も る と いう こと を 覚え て お け ば , 


さほど 混乱 する こと は な いで し ょ う . 

また この ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト と いう 概念 は N。。- BASIC で の み 通 
用 する も の で す . 従っ て N- BASIC に は , ワー ルド 座標 系 や スク リー ン 座 
標 系 と いう も の は 存在 し ませ ん . た だ し , 2 章 以 降 の 命令 説明 の 際 , 便宜 上 
この 言葉 を 使う こと が あり ます . N - BASIC で は その 場合 , 単に ディ スプ レ 
イ 画 面 上 の グラ フィ ッ ク 座 標 を 意味 し て いる も の と 解釈 し て くだ さい . 

また N。。- BASIC で も , ウィ ンド ウ と ビュ ー ポー ト を 全く 設定 し な けれ 
ば , グ ラフ ィ ッ ク 座 標 系 ニス クリ ー ン 座標 系 = ワー ルド 座標 系 と 考え る こと 
が で きま す . 


1.18 座標 の 指定 の 仕方 


1.16。 1.17 で 色々 な 座標 系 を 説明 し まし た が , ここ で は それ ら の 座標 系 に 対し 
て 種々 の グラ フィ ッ ク 命 令 を 使う 場合 の “座標 の 指定 の 仕方 ” を 説明 し ます . 
最も 一 般 的 な 座標 の 指定 は \ 絶 対 座標 に よる も の で , Nas(N) - BASIC で の 座 
標 指定 は , 普通 どの 座標 系 (キャ ラク タ 座 標 系 .。 スク リー ン 座 標 系 , ワー ルド 座 
標 系 ) に 対し て も この 指定 に より 行い ます . た だ し , Nss- BASIC の ワー ルド 座標 
系 に 対し て の 座標 の 指定 に は , 相対 座標 に よる 方 法 も 許さ れ て いま す . 

次 に この 2 つの 指定 の 仕方 に つい て 説明 し ます . 


1.18.1 絶対 座標 に よる 指定 の 仕方 

絶対 座標 と は , XX 座 標 , Y 座 標 が 決ま る こと に よっ て 一 意 的 に 決ま る 座標 の こ 
と で す . 例え ば , 次 の よう な 座標 系 が あっ た と する と , 左上 の 頂点 は 常に (0, 
0 ) で あり , 右 下 の 頂 点 は 常に (639。 199) で す . “絶対 座標 に よる 指定 ” と は こ 
の 絶対 座標 を 使っ て 位置 を 表す 方 法 を いい ます . 


0 ーーーーーーーーー 639 (X) 


(639, 199) 





199 
(Y) 


絶対 座標 


これ は 最も 一 般 的 な 指定 法 で , N。。(N) - BASIC が 持つ すべ て の 座標 系 に 対し 
て 有効 で す . 2 章 以 降 で 解説 する グラ フィ ッ ク 命 令 な ど に お いて 座標 指定 する 場 
合 , 普通 は この 方 法 に より 行い ます . 例え ば , PSET (X。Y) と ぃ う 命 令 は ワー 
ルド 座標 系 内 の 1 点 に ドッ ト を セッ ト す る 命令 で す が , これ は 次 の よう な 書式 で 
書く こと が で きま す . 

例 ) PSET(100, 100) 

この 場合 , ワール ド 座 標 の (100, 100)0 に ドッ ト が セッ ト さ れ ま す . その 他 の 
命令 の 場合 も 絶対 座標 に よる 指定 で は , すべ て この よう に (X, Y) と いう 形 に な 
っ て 表 さ れ ま す . 


1.18.2 相対 座標 に よる 指定 の 仕方 (Na。- BASIC) 

Nas- BASIC の ワー ルド 座標 系 に 対す る グラ フィ ッ ク 命 令 で の 座標 指定 に は , 
上 記し た よう に 相対 座標 に よる 指定 ” が 許さ きれ て いま す . 

^ 相 対 座標 ? と は , 座標 系 内 の ある 1 点 を 基点 と し た 時 。 方向 Y 方 向 に どれ 
だ け 相 対 的 に 移動 する か に よっ て 決め られ る 座標 で す . ヾ 相対 座標 に よる 指定 と 
は , この 相対 座標 を 使っ て 位置 を 表す 方 法 を いい ます . 

例え ば , 次 の よう な 座標 系 が あり , 基点 が (320, 100) に 設定 され て いた と す 


で が 。 





0 ー- 639 (X) 


(一 320, 一 !I00) 
基点 


@ 
(320, 100) 
( 十 319, 寺 99) 





199 
(Y) 
相対 座標 

この 指定 法 の 優れ て いる 点 は , 相対 移動 量 を 表す (X, Y) は 常に 同じ 値 で あっ 

て も , 基点 の 位置 を 動か すこ と に よっ て 違っ た 位置 を 表現 する こと が で きる こと 
で す . 

Na- BASIC は この 基点 に 当たる も の と し て , Last referenced Point (以降 

*LP” と 略す ) を 持っ て いま す . この LP は 最後 に 参照 され た 座標 と いう 意味 で , 

グラ フィ ッ ク 命 令 で 座標 を 与え た 場合 , 最後 に 指定 され た 座標 を 値 と し て 持ち ま 
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す . 

例え ば , PSET(X。Y) と いう 命令 が 実行 され た 場合 , LP は (X, Y) と いう 
座標 に 設定 され る こと に な り ま す (2 章 , 3 章 の POINT 参照 ) . 

Na- BASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 で 相対 座標 を 使っ て 座標 指定 を 行う 場合 は , 
次 の よう な 書式 に な り ま す . 


例 ) PSET STEP(X, Y) 
これ は ドッ ト を セッ ト す る 命令 で す が そ の 他 の 場合 も 同様 で , 座標 を 表す (X, 
Y) の 前 に STEP” を 付け て (XY) が 相対 量 で ある こと を 表し ます . 


Na』- BASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 で 相対 座標 の 指定 が 許さ れ て いる の は 次 に 示 
す 命 令 で す (お の お の の 命令 の 機能 に つい て は 2 章 で 説明 し ます ). 


PSET PRESET 
LINE PAINT 
CIRCLE POINT( ス テー トメ ント 及び 関数 ) 


GET@ (但し 制約 あり ) 


1.19 カラ ー 


1.19.1 N- BASIC の カラ ー 


N - BASIC の カラ ー は 黒 , 青 , 赤 , 紫 , 緑 , 水色 , 黄 , 白 の 8 色 を 使う こと が 
で き , それ ぞ れ 下記 の カラ ー コ ー ド に よっ て 指定 し ます . 


0 | 2 3 4 5 6 7 
黒 青 赤 柴 緑 水色 黄色 白 
カラ ー コ ー ド 


た だ し , これ ら は , 画面 モー ド ” の 所 で 説明 し た よう に , あく まで キャ ラク タ 
単位 で し か 指定 する こと は で きま せん . 従っ て 。 キャ ラク タ 文 字 を 1 文字 ずつ 塗 
り 分 ける と いう こと は で きま す が , ドッ トグラフ ィ ッ クス の 場合 1 キャ ラク タ 内 
の 隣接 する 複数 の ドッ ト を 違う 色 で 塗り 分 ける こと は で きま せん . 

その 他 , 1 行 中 で 20 回 以上 の カラ ー 指 定 を 行っ た 場合 , それ 以降 の カラ ー は 無 
視 さ れ , 最後 に 指定 し た カラ ー が 有効 と な り ま す . 

次 の 図 は 以上 の 説明 を 示し た も の で す . これ ら カ ラー の 設定 に つい て は , 





1 


これ ら 8 つの ドッ ト は 
常に 同じ カラ ー に な る . 


ッ ーーー デ ーーーー* 


1 キャラ クタ 隊 議 際 時 1 キャラ クタ 















| 行 中 で 20 回 以上 の 
カラ ー 指 定 を し て も 
無視 され る . 


1.19.2 N。』- BASIC の カラ ー 


Nas- BASIC の カラ ー も 8 色 で , 使え る 色 も N - BASIC の 場合 と 全く 同じ で 
す . た だ し , Nas- BASIC は テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 別々 に 持っ て いま 
すか ら , 個々 に カラ ー 指 定 を 行う こと が で きま す . 

(1) テキ スト 画面 の カラ ー 

テキ スト 画面 の カラ ー 機 能 は , N - BASIC の 場合 と 全く 同様 で 。 そ の 設定 も カ 
ラー コー ド に より 行い ます . 1.19.1 の ^N - BASIC の カラ ー? を 参照 し て くだ さい . 

( 2 ) グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 

Nas- BASIC の グラ フィ ッ ク 画 面 で カラ ー 表 示 が 許さ れ て いる の は , 横 640X 縦 
200 の 分 解 能 の 時 の み で す . この 状態 に ある 時 ユー ザー は 各 ド ッ ト ご と に 8 色 の 
うち か ら 任 意 の 1 色 を 指定 する こと が で きま す . 従っ て , どん な に 隣接 し た ドッ 
ト で あっ て も 完全 に 別 の 色 で 塗り 分 ける こと が 可能 で す . 

た だ し テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 は バカ ラー コード ” に より 行い まし た が , グ 
ラフ ィ ッ ク 画 面 の カラ ー 指 定 は バカ ラー パレ ッ ト ” に より 行い ます . 次 に この パ 
レッ ト に つい て 説明 し まし ょ う . 

( 3) カラー コード と パレ ッ ト 番 号 

N - BASIC で の 色 の 指定 は すべ て ヾ カラ ー コ ー ド ” に よっ て 行わ れ て いま し た . 
し か し カラ ー コ ー ド と は , 色 そ の も の を 表す コー ド 番 号 で すか ら (0 一 黒 , 1 一 
青 , 2 一 赤 , …), 融通 性 や 汎用 性 に 欠け て いま す . 例え ば , 色 指定 を 1 と し て 青 
に し て し まっ た も の は , 絶対 的 に 青 ′ と いう 意味 を 持ち 変更 する こと が で きま 
せん . 

そこ で Na。。- BASIC の グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る カラ ー 操 作 に は , パパ レッ ト ? 
と いう 新しい 概念 が 導入 され まし た . パパ レッ ト ? と は , その 名 の 示す 通り 絵 を 描 
く 時 に 使う パレ ッ ト と いう 意味 で す . N。。- BASIC で は 0 番 か ら 7 番 ま で の 8 つ 


の パレ ッ ト を 持っ て いて ,。 ユー ザー は これ ら の パレ ッ ト に 好み の 色 を 設定 する こ 
と が で きま す . 

次 の 図 は パレ ッ ト の 設定 の 一 例 で パレ ッ ト 0 が 黒 。 パ レッ ト 1 が 青 , パレ ッ ト 
2 が 赤 , … と いう よう に 対応 きせ て いま す (N。。- BASIC が 起動 し た 最初 の 状態 は 
この よう に , < パレ ッ ト 番 号 > ニ く カ ラー コー ド > の 対応 と な っ て いる ). 

< パレ ッ ト 番 号 > < カラ ー コ ー ド > 
0 0 ( 黒 ) 
I | ( 青 ) 
2 2 ( 赤 ) 
3 3 ( 紫 ) 
4 - 一 一 ーーーー 4 ( 縁 ) 
5 5 (水色 ) 
6 6 (黄色 ) 
7 7 ( 白 ) 

また 次 の よう に 対応 きせ る と , パレ ッ ト の 0 て 3 は 黒 , 4 ^ 7 は 白 と な り , 画 
面 に 表示 され る 色 は 白 と 黒 の 2 色 と い うこ と に な り ま す . 

く パ レッ ト 番 号 > く < カラ ー コー ド > 
0 


人 0 


た だ し , 次 の よう に 1 つの パレ ッ ト に 複数 の 色 を 対応 させ て 混合 する こと は 許 
され て いま せん . 


0 
1 | 
2 2 
3 3 
4 4 
5 5 
6 6 
7 7 


< パレ ッ ト 番 号 > < カラ ー コー ド > 
0 0 
| | 
2 2 
3 3 
4 4 
5 N ーー 5 
6 6 
7 7 


この よう に し て パレ ッ ト が 設定 され る と , その 瞬間 か ら , グラ フィ ッ ク 画 面 に 
表示 され て いる 色 及 び こ れ か ら グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 描こ うと する 色 は すべ て 変更 
され た パレ ッ ト の 影響 を 受け ます . 例え ば , 最初 パレ ッ ト 番 号 1 に 赤 が 設定 され 
て いる 状態 で 画面 に 線 を 描い た と し ます . 次 に その パレ ッ ト 番 号 に 青 を 設定 し た 
と する と , 画面 に 描い て あっ た 赤 の 線 は 瞬時 に 青 の 線 に な っ て し まう の で す . 

この よう に パレ ッ ト に は , 決っ た 色 と い う 概 念 は な くい つ で も 色 を 切り 替え る 
こと が で きま すか ら , プロ グラ ム に 融通 性 が あり 多彩 な 色 の 変化 を 実現 する こと 
が 可能 で す . 

後述 する Nss- BASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 (COLOR, PSET, LINE な ど ) の 
色 指定 は すべ て この パレ ッ ト 指 定 に より 行い ます か ら , カラ ー コ ー ド と パレ ッ ト 
の 意味 を 正しく 把握 し て 御 使用 くだ さい . 

これ ら グラフィック 画面 /。 バカ ラー コー ド /, バ パ レット? は , 絵 を 描く 時 の 
^ カ ン バ ス “。 絵の具 ?。 バ パ パレット? に 例え て 考え れ ば 理解 し や すい こと で し ょ う . 


1.20 割り 込み (Nsa-BASIC ) 


コン ピュ ー タ の 頭脳 で ある CPU (Central Processing Unit) は , 原則 と し て 同 
時 に 2 つ 以 上 の 処理 を する こと が で きま せん . 従っ て , 1 つの 仕事 を 処理 し て い 
る 間 は , 他 で 何 が 起こ ろう と CPU は , その 処理 に 移る こと は で きま せん し , それ 
を 知る こと さえ で き な い の で す . この 事 は , 1 つの 決っ た 一 連 の 流れ を 頭 か ら 処 
理 す る よう な プロ グラ ム の 場合 , さほど 問題 に は な り ま せん が , 1 つの プロ グラ 
ム の 処理 中 に , 即 実行 し な けれ ば な ら な いよ うな 特別 な 事象 が 起き た 時 に , その 
処理 を 先 に 実行 する よう な こと を 行わ せる よう な プロ グラ ム の 場合 問題 で す . 

^ 割 り 込み を と は , この よう な 処理 を 実現 する た め の 手 段 で す . 例え ば , CPU が 
ある 処理 を 実行 し て いる 時 , 特別 な 事象 が 発生 に し た と し ます (ライ トペ ン が 押さ 
れ た , ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れ た な ど ). この よう な 場合 , 専用 の ハー ドウ ェ 
ア は CPU に その 事象 が 起き た こと を , ハー ド ウェ ア 的 手段 で 伝え ます. そこ で 
CPU は , 現在 実行 中 の 処理 を 一 時 停止 し, 特別 な 事象 の 処理 を 優先 的 に 実行 し , 
その 処理 の 終了 後 。 元 の 処理 に 復帰 する の で す . 

以上 の よう な 流れ を 割り込み” と 呼ぶ 訳 で す が , PC-8801MKTI は , 多く の 周 
辺 装置 で この 割り 込み を 使 を る よう に な っ て いま すし , N。。-BASIC も これ ら す 
べ て の 割り 込み を サポ ー ト し て いま す 。 た だ し , N-BASIC で は , これ ら の 割り 
込み 操作 は サポ ー ト され て いま せん . 

次 に , N。a- BASIC が サポ ー ト し て いる 割り 込み 機能 を 示し ます . 


ファ ンク ショ ン キ ー (ON KEY GOSUB 参照 ) 


スト ッ プ キー (ON STOP GOSUB 参照 ) 
ヘル プ キ ー (ON HELP GOSUB 参照 ) 
RS - 232C (ON COM GOSUB 参照 ) 
ライ トペ ン (ON PEN GOSUB 参照 ) 


リア ル タ イ ム ・ タ イマ (ON TIMES GOSUB 参照 ) 


1.21 ファ イル 


ファ イル と は 意味 を 持つ 情報 の 集まり で , Na (N) - BASIC は 外部 機器 と の 入 
出力 を 行う 時 この ファ イル を 一 つの 単位 と し て 管理 し ます . この ファ イル に は 
デー タフ ァイル と プロ グラ ム フ ァ イル の 2 つが あり ます . 

さら に N。a (N) - BASIC で は ファ イル を 使用 する に あたっ て , その ファ イル に 
ファ イル 番号 (チャ ネル 番号 ) を 割り 当て 。 ファ イル 番号 で ファ イル の 入出 力 を 
行う た め 能 率 よ く フ ァイル 操作 を 行う こと が で きま す . 


1.22 ファ イル ディ スク リプ タ (Nas-BASIC) 


N。』- BASIC で は , 入出 力 機器 一 般 に つい て も ファ イル の 概念 を 導入 する こと 
に よっ て すべ て の 入出 力 機器 と の 入出 力 操作 を 統一 し て いま す . これ ら は “ファ 
イル ディ スク リプ タ ” に よっ て 区 別 さ れ ま す . た だ し , N - BASIC に は この 枢 念 
は あり ませ ん . 


1.22.1 ファ イル 番号 と チャ ネル 番号 

Nss- BASIC で は 入出 力 操作 は ファ イル や チャ ネル の 指定 に よっ て 実行 し ま 
す . ファ イル 番号 と チャ ネル 番号 は 同一 の 概念 で 。 入出 力 の た め の メ モリ 領域 ( バ 
ッ フ ァ ) に 対し て 付け た 固有 の 番号 で す . 

ファ イル 番号 は 補助 記憶 装置 に 対し て 用 い , チャ ネル 番号 は 入出 力 (通信 ) 機 
器 に 対し て 用 いま す . ファ イル 番号 と ナチ ャ ネル 番号 は 同一 の 概念 で すか ら 重 複 し 
て 指定 する こと は 許さ れ ま せん . N。。- BASIC が 起動 し た 時 指定 する 数 は , この フ 
ァイル (チャ ネル ) の 数 で , この 数 の 範囲 内 で あれ ば 何 個 で も ファ イル 番号 を 指 
定 す る こと が で きま す . 


1.22.2 ファ イル ディ スク リプ タ の 構成 
ファ イル ディ スク リプ タ は 前 記し た よう に 各 フ ァイル (デバ イス も 含む ) を 区 


別 する 名 称 で , 次 の よう な 構成 の 文字 列 で 表 さ れ ま す . 
^ く デバ イス 名 > : (< オプ ショ ン >〕 〔< フ ァイル 名 >]〕? 


ファ イル ディ スク リプ タ は 必ず ダブ ルク ォ ー ツ (“) で 囲ま な けれ ば な り ま せん . 
デバ イス 名 。 ファ イル 名 は 場合 に よっ て 省略 する こと が で きま す . デバ イス 名 が 
省略 で きる の は , N。。- BASIC (ROM バー ジョ ン ) の 場合 カセ ッ ト テ ー プ 1 
CAS1 : 2), N。。DISK-BASIC (ディ スク バー ジョ ン ) の 場合 フロ ッ ピ ー デ イ 
スク 1 で 1・?) を 指定 する 時 です. 


1.22.3 デバ イス 名 

< デバ イス 名 > は 入出 力 機 器 の 名 称 を 表す も の で , アル ファ ベッ ト 4 文字 も し く 
は アル ファ ベッ ト 3 文字 と 数 字 1 文字 に ヾ : ” (コロ ン ) を 付け た も の を 原則 と し 
て いま す . た だ し , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 に つい て は 数 字 (ドラ イブ 番号 を 示 
す ) 1 文字 と ^:? の 簡略 形 が 用 いら れ ま す . 現在 Na。- BASIC に 定義 され て い 
る デバ イス 名 に は 次 の も の が あり ます . 但し , ディ スク (nm:), SCRN :, KYBD : は 
N。aDISK-BASIC で の み 供 給 き され ます . 















デバ イス 名 










ド に P ま する 
また は LPT: 


SCRN: 


X 











NssDISK-BASIC で 使用 可 































































※ 
COM1 : | RS-232C0 ポ ー ト 1 | 〇 | 〇 
また BCOM | 
CRSIS カセ ッ ト テ ー ブ 1 | 〇 | 〇 | Ness-BASIC で の デフ ォ ル ト , 転送 速度 1200 ポ ー 
CAS2: / 2 | 〇 | 〇 | 転送 速度 600 ボ ポー 
1: | フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 | 〇 | 〇 | NssDISK-BASIC で の デフ ォ ル ト 
2: ク 2| 〇 | O 
k 2 3 〇 | 〇 O 
4 : の / 4 1 〇 | O 
5 / 5 TO 
6 : ク 6| 〇 | O 〇 
7 / 7| 〇 |O 
8 : / 8| 〇 | O 
KYBD: | キー ボー ド 〇 | ※ | NesDISK-BASIC で 使用 可 

















1.22.4 オプ ショ ン 

く オ プシ ョ ン > は , コミ ュ ニ ケー ショ ン (RS - 232C) を デバ イス と し て 指定 し 
た 時 の み 意 味 を 持つ も の で 。 パ リティ チェ ッ ク の 有無 な ど 種々 の モー ド を 設定 す 
る の に 用 いら れ ま す . 詳し く は 2 章 TERM 及び ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル を 参照 し 
て くだ さい . 


1.22.5 ファ イル 名 

く フ ァイル 名 > と は 1.21 で 説明 し た プロ グラ ム フ ァ イル や デー タフ ァイル に 付け 
る 名 前 で 。 これ は ユー ザー が 指定 し ます . ファ イル 名 を 必要 と する の は , カセ ッ 
ト , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど 補 助 記憶 装置 と の 入出 力 を 行う 場合 で 、 その 他 の 場 
合 は 省略 する こと が で きま す . ファ イル 名 は 次 の よう な 書式 を と り ま す . 


< ファ イル 名 > 〔 . 〕 < 拡張 ファ イル 名 >〕 


最初 の < フ ァイル 名 >〉 は 6 文字 ピリ オド に 続く < 拡張 ファ イル 名 > は , も し 
あれ ば 3 文字 まで の 文字 列 よ り 構 成 さ れ ま す . も し それ ぞ れ の 文字 数 が それ 以下 
の 場合 に は 空い た 部 分 に 空白 が 埋め られ ます . 一 般 に < ファ イル 名 > が ファ イル 
の 名 前 を , < 拡張 ファ イル 名 > が ファ イル の 性 質 を 表す よう に し ます が , ユー ザー 
に よっ て 自由 に 使う こと が で きま す . 通常 ファ イル 名 と 言う 場合 は < 拡張 ファ イ 
ル 名 > まで 含ん だ も の を 意味 し ます . 

た だ し , ファ イル 名 の 中 に , コロ ン ( : ) 及び キャ ラク タコ ー ド 0 と 255 で 表 さ 
れる 文字 を 含む こと は 許さ れ ま せん . 

また 最初 の < ファ イル 名 > が 6 文字 を 越え て 指定 され た 場合 , 先頭 か ら 6 文字 
が < ファ イル 名 > と , 続く 9 文字 まで の 3 文字 が < 拡張 ファ イル 名 > と 見 な され , 
それ 以降 の 文字 は 無視 され ます . 


1.23 ラベ ル (Nas-BASIC) 


一 般 に BASIC 言 語 に お いて は , プ ログ ラム の 流れ を 変え る 命令 と し て *GOTO?, 
IF THEN? な ど が 使わ れん ます が, これ まで の BASIC で は これ ら の 飛び 先 の 
指定 を すべ て 行 番号 で 行っ て いま し た . 次 の プロ グラ ム は その 一 例 で す . 


10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 


これ は , 


INPUT A 

IF A<0 THEN 80 
IF A>0 THEN 60 
PRINT “zero” 
GOTO 90 

PRINT “plus? 
GOTO 90 

PRINT minus? 
END 


10 行 で 入力 され た 値 が 正 か 負 か ゼ ロ か を 調べ る プロ グラ ム で す . ここ 


で 処理 の 流れ を 変え る 命令 が 20, 30。 50, 70 行 に 使わ れ て いて , その 飛び 先 の 指 
定 は すべ て 行 番号 に な っ て いま す . し か し , この 行 番号 は あく まで 数 字 の 並び で 
あり ,。 我々 に は な じみ に くく ,。 プロ グラ ム の 作成 , デ バッ グ 時 に お いて か な り 混 
乱 を 招き ます . 

そこ で N。。- BASIC で は , 飛び 先 の 指定 に ラベ ル 名 の 使用 が 許さ れ ま し た . ラ 


ベル と は , 


どの よう な も の か を 説明 する 前 に まず その ラベ ル 名 を 使っ て 先程 の プ 


ログ ラム を 書き 変え て み ま し ょ う . 


10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 


INPUT A 

IF A<0 THEN *MINUS 

IF A>0 THEN *PLUS 
PRINT zero” 

GOTO *EXIT 

* PLUS : PRINT “plus? 
GOTO *EXIT 

* MINUS : PRINT ヾ minus” 
*EXIT : END 


この よう に ラベ ル 名 と は , ユー ザー が 分 岐 先 の 目印 と し て 独自 に 付け る こと の 
で きる 名 前 な の で す . 
この ラベ ル 名 の 使用 に お いて は , 次 の 注意 を 守ら な けれ ば な り ま せん . 
1. ラベ ル 名 の 頭 に は 必ず アス タリ スク (*) を 付け な けれ ば な り ま せん . 
2. 先頭 の アス タリ スク を 除い ぃ いて, ラ ベル 名 は 必ず 英文 字 で 始ま ら な けれ ば な り 
ませ ん . 
3. ラベ ル 名 に 使用 で きる 文字 は , 先頭 の アス タリ スク を 除い て 英文 字 と 数 字 と 
ピリ オド (. ) で あり , 大 文字 と 小文字 の 区 別 は あり ませ ん . 


4. BASIC の 予約 語 (PRINT な ど ) を ラベ ル と し て 使用 する こと は で きま せん . 
た だ し , 中 に 含む 場合 は 構い ませ ん . 
5. ラベ ル 名 の 長 さ は , プロ グラ ム の 1 行 の 許可 秀 囲 ( 1 行 255 文 字 ) に よっ て の 
み 制 限 を 受け ます . 
6. 参照 され る ラベ ル 名 (呼ば れる 方 の ラベ ル 名 ) は , 必ず 行 の 最初 に な けれ ば 
な り ま せん . 
7. 1 行 中 で ラベ ル 名 の 後に 続け て 命令 を 記述 し , マル チ ス テー トメ ント と する 
時 は , コロ ン (: ) また は スペ ー ス に よっ て 区 切り ます . 
以上 の よう な 制限 を 無視 する と , プロ グラ ム の ロー ド 及 び 実 行 直 後に ヾ ? S 
N Error” が 表示 され ます . ( 行 番号 は 表示 され ませ ん 。) この 場合 , LIST 
コマ ンド や EDIT コマ ンド は 実行 で きま すか ら , ラベ ル 名 を 訂正 し て くだ き 
い . 
この 他 参 照 さ れる ラベ ル 名 に 同じ も の が あっ た 場合 , 2 重定 義 き 8 きれ て いる と い 
う 意 味 の ヾ duplicate label^ (DL Error) エラ ー が 生じ ます . これ ら の エラ ー の 
検出 は , 他 の エラ ー メ ッ セ ー ジ の 場合 と 異な り . ヾ RUN* し た 時 プロ グラ ム の 実行 
に 先だって 行わ れ ま すか ら , ラベ ル 名 の エラ ー が ある と プロ グラ ム を 1 ステ ッ プ 
も 実行 する こと が で きま せん . 
また , この 場合 の エラ ー メ ッ セ ー ジ は , エラ ー 箇 所 を 示す < 行 番号 〉 は 伴い ま 
せん . 


ラベ ル 名 は , プロ グラ ム 中 で 分 岐 の 目印 と し て 使用 する 他 , コマ ンド レベ ル で 
LIST?。 DELETE* な ど < く 行 番号 > を 対象 と する パラ メー タ に は すべ て 使用 す 
る こと が 可能 で す . 

例 ) LIST *START 一 *LAST 

DELETE *LOOP1 一 * EXIT1 


1.24 エラ ー メ ッ セ ー ジ 


N。。(N )-BASIC は , プロ グラ ム の 実行 を 中 断 さ せな けれ ば な ら な いよ うな エ 
ラー を 実行 時 に 検出 し た 時 , エラ ー メ ッ セ ー ジ を プリ ント し コマ ンド レベ ル に 戻 
り ま す . 

ダイ レク トモ ー ド で の エラ ー メ ッ セ ー ジ の 書式 は , 





XX 


プロ グラ ム モ ー ド で の 書式 は , 
XX in 


XX は エラ ー メ ッ セ ー ジ で , 11111 は エラ ー が 検出 され た 行 番号 で す . 

Nss (N) - BASIC の エラ ー コ ー ド と エラ ー メ ッ セ ー ジ の 内 容 に つい て は , 
APPENDIX の バエ ラ ー コ ー ド 表 / を 参照 し て くだ さい . 

た だ し Nasa-BASIC の エラー メッ セー ジ は ROM BASIC と DISK BASIC で 
異 っ て お り , ROM BASIC で は 簡略 し た 形 で 出力 され ます. この マニ ュ ア ル に お 
いて フル セン テン ス の メッ セー ジ の 後に カッ コ で 示さ れ て いる の が これ に あたり 
ます . 


1.25 拡張 命令 パッ ケー ジ 
PC-8801MKT では, Nas-BASIC 用 に , 拡張 命令 パッ ケー ジ が 用 意 き れ て いま 
を 


これ は , ター トル グラ フィ ックス 機能 や 、 サ ウン ド 機 能 を サポ ー ト する も の で 
す . 
詳細 は ,「PC-8801MKTI ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 を 参照 し て くだ さい . 


2 意 ・3 章 ・4 章 の 見 方 


2 章 。 3 章 , 4 章 で N。。(N)-BASIC の すべ て の 命令 を 解説 し ます . これ ら 3 
っ の 章 を 読む 場合 , 次 の こと に 注意 し て くだ さい . 


機能 | 命令 の 機能 を 簡単 に 示し ます . 
書式 | 命令 の 記述 の 仕方 示し ます . 実際 の 入力 時 に は 次 の よう な 決ま り に 従 


トー 


ー ュ 


っ て くだ さい 、。 

アル ファ ベッ ト の 大 文字 で 示さ れ た 項目 は , その まま 入力 し ます . 入力 する 

合 は , 小文字 で も 大 文字 で も か まい ませ ん . た だ し , 引用 符 (^) で 囲ま 
れ た 文字 列 (ファ イル 名 な ど ) は , 大 文字 と 小文字 を 区 別して くだ さい . 
カギ カッ コバ“ ぐ やめ ? で 囲ま れ た 項目 は , ユー ザー が 指定 し ます . 
角 カ ッ コ トバ ^[〔” ]? で 囲ま れ た 項目 は , オプ ショ ン で あり 省略 する こと が で 
きま す . 省略 し た 場合 、 デ フォ ルト 値 (BASIC に よっ て 設定 され る 値 ) ま た は 
以前 に 指定 し た 値 が 適用 され ます . 
上 記 の カギ カッ コ , 角 カ ッ コ 以外 の 記号 で カッ コ ( ), コン マ (,), セミ コ 
ロン ( : ),。 ハイ フン (-), 等 号 ( 三 ) な どの 記号 は 示さ れ た 位置 に 正しく 入 
力 し ます . 
省略 記号 バ ・・・” の 続く 項目 は , 1 行 の 許す 長 さ (255 文 字 ) の 内 で 任意 の 
回 数 繰り 返す こと が で きま す . 


例 : < 定数 > 〔, < 定数 >・・・〕 の 場合 0, 10, 15 


座標 指定 の 所 で (Wx。 Wy) と 記さ れ て いる の は ワー ルド 座標 を , (Sx, Sy) 
は スク リー ン 座 標 を 表し て いま す . その 他 単 に (X, Y) と 記さ れ て いる の は 
キャ ラク クタ 座標 を 表し て いま す . また STEP (x,y) と いう 記法 は 相対 座標 
に よる 指定 が で きる こと を 意味 し て いま す . た だ し , N - BASIC グラ フィ ッ 
ク 画 面 で は ワー ルド 座標 。 スク リー ン 座 標 は あり ませ ん か ら す べ て グラ フィ 
ッ ク 座 標 と 解釈 し て くだ さい . また 相対 座標 に よる 指定 は で きま せん . 
書式 の 中 で < 行 番号 > また は それ に 類 し て 行 番号 の 指定 を 促し て いる も の は , 
行 番号 その も の の 他 に ラベ ル 名 を 含ん で いる と 解釈 し て くだ さい . た だ し , 
N - BASIC で は 行 番号 だ け で す . 


実際 の 入力 の 仕方 の 見 本 と し て 簡単 な 例 を 示し ます . 
解説 | 命令 の 使用 方 法 や 詳し い 機 能 と それ に 関し て 注意 し な けれ ば な ら な い 点 


な ど を 説明 し ます . 


ウン デル いく つか の 文 を 変え た プロ グラ ム 例 と その 実行 結果 を 示し ます . 
これ ら の 説明 は , 原則 と し て N。。, N - BASIC と 区 別 せ ず 一 括 し て 解説 し ます 
が , どちら か に 固有 の 場合 また は 特別 な 事柄 の 場合 , 次 の よう に 区 別 し ます . 
N。。- BASIC 固有 の 命令 を 表し ます . 
N - BASIC 固有 の 命令 を 表し ます . 
(ディ スク ) 一 一 ディ スク 板 BASIC 固 有 の 命令 を 表し ます . 
( NssDISK-BASIC ま た は DISK-BASIC が 供給 され た 時 に 使 
用 可能 と な り ま す .) 
その 他 区 別 を は っ きり つけ る た め に , N - BASIC 固有 の 事柄 に つい て は , 黒 の 
アミ ([ _]) を か け て 分 か りや すく し て あり ます . 


88 


思 


3 章 “関数 ” の 算術 関数 の 中 で , 初等 関数 (Sim。cos, tan な ど ) は 引数 の 値 と 
し て 倍 精 度 型 の 数 値 を 与え る と 倍 精度 型 で 。 そ の 他 の 数 値 を 与え る と 単 精度 型 で 


その 値 を 返し ます . 但し , 倍 精度 関数 機能 は Na。DISK-BASIC で の み 使 うこ と 


が で きま す . 
また N-BASIC で は , ROM 版 , DISK 版 共に 倍 精 度 関 数 機能 は あり ませ ん . 





コマ ンド ・ ス テー トメ ント 





AUTO 【N 


行 番号 を 自動 的 に 発生 する . 
AUTO (< 行 番号 >] 〔 , < 増分 >) 
AUTO 100, 5 


AUTO コマ ンド は , 指定 され た < 行 番号 > を 発生 し , 行 の 入力 待ち 
に な り ま す . 以後 , リタ ー ン キー の 入力 ご と に , < 増分 > で 指定 され た 増分 ずつ 増 
加 し た 行 番号 を 自動 的 に 発生 し ます . < 行 番号 >, < 増分 > と も に 省略 され た 場合 に 
は , 10 が 省略 値 と し て 選択 され ます が , コン マ が あっ て < 増分 > が 省略 され た 場 
合 に は , 直前 に 実行 し た AUTO コマ ンド の 増分 が 用 いら れ ま す . 

CTRL - C ま た は , スト ッ プ キー を 押す と , AUTO コマ ンド は その 動作 を 中 止 
し , BASIC の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . この 時 , 最後 に 発生 され た 行 番号 の 行 
は 格納 され ませ ん . 

プロ グラ ム 中 に 既に 存在 する 行 と 同じ 行 番号 が 発生 され た 場合 に は , 行 番号 の 
直後 に アス タリ スク (*) が 表示 され , 注意 を 促し ます . この 時 , 文字 を 入力 し 
て リタ ー ン キー を 押す と , その 行 は 新しい 内 容 に 入れ 代わ り ま す . また , 何 も 入 
力 し な いで リタ ー ン キー を 押し た 場合 に は , その 行 は 削除 され ます . 

AUTO の モー ド 中 に お いて も , カー ソル エディ ッ テ ン グ 機 能 を 利用 する こと が 
で きま す . カー ソル を 移動 し て 既に 入力 し た 行 , ある い は 表示 され て いた 行 の と 
ころ で ,。 リタ ー ン キー を 入力 し た 場合 に は , その 行 の 行 番号 に 増分 を 足し た 行 番 
号 が 次 に 発生 され る 行 番号 と な り ま す ., 


中 


N - BASIC で は , 既に 入力 され て いる 行 で ある こと を 示す アス タリ スク は 表示 
され ませ ん . また , カー ソル を 移動 し て , 既に 表示 され て いる 行 を 修正 する こと 
は で きま せん 。 


っ ジィ ンジ 小 
プ ロ ラ ム 

auto 199。29 

199 rem 一 - test 一 一 
129 print “auto test" 
149 end 

169 

11jst 

199 REN -- test - 一 
129 PRINT "auto test" 
149 END 

0K 





BEEP 【N 

















機 能 | 内蔵 スピ ー カ を 鳴ら す . 

書 式 BEEP 〔< ス イッ チ >〕 

[ 壇 例 | BEP 

解 説 | 内 蔵 スピ ー カ か ら 音 を 出し た り , 止め た り し ます . < スイ ッ チ > の 値 





が 1 の 場合 は ON (鳴り っ ぱな し ), 0 で OFF と な り ま す . 
また , < スイ ッ チ > を 省略 し た 場合 に は , PRINT CHR$ ( 7 ) を 実行 し た の と 
同じ で , 一 定時 間 ス ピー カ を 鳴ら し ます . 


参照 : コン トロ ー ル コー ド 表 


テッ を 

199 “ーー- bell -- 

119 FOR !』=1 TO 29 

129 BEEP 1 

139 BEEP 9 

149 NEXT Ii 

159 BEEP 

129 “ーー wait Foutine 一 一 
1Z9 FOR J=9 TO 299 

189 NEXT J 


299 PRINT CHR ま (の) 
219 END 


BLOAD (ティ スク ) 


能 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る . 
式 BLOAD < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔[ , く < ロ ー ド アド レス >〕 〔 , R〕 
例 BLOAD “DEMO . BIN” , R 





弄 | | 内 | 呈 暗 








説 | < ファ イル ディ スク リプ タ > に よっ て 指定 され た , 機械 語 プ ログ ラム 
ファ イル を メモ リ 上 に ロー ド し ます . 

ロー ド さ れる 領域 は 。 BSAVE に より ファ イル を セー ブ す る 際 に 指定 し た も の 
と 同じ で す が 。 < ロー ドア ドレ ス > が 指定 され た 場合 に は , セー ブ の 際 に 指定 され 
た 開始 番地 で は な く , く < ロー ドア ドレ ス > で 与え られ た 番地 か ら ロ ー ド し 始め ます . 
し た が っ て ,。 < ロー ドア ドレ ス > を 付け て ロー ド す る プロ グラ ム は , セー ブ さ れ た 
際 と 異な る 番地 に ロー ド さ れ て も , 実行 可能 な 性 質 (リロ ケー タブ ル ) を 持っ て 
いな けれ ば な り ま せん 。 < ロー ドア ドレ ス > に は 変数 を 使う こと が で きま す が , 
R で 始ま る 変数 を 使う こと は で きま せん 。 

R オ プシ ョ ン を 指定 する と , プロ グラ ム を ロー ド 後 , セー ブ の 際 に 指定 され た 
開始 番地 か ら , プロ グラ ム の 実行 を 直ちに 開始 し ます . この 時 , 既に 開か れ て い 
る ファ イル は その 状態 を 保持 し ます . く < ロー ドア ドレ ス > が 指定 され て いる 場合 は , 
実行 開始 番地 も < ロー ドア ドレ ス > の 番地 に な り ま す . 

但し , 私 H8000 一 &&H83FF 及 び &HE600 一 色 HFFFF の 領域 に BLOAD する こ 
と は で きま せん 。 

BLOAD を 実行 する 前 に は , デー タ を 転送 する 領域 を CLEAR 文 で 確保 し て く 
だ さき さい. CLEAR 文 を 実行 し な い 場合 は 正常 に 動作 し ませ ん . 


注意 : カセ ッ ト を 対象 と し た BLOAD 命令 は , 実行 で きま せん . 
参照 : BSAVE 


プロ グラ ム 
bload "1itest" zh 1 中 
Bload "2isam ロ lg" ,&chedBB 


BSAVE (ティ スク ) 


機械 語 プロ グラ ム を セー プ す る . 
BSAVE < ファ イル ディ スク リプ タ >, < 開始 番地 >, < 長 さ > 
文 例 | BSAVE^DEMO. BIN/。 &HE000, &H2FF 


メモ リ 上 に 置か れ て いる 機械 語 プ ログ ラム を , く < ファ イル ディ スク リ 
プ タ > で 指定 され た ファ イル に セー ブ し ます . メ モリ 上 の < 開始 番地 > 以後 の 連続 す 
る < 長き > バイ ト の 内 容 が , 機械 語 プ ログ ラム と し て セー ブ さ れ ま す . 

セー ブ さ れる 機械 語 プ ログ ラム は < 開始 番地 > か ら 実 行 で きる よう に し て お く 
と , BLOAD に より , プロ グラ ム の ロー ド と 実行 が 行え を ます . 

但し , &H8000 一 科 H83FF の 領域 を BSAVE する こと は で きま せん . 


注意 : カセ ッ ト を 対象 と し た BSAVE 命令 は , 実行 で きま せん . 
参照 : BLOAD 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


bsave "1itest" 。&khe389 ,&h さ ら 
bsave "2isample' ,&khd999 ,&kh 1999 


CALL ティ スク) Ng 





機能 機械 語 サ プ ブルー チン を 呼び 出す . 
| 書式 | CALL < 変数 名 > 〔(< 引 数 > 〔, < 引数 > …〕)〕 
文 例 | CALLMSUBR (ARG1, ARG2) 


説 | メモ リ 中 に 用 意 さ れ た 機械 語 サ ブ プルー チン に 制御 を 移し ます . 

< 変数 名 > は , 機械 語 サ プル ー チ ン の 実行 開始 番地 を 指定 し , < 変数 名 〉 で 指定 さ 
れ た 変数 に 代入 され て いる 値 が , 実行 開始 番地 と な り ま す . ここ で 用 いる 変数 に 
は 配列 変数 を 用 いる こと は で きま せん . 

< 引数 > は , 機械 語 サ プル ー チ ン に 液 す 変数 を 指定 し ます . 引数 と し て は すべ て 
の 型 の 変数 を 指定 する こと が で きま す が , 定数 や 式 を 渡す こと は で きま せん . 

CALL に よっ て 呼び 出さ れる サブ ルー チン は , 機械 語 の RET 命令 に より , 
BASIC に 戻す - こ と が で きま す . 

機械 語 プ ログ ラム の 作り 方 や 引数 の 渡し 方 に つい て は , APPENDIX を 参照 し 
て くだ さい . 











参照 : USR,、 APPENDIX・ 機 械 語 プ ログ ラム の 作り 方 


サ ン プル 


188 CLEAR ,&HDFFF 

119 BLOAD “sample"* 

128 CULC=HE888 

139 MORK=&HE 198 

149 ARG1 シ =189 

159 ARG2 シ =23 

149 CALL CULC(ARG 1 と ARG2 グ の ) 
1Z9 PRINT PEEK〈MORK〉 

189 BND 





CHAIN (ティ スク ) 


機 能 | プロ グラ ム を 連結 し 実行 する . 

[書式 | CHAIN 〔MERGE}] < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 〔, < 行 番号 >] 
〔, ALL) (, DELETE < 範囲 >) 

文例] CHAIN MERGE 1 : TEST*。 500, ALL, DELETE 500 - 600 





[解説 | < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た プロ グラ ム を ロー ド し, 実 
行 し ます . 

メモ リ 上 に ある プロ グラ ム 中 で , 既に 開か れ て いる ファ イル は その 状態 を 保持 
し ます . < 行 番号 ? は 呼び 出さ れ た プロ グラ ム の 実行 開始 行 を 指定 する も の で , 省 
略し た 場合 は プロ グラ ム の 最初 か ら 実行 し ます . ここ で 指定 する 行 番号 は , 
RENUM を 実行 し て も 書き 換え られ ませ ん . また ラベ ル 名 も 使う こと は で きま せ 
ん . 

ALL オプ ショ ン は 呼び 出さ れ た プロ グラ ム に 変数 , 配列 を 引き 渡す の に 使い ま 
す . これ を 指定 し た 場合 すべ て の 変数 , 配列 が 引き 渡さ れ , 省略 し た 場合 いっ さ 
い 引 き 渡 され ませ ん . 必要 な 変数 配列 だ け を 引き 渡し た いと いう 場合 は 
COMMON 文 を 使い ます (COMMON 参照 ). 

MERGE オプ ショ ン は , 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム と 指定 され た プロ グラ 
ム と を 混合 (マー ジ ) し , 結果 の プロ グラ ム を 指定 し た く 行 番号 〉 か ら 実 行 し ま 
す . < 行 番号 > が 省略 され て いる 場合 は , 混合 し た プロ グラ ム の 最初 か ら 実 行 し ま 
す . た だ し , MERGE オプ ショ ン を 指定 し た 場合 , 呼び 出さ れる プロ グラ ム は 必 
ず ア スキ ー セ ー ブ (SAVE 参照 ) され た も の で な けれ ば な り ま せん . 

DELETE オプ ショ ン は MERGE オプ ショ ン を 指定 する 時 の み 意 味 を も つも の 
で , プロ グラ ム を 混合 する 前 に あら か じ め , プロ グラ ム の 指定 し た 範囲 を 削除 し 
て お きま す . ここ で 指定 する 行 番号 の 範囲 は , RENUM を 実行 する こと に よっ て 
書き 換え られ ます . また この 行 番号 の 代わ り に ラベ ル 名 を 使う こと も で きま す . 


注意 : MERGE オ プシ ョ ン と ALL オプ ショ ン を 両方 と も 指定 し な い 場 合 は , 
DEFINT, DEFSNG, DEFDBL, BEFSTR。DEF FN,。 OPTION BASE, ON 
ERROR GOTO 等 の 宣言 文 は 無効 に な り ま す . また ALL オプ ショ ン だ け を 指定 
し て も , DEF FN, OPTION BASE, ON ERROR GOTO 等 は 無効 に な り ま す . 


参照 : COMMON, MERGE, RENUM 


196 “ーー- main PTOQram 一 一 

119 PRINT “< main program >" 

129 DIN AZ(19) 

136 FOR 』=9 TO 19:AZ( エ )= ニ Ii:NEXT ! 
146 Q$="NB88-BASIC" 

159 の ンー 1 2 1Bー 1 .23 :Cー.9999999 12345 る 78 
149 ^ = 

129 PRINT を 

189 PRINT "AA = コグ ん "BB =" ョ B。"C ニー リョ ヒビ 埋 
129 FOR I=@ TO 19iPRINT AZ(I) 

296 NEXT IiPRINT 

219 < 

229 CHAIN MERGE "1itest" 399, 人 ALL 


Fun 
く main PTOoFTam > 
N88-BAS!】C 
仙 = 12 B = 1.23 

9 1 2 3 4 5 る Z 8 
く chained program > 
N88-BAS!C 
向 = 24 B = 1.512 ヶ C = 1 

9 。 1 4 の? 1 る 25 3 る 4% る 4 81 199 
0K 


= ニ .999999612Z3456Z8 


C 
? 19 


3@9 “-- chained prooram 一 一 

319 PRINT *< chained program >“ 

329 PRINT Q$ 

339 の ん = 人 ムン + 人 AZ : BーBX BB : じ 境 = テ じ 電 / じ 幕 

349 PRINT "人 Q = リョ ん 。"B = リョ B,。"C = リョ ヒビ 提 
359 FOR !=9 TO 19 

369 の AZ(I)= 人 ブン ( エ ) % 人 ん 】) 

329 PRINT AZ(1) ョ 

389 NEXT Ii 


CIRCLE 


柄 円 (円 ) を 描く . 

| (Wx, Wy) ド < 半径 > 〔, < パレ ッ ト 番 号 >〕 
STEP(x。y) 
〔, く 開 始 角度 >]( < 終了 角度 >]( , < 比率 >〕 

文 例 | CIRCLE (80, 80), 40, 4, 0, 6.28 


ワー ルド 座標 の (Wx, Wy) を 中 心 と し , < 半径 > で 指定 され る 大 き 
さ の 円 を 描き ます . 

〈 パ レッ ト 番 号 > が 指定 され る と , 指定 され た パレ ッ ト の 色 で 円 を 描き ます 。 省 
略 さ れ た 場合 に は , COLOR 文 で 指定 され て いる フォ アグ ラウ ンド カラ ー が 用 い 
られ ます . 

CIRCLE は 通常 円 を 描き ます が , < 開始 角度 >, < 終了 角度 > を 指定 する と 。 指定 
され た 角度 の 範囲 内 の み に 円 弧 を 描き ます . 角度 の 指定 の 単位 は ラジ アン で 。 和 省 
略 値 は それ ぞ れ , 0 と 2z で す . 

< 開 始 角度 >, < 終了 角度 > が 負 で あっ た 場合 に は 。 その 絶対 値 を と り , 正 に し た 
角度 が 用 いら れ ま す が , その 時 中 心から 半径 が 描か われ ます の で 扇形 を 描く こと が 
で きま す . < 開始 角度 > < 終了 角度 > は , 一 2z か ら 十 2z の 範囲 内 に な いと \Tllegal 
function call? (FC Error) の エラ ー と な り ま す . 


5 
2 


0 (2 ァ ) 


r 王 3.14159 





く 比率 > は , (垂直 方 向 の 半径 ) プ (水平 方 向 の 半径 ) で 指定 し ます . 省略 され た 場 
合 に は , 640X200 ド ッ ト の モー ド で は 0.5, 640X400 ド ッ ト の モー ド で は 1.0 が 用 
いら れ ま す . 

く 比 率 > が 1 以下 の 場合 に は , < 半径 > は 水平 方 向 の 半径 を 意味 し ます . また 1 以 
上 の 場合 に は , < 半径 > は 垂直 方 向 の 半径 を 意味 し ます . つま り , < 半径 > が 同じ で 


も < 比率 > が 1 以下 な ら ば 平 べ っ た い 椿 円 と な り , 1 以上 な ら ば 長 細 い 椿 円 と な 
り ま す . 
中 心 座標 は , STEP を 付け て LP (1 章 ・ 座 標 の 指定 の 仕方 参照 ) か ら の 相対 座 


標 に より 指定 する こと も で きま す . 
CIRCLE を 実行 する と , LP は 円 の 中 心 座標 (Wx。 Wy) に 設定 され ます . 


参照 : COLOR 


サン プル 
プロ グラ ム 

199 “-- Circle display 一 一 

119 SCREEN 9,9:CLS 3 

129 FOR R=1 TO 199 STEP 5 

139 CIRCLE( 159 , 199) ,R,(R MOD 2)+1。,』R ノ 199 
149 NEXT_R 


129 ST=.99991 

129 DATA 25,5,49 ,13,12 

186 FOR I=1 TO 5 

1 の 9 READ DAT:EN=ST+DAT ノ 199X3.14X2 
299 CIRCLE(459 ,199) ,199 ,1 ,-ST ,-EN 
219 ST=EN 

229 NEXT I 





CLEAR [N) 


機能 変数 の 初期 化 お よび メモ リ 領 域 の 設定 を する . 
[書式 | CLEAR スト リン グ 領 域 の 大 き さ >], 〔< メ モリ の 上 限 >) 
[< スタ ッ ク の 大 き さ >〕 

文 例 | CLEAR ,&HE500 





全て の 数 値 変数 を 0 に , 文字 変数 を *? (ヌル スト リン グ ) に 初期 化 
し ます . 

< メモ リ の 上 限 > が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た 番地 を BASIC の 使用 する 
メモ リ の 上 限 値 と し ます の で , その 番地 以降 に 置か れ た デー タ や , 機械 語 プ ログ 
ラム は , BASIC に よっ て クリ ア あ る い は 破壊 され る こと は あり ませ ん . 

< スタ ッ ク の 大 き さ > は , BASIC が FOR, GOSUB, PAINT 等 に 使用 する スタ 
ッ ク 領 域 の 大 き さ を バイ ト 数 で 指定 し ます . リ セッ ト 時 の 初期 化 さ れ た 状態 で は , 
512 に 設定 され て いま す . 

CLEAR は , DEF 文 (DEF FN, DEF USR, DEFINT 等 ) に よっ て 定義 ある 
い は 指定 され た 情報 も すべ て 無効 に し ます . 

< スト リン グ 領 域 の 大 き さ > は , N。。- BASIC で は 意味 を 持た な い パ ラメ ー タ に 
な っ て お り , 指定 され て も 何 の 影響 も 与え を ませ ん . この パラ メー タム は, N - BASIC 
と の 構文 上 の 統一 を 保つ 目的 で 準備 され て いま す . Na。- BASIC は , 必要 な スト リ 
ング 領域 を 自動 的 に 確保 し ます . 

< スト リン グ 領 域 の 大 き さ > は , N - BASIC が 文字 列 処理 の た め に 用 いる メモ リ 
領域 の 大 き さ を バイ ト 数 で 指定 し ます . 多く の 文字 列 演算 を 行っ た り 大 き な 文 字 
列 配列 を 用 いる 場合 に は , この 領域 を 大 きく 指定 し な いと “Out of string space” 
(OS Error) の エラ ー に な り ま す . リ セッ ト 後 の 初期 化 さ れ た 状態 で は この 領域 の 
大 き さ は 300 に 初期 設定 され て いま す . 

< メモ リ の 上 限 > の 意味 は N。。- BASIC と 全く 同じ で , BASIC の 使用 する メモ 
リ の 上 限 番 地 を 設定 し ます . 

< スタ ッ ク の 大 きき さ > の パラ メー タ は N - BASIC で は 指定 する こと が で きま せ 
ん 。 


注意 : BASIC で 使用 する スタ ッ ク は , < メモ リ の 上 限 > を 起点 と し て 番地 の 
小さ い 方 (0 に 近い 方 ) へ 順に 取ら れ て いき ます . 従っ て モニ タ や POKE 文 で 
< メモ リ の 上 限 > より 0 に 近い 方 の 番地 の 内 容 を 書き か えま す と , プロ グラ ム が 
禁 走 し た り , デー タ が 壊れ る こと が あり ます . 


2 一 10 


ラッ ろ を 

1 ?ーー walU&AD1 ら ほら Clear 一 一 
118 DEF FNX(X ぅ ニム へ S+ ペ ャ 5 
12G グー ニタ 2 13 

139 B=Z4,Z543 

14G CC 村 王 プ 4344 3 だ る 6 ら 59 ご 提 
159 D ま ="BCDEFG" 

1<d DINM EX 16) 

1Z8 FIHR != TU 19 

1SB EC(I)=Ii 

id NEXT Ii 

2d PRINT 

218 GUSUB ※DUNMP 

229 CLEAR 

23 DOUSUB ※DUNMP 


249d END 

2S5B < 

2e9 ※DLIMP 

2Z8 。 PRINT "= jaZ リ 日 ! 三 リ ji 昌 1 リ じ 持 三 リョ ビ 提 


28G PRINT 「 内 ま = リ i ビ HIR も て &H22) 』D ま あじ CHIR も まく HH22) 
Sd PRINT "EK(X) = リュ 
399 FOR !I=9 TO 19 
S18 。 PRINT EX1)』 
2@_ NEXT Ii:PRINT 
33G PRINT "FNXKX) = リュ FNX て 19) 
34@ PRINT iPRINT 
359 RETURN 


Fu 

ーー ダ 13 B!= Z4.ZS43 ビー 6346 2 る さら 8 け 邊 
ロ も = リ 全 BEDEF は 『" 

FXX) = 9 1 2 8 引 5 る Z? 8 〆 18 


FNX(X) う = 115 


向 ー 9 B!= B ビー 9 

向 ま ニ LU 用 

EKX) = B 9 昌 は 9 8@8 B 9 9 B 昌 9 
FNX て CX) = 

UndefTined user furnction in 33 昌 

Q ド 


CLOAD プ CLOAD? [NN 


機能 カセ ッ ト テ ー プ か ら メ モリ ヘ へ プロ グラ ム を ロー ド す る . 
CLOAD < ファ イル 名 > 
CLOAD ? < ファ イル 名 > 
[文例 | CLOAD い DEMO* 
CLOAD ? DEMO 
解説 | CLOAD は カセ ッ ト テ ー プ か ら プ ログ ラム を 召 一 下す る 命令 で す . 





< ファ イル 名 > は , 6 文字 以内 で 指定 し て くだ さい . 

CLOAD? は 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム と < ファ イル 名 > で 指定 され た テー 
プ 上 の プロ グラ ム を 比較 (ベリ ファ イ ) し ます . この 時 すべ て の 内 容 が 等 し けれ 
ば BASIC は Ok と プリ ント し , も し そう で な けれ ば Bad と プリ ント し て 実行 を 
終了 し ます . 

この ベリ ファ イ は メモ リ 上 の プロ グラ ム が ミス な く テ ー プ 上 に セー ブ さ れ て い 
る か を 確認 する た め の も の で あり , 一 般 に CSAVE に 引き 続い て 行い ます . 


参照 : CSAVE 


cload "sample" 


CSave "test" 
cload?"test" 


CLOSE [N) ([N] で は ディ スク の み ) 


機能 ファ イル を 閉じ る . 

書式 CLOSE 〔〔 刀 < ファ イル 番号 > [ , 〔 刀 < ファ イル 番号 >】 …]〕 
文例 CLOSE 

解 。 説 | < ファ イル 番号 > に 対応 する ファ イル を 閉じ ます . 以後 , 指定 され た 





< ファ イル 番号 > は , 異な る ファ イル を 開く た め に 利用 で きる よう に な り ま す . 
また 閉じ られ た ファ イル は ,。 同じ ある い は 異な っ た ファ イル 番号 に よっ て 再び 開 
く こと が で きま す . 

CLOSE で は , < ファ イル 番号 > を 複数 指定 する こと に より , 一 度 に 複数 の ファ 
イル を 閑 じ る こと が で きま す . また < ファ イル 番号 > が 省略 され た 場合 に は , その 
時 , 開い て いる ファ イル すべ て を 閉じ ます . 

クロ ー ズ し た ファ イル に 対し て は , 再び オー プン する まで 入出 力 を 行う こと は 
で きま せん . 

CLOSE は ,。 フ ァイル が 出力 用 に オー プン され て いた 場合 に は , バッ ファ に 残っ 
て いた デー タ の 掃き 出し を 行い ます の で 。 ファ イル へ の 出力 処理 を 正しく 終了 す 
る た め に は , 必ず クロ ー ズ を 行わ な く て は な り ま せん . 

END, NEW は , 自動 的 に すべ て の ファ イル を 閉じ る 処理 を 行い ます . STOP 
文 は ファ イル を 閉じ る 作業 は 行い ませ ん の で 注意 し て くだ さい . 


注意 : ファ イル が オー プン され た まま の 状態 で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 取り 出す 
と , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 内 客 や 次 に 入れ た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 内 客 を 壊 
すこ と が あり ます 。 し た が っ て フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 取り 出す 前 に CLOSE を 実 
行 し て 下さ い 。 


参照 : OPEN。END, NEW 


サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

19 OPEN "1pt1i" FOR OUTPUT AS 間 1 
29 OPEN "cas1i" FOR OUUTPUT の S 幕 2 
39 PRINT 1。"LINE PRKINTER" 

35 CLOSE 慕 1 

49 PRINT 82。"CASSETTE" 

59 CLOSE 幕 2 


CLS 


機 能 現在 アク ティ ブ な 画面 を クリ ア す る . 





書 


式 CLS (< 機能 >〕 








9 


例 CLS 2 


ご 





解説 | < 機能 > は , 1, 2, 3 の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の よう に 働き ます . 


省略 され た 場合 に は 1 が 選択 され ます . 


1) テキ スト 画面 の み を クリ ア し ます . テキ スト 表示 モー ド が CONSOLE 文 , 


2 ) 


COLOR 文 に より , 白黒 , リバ ー ス モー ド に な っ て いる 場合 に は 画面 は 白く 
な り ま す . 

グラ フィ ッ ク 画 面 の ビュ ー ポ ー ト 内 の み を クリ ア し ます . グラ フィ ッ ク 表 
示 が SCREEN 文 に に より カラ ー モ ー ド に 設定 され て いる 場合 に は , COLOR 
文 に より 指定 され た バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で ,。 ビュ ー ポ ー ト 内 を クリ ア 
し ます . 


3 ) テキ スト 画面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を クリ ア し ます . 


テキ スト 画面 が ボク リア され る 時 は , CONSOLE 文 に よっ て 指定 され た スク ロー 
ルウ ィ ン ド ウ 内 の み を クリ ア し ます . また グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し た 場合 に 
は , LP は ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 に 移動 し ます . 


参照 : SCREEN, COLOR, CONSOLE, VIEW, CMD CLS 


プロ グラ ム 


199 
119 
129 
139 
149 
1S59 
169 
129 
189 
1?9 
299 
216 
229 
239 
249 
259 


SCREEN 9,9 
GOSUB ※DISPLAY 
BEEPiCLS 1 
GOSUB ※DISPLAY 
BEEPiCLS 2 
GOSUB XDISPLAY 
BEEPiCLS 3 
GOSUB ※DISPLAY : り IEM(299 ,56) -〈499 ,159) 」。Z 
BEEPiCLS 3 
SCREEN 9:END 
ーー displa ツ POutine 一 一 
%DISPLAYsFOR =1 TO 29 
LOCATE RNDXZ8 ,RNDX23 
PRINT "※" 
LINE(RNDX る 3 。 KNDX 1 の) -STEP( 49 , 29) ,INT(RND%Z+1) jB 
NEXT IiRETURN 


[1〕 COLOR Ng 


葉 


[機能 | ディ スプ レイ 画面 の 各部 の 色 を 指定 する . * っ 


[ 書 ' 式 | COLOR (< ファ ンク ショ ンコ ー ド 〉〕 〔, < バッ ク グ ラウ ンド カラ 
ー>〕 (〔(, < ポー ダー カラ ー>〕 〔 , < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>)〕 


[ 文 例 | COLOR 7,.0,,7 


テキ スト 画面 の 文字 の カラ ー を 変え たり , グラ フィ ッ ク 画 面 の フォ 
ラウ ンド ,。 バ パック グラ ウン ド の カラ ー を 設定 し た りす る 機能 が あり ま 


放 


選 
y 陳 


< ファ ンク ショ ンコ ー ド > は , テ キス ト 画 面 の 文字 に いろ いろ な 機能 を 与え ます . 
この ファ ンク ショ ンコ ー ド は , 現在 テキ スト 画面 が カラ ー モ ー ド に な っ て いる か 
白黒 モー ド に な っ て いる か に よっ て 働き が 異な り ま す . 

白黒 モー ド の 場合 (CONSOLE ,,, 0) 

0 一 一 ノー マル (通常 の 表示 ) 

1 一 一 シー クレ ッ ト (文字 は 表示 され な い ) 

2 一 一 ブリ ンク (点滅 する ) 

3 一 一 シー クレ ッ ト (1 と 同じ ) 

4 一 一 リ バース (反転 する ) 

5 一 リバ ー ス シー クレ ッ ト (反転 し て 文字 は 表示 され な い ) 
6 一 - リ バー スプ ブリ ンク (反転 し て 点滅 する ) 

7 一 リバ ー ス シー クレ ッ ト (5 と 同じ ) 

カラ ー モ ー ド の 場合 (CONSOLE ,,, 1) 

0 一 一 黒 1 一 一 青 2 赤 3 一 一 紫 
4 一 一 緑 5 一 一 水色 6 一 一 黄色 7 一 一 白 

但し 。 テキ スト 画面 の 文字 の 色 は , あく まで この カラ ー コ ー ド に よっ て 表 さ 
れ ま す . 後述 する パパ レット 番号 ′” で は あり ませ ん . し た が っ て パレ ッ ト を 変 
化 き させ て も 文字 色 が 変化 する こと は あり ませ ん . 
これ らく < ファ ンク ショ ンコ ー ド > の 使い 方 は , N - BASIC の COLOR 文 に 用 い 
る 場合 と 全く 同じ で す . 
< バック グラ ウン ドカ ラー> と く < フォアグラ ウン ドカ ラー> は グラ フィ ッ ク 画 面 の 
カラ ー を 設定 する も の で ,。 いずれ も パレット 番号 ′ ( 1 章 ・ カ ラー 参照 ) に よっ 
て 指定 し ます . 
< フォアグラ ウン ドカ ラー> と は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 や 線 を 表示 し た りす る 





時 に 使わ れる 色 の こと で す . N。。- BASIC の 種々 の グラ フィ ッ ク 命 令 (PSET, 
LINE, CIRCLE な ど ) で 特別 に 色 指 定 を し な か っ た 場合 , こ の フォ アグ ラウ ンド 
カラ ー が 採用 され ます . 

< バック グラ ウン ドカ ラー> と は 。 グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 の こと で , この 命 
令 実行 後 CLS 命令 に よっ て 画面 を クリ ア す る と , この 色 に よっ て 画面 が 塗り 変え 
られ ます . また 今後 PRESET 命令 を 色 指 定 な し で 実行 する と , この 色 が 採用 され 
る こと に な り ま す . 

< ボー ダー カラ ー> は , PC-8801MKI で は 意味 を 持ち ませ ん 。PC- 8801 の N。。 
-BASIC と の コン パチ ビリ ティ を 保つ た め の も の で す の で 普通 は 省略 し て 使っ て 
くだ さい 。 

注意 : この COLOR 文 の 4 つの パラ メー タ は すべ て 色 を 指定 する 時 に 使う も 
の で す が , 前 記 の 通り その 指定 の 仕方 が が. カラ ー コ ー ド の 場合 と パレ ッ ト 番 号 の 
場合 が あり 複雑 で す . 1 章 の カラー” を 参照 し カラ ー コ ー ド と パレ ッ ト 番 号 の 
関係 を 確実 に 把握 し て お く よ う に し て くだ さい . 


デキ スト カジ ラー 





参照 : 1 章 ・ カ ラー, 〔 2 〕 COLOR。COLOR@, CONSOLE 


199 SCREEN 9,9@ 

119 COLOR Z,4,。ZiCLS 3 

126 GOSUB XLINEB 

136 FOR I=1 TO Z 

149 COLOR 1,,,I:GOSUB X※LINEB 

159 NEXT IiEND 

1 る 9 X%LINEB:PRINT "COLOR* 

129 LINE(199,59) -STEP( 299 , 199) ,,BF 
186 RETURN 


[ 2] COLOR 


カラ ー パ レッ ト を 変更 する . 
[書式 | COLOR=(< パ レッ ト 番 号 >, < カラ ー コ ー ド 〉) 
文例 COLOR=(2, 4) 


Na。- BASIC の グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 色 の 指定 は すべ て カラ ー パ レ 
ッ ト に よっ て 行い ます . この 命令 は ,。 どの パレ ッ ト に どの 色 を 対応 きせ る か を 決 
め る も の で す . 

< パレ ッ ト 番 号 > と は , ユー ザー の た め に 用 意 さ れ た 0 か ら 7 まで の 8 つの カラ 
ー パ レッ ト に つけ られ た 固有 の 番号 で 、。 ユー ザー は それ ぞ れ の パレ ッ ト に どの 色 
を 持っ て くる か を < カラ ー コ ー ド > に よっ て 指定 し ます (詳し く は 1 章 ・ カ ラー 
参照 )、 パレット 番号 と カラ ー コ ー ド の 関係 は 次 の 通り で す . 


< パレ ッ ト 番 号 > <〈 カ ラー コード > 
0 0 ( 黒 ) 
1 ユー ザー は どの ] 1 ( 青 ) 
2 パレ ッ ト に どの ヵ カ | 2  ( 赤 ) 
3 ラー コー ド を 対応 | 3  ( 率 ) 
4 させ る か 任意 に 決 | 4  ( 緑 ) 
5 め る こと が で き 5 (水色 ) 
6 る . 6 (黄色 ) 
7 7  ( 白 ) 


た と えば 文例 の 命令 を 実行 し た 場合 2 番 の パレ ッ ト は 緑 (カラ ー コ ー ド 4 ) 
が 割り 付け られ た こと に な り ま す . 

BASIC が 起動 し た 初期 状態 で は , カラ ー パ レッ ト は その パレ ッ ト 番 号 と 同じ カ 
ラー コー ド が 割り 付け られ て いま す . し た が っ て , も し カラ ー パ レッ ト を 全く 変 
更 し な けれ ば , カラ ー パ レッ ト と カラ ー コ ー ド は 同じ も の と し て 使っ て さ し つ か 
え あ り ま せん . 

カラ ー パ レッ ト 変 更 後 は 。 グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され て いる 色 及 び こ れ か ら 
画面 に 対し て 行う すべ て の グラ フィ ッ ク 命 令 (PSET, LINE な ど ) に お ける カラ 
ー 表 示 は , その パレ ッ ト 番 号 に 割り 付け られ て いる カラ ー コ ー ド に 設定 され ます . 

し た が っ て プロ グラ ム 中 で カラ ー パ レッ ト を 変更 し た 場合 は , 困惑 し な いよ う 
に プロ グラ ム 終 了 時 に パレ ッ ト を 初期 状態 に 戻し て お く よ う に し て くだ さい . 

また N。。- BASIC で パレ ッ ト の 使用 が 許さ れ て いる の は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 


対し て だ け で す . し た が っ て テキ スト 画面 の カラ ー は パレ ッ ト の 変更 に 影響 さ 
れ ま せん . 


参照 : 1 章 ・ カ ラー, [ 1 ] COLOR 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


189 “-- palette alternation 一 
119 FOR !=1 TO Z 

126 COLOR=(1,2) 

139 NEXT I 


159 FOR !=1 TO Z 
1 る 9 LINE(9 ,I%※29) -STEP( 6 る 3 ヶ 。 19) 。 1 ,BF 
12Z9 NEXT I 


1?9 FOR !=1 TO Z 

299 FOR J=1 TO Z 
219 COLOR=(J 。1) 
229 GOSUB ※XMAITSUB 
239 NEXT J 


249 NEXT 1 
259 < 
269 “ーー- palette initialize 一 一 


2279 FOR !=1 TO Z 

289 COLOR=〈 1 , 1) 

2?9 NEXT IiEND 

399 “ーー ゅ wait routime 一 一 
319 ※MAITSUB 

329  FQR K=9 TO 199 

339 NEXT K 

349 RETURN 


COLOR 


[機能 | 画面 に 対す る 操作 に お ける 色 や 機能 を 指定 する . 

書式 | COLOR (< ファ ンク ショ ンコ ー ド >〕 〔 , ヌ ルキ ャ ラク タコ ー ド 〕 
[ , < グラ フィ ックス イッ チ >]〕 

文 例 | COLOR5, 0, 1 


ディ スプ レイ 画面 に 対す る すべ て の 操作 に 使わ れる 色 や 機能 を 設定 
し ます . 

1 章 で 解説 し た 通り , N - BASIC は 画面 上 で テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 
と いう 区 別 を し て いま せん .。 し た が っ て , この 命令 に より キャ ラク タ 及 び グ ラフ 
ィ ッ ク の カラ ー が 設定 され ます . 

< ファ ンク ショ ンコ ー ド > は 色 や 機能 を 設定 する パラ メー タ で す が , 現在 
CONSOLE 文 に よっ て 設定 され て いる モー ド に よっ て 働き が 異な り ま す . これ 
は 。 N。a- BASIC の [ 1 ) COLOR の < く フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド > と 全く 同様 で すか 
ら , そちら を 参照 し て くだ さい . 

< ヌル キャ ラク タコ ー ド > は 画面 を クリ ア し た 場合 に 表示 され る キャ ラク タ の コ 
ー ド を 指定 し ます . 通常 は 0 を 指定 し ます . 

く < グラ フィ ックス イッ チ > は , 1 に すれ ば グラ フィ ッ ク モ ー ド に , 0 に すれ ば キ 
ャ ラク タモ ー ド に な り ま す . キャ ラク タモ ー ド の 場合 で グラ フィ ッ ク 命 令 の 実行 
が で き な い 訳 で は な い の で す が , グラ フィ ッ ク モ ー ド に し て お く と 動作 が 保障 さ 
れ ま す 。 < グラフィック スイ ッ チ > は , 設定 し た あと , 画面 を クリ ア し な いと 機能 
し ませ ん 。 





参照 : CONSOLE, Nm (1 ) COLOR 


マッ ちる 
console 。。,9 
color 4 
PFint"N-BAS1IC* 


console 。。,1 
color 4 
PFint“N-BASIC* 


COLOR@ 


機能 テキ スト 画面 に 書か れ た 文字 な ど に 色 や 機能 を 設定 する . 
書 ヨ COLOR@ (X」, Yi) 一 (X。。 Y。) [, < ファ ンク ショ ンコ ー ド >〕 
文例 COLOR@(0,0) 一 (79, 4), 2 


貞 





[解説 | テキ スト 画面 の キャ ラク タ 座 標 の 2 点 (X, Y,)。(X。, Y。) を 対 角 
と する 四角 形 の 領域 に 書か れ て いる , 文字 や グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ に 色 を 付け 
た り , ブリ ング な どの 機能 を 設定 し た り し ます 。 

指定 する 座標 (Xi Y」), (X。, Y。) は 必ず キャ ラク タ 座 標 で な く て は な り ま せ 
ん . また < ファ ンク ショ ンコ ー ド > は , CONSOLE 文 に よっ て 設定 され て いる モ 
ー ド に よっ て 持つ 意味 が 異な り ま す . この 機能 及び 指定 の 仕方 は 〔 1 ] の COLOR 
文 の < ファ ンク ショ ンコ ー ド > の 場合 と 全く 同様 で すか ら , そちら を 参照 し て くだ 
さい 、. 

も し < ファ ンク ショ ンコ ー ド > が 省略 され た 場合 は , 7 を 値 と し て 採用 し ます . 


注意 : この 機能 は あく まで テキ スト 画面 に 書か れ て いる 文字 な ど に 対し て 有効 
で す . し た が っ て 何 も 書 か れ て いな い 場 合 は , 何 の 作用 も あり ませ ん . また この 
命令 に よっ て 設定 され た 領域 の 上 に 新しく 文字 な ど を 書い た 場合 , 書か れ た 文字 
は この 命令 の 影響 を 受け ませ ん . 


参照 : CONSOLE, 〔 1 ] COLOR 


ラク る 
19 CONSOLE 9,25、g,1 

119 MIDTH 89,25:CLS 

12@ FOR I=@ Tn 31 

136 PRINT "PC-886 1FK2" 

148 NEXT 1 

159 FOR 1I=g TO ヶ 

139 COLURGIX19』B) (TX19+ ア 。4) 。【 
1Z9 NEXT 1 


COMMON (ディ スク ) 


機 能 | CHAIN 文 が 実行 され た 時 変数 を 引き 渡す . 
COMMON < 変数 名 〉 〔, < 変数 名 〉 …〕 
COMMON A, B, XY(), NA$ 


CHAIN 文 が 実行 され , メモ リ 上 の プロ グラ ム と 外部 か ら の プロ グ 
ラム が チェ イン され た 時 , メモ リ 上 の プロ グラ ム の 変数 を 引き 渡し ます . し た が 
っ て COMMON 文 は 必ず CHAIN 文 と ペア に な っ て 使わ れ ま す . 

COMMON 文 は 非 実行 文 で すか ら , プロ グラ ム 中 の どこ に あっ て も か まい ませ 
ん が , 前 に ある 方 が 望ま し く , 少な く と も 対応 する CHAIN 文 の 前 に ある 必要 が 
あり ます . 

< 変数 名 > は 1 行 の 許す 範囲 で 何 個 で も 並べ る こと が で きま す が , 1 つの プロ グ 
ラム 中 の COMMON 文 に 同じ 変数 名 が あっ て は いけ ませ ん . また 配列 変数 名 は 
*()? を 付け 加え て 表現 し ます . 

も し すべ て の 変数 を 引き 渡し た い の で あれ ば , CHAIN 文 の ALL し オプション 
を 使う 方 が 便利 で す . 


参照 : CHAIN 


サ ンプ ル 

プ デ プログラム 

199 DI ト NM EK(19) 

119 CONMON 人 ,BZ」 CD を 」E() 
129 =546 

139 B ン =123 

149 電王 1 .23456Z89 提 
159 D$="abcde" 

169 EX(@)=19 

129 CHAIN "1itest" 
189 END 


COM ON プ OFF/STOP 


通信 回 線 か ら の 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する . 
1) COM ON 
2) COM OFF 
3) COM STOP 
文例 COM ON 
解説 | コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト (RS - 232C 回 線 ) に 外部 か ら の 通信 が 入 


っ た こと に よる 割り 込み を , 許可 (ON) す る か , 禁止 (OFF) す る か , 停止 (STOP) 
する か を 設定 し ます . 


1 ) 割り 込み を 許可 し ます . この 命令 実行 後 は 。 コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト に 
通信 が 入る ご と に 割り 込み を 発生 し , ON COM GOSUB 文 で 定義 きれ て 
いる 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

割り 込み を 禁止 し ます . この 命令 実行 後 は , 通信 お が あっ て も 処理 ルー チン 
へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 

割り 込み を 停止 し ます . この 命令 実行 後 は 通信 が あっ て も その こと を 覚 
えて いる だ け で 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し , その 後 
COM ON に よっ て 割り 込み が 許可 され る と , 先程 の 通信 に よっ て 処理 ル 
ー チ ン に 分 岐 し ます . 


SS】 
ュ ン 


て っ 
ュ ン 


注意 : プロ グラ ム 終 了 時 に は COM は OFF の 状態 に し て お いて くだ さい . 


参照 : APPENDIX, ON COM GOSUB, KEY ON/OFF/STOP 





CONSOLE N 


能 テキ スト 画面 の モー ド 設 定 を 行う . 








機 
書 


式 CONSOLE [< スク ロー ル 開 始 行 >}, 〔 く スク ロー ル 行 数 >] [ , < ファ 
ンク ショ ン キ ー 表 示 ス イッ チ >]〕 〔 , < カラ ー ノ 白黒 スイ ッ チ >〕 





文 


例 | CONSOLE 0, 25, 0, 1 











解 





説 | < スク ロー ル 開 始 行 > と く ス クロ ー ル 行 数 > を 指定 する こと に よっ て , 





画面 上 で スク ロー ル す る 領域 (スク ロー ルウ ィ ン ド ウ ) を 指定 し ます . 
CLS 及び PRINT CHR$(12) は 。 この スク ロー ルウ ィ ン ド ウ に 対し て 実行 され 


ます . 


但し , N - BASIC で は 。PRINT CHR$ (12) は , 画面 全体 に 対し て 実行 され ま 


す 


< ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 ス イッ チ > に 1 を 指定 する と , 画面 最 下 行 に その 時 点 
で プロ グラ マブ ル ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に 登録 され て いる 文字 列 を 表示 し ます . 
0 を 指定 し た 場合 , この 表示 を 禁止 し ます . 

< カラ ー グ 白黒 スイ ッ チ > を 1 に 指定 する と 。 テ キス ト 画 面 を カラ ー モ ー ド に し , 
0 を 指定 し た 場合 に は 白黒 モー ド に し ます . 





注意 : CONSOLE 文 を 使っ て . テ キス ト 画 面 の カラ ー/ モ ノ ク ロ モー ド を 切り 夫 
える と SCREEN 文 の パラ メー タ 4 が リセ ッ ト さ れ ま す .(SCREEN 文 参照 ) 





199 
119 
129 
139 
149 
159 
149 
129 
189 
129 
299 
219 
229 
239 
249 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


ノ 


ーー scCrO1 1 WindOw 一 一 
CLS 
CONSOLE 9,25,9,1 
FOR 1!=1 TO 25 STEP 4 
CONSOLE 9,1 
GOUSUB ※PRINTSUB 
NEXT 1』 
END 
PRINTSUB 
CLS 
FOR J=1 TO 49 
PRINT J 
FOR K=9 TO 19:iNEXT K 
MEXT J 
RETURN 


CONT 【N 


機能 スト ッ プ キー 入力 , また は STOP 文 に よっ て 停止 し た プロ グラ ム 
の 実行 を 再開 する . 
書 式 CONT 


文例 CONT 





[解説] CONT は 通常 デバ ッ グ の た め に STOP 文 と 共に 用 いら れ ま す . 
STOP 文 や スト ッ プ キー の 入力 に より プロ グラ ム の 実行 を 停止 し 。 ダイ レク ト 
モー ド て で 変数 の 値 等 を 調べ た り 変 更 し た 後に , CONT 文 に よっ て 実行 を 再開 し 
ます . 

但し , 実行 停止 中 に プロ グラ ム 内 容 の 変更 を 行っ た 場合 に は , CONT 文 に よる 
継続 実行 は で きま せん . 
タテ ゴク を 


199 FOR 』=1 TO ヶ 
119 PRINT 1I,SGRK(i) 
129 NEXT I 

139 END 


っ 


n 


U 
1 
2 <41421 
3 ・Z3295 
4 

に ] 
20 9 

BreakK in 119 
0k 

PFint i 


・2369Z 


Cont 

・ 人 4424 タ の 
・645Z5 
・82843 


トリ 
ON DD 


COPY 























機能 画面 上 に 表示 され て いる 文字 , 図形 を プリ ンタ に 出力 する . 

書 。 式 COPY 〔< 機 能 >〕 

文例 COPY 3 

解説 | < 機能 > は , 1 か ら 5 の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の よう に 働き ます . 省 
略 さ れ た 場合 に は 1 が 選択 され ます . 


1 : テ キス ト 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます . 

2 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます . 

3: テ キス ト 画 面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を プリ ンタ に コピ ー し ます . 

4 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます (漢字 出力 用 ). 640X200 
ドッ ト の モー ド て 出力 され た 漢字 (グラ フィ ッ ク パ ター ン ) は この モー ド 
で 出力 する と 上 下 が 2 分 の 1 に 縮小 され て , 美しく コピ ー さ れ ま す ., 

5・ テ キス ト 画 面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を プリ ンタ に コピ ー し ます . 4 と 
同じ く 640X200 の モー ド で 出力 され た パタ ー ン は 2 分 の 1 に 縮小 され ま 
す . 


注意 : グラ フィ ッ ク 画 面 の コピ ー は , 専用 プリ ンタ 以外 の プリ ンタ で は で き な 
いこ と が あり ます の で 注意 し て くだ さい 。 


COPY 文 (ICOPY| キー) で グラ フィ ッ ク 画 面 を プリ ンタ ヘコ ピー する と , 画面 
と プリ ンタ と の 縦横 の 比 が 異な る 場合 が あり ます . 
タテ テク ろ 
189 SCKEEN @.9:CLS 3 
119 UIEMC1,1) (る 638, 198) ,』 。Z 
126 GOSUB XDISPLAY 
139 FnR 1=1 TO 5 
149 CQPY i 
159 NEXT I 
148 END 
129 ※DISPLAY 
18@ FOR J=1 TO 38 
1 め 29 。 LUCATE RNDXZ9 ,。RNDX22+ 1 :PRINT "PC-88g 1MK2" 
2996 LINECRNDX る 3 ヶ 。RND※ 1 マウ) STEP て 4 ,28) 、INTCRNDX フ + 1) ,EF 
219 CIRCLE(RND※ る 3? 、RNDX 1 ラウ) , 48 ,INT(ENDXZ+1) 
229 NEXT JiRETURN 


PC-889 1HK2 


PC-889 1HKZ PC-889 1HK2 
PC-889 1HK2 
PC-889 1HK2 
PC-889 1HK2 PC-889 1MK2 
PC-889 1HK2 PC-899 1HK2 
PC-888 1HK2 PC-8891MK2 
PC-889 1HK2 PC-88 1MK2 
PC-889 1HK2 PC-889 1HK2 PC-889 1HK2 
PC-889 1HK2 PC-889 1HK2 
FC-886 1HK2 
PC-889 1HK2 PC-889 1HK2 
PC-889 1HK2 
PC-889 1HK29 1HK2 
PC-886 1MK2 PC-88e INK2 
PC-889 1HIK2 PC-889 1HK2 PC-889 1HK2 


PC-889 1HK2. 














PC-889 1HK2 
889 1HK2 
9 1HIK2 PC-8891HK2 





PC-886 1HK2 
HC-89 1HK2 


大 30 1 


5-eee jiHk2 ゃ C-| ^ 男 じ 




















CSAVE 


メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ ヘ へ セー プ す る . 

書 式 CSAVE < ファ イル 名 > 

CSAVE ヾ DEMO1? 

メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ へ 記録 (セー ブ ) し ま 
す . 

テー プ 上 に セー ブ さ れ た プロ グラ ム は , ファ イル 名 に より 区 別 さ れ ま す . この 
< ファ イル 名 >〉 は 最大 6 文字 か ら な る 文字 列 に よっ て 指定 し ます . 


参照 : CLOAD 


プ ロ ラム 
csave" GaNE 1" 
cload?2" GaNE1『 





DATA N 


機能 READ 文 で 読み 込ま れる 数 値 , 文字 定数 を 格納 する . 
書式 | DATA < 定数 〉〔, < 定数 > …〕 
文 例 | DATA 1, NEC, 8801MK2 





解 " 説 | DATA 文 は 非 実行 文 で . プロ グラ ム 中 の どこ に 置い て も か まい ませ 
ん . 1 つの DATA 文 に は , 1 行 (255 文 字 ) に 入る だ け の デー タ を セッ ト す る こ 
と が で きま す . また , 1 つの プロ グラ ム 内 に は , 任意 の 数 の デー タ 文 を 置く こと 
が で きま す . 

READ 文 は 行 番号 の 小さ い 方 か ら 順 番 に , DATA 文中 の デー タ を 読み 込ん で 
いき ます . 

< 定数 > は , 任意 の 型 の 定数 、 即ち , 整数 , 単 精度 実数 倍 精度 実数 , 文字 定数 
の いずれ で も か まい ませ ん . 但し , 定数 式 (2 * 3 な ど ) は 許さ れ ま せん . また 
READ 文 で 読み 込ま れる 場合 , READ 文 で 指定 され て いる 変数 の 型 は , 対応 する 
DATA 文 の 定数 の 型 と 一 致し な けれ ば な り ま せん . 

DATA 文中 の デー タ は コン マ (,) に よっ て 区 切ら れ ま す が , 文字 定数 で 。 その 
文字 列 の 先頭 , また は 最後 が コン マ や ピリ オド (. ), 意味 の ある 空白 で ある 場合 
に は , その 文字 定数 の 前 後 を ダブ ルク ォ ー ツ (”) で くく る 必要 が あり ます . 

RESTORE 文 に よっ て READ 文 で 読み 込む DATA 文 を 行 単 位 で 指定 する 事 
が で きま す . 


参照 : READ, RESTORE 


デ プ ロ グ ラム 

189 DRTR 19』19。 NEC-889 1MK2」" NEC-888 1MIK2" 
119 READ 全 

128 READ B ま :B= ニ VQL( "&h"+B ま ) 

139 READ C ま :READ D ま 

1498 PRINT iPRINT B 

159 PRINT C ま 』PRINT D* 





NEC-889 1MK2 
NEC-889 1MIK2 
DK 


DEF FN N 




















機 能 ユー ザー に よっ て 作ら れ た 関数 を 定義 する . 

書 式 DEF FN< 名 前 > 〔((〈 パ ラメ ー タ リス ト >〉) ] 三 < 関数 の 定義 式 > 
文例 DEF FNA(X, Y)= ニ X* 2+TY*3 

解 説 | 関数 の 名 前 は FN” と これ に 続く < 名 前 > を 含め た も の で あり , < 名 





前 > は 変数 名 と し て 正しい 形 を し た も の で な けれ ば な り ま せん (Nas- BASIC で は 
40 文 字 ま で , N - BASIC で は 2 文字 まで で す ). 

パラ メー タリ スト > は その 関数 が 呼ば れ た 時 に , < 関数 の 定義 式 > 中 の 同じ 名 
前 の 変数 に 対応 し , この 変数 名 は , < 関数 の 定義 式 > を 評価 する 際 に の み 有 効 と な 
り 。 プロ グラ ム 中 に 同一 名 の 変数 が あっ て も 影響 は あり ませ ん . また , < 関数 の 定 
義 式 > 中 で 使わ れ て いる 変数 が 。 < パラ メー タリ スト >〉 中 に な い 場 合 は , その 変数 
が , その 時 点 で 持っ て いる 値 が 使わ れ ま す . 

< 関数 の 定義 式 >? は , その 関数 の 演算 内 容 を 記述 する 式 で , 1 行 の 範囲 に 限ら れ 
ます . この ユー ザー 定義 関数 は , 数 値 関数 , 文字 関数 、 その 混在 の いずれ で も か 
まい ませ ん が , < パラ メー タリ スト > 内 の 変数 と 。 それ に 液 さ れる 変数 と が 同一 の 
型 で な けれ ば な り ま せん . 

DEF FN 文 は 非 実行 文 で す が , これ に よっ て 定義 され る 関数 が プロ グラ ム 中 で 
呼ば れる 前 に 実行 きれ て いな けれ ば な り ま せん . また , ダイ レク トモ ー ド で の 実 
行 は で きま せん . 


参照 : 変数 名 と 型 宣言 


サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

199 DEF FNFUKURKI(G,K,N)=G※( 1+R) N 

119 DEF FNTANRI(G,R,N〉ーGX( 1+R※N) 

128 INPUT "カト ン キ ンー "9 GANKIN 

139 INPUT "ネン リ NENR TI iTINPUT "ネン ズ ウ NEN 
146 FGOKEI=FNFUKURI(GANKIN,NENR1I ,NEN〉 
159 TGOKEI=FNTANRI(GANKIN ,NENRI ,NEN〉 
1 る 9 F 多 ニ " 連 時 社 材 守 村 社寺 宰 宰 料 。。 ニ ーー" 

1Z9 PRINT “フク リ テ ^n "USING F も 』FGOKEI 
189 PRINT "ラン フリ テ Tn "USING FTGOKE 1 


Fun 

カン キン  i1899996 

センリ 5 ・9Z 

ネン ズ ウ 52 19 

22 リ テ “N \126。Z15. 一 
ラン リ テロ \129,999. 一 
0K 


DEFINT/SNG/DBL/STR NgN 


変数 の 型 宣言 を する . 
書式 DEF | INT | < 文字 の 範囲 > 
SNG 
DBL 
STR 
文 例 DEFINT A, |-K 


< 文字 の 範囲 > で 指定 され た 文字 で 始ま る 変数 名 の 変数 を , DEFINT 
で は 整数 型 に 。 DEFSNG で は 上 単 精度 実数 型 」、 DEFDBL で は 倍 精 度 実数 型 に , 
DEFSTR で は 文字 型 に それ ぞ れ 定義 し ます . 

< 文字 の 範囲 > で 指定 され る 文字 は 英字 1 文字 で , 複数 個 指定 する 場合 は ハイ フ 
ン で つない で その 範囲 を 示し ます . 

但し , これ ら に よっ て 行わ れ た 型 宣言 より , 型 宣言 文字 に よる 指定 の 方 が 優先 
され ます . また , 型 宣 言 が ザ 行なわ れ て いな い 文 字 で 始ま る 変数 は 。 すべ て 単 精度 
変数 と みな され ます . 


サ ン プ 
プロ グラ 


よ で 


199 DEFINT 1!-NM 

119 DEFSNG AB 

129 DEFDBL D 

139 1 1= テ 1 .23』J=65。 る 43 

149 ABC= 1 . 23 : BBB= る 5 . 643 

159 D=3.14 1522654999991 

169 DZ=3.14 1522654999991 

129 PRINT "11 =0511。。"J = り 

189 PRINT "ABC =" ABC。 "BBB ="jBBB 
1?9 PRINT "D =9D。"DZ = 5DZ 


299 END 

Fun 

1I1 = 1 J = き る 6 

QBC = 1.23 BBB = 2 る 5. る 43 
D = 3.1415?2654999991 DZ = 3 

0k 


DEF USR [N) 


機械 語 で 作ら れ た ユー ザー 関数 の 実行 開始 番地 を 定義 する . 
DEF USR(< 番 号 〉] 三 < 開始 番地 > 上 
DEF USR3 ニ &HE000 


USR 関数 (ユー ザー 関数 ) が 呼び 出す , 機械 語 ル ー チ ン の 実行 開始 
番地 の 設定 を 行い ます . < 番号 > は , 0 9 まで の 値 で , 複数 の ユー ザー 関数 を 用 
いる 場合 の 識別 を 行い ます . し た が っ て 最大 10 個 まで の ユー ザー 関数 を 準備 利 
用 する こと が で きま す . < 番号 > が 省略 され た 場合 に は 0 と 解釈 され ます . 

< 開始 番地 > は < 番号 〉 に よっ て 指定 され る ユー ザー 関数 の 実行 開始 番地 を 指定 
し ます . 

USR 関数 の 作り 方 に つい て は , APPENDIX・ 機 械 語 プ ログ ラム の 作り 方 を 参 
照 し て くだ さい . 


参照 : USR, APPENDIX・ 機 械 語 プ ログ ラム の 作り 方 


テラ ロク ろ ん 

166 CLEAR ,&HE999 
116 DEF USR=&HE999 
126 DEF USR1=&HE296 
136 PRINT USR(199〉 
149 =USR1( 1 .23) 


DELETE [N 


プロ グラ ム の 部 分 削除 . 
DELETE に 始点 行 番号 >] 〔 一 < 終点 行 番号 >) 
DELETE 10 - 230 


HLH 





解説 | < 始点 行 番号 〉 か ら < 終点 行 番号 >〉 ま で の プロ グラ ム を 削除 し まず 。 
く 始点 行 番号 >〉 だ け を 指定 し た 場合 は その 行 だ け を 削除 し , ハイ フン 以下 < 終点 
行 番号 >〉 を 指定 し た 場合 に は 。 プロ グラ ム の 先頭 か ら 指定 行 まで を 削除 し ます . 


199 " DELETE コマ ント “ノー サン フル ファ ログ "ラム 
119 < 
129 ^ DELETE コマ ント ~ シテ イ シタ キ ^ ョ ウ ラ 
139 / サク シ ^ ョ シマ ズ 。 
149 < 
159 PRINT " DELETE コマ ント ~ NN シテ イ シク キョ ウ ラ " 
129 PRINT " サク シ ^ ョ シマ ズ 。" 
129 END 
0k 
delete 119-139 
0k 
1ist 
199 ^ DELETE コマ ント ~ ノー サン 2 フ と 見 ファ ログ "ラム 
149 ^ 
159 PRKINT " DELETE コマ ント ~ N シテ イ シク キネ ^ ョ ウ ラリ 
1 る 9 PRINT " サク シ ^ ョ シマ ズ ." 
129 END 
0k 
FU 
DELETE コマ ント ~ in シテ イ シタ キ ^ ョ ウ ラ 
サリ クシ ^ ョ シマ ズ 。 
0k 


DIM [N 


機 _ 能 配列 変数 の 要素 の 大 き さ を 指定 し , メモ リ 領 域 に 割り 当て る . 


書式 | DIM < 変数 名 > (< 添字 の 最大 値 > 〔, < 添字 の 最大 値 > …〕) 
文例 | DIMA (12, 2) 


























説 | 配列 変数 の 添字 の 最大 値 を 設定 し , 同時 に メモ リ 上 に その 配列 の 領 

域 を 割り 当て ます . DIM 文 で 宣言 せ ず に 配列 変数 を 用 いた 場合 , その 添字 の 最大 
値 は 10 と みな され ます . も し , 設定 され た 最大 値 よ り 大 きい 値 の 添字 が 用 いら れ 
た 場合 は , “Subscript out of range′ (BS Error) エラ ー が 起こ り ま す . 

添字 の 最小 値 は , OPTION BASE 文 に よっ て , 0 か 1 に 指定 する こと が で きま 
す . 

但し , N - BASIC で は 添字 の 最小 値 は 常に 0 で す . 

また , DIM 文 が 実行 され た 時 点 で , その 配列 の すべ て の 要素 の 値 は 0 (文字 型 
の 場合 は ヌル スト リン グ ) に 設定 され ます . 





参照 : OPTION BASE 


サ ン プ ル 
プロ グラ ム 
199 " ク ク ノ ヒョウ ラリ クル 

119 OPTION BASE 1 

129 DIN KUKUX( の, の) 

139 FOR !=1 TO の ?i:FOR J=1 TO ヶ 

149 KUKUK 1 ,J) =1※J 

159 NEXT J,I 

1 る 9 FOR 1=1 TO ?:FORK J=1 TU ヶ 

129 PRINT USING " 析 補 幸村 "KUKU(J,」1) 』 
189 NEXT JiPRINT 





129 NEXT Ii 

299 END 

Fun 
1 2 3 4 5 る Z 8 ゥ 
2 4 る 8 。 19 12 14 1 る 6 18 
3 る ? 。 12 15 18 21 24 2 フ Z 
4 8 。 12 1 る 29 24 28 32 36 る 
ら 。 19 15 2@ 25 39@ 35 349@ 45 
る 。 12 18 24 39 3 る 2 42 248 54 
Z 14 21 28 35 42 4 ヶ 56 6233 
8 12 24 32 49 348 56 る < る 4 22 
2 。 18 2Z 3 る 45 54 <3 Z2 81 


0K 


DSKO$ (ティ スク ) [N 


ディ スク に 対し て の 直接 書き 込み . 
書式 1) DSKO$ < ドラ イブ 番号 >, < トラ ッ ク 番 号 >, < セク タ 番 号 > 
2) DSKO$ < ドラ イブ 番号 〉, < サー フェ ス 番 号 〉>, < トラ ッ ク 番 号 〉 
< セク タ 番 号 > 
文例 1) DSKO$ 2, 10, 1 
2) DSKO$ 1, 0, 19, 1 


解説 | 通常 の ファ イル 操作 と は 無関係 に . ディ スク 上 の 指定 し た セク タ に 
直接 書き 込み を 行い ます . この 文 は , 既存 の ディ スク ファ イル を 壊す 恐れ が あり 
ます の で ,。 ディ スク 及び ファ イル の 構成 を 正しく 理解 し た 上 で 用 いて くだ さい . 
これ ら に つい て は , ユー ザー ス ・ マ ニュ アル で 説明 され て いま す . 

DSKO$ は , そ の パラ メー タ に より 指定 され た セク タタ に, 0 番 バ ッ フ ァ の 内 容 256 
バイ ト を 書き 込み ます . 0 番 バ ッ フ ァ は , 通常 の ディ スク ファ イル 操作 の 際 に は 
用 いる こと は で きま せん が , DSKI$ と DSKO$ に よる 直接 操作 の 際 に の み , ユ ー ザ 
ー が 用 いる こと が で きま す . 

書き 込む デー タ の 準備 は , ラン ダム アク セス の 場合 と 同じ よう に FIELD 文 に 
より , 0 番 バ ッ フ ァ へ 変数 領域 を 割り 付け た 後 , LSET, RSET に より 行い ます . 
ある い は , VARPTR 関数 に より , 0 番 バ ッ フ ァ の 置か れ て いる メモ リ 番 地 を 調べ 
た 上 で , POKE 文 に より バッ ファ 中 に デー タ を 準備 する こと も で きま す . 

< トラ ッ ク 番 号 〉>,。 < セク タ 番 号 〉 と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は , 指定 され た く ド 
ライ ブ 番 号 y? の ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て 異な り ま す が , BASIC は , これ 
ら の 値 の 範囲 を 自動 的 に 調べ , 不当 で あっ た 場合 に は “1llegal function call^ エ 
ラー と し ます . 詳し く は ユー ザー ス ・ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 

< サー フェ ス 番 号 > は , 指定 され た < ドラ イブ 番号 > の ディ スク が 両面 ディ スク 
の 場合 に の み 必 要 で , 0 また は 1 で 指定 し ます . 

DSKO$ は 対象 と する ディ スク ドラ イブ が 片面 ディ スク で ある か 両面 ディ スク 
で ある か に よっ て ダイ ナミ ッ ク に 書式 が 変り ます . 

1) の 書式 は 片面 ディ スク を 対象 と する 場合 で あり , < サー フェ ス 番 号 > の 指定 

は 必要 あり ませ ん . 
2) の 書式 は 両面 ディ スク を 対象 と する 場合 で あり , < サー フェ ス 番 号 > を 指定 
し な けれ ば な り ま せん . 


注意 : 複数 の ディ スク が 接続 きれ て いる 場合 , それぞれ の ディ スク の 諸 元 に つ 
いて は DSKF に より 調べ る こと が で きま す . 詳し く は ユー ザー ス ・ マ ニュ アル を 
参照 くだ さい . 


参照 : DSKI$, FIELD, DSKF, VARPTR 





サン プレ ル 
プロ グラ ム 

199 ーーーーー Mrite to the disK ーーーーー 
110 /※XXXXX コノ proqram |) diskK 二 カキ コミ マズ カラ  %※※※※ 
120 XX※X※※※ フ ヨ ウイ ニ シヨ ウシ ナイ テ ~ クタ ~ サイ ョ 』 ト そ そそ すす 3 
139 FIELD #9。128 AS Q$,128 AS B$* 

149 LSET Q$=STRING$〈( 128 ,CHR を (&zHFF) 〉 

1596 LSET B$=STRING$( 128 , CHR も (&kHFF) 〉 

129 XSTART 

129 INPUT “Drive"jDR 

189 IF DR く <1】 OR DR>8 THEN XSTART 

129 IF DSKFXDR,2)=9 THEN 238 

289 INPUT "Surface"』SU 

219 IF SU<9@ OR SU> 1 THEN 289 

229 XREENT 

239 INPUT “Track,Sector "iTR,SE 

249 【F TR<9 OR TR>DSKFDR,8〉 THEN XREENT 

259  iF SE<1 OR SE>DSKFKDR , 1) THEN ※REENT 

229 【F DSKFXDR,2)=9 THEN %※SINGLE 

2Z9 DSKO$ DR,SU,TR,SEiGOTO ※EXIT 

289 ※%SINGLE 

2?6 DSKO$ DR,TR,SE 

399 %EXITiENO 





EDIT 


[ 機 能 | 指定 され た 行 を 画面 上 へ 表示 し , カー ソル を 移動 する . 
書 式 RF | 


文例 EDIT 30 


画面 上 で の 編集 が で きる よう に , 指定 され た 行 を 表示 し ,。 カー ソル 
を その 行 の 先頭 に 置き ます . エラ ー 発 生 時 や , STOP を 実行 し た 直後 に 
*EDIT .? を 行う と ,。 エラ ー の 発生 し た 行 , ある い は 実行 し た STOP 文 を 含む 
行 が 表示 され , た だ ち に 修正 作業 に 入る こと が で きま す . 

EDIT コマ ンド 実行 中 は , ロー ル ア ッ プ , ロー ル ダ ウ ン キ ー に より 指定 され た 行 
の 前 後 の 表示 , 編集 する こと も で きま す . (ディ スク バー ジョ ン ) 

P オ プシ ョ ン 付 き で セー ブ さ れ た ファ イル を ロー ド し て EDIT コマ ンド に よ 
り , 内 容 を 表示 , 変更 し よう と し た 場合 に は , ^llegal function call” (FC Error) 
の エラ ー と な り ま す . 


参照 : SAVE 


サン プ 
ブロ ング ラウラ 


トミ 


EDIT 199 
EDIT ※START 
EDIT . 


No】 


ー36 


END 【N 




















機能 プロ グラ ム の 終了 を 宣言 する . 

書式 END 

文例 END 

解説 | プロ グラ ム の 実行 を 終了 し , すべ て の ファ イル を クロ ー ズ し て コマ 


ンド レベ ル に 戻り ます . 

END 文 は プロ グラ ム の 実行 を 終了 させ た い 所 に 置け ば よく , また , いく つ 置 い 
て も か まい ませ ん . プロ グラ ム の 最後 の END 文 は 省略 する こと が で きま す が , こ 
の 場合 , ファ イル の クロ ー ズ は 行わ れ ま せん . 


アッ を 
199 MIDTH 89,25 

119 COLOR Z 

129 CLS 

139 ※LOOP 

149 PRINT TINE ま 

159 台 $= ニ INKEY も 

169 IF 人 ="s" THEN END 
129 GOTO ※LOOP 


Fun 
98: 15:46 
98i 15:i46 
68:15i46 る 
98:』 15:i46 
98:i 15:46 る 
98i15i46 
98i 15:i 4 くる 
98i』 15i4 る 
98i 15: 4 る 
98:i 15:i 4 る 
98: 15:4Z 
98:i 15:4Z 
98:i 15:i 4Z 
0k 


ERASE [N 


機 _ 能 配列 変数 を 消去 する . 
書式 ERASE < 配列 変数 名 〉 〔, < 配列 変数 名 > …] 
文 例 ERASE C, D 





[解説 | 指定 し た 配列 変数 を 消去 し ます . 以後 , 同一 変数 名 の 配列 変数 を 
DIM 文 で 宣言 する こと が で きま す . も し ERASE 文 を 実行 せ ず に 同一 変数 名 で 宣 
言 する と , “Redimensioned array” (DD Error : Duplicate Defnition) エラ ー 
が 起こ り ま す . 

また , その 配列 変数 に 割り 当て られ て いた メモ リエ リア を , 他 の 目的 に 使用 す 
る こと も で きま す . 


参照 : DIM 


サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

199 DIN (199) ,B( 199) 

119 ERASE 

129 DI ト (299〉 

139 DIN B(299) 』/ セン ウン テキ ネ ナ イ ! ! 


Fun 
Duplicate Definition in 139 
0k 


ERROR [N 


エラ ー 発 生 の シミ ュ レ ー ト , エラ ー 番 号 の ユー ザー 定義 を する . 
| 書式 | ERROR < 整数 表記 > 
文例 ERROR 200 


< 整数 表記 > の 値 は 0 か ら 255 ま で の 範囲 の 数 を 指定 し ます . この 値 
が , すでに BASIC で エラ ー コ ー ド と し て 使わ れ て いる 場合 , ERROR 文 は , その 
エラ ー の 発生 を シミ ュ レ ー ト し, 対応 する エラ ー メ ッ セ ー ジ が プリ ント され ます . 

また , 未定 義 の エラ ー コ ー ド の エラ ー を プロ グラ ム 中 で 条件 に 応じ て ERROR 
文 で 発生 させ , ON ERROR GOTO 文 に よっ て 指定 され た エラ ー 処 理 ル ー チ ン 内 
で , ユー ザー が 定義 し た エラ ー コ ー ド と し て 使用 する こと が で きま す . 


参照 : ON ERROR GOTO, ERL/ERR, エラ ー コ ー ド 表 


サン プル 

プロ グラ ム 

199 ON ERROR GOT0O ※ERNHESSAGE 

119 ※NYURYOKU 

126 INPUT "3 72 ノ セイ ズ ウ (+) ヲ ニュ ウリ ョ ク セヨ ミド N 

139 IF FIX(N〉 <>N THEN ERROR 251 

149 IF N<199 OR N>222 THEN ERROR 2589 

159 PRINT USING "て 碑 境 幕 >"N 

1 る 9 END 

179 ※XERMESSAGE 

189 IF ERR=259 THEN PRKINT " 3 う 92 トロ 199 カラ タタ タク EHP 
129 IF ERR=251 THEN PRINT " シー リズ ウ nn ニュ ウリ ヨク テキ マセ ンー" 
299 PRINT 

219 RESUME _X%NYURYO0KU 


Fun 
3 ワク ノ セイ ズ ウ (+) ヲ ニュ ウリ ョ ク セヨ 』 128Z6 
3 72 ト n 199 カラ の 2 の !!! 


3 72 ノ セイ ズ ウ 〈(+) ヲ ニュ ウリ ョ ク セヨ : 12.4 
シ ~ ゅ ズ ウ In ニュ ウリ ヨク テ ^ キマ セン 


3 ケ ノ セイ ズ ウ (+) ヲ ニュ ウリ ョ ク セヨ :』 145 
く て 145> 
0K 





FIELD [N) (で は ティ スク の み ) 


機能 ラン ダム ファ イル ・ バ ッ フ ァ に 変数 領域 を 割り 当て る . 
書式 FIELD 〔#〕 < ファ イル 番号 〉, < フィ ー ル ド 幅 > AS < 文字 変数 > 


[, < フィ ー ル ド 幅 > AS < 文字 変数 > …〕 
文例 FIELD #1, 128 AS A$, 64 AS B$, 64 AS C$ 





ファ イル バッ ファ を ラン ダム ファ イル ・ バ パッ ファ と し て 使用 する た 
め に , ファ イル バッ ファ の 中 に 文字 変数 の 領域 を 割り 当て ます . 

PUT 文 。 GET 文 を 使っ て ラン ダム ファ イル の アク セス を 行う 前 に 必ず 。 
FIELD 文 が 実行 され て いな けれ ば な り ま せん . 

< ファ イル 番号 > は , OPEN 文 に よっ て ファ イル を オー プン し た と き に 指定 し た 
番号 で す . 

< フィ ー ル ド 幅 > は < 文字 変数 > に 割り 当て る 文字 数 で す . 1 つの バッ ファ に は 
文字 数 の 合計 が 256 文 字 ま で な ら ば , い くつ の 文字 変数 を 割り 当て て も か まい ませ 
ん . また , 1 つの バッ ファ に 対し て , 何 回 か に 分 け て FIELD 文 を 実行 し て も か ま 
いま せん . 

FIELD 文 で 指定 し た 変数 は , FIELD 文 を 実行 し た 時 点 で , 指定 し た 文字 数 の ヌ 
ルキ ャ ラク タ (アス キー コー ド が 0 の キャ ラク タ ) が セッ ト さ れ ま す . また 。 こ 
の 変数 を INPUT 文 , LET 文 の 左辺 で 使用 し な いで くだ さい . も し 使用 する と, 
その 変数 は , 一 般 の 文字 変数 領域 に 登録 され , FIELD 文 で の バッ ファ の 割り 当て 
が 無効 と な り , 正しい ファ イル の 入出 力 が 行わ れ な く な り ま す . 


注意 FIELD 文 が 1 行 (256 文 字 ) に 書き 切れ な い 場 合 は ダミ ー の 変数 を 使っ 
て 複数 の 行 で 定義 し ます 。 


[サン プル プロ グラ ム ] の 行 番号 110 一 130 の 書き 方 を 参照 し て くだ さい 。 


参照 : OPEN,GET, PUT, LSET/RSET 








サ ン プ ル 
プロ グラ ム 








199 
119 
129 
139 
14g 
159 
16 る 9 
12Z9 
186 
1 の 9 
299 
219 
228 
239 
249 
259 
2 る 9 
279 
289 
2 


FU 


HPEN "rtest.dat" S 昔 1 

FIELD 本 1.39 5 の 中 ,39 AS 日 名 ,38 人 QS C ま 

ニー DUMMY 生 IN 谷 ま + 日 ま +C ま ノダ メ ノ ヲタ "ミー テ " ズ 。 ーー 
FIELD 1. ツ 9 naS _ DUMMY も $,2 AS D ま ,4 人 QS E ま ,8 S F ま 
LSET も = "NEC-889 1MKZ" 

LSET B*="Persona1『" 

LSET C ま ="EomputeF" 

RSET D ま =NMKI ま (88g 1) 

RSET E ネ =NMK5S も (22888B!) 

RSET F も =MKD も (て る.626189999999921D-34) 

PUT 持 1,1 

BET 拉 1,.1 

PRINT 全 ま 

PRINT BB$ 

PRINT C ま 

D=CUI(D ま ) 

E=CVUS て (E ま ) 

F=CVUD(F$) 

PRINT DiPRINT EPRINT F 

END 


NEC-889 1MK2 
Personal 
Computer 
88W 1 
228999 
る,。62618Eー34 


0K 


FILES/LFILES (ティ スク ) [N 


[ 機 能 | ディ スク に 入っ て いる ファ イル の 名 前 , 種 類 と 大 き さ を 表示 する . 
[書式 | 1)FILES (< ドラ イブ 番号 >〕 
2)LFILES (< ドライブ 番号 >〕 


文 例 FILES 2 








解説 | < ドラ イブ 番号 > で 指定 され た , ディ スク 上 に 登録 きれ て いる ファ イ 
ル の 名 前 , 種類 と , その 大 き さ を 表示 し ます . 1) の 場合 ディ スプ レイ に , 2) の 場 
合 プ リン タ に 出力 し ます . ファ イル の 大 き さ は , クラ スタ と いう 単位 で 表示 され 
ます . クラ スタ に つい て は , ユー ザー ス ・ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 

<〈 ド ライブ 番 号 > が 省略 され た 場合 に は , ドラ イブ 1 が 選択 され ます . 

ファ イル の 種類 は 。 出力 され る ファ イル の 名 前 と , タイ プ と の 区 切り 文字 に よ 
っ て 表 さ れ ま す . 区 切り 記号 が 空白 の 場合 に は , その ファ イル は , アス キー セー 
プ さ れ た プロ グラ ム フ ァ イル , ある い は , OPEN 文 に よっ て 作ら れ た , BASIC の 
デー タフ ァイル で ある こと を 示し ます . 区 切り 文字 が , ピリ オド の 場合 に は , バ 
イナ リセ ー ブ に よっ て 作ら れ た プロ グラ ム フ ァ イル , アス タリ スク の 場合 に は , 
BSAVE に よっ て 作ら れ た 機械 語 ファ イル で ある こと を 表し ます . 

N - BASIC に は BSAVE は あり ませ ん か ら , 区 切り 記号 と し て アス タリ スク 
が 表示 され る こと は あり ませ ん . 


参照 : SAVE, BSAVE 


サン ププ ル 
プロ グラ ム 





files 
FwOTd 
hexdum p 
search 1 
ッ ieuide mo 
dsKdum DPp 
0k 


ぁ dumDp 
erTme ら 
pltdem o 
tilete st 


ーー ニーーー 
ーー ニー テーー 


FOR…TO…STEP て NEXT Ng [N 


機 能 | FOR 文 か ら NEXT 文 まで の 一 連 の 命令 を 指定 回 数 だ け 繰り 返し 
て 実行 する . 
書式 | 「OR < 変数 名 〉 ニ < 初期 値 > TO < 終値 > (STEP < 増分 >〕 
( 
NEXT 〔(< 変 数 名 〉] 〔, < 変数 名 >〕) 
文 例 | FORJ=OTO100 STEP 2 














( 
NEXT J 


< 変数 y は カウ ンタ と し て 使わ れ , 最初 に 初期 値 に 設定 され ます . そ 
し て , FOR 文 以降 か ら NEXT 文 ま で が 実行 され , カウ ンタ の 値 は STEP に よっ 
て 指定 され た < 増分 > だ け 増 減 さ れ ま す . 次 に カウ ンタ の 値 が < 終値 > と 比べ ら 
れ , カウ ンタ の 値 が < 終値 > に 達し て いな けれ ば , FOR 文 の 次 の 文 へ 戻り , 同じ 
処理 が 繰り 返さ れ ま す . 

STEP 文 が 省略 され た 場合 < 増分 〉 は 十 1 と みな され ます . また , < 増分 > は , 
負 の 値 を と る こと も で きま す . 

次 の 場合 に は , FOR-NEXT 文 は 実行 され ず に , NEXT 文 の 次 の 文 へ 実行 が 
移り ます . 

1 ) < 増分 > が 正 の 値 で , < 初期 値 > が < 終値 > より 大 きい 場合 

2 ) < 増分 > が 負 の 値 で , < 初期 値 > が < 終値 > より 小さ い 場 合 . 

3 ) < 初期 値 > と < 終値 > が 同じ 値 で < 増分 > が 0 の 場合 . 

但し , < 変数 > に は < 初期 値 > が 代入 きれ て いま す . 

また , N - BASIC で は , 上 記 の 3 つの 場合 , < 変数 > に < 初期 値 > が 代入 され , 
1 回 だ け NEXT 文 ま で の 一 連 の 命令 が 実行 され ます . 

FOR-CNEXT は 入れ 子 構造 に する こと が で きま す . これ は 1 つの FOR 
wNEXT の な か に も う 一 つの FOR て NEXT を 置く こと が で きる と いう こと で , 
この 場合 , それ ぞ れ の < 変数 > は 別 の も の を 使わ な けれ ば な り ま せん . また , 1 つ 
の FOR て NEXT は 完全 に 他 の FORCNEXT の 内 部 に な けれ ば な り ま せん . 

FOR 文 と NEXT 文 と は 必ず 1 対 1 に 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . し た が 
っ て , IF 文中 に NEXT 文 を 置く 事 が で き な い 場合 が あり ます . 


但し ,N - BASIC で は 1 つの FOR 文 に 対し て , 入れ 子 構造 さえ 正しく な っ て 
いれ ば , NEXT 文 が いく つ あ っ て も か まい ませ ん . 


注意 :FOR/NEXT 文 の 変数 名 と し て は , 整数 変数 お よび 単 精度 変数 の み が 
使え ます 。 文 字 変 数 、 倍 精度 変数 は 使用 で きま せん 。 


サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

199 SCREEN 9iCLS 3 

119 FOR R=19 TO 29@ STEP 29 
129 FOR 1!=@ TO 3.14 STEP .95 
136 Y=SIN( 1I) ※COSK( 1 ) 

149 X=SIN(I)%SIN(!) 

159 Y=YXR+ 199 

169 メー ニ メ ※RX 2 。5+ 199- じ 

129 PSET (X。Y〉 

189 NEXT Ii 

129  C=C+19 

299 NEXT _R 

219 END 


Fun 


FORMAT (ディスク) [N 


|[ 機 能 | ディ スケ ッ ト を 初期 化 (フォ ー マ ッ ト ) する . 
書式 FORMAT < ドラ イブ 番号 > 
文 例 FORMAT 


フォ ー マ ッ ト さ れ て いな らい 新品 の ディ スケ ッ ト , また は 異な っ た シ 
ステ ム で フォ ー マ ッ ト さ れ た だ ディスケット, また は 何ら か の 理由 で デー タ を 破壊 
し て し まい , 読み 取り 不能 に な っ た ディ スケ ッ ト を 再度 使用 する に は , この 
FORMAT 文 を 実行 し て ディ スケ ッ ト を フォ ー マ ッ ト し て くだ さい . 


ーッ ジ メー ブ : 
プ 


ル 
プ ロ ム 


format 2 
format 





GET [N] (人 N で は ディ スク の み ) 


機能 ファ イル 中 の デー タ を バッ ファ に 読み 込む . 
書 式 GET 〔 級 < ファ イル 番号 〉 [, < 数 >〕 
文 例 GET 3.5 





[解説 | < ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル 中 の デー タ を , 対応 する バッ 
ファ 中 に 読み 込み ます . GET は , 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル か どう 
か で , その 動作 が 異な り ま す . 

< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル で ある 場合 に は , 
GET は ,、 ラ ンダ ム フ ァ イル か ら の 読み 込み と し て 働き ます . 指定 され た ファ イル 
は , ラン ダム アク セス の モー ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . < 数 > は 
ファ イル の レコ ー ド 番号 と し て 解釈 され , 指定 され た レコ ー ド 256 バ イト が バッ フ 
ァ に 読み 込ま れ ま す . レコ ー ド 番号 が 省略 され た 場合 に は , 直前 に 行わ れ た , 
GET, PUT で 指定 され た レコ ー ド の 次 の レコ ー ド が 読み 込ま れ ま す . 

GET を 行っ た 後 で , INPUT#』 LINE INPUT # 等 の シー ケン シャ ル ・ ア クセ 
ス 入 力 を 行っ た 場合 に は , バッ ファ に 入っ て いる デー タ か ら 入 力 が 行わ れ ま す の 
で 注意 し て くだ さい 、. 

< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル で な い 場 合 に は , 
GET は , 指定 され た ファ イル に 対応 する 装置 か ら 指 定 し た 文字 数 を バッ ファ 中 に 
読み 込み ます . 指定 され た ファ イル は 入力 モー ド で オー プン され て いな けれ ば な 
り ま せん . < 数 > は , ファ イル か ら バ ッ フ ァ に 読み 込む 文字 数 を 意味 し , 0 か ら 255 
まで の 値 で 指定 し ます . < 数 > が 省略 され た 時 , 及び 0 が 指定 され た 時 に は 256 文 
字 を 読み 込み ます . 

GET は バッ ファ へ の 読み 込み を 行う も の で す . 変数 に GET し た デー タ を 割り 
付け る に は , FIELD 文 を 用 いま す . 


N - BASIC で は , GET は ディ スク の ラン ダム アク セス の み に 用 いる と と が で 
きま す . 


参照 : OPEN, FIELD, PUT 


ロフ シッ デル 

プロ グラ ム 

199 “-- random data read 一 

119 OPEN "1:jdata1" QS 村 1 

126 FIELD 昔 1.39 QS 人 も,20 QS B*,59 AS C* 
139 GET 共 1。1 

149 PRINT "NAME" 。 合 多 

159 PRINT "TEL" ,B* 

1 る 9 PRINT "DDKESS" ,C を 


129 CLOSE 

Fu 

NAME スズ “~ キ 

TEL 99-948-5423 

人 DDRESS チリ い " ウン ナラ シノ シ 1-4ーZ 
0k 


GET@ 


機能 画面 上 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を 読み 込む . 
書 式 GET(@〕 (Sx」 , Syi) | (Sx。 , Sy。) ! < 配列 変数 名 > 
STEP(x, y) 
〔( く 要素 >) 〕 
文 例 GET(100, 50) 一 (130, 70), G% 





解 説 | 画面 上 の スク リー ン 座 標 の 2 点 (Sx」, Sy」) と (Sx。, Sy。) を 結ぶ 
線 を 対 角 と する 四角 形 の 領域 を , < 配列 変数 名 〉 で 指定 され た 配列 変数 に 読み 込み 
ます . 

気 を 付け な けれ ば な ら な い の は , Ni。- BASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 の ほとん ど 
が ワー ルド 座標 を 用 いて 使用 する の に 対し , この GET 命令 と PUT 命令 (PUT 
参照 ) は , ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る スク リー ン 座 標 (1 章 ・ ウ ィ ン ド ウ と ビュ 
ー ポ ー ト 参照 ) を 使用 し な けれ ば な ら な いこ と で す . また 2 つ 目 の 座標 指定 に は 
相対 座標 に よる 指定 が 許さ れ て いま す . 

< 配列 変数 名 > は , ユー ザー が グラ フィ ッ ク デ ー タ を 読み 込む た め に 用 意 する 数 
値 型 の 配列 変数 の 名 前 で す . また この 配列 変数 に 対し て < 要素 ナン バー> を 指定 
する こと も で きま す . この < 要素 ナン バー〉> は 。 グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 変 
数 に 読み 込む を 際 に , どの 要素 か ら 格納 し 始め る か の 指定 で す . 省略 し た 場合 は 配 
列 の 最初 か ら 格納 し ます . 1 つの 配列 変数 に 対し て 複数 の グラ フィ ッ ク デ ー タ を 
格納 する 場合 に 使う こと が で きま す . 

但し , ユー ザー は GET@ 命 令 に 先だって この 配列 変数 を 必要 な 大 きき 確保 し 
DIM 文 に よっ て 宣言 し て お か な けれ ば な り ま せん . この 配列 変数 の 大 き さ は , 読 
み 込 む 領 域 の 大 き さ , 現在 の スク リー ン モ ー ド , 配列 変数 の 型 に よっ て 異な り ま 
す が 。 1 つの 配列 に 1 つの パタ ー ン し か 読み 込ま な い 場 合 は 。 次 の 計算 式 で 求め 
る こと が で きま す . 複数 パタ ー ン の 場合 は それ ぞ れ の パタ ー ン に つい て 計算 し , 
その 分 確保 し な けれ ば な り ま せん . 
< 必要 な バイ ト 数 > ニ ((< 横 の ドッ ト 数 > 十 7 ) \ 8 ) *< 縦 の ドッ ト 数 >*M 十 4 

但し 白黒 モー ド の 時 一 一 M=1 
カラ ー モ ー ド の 時 一 一 M=3 
< 添字 の 値 > ニ < 必 要 な バイ ト 数 >\ N 二 1 
N は 配列 変数 の 型 に よっ て 変わ り ま す . 
整数 型 配列 一 - N=2 


単 精度 型 配列 一 一 N=4 
倍 精度 型 配列 一 一 N=8 
但し この < 添字 の 値 > と は , 一 次 元 配列 で 添字 の 底 が 0 の 時 (OPTION 
BASE 参照 ) の 最小 値 で す . 一 般 に GET@ で は 一 次 元 の 配列 変数 を 用 いま 
す . 
この GET@ 文 は 後述 する PUT@ 文 と 密接 な 関係 に あり , 通常 ペア で 使用 され 
ます . 
GET @ 命 令 実行 後 , LP は (Sx。, Sy。) に 移さ れ ま す . 


参照 : PUT@, OPTION BASE, 1 章 ・ 配 列 変数 


ラム 
199 SCREEN 9,9:CLS 3 
1 19 XD=49 :YD=29 
129 BYTE=〈(〈(XD+Z) \8) XYDX3+4 
139 FACT=BYTE\2+ 1 
149 DINM 6GZ(FACT) 
159 < 
1 る 9 LINE(9,9) -STEP(XD- 1,YD-1) ,1.B 
129 CIRCLE(XD/2ー 1 ,YD ノ 2ー-1) 。YD/2 , 4 
189 GET〈9。9〉) -STEP(XD- 1 。YD-1) ,6Z 
129 < 
299 FOR X=@ TO 599 STEP 199 
219 PUT(X。199) ,6ZiNEXT 


GET@ 


機能 画面 上 の 任意 の 範囲 の キャ ラク タ ま た は , ドッ トグラフ ィ ッ クス 
を 配列 ヘ セ ー プ し ます . 

書式 1) GET〔@] ( 色 , Y) 一 (X2,。 Y2), < 配列 名 > 〔, G] 

2) GET(@〕 A ( 和 %。 Yj) 一 (X2。 Y。), < 配列 名 > 

文例 GET 〔@〕 (50, 50) 一 (100, 70), A% 




















解説 | 1) 任意 の 位置 (Xi, Y」) と (X。, Y。) を 結ぶ 線 を 対角線 と する 四 
角形 の 内 側 に 表示 され て いる キャ ラク タ ま た は ドッ トグラフ ィ ッ クス を 配列 ヘ へ セ 
ー ブ し ます . 最後 の オプ ショ ン の G を 付け る と ドッ トグラフ ィ ッ クス を セー プ す 
る こと に な り , この 場合 の 水平 位置 Xj、。X。 は 0 か ら (1 行 の 桁 数 ) * 2 一 1 ま 
で の 値 , 垂直 位置 Y」, Y。 は 0 か ら (画面 の 行 数 ) * 4 一 1 まで の 値 を と り ま す . 
G を 付け な い 場 合 は キャ ラク タ を セー ブ プ す る こと に な り , この 場合 の X」, X。 は 
0 から (1 行 の 桁 数 ) 一 1 まで の 値 , Y」、 Y。 は 0 か ら (画面 の 行 数 ) 一 1 まで の 値 
と な り ま す . < 配列 名 〉 は 整数 型 の も の で プロ グラ ム の 始め に DIM 文 で 配列 宣言 
を し て お く 必 要 が あり ます . 配列 の 大 き さ は 一 次 元 で , 添字 の 最大 値 は 指定 し た 
範囲 に 書き こめ る キャ ラク タ 数 より 大 き な 値 を 指定 し て くだ さい . 

2) 書式 1) の 場合 と 異な り キ ャ ラク タ と ドッ トグラフ ィ ッ クス を 一 緒 に 配列 へ 
セー プ す る こと が で きま す . し た が っ て , 水平 位置 X,j。X。 は 0 か ら (1 行 の 桁 
数 ) 一 1 まで の 値 , 垂直 位置 YJ, Y。 は 0 か ら (画面 の 行 数 ) 一 1 まで の 値 を と り 
ます . さら に A を 付け た 場合 に は , カラ ー モ ー ド な ら そ の 時 点 で の 色 を , 白黒 モ 
ー ド な ら リ バー ス や プリ ンク と いっ た 機能 を 同時 に 配列 ヘ セ ー プ し て いま す . そ 
の 他 の 内 容 は 1) の 場合 と 同じ で す . 
ラテ エク ろ 


186 CONSOLE 9,25,9,1:PRINT CHR$(12) 
119 DIN GS99) 

126 LINE(16,16) -〈49 ,26) "Oo" ,BF 

139 LINE(39 ,59) -〈Z9 ,Z9) ,PSET , BF 
146 GETG(19,19) -(46 ,29) ,6Z 


GOSUBCRETURN 【N 


機能 サブ ルー チン の コー ル , 及び サブ プ ブルー チン か ら の リタ ー ン を 行う . 


書式 | GOSUB < 行 番号 > 
) 
RETURN (< 行 番号 > 
文 例 | GOSUB *GOOD 





解 説 | < 行 番号 >〉 か ら 始 まる サブ ルー チン プロ グラ ム を GOSUB 文 に よっ 
て コー ル し 。 サ ブル ー チ ンプ ログ ラム 内 の RETURN 文 に よっ て , GOSUB 文 の 
次 の 文 へ リタ ー ン し ます . 
サブ ルー チン プロ グラ ム と は , 1 つの 他 か ら 独 立 し た プロ グラ ム で , RETURN 
文 で 終っ て いる も の を いい ます . これ ら は , GOSUB 文 に よっ て , いつ で も 何 度 で 
も コー ル す る こと が で きま す . 
1 つの サブ ルー チン の 中 か ら 他 の サブ ルー チン を コー ル す る こと も で き , これ 
を サブ ルー チン の 多重 化 と 呼び ます . この 多重 化 は メモ リ の スタ ッ ク 領 域 の 容量 
が 許す 限り 行う 事 が で き , も し , スタ ッ ク 領 域 が 足り な く な っ た 場合 に は , “Out 
of memory′ (OM Error) エラ ー が 起こ り ま す . 
サブ ルー チン は 必ず GOSUB 文 に よっ て コー ル さ れ な けれ ば な り ま せん . も 
し , 単独 で 実行 し た 場合 , RETURN 文 に 出会う と RETURN without GOSUB? 
(RG Error) エラ ー が 起こ り ま す . 
また , 1 つの サブ ルー チン 内 に 複数 の RETURN 文 が あっ て も か まい ませ ん 
が , 正しく GOSUB 文 と 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . 
な お ,。 RETURN 文 で は < 行 番号 > を 指定 し て , 条件 に 応じ て 特定 の 行 へ 強制 的 
に リタ ー ン させ る こと が で きま す . 


但し , N - BASIC で は RETURN 文 に < 行 番号 > を つけ る と こと は で きま せん 。 
注意 : "GO′ と SUB′ の 間 に は 最大 1 個 の スペ ー ス を 入れ る こと が 許さ れ ま 
す 。( も ちろ ん “GO と SUB” を 続け て 書い て も か まい ませ ん 。) "GO と “SUB? 


の 間 に 2 個 以 上 の スペ ー ス を 書い た 場合 、 BASIC は それ を GOSUB 文 と は 解釈 し 
ませ ん 。 


参照 : CLEAR 





199 / サン カク リ イ ノ メッ セキ ヲ ラ も モト メル 。 
119 XSTART 

129 INPUT "テイ バン ig "TEIHEN 
139 INPUT "2 カサ 9 ii" 。TAKASa 
149 GOSUB ※MENSEKI 

159 PRINT "メン セキ nn" jiHENSEKI 
1 る 9 PRINT 

1Z9 GOTO ※START 

189 ※MENSEKI 

1 め 29 NHENSEKI=TEI HENXTQKASA ノ 2 
299 RETURN 

Fun 

テイ バン ii 199 

2 カサ  』59 

メン セキ (2596 

テイ ヘン gi 145 

2 カサ  i29 

メン セキ いい 1459 

テイ ヘン 』 19999 

カリ  i34 

メン セキ 129999 

テイ バン i 35 る 

2 カサ  』189 

メン セキ いい 32949 

テイ フーs 

Break in 129 

0k 


GOTO プ GO TO 【N 




















機能 
書式 
文例 
解 
1)。 2) 1 


指定 し た 行 へ ジャ ンプ する . 
1 ) GOTO < 行 番号 > 

2 ) GO TO < 行 番号 > 
GOTO 500 


< 行 番号 > で 指定 し た 行 へ ジャ ンプ し ます . 
は 全く 同機 能 で す . 





注意 : "GO′ と "TO の 間 の スペ ー ス は 1 個 の み が 許 され ます 。 2 個 以 上 の ス 
ペ ベース を 入れ た 場合 、BASIC は それ を GOTO 文 と は 解 収 し ませ ん 。 


ーー ン デル 
プロ グラム 


199 XSTART 


119 
129 


Fun 
How 
Ho 
How 
Ho ぃ 
How 


PRINT 


"Hou do you do?『" 


GOT0 ※START 


ア OU 
OU 
ツ Ou 
アツ Ou 
OU 
アツ oOu 
ア OuU 
ッ Ou 
ア Ou 
ア Ou 
ア Ou 
ア Ou 
アツ Ou 
ア Ou 


do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 
do? 


HELP ON ノ OFF ン STOP 





機能 ヘル プ キ ー に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 。 停止 を 設定 する . 
[書式 | 1) HELPON 

2) HELP OFF 

3) HELP STOP 

| 文例 | HELPOFF 














解 

1 ) 割り 込み 動作 を 許可 し ます . 
この 命令 実行 後 は , ヘル プ キ ー を 押す ご と に 割り 込み を 発生 し , ON HELP 
GOSUB に よっ て 定義 きれ た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 
割り 込み 動作 を 禁止 し ます . この 命令 実行 後 は , ヘル プ キ ー を 押し て も 処 
理 ル ー チ ン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 
割り 込み 動作 を 停止 し ます . この 命令 実行 後 は 。 ヘル プ キ ー を 押し て も 押 
され た こと を 覚え て いる だ け で ,。 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 
し か し , その 後 HELP ON 命令 に よっ て 割り 込み が 許可 され る と , 先程 の 
ヘル プ キ ー を 押し た こと に よっ て 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


に 4 


2 


ュ ン 


3 


ュ ン 


注意 : プロ グラ ム 終 了 時 に は HELP OFF を 実行 し て お いて 下さ い . さも な い 
と 本 来 の ヘル プ キ ー の 機能 が 失わ れ ま す . 


参照 : ON HELP GOSUB, KEY ON/OFF ン STOP 


サー シュ プ 、 少 
プロ グラ ム 
HELP 0N 

HELP OFF 
HELP STOP 





IF…THEN…ELSE ノ IF…GOTO…ELSE Ng(N 











機 能 | 論理 式 の 条件 判断 を 行う . 
書 式 IF < 論理 式 > は < 文 > | RI < 文 〉 ! 
く 行 番号 > く 行 番号 〉 
GOTO < 行 番号 > 
文 例 | IFA$=\y” THEN *START ELSE 120 
論理 式 の 条件 に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 制御 し ます . 即ち , < 論理 


式 > が 真 (0 以外 ) な ら ば , THEN 或 は GOTO 文 以 降 を 実行 し , 偽 (0 ) な ら 
ば ELSE 文 以 降 が 実行 され ます . も し , ELSE 文 以 降 が 省略 され て いる 場合 に は , 
次 の 行 が 実行 され ます . 

IF…THEN…ELSE 文 に お いて , THEN 文 や ELSE 文 に 続け て 別 の IF 文 を 置 
いて 多重 に する こと が で きま す . 但し , 多重 で きる の は 1 行 に 書け る 範囲 に 限ら 
れ ま す . 


サ ンプ ル 


199 “-- real or imaGinary 一 一 

119 INPUT 人 

129 FLG=9 

1396 IF 人 <@9 THEN Q=ABS〈 全 ) : FLG ニ 1 

149 PRINT SQR(A) 』 

159 IF FLG THEN PRINT "1" ELSE PRKINT 
169 END 


Fun 

? 2Z43 
2Z .258 

0k 

Fun 

? -653 . 23 
2S.5584 i 

0K 

Fun 

? -3.2526 
1 . め 8232 1i 

0K 





INIT% NN 





能 RS-232C 通 信 ポ ー ト を 初期 設定 (イニ シャ ライ ズ ) し ます . 
INIT 2 く < ポー ト 番 号 >,。 < モー ド >, < コマ ンド > 
例 INIT 1、&HFB, &H37 
説 く < ポート 番号 > で 指定 され た RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入出 力 バ ッ フ ァ 
の イニ シャ ライ ズ を 行い ます . PC-8801MKI 本体 に 内 蔵 き れ て いる RS-232C イ ン 
タク フェー ス を 使用 する 場合 , < ポー ト 番号 > は 1 を 指定 し ます . 

く < モー ド > と < コ マン ド > は プロ グラ マブ ル ・ コ ミュ ニケ ーション イン タフ ェ ー ス 
PD8251C の 動作 を 指定 し ます . 

イニ シャ ライ ズ を 行っ て いな い 状 態 で RS-232C イ ンタ フェ ー ス を 使用 する と , 
“Port not initialized" エ ラー が 起こ り ま す . 

PD8251C の < モー ド > と < コマ ンド > は 次 の よう に それ ぞ れ 8 ビッ ト の デー タ を 
設定 し ます . 
< モデ ド > 
非同期 モー ド 

Di Da Ds D4』 Ds Ds Di D? 























届 | 内 | 量 謙 
由 

















ーー パリ ティ ・ イ ネー ブル 
1: イネ ー ブ ル 
0 : ディ スエ イブ ル 








ーー 偶数 パリ ティ 発生 / チ ェ ッ ク 
1 : 偶数 0 : 奇数 
スト ッ プ ビッ ー 
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同期 モー 
D, D。 Di D。 Ds D。 Di Ds 


回 包 ERES 由 本 

















パリ ティ ・ イ ネー プ ブル 
1 : イネ ー プ ブル 
0 : ディ スエ イブ プル 








偶数 パリ ティ 発生 / チ ェ ッ ク 
1 : 偶数 0 : 奇数 








外部 同期 検出 
1 : SYNDET= 入 力 
0 : SYNDET= 出 力 





く < コマ ンド > 
Dz Ds D。 D, Ds D。 Di D〉 
ETR re Rewl eslmwlhal 





























単 二 キャ ラク タ 同 期 
1 : 単 一 SYNC キャ ラク タ 
0 : ダブ ル SYNC キ ャ ラク タ 


送信 イネ ー プ ブル 

1 : イネ ー プ ブル 

0 : ディ スエ イブ ル 
デー タ ・ タ ー ミ ナル レデ ィ 

1 : Data Terminal Ready を ON に する 
0 : NO OPERATION 
受信 イネ ー プ ル 

1 : イネ ー ブ ル 

0 デイ スエ イジ 小 
セン ド プ レイ ク ・ キ ャ ラク タ 

1 : プレ イク キャ ラク タグ 送信 


0 : 通常 動作 
エラ ー リ セッ ト 


1: エラ ー フ ラグ (PE, OE, FE) を リセ ッ ト 
0 : NO OPERATION 

セン ド 要 求 

1 : Request to Send を ON に する 

0 : NO OPERATION 
内 部 リセ ッ ト 

1 : 8251 を モー ド ・ イ ンス トラ クシ ョ ン フ ォ 

ー マ ッ ト へ も どす 

0 : NO OPERATION 
HUNT 

1 : SYNC キャ ラク タ の 検出 を 始め る 

0 : NO OPERATION 


テロ クッ ろ を 
1 バーー init22 sam ロ le 一 一 

119 switch 上 トロ RSー232 ビ channge1 

1EG_ HLT SHSB BkHSH UK (HF 哲 ND PEER(EHE 合 ささ ) ) 
13 7.jum 1 =e+ 

14G PURE HEGG1 HESiFHEE 抽 HBHBG 」8cH ア F 

1G 2interFU ロ t =na1g 
13 HHT HE さ ,4 

172B 2CUFFT ら nt = キュ キミ Fi ミト Tr = ら + 

18@ _ ロ LT HE ,&HFF 

1 モー ト “NT イト ー』 ズ ト 昌 ブタ ー ヒ "トー 

2 2 1 の トウ マズ ウー テリ ティ 

YU テイ ニー イギー ブフ" 季 

: キャラ ウラ キョ ウー アプ 

ji ホ ドー トレ イト ファ クウ 9 ※15 

ィ ー ヨウ キュ ウー ニーロ 

リセ ト 

ド ュ シッ ニー イギー ブ " 各 

ロ ター ター ミナ ルル ルレ テ “ イィ 

1 リウ シッ ーー イザ ギー ブ 「 邊 

INIT 1.kHF 占 日 3 ア 

IF PHRTT1) THEN_ PRINT 1NFUT ま (FHRT( 1 の 1) ji 
じ 三 IKEY ま IF まく うり! THEN PRINT Z1,」 じ まま 
ITH SG 

まま 


















INPUT 【N 


機能 指定 し た 変数 へ 入力 する . 
書 式 INPUT 〔 ヾ プロ ンプ ト 文 ?> 


文 例 INPUT Date” : AS 


[解説 | INPUT 文 が 実行 され る と , プロ グラ ム は キー ボー ド か ら の 入力 待 
ちの 状態 と な り ま す . この と き , ヾ ぐ プ ロン プ ト 文 ?> に セミ コロ ン (: ) が 続い た 
合 に は さら に 疑問 符 ( ?) と 1 杵 の スペ ー ス が 画面 に 表示 され ます が , コン マ 

(, ) が 続い た 場合 に は ヾ プロ ンプ ト 文 "> の 後に は 何 も 出 力 さ れ ま せん . 

但し , N - BASIC の 場合 , INPUT 直後 の セミ コロ ン ( : ) と プロンプト 文 ?〉 
直後 の コン マ は 許さ れ ま せん 。 も し , 使っ た 場合 に は “Syntax error′ と な り ま 
有 2 

デー タ は リタ ー ン キー を 押す こと に よっ て 入力 され , 変数 に 代入 され ます . < 変 
数 > を コン マ (, ) で 区 切っ て 複数 個 指定 し た 場合 に は , 入力 する デー タ も コン マ 
で 区 切っ て < 変数 > の 数 だ け 入 力 さ せな けれ ば な り ま せん . また , 対応 する < 変 
数 > と デー タ の 型 と は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . も し , 個数 や 型 が 違っ て 
いた 場合 に は ヾ ? Redo from start” を 出力 し て 再び 入力 待ち と な り ま す . 

また , 何 ち も せ ず に リタ ー ン キー を 押し た 場合 に は 0 や ヌル スト リン グ が 入力 さき 
れ た と みな され ます . この 場合 も < 変数 > が 複数 の 場合 , 必要 数 の コン マ だ け は 入 
力 し な けれ ば な り ま せん . 

N - BASIC の 場合 , < 変数 > が 複数 個 指定 され て いた 場合 に は , デー タ を コン マ 
で 区 切っ て 同数 入力 し て も か まい ませ ん . 1 つ ず つ リ ター ン キ ー を 押し て 入力 し 
て いっ て も か まい ませ ん . この 場合 , 二 回 目 か ら は ^??” が 表示 され て 入力 待 
ち 状 態 と な り ま す . また , デー タ が < 変数 > の 個数 より 多い 場合 に は ^Extra 
ignored′" と いう メッ セー ジ を 表示 し て 次 の 文 へ 実行 が 移り ます . 

< 変数 > と デー タ の 型 が 一 致し な か っ た 場合 に は , Nss- BASIC と 同様 に ~? 
Redo from start” と 表示 し , 最初 か ら 入力 し 直す こと に な り ま す . 

また , リタ ー ン キー だ け を 押し た 場合 は , 何 も 行 われ な か っ た と 見 な され , < 変 
数 > の 内 容 は INPUT 文 を 実行 する 直前 と 変わ り ま せん . 複数 個 の デー タ 入 力 の 
途中 で リタ ー ン キー だ け を 押し た 場合 残り すべ て の < 変数 > に 対す る 入力 が ス 
キッ プ さ れ , 次 の 文 へ 実行 が 移り ます . 

文字 変数 に 文字 列 を 代入 する 場合 , コ ンマ や 文字 列 の 前 後 の 意味 の ある 空白 を 





「 < 変数 > 〔, < 変数 > …) 





入力 し た いと き は , ダブ ルク ォ ー ツ (?) で 文字 列 を 囲む 必要 が あり ます ., この 場 
合 は 文字 と し て 引用 符 を 入力 する こと は で きま せん . これ 以外 の 場合 に は 。 文字 
列 を 引用 符 で 囲む 必要 は あり ませ ん . し か し , その 場合 も 引用 符 は 文字 列 の 最後 
の 1 文字 に し か 文字 と し て 使う こと は で きま せん . 


プロ グラ ム 


199 INPUT "ナマ エー "NNA ま も 

119 INPUT "セイ ベー リー "SEX 

129 INPUT "ネン レイ “"j』OLD 

139 PRINT “ナマ ェ NR 

149 PRINT "セイ ベー ツー 』" SEX ま を 

159 PRINT "ネン レイ ii 7 OLD リサ イリ" 


Fun 


ナマ エ ? 2 ナカ 

セイ ベツ 2 オト コ 

ネ セン レイ ? カト ウ 

?Redo from start 

ネタ ン レ イ ? 35 

ナマ エ H 2 ナカ 

セイ ベー リー ォ ト コ 

ネン レイ ーー 』 35 サイ 
0k 


INPUT# (人 で は ディ スク の み ) 


機能 シー ケン シャ ルフ ァイル か ら の デー タ を 読み 込む . 
書式 INPUT # く < ファ イル 番号 >, < 変数 > 〔[ , < 変数 > …〕 
文 偽 INPUT #1, A, B 


解説 | デー タ を 読み 込む 対象 が シー ケン シャ ルフ ァイル で ある こと と , 疑 
間 符 (? ) が 出力 され な いこ と を 除け ば , INPUT 文 と ほぼ 同じ で す . 

く < ファ イル 番号 > は , OPEN 文 に よっ て , その ファ イル を 入力 と し て オー プン し 
た と き に 使っ た 番号 で す . 

N - BASIC で < ファ イル 番号 〉 に 一 1 を 指定 する と , カセ ッ ト か ら の 入力 と な 
3 

INPUT # を 実行 し も し バッ ファ が 空 で 。 バッファ 変更 フラ グ が BASIC に ょ よ 
っ て セッ ト さ れ て いれ ば , まず , バッ ファ の 内 容 を 書き 出し , それ か ら 次 の レコ 
ー ド を バッ ファ に 読み 込み ます . 

ファ イル に 書き 込ま れ て いる デー タ は , INPUT 文 に 対し て 必要 な デー タ と 同 
様 の 正しい 形 に な っ て いな けれ ば な り ま せん . 


王 





参照 : OPEN 


タデ ク る 

19@ “ーー- sequential data read 一 一 

119 OPEN "stest.dat" FOR INPUT aS 村 1 
129 %SINPUT 

139 IF EOF〈1) THEN END 

149 INPUT 電 1。 谷 凶 

159 PRINT も 

129 GOTO ※SINPUT 

1Z9 END 


INPUT% NN 


























機能 | RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入出 力 バ ッ フ ァ か ら デ ー タ を 入力 し ます . 
書式 INPUT 多く ポー ト 番 号 >, < 変数 名 > 〔, < 変数 名 >…〕 

文例 | INPUT%1, A$ 

解説 < ポー ト 番 号 > で 指定 され た RS-232C 通信 ポー ト の 入出 力 バ ッ ファ 








より デー タ を 入力 し , その 値 を < 変数 名 > で 指定 され る 変数 に 代入 し ます 。 こ の と 
き PC-8801MKI 内 蔵 の RS-232C イ ンタ フェ ー ス を 使用 する 場合 , く < ポート 番号 > は 
1 を 指定 し ます . 

入力 され る デー タ は CR, LF で 区 切ら れ ま す . バッ ファ の 先頭 か ら こ の 区 切り 
を き が し , 区 切り が 見 つか っ た と ころ で 。 それ ら を 変数 に 代入 し ます . も し , バ 
ッ フ ァ 内 に CR, LF が な けれ ば RS-232C チャ ネル を 通し て この 区 切り が 入力 さき 
れる まで 待ち ます . 


参照 : PRINT 2, INIT 2 , PORT 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 





1 ーー 選 ESEC ロロ Ft inEUE ーー 

11 suitch 上 ロ ドミー ジコ ジ ビ に hanng1 

1 ULUT 楓 HG HE HUR で 生 HF MD FEERTHE 失 さら 6) ) 
136 PHKE HBHB 1 ,。 村 H2SiFURE 抽 HBHHOB 。HZF 
1 LT HE さ .,4 

15 Q ロ UT HE4 ,HFF 

18G INIT 欠 1,HF 操 計 H8Z 

1Z6 INPUT 21 . 販 ま 

18 IF 拍 和 ま = ニ "nd" THEN LT HE る 6』giERND 
1 PRINT 馬 手 

2 UTU 1Z6 


INPUT WAIT 





機 キー ボー ド か ら の 入力 を 時 間 制 限 する . 
書 


式 INPUT WAIT < 待ち 時 間 〉, 〔^ プ ロン プ ト 文 ? ] 











< 変数 名 〉 〔, < 変数 名 〉 …〕 
文例 INPUT WAIT 100, “Your name” : NAS 











[解説 | < 待ち 時 間 > で 指定 され た 時 間 だ け キ ー ボ ー ド か ら の 入力 を 待ち ま 
す . < 待ち 時 間 > の 単位 は 0.1 秒 で す . 

INPUT WAIT は 待ち 時 間 に 制限 が ある こと を 除け ば , INPUT 文 と 同様 で 
す . 但し , この 文 の 後に マル チ ス テー トメ ント と し て 他 の 文 を 続け た 場合 , 制限 
時 間 内 に 入力 が 行わ れ た 時 の み 後 の 文 を 実行 し , 入力 が 行わ れ な か っ た 時 は , 後 
の 文 を 無視 し 次 の 行 へ 実行 が 移り ます か ら , プロ グラ ミン グ の 際 は 注意 し て くだ 
さい . 


サ の 
ラロ タク 


199 “-- computer teacher ーー 

119 ※ENTRYi 人 =INT(RNDX 199) :B=INT(RNDX 199) 

129 PRINT "Ploblem"' 。 

139 PRINT Qi"+" 3B" ニ " 

149 INPUT MAIT 39。 ANSi GOT0 ※EXIT 

159 PRINTiPRINT =T イ ime over !"。gBOUTO ※ 人 ANS 

129 %EXIT 

129 IF 人 QNS=A+B THEN PRINT "Right ! "giGOTO %※ENTRY 
189 PRINT "Mrong !"』 

129 ※ANSiBEEPiPRINT "Answuer =" ョ TBiGOTO %※ENTRY 


Fun 
P1obl em 24 + 39 =? 54 
Right ! 

P1 obl em 31 + 51 =?2 34 
Mrong ! 人 nsuer = デ 8B2 
Plobl em 5 + 7Z8 =? 

Time over ! 人 nswer 三 83 
Plobl em 4 + 36 =? 
Time over ! nswuer = 85 
Plobl em 8 + ?9 =?2 188 
Rioht ! 

P1ob1 em 7Z2 + 9 =? 


Break in 149 
0K 


KEY Na』[N 




















機能 キー ボー ド の 上 部 に ある プロ グラ マブ ル ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 
内 容 を 定義 する . 

書式 KEY < キー 番号 >, < 文字 列 > 

文例 KEY 1, ヾ LOAD? 

解説 | ファ ンク ショ ン キ ー は 5 つ あ り , シフ トモ ー ド を 加え る と 合計 10 の 








< 文字 列 > を 記憶 きせ て お く こ と が で きま す . 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー は 最大 15 文 
字 ま で の 文字 列 お よび コン トロ ー ル 文字 を プロ グラ ム で き , キー ボー ド か ら 入 力 
で き な い 文字 は , CHRS$ 関 数 を プラ ス 記 号 で 継い で 使い ます . < キー 番号 > は 1 か 
ら 10 ま で で , 6 か ら 10 ま で は シフ トモ ー ド で す . 





サ ンプ ル 
プロ グラ ム 

key 1jist 

load " sa ツ @ 『" 

autO Key 

go to DFTint 

1ist edit 。 

Fun cont 

0K 

Key 3,"yes"+chr ま (13) 

0k 

Key 8,chr ま (kh22) + "BASIC"+cChF ま (kh22) 
0K 

Key 1ist 

1oad " save 『" 

auto Key 

ツン eS "BASIC" 

1ist edit 。 

Fun cont 

0K 


So) 


ー64 


KEY LIST 


能 ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を リス ト す る . 
式 KEY LIST 
KEY LIST 


























憶 | | 計 | 喘 | 障 
翌 


説 | ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 の 一 部 は 画面 の 最終 行 に 表示 させ て お く 
こと が で きま す が , KEY LIST で は , その すべ て の 内 容 を 画面 に 表示 させ る こ 
と が で きま す . 

















サン プル 

プロ グラ ム 

Key list 

1oad " sav@ 『" 
auto Key 
go to print 
1ist edit 
Fun cont 
0K 


KEY(n) ON ノン OFF ン STOP 


上 


[ 機 能 | ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する . 
書 1) KEY 〔(〈< キ ー 番 号 >)〕 ON 

2 ) KEY 〔(< キ ー 番 号 >) OFF 

3 ) KEY 〔(< キ ー 番 号 >〉) 〕 STOP 

[文例 | KEY ON 


油 


吉 








解 ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れ た 時 に 起こ る 割り 込み を 許可 する か 

(ON), 禁止 する か (OFF), 停止 する か (STOP) を 設定 し ます . 

< キー 番号 〉 と は , 1 か ら 10 ま で の プロ グラ マブ ル ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 番号 

を 表し ます . 省略 され た 場合 は 1 か ら 10 ま で の すべ て の ファ ンク ショ ン キ ー に 対 
し て 実行 し ます . 

1) 割り 込み 動作 を 許可 し ます . この 命令 実行 後 は , 指定 され た < く キ ー 番 号 〉> の 
ファ ンク ショ ン キ ー を 押す ご と に 割り 込み を 発生 し , ON KEY GOSUB に 
よっ て 定義 され た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

2) 割り 込み 動作 を 禁止 し ます . この 命令 実行 後 は ファ ンク ショ ン キ ー を 押し 
て も 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 

3) 割り 込み 動作 を 停止 し ます . この 命令 実行 後 は 。 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し 
て も 押さ きれ た こと を 覚え て いる だ け で , 処 理 ル ー チ ン へ の 分 岐 は 起こ り ま せ 
ん . し か し , その 後 KEY(n) ON 命令 に よっ て 割り 込み が 許可 され る と, 
先程 の ファ ンク ショ ン キ ー を 押し た こと に よっ て 処理 ルー チン に 分 岐 し ま 
す . 





注意 : ファ ンク ショ ン キ ー が ON の 状態 で は , 通常 の プロ グラ マブ ル ・ フ ァ ン 
クシ ョ ン キ ー と し て は 使用 で きま せん . プ ログ ラム 終了 時 に KEY OFF を 実行 し 
て 下さ い . また すべ て の ファ ンク ショ ン キ ー は , RUN 実行 後 OFF の 状態 に な り 
ます . 


参照 : ON KEY GOSUB 


プロ グラ ム 
Key (1) onikey 〈3〉 on 


Key stop 
Ke@ ツ Off 


KILL (ティ スク ) 




















機能 ディ スク か ら フ ァイル を 削除 する . 

書 式 KILL < ファ イル ディ スク リプ タ > 

文例 KILL ヾ 2 : SAMPLE^ 

解説 | < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 し た ファ イル を ディ スク か ら 削 除 


し ます . 

削除 する ファ イル は クロ ー ズ 状態 に な っ て いな けれ ば な り ま せん . も し オー プ 
ン 状態 の ファ イル を 削除 し よう と する と ヾ File already open′ (AO Error) ( フ 
ァイル は 既に 開か れ て いる ) エラ ー が 起こ り ま す . また 1 つの KILL 命令 で は 1 
つの ファ イル し か 削除 で きま せん . 

KILL 命令 は すべ て の ディ スク ファ イル (プロ グラ ム , ラン ダム デー タ 。 シ ー ケ 
ン シ ャ ル デ ー タ ファ イル ) に つい て 使用 で きま す . 


注意 : ドラ イブ 番号 は 文例 の よう に ファ イル 名 の 前 に ヾ n :? と 指定 し ます . 
省略 され た 場合 ドラ イブ 1 が 指定 され た と みな され ます . 


ラク ろ 

199 Q ロ PEN "test2" FOR OUTPUT AS 1 
119 PRINT 1,。"KILL statement test" 
129 CLOSE 

139 < 

149 FILESiPRINT 

159 KILL "test2" 


1 る 9 FILES 

Fun 

Game 1 sample・ 1 test2 1 
Qame 1 samDple・。 1 

0K 





LET IN 


変数 に 値 を 代入 する . 
書式 〔LET〕 < 変数 名 〉 ニ < 式 > 
文例 LET A=10 





[解説 | キー ワー ド LET は な く て も か まい ませ ん . つま り < 式 〉 の 値 を < 変 
数 名 > に 代入 する に は , 等 号 だ な け で も よい の で す . 

< 式 > の 内 容 は , 数 値 , 文字 列 の いか な る 型 で も あっ て も か まい ませ ん . 但し , 文 
字 型 か ら 数 値 型 へ の 代入 また は その 逆 は 許さ れ ま せん . 型 の 異な る 数 値 刑 変数 へ 
の 代入 で は 左辺 の 型 に 変換 され ます . 


プロ グラ ム 

199 LET =123 

119 LET B=.21 

129 C=^Q+B 

138 PRINT "人 = リョ 谷 
149 PRINT "B ="3B 
159 PRINT "A+B =" 紀 
1 る 9 END 


Fun 
1 
B 
内 +B 
0k 


123 
・2 1 
123.21 


LINE 


機能 指定 され た 2 点 間 に 直線 を 引く . 
書式 LINE (| (Wxi, Wy) 較 (Wxz, Wy。) 
STEP(x」, yi) STEP(xX。, y。) 
[ , < パレ ッ ト 番 号 >〕 和 B | [ , < ライ ンス タイ ル >〕 
BF 








文 例 | LINE(100, 100) 一 (135, 100), 7, , &HF99F 


ワー ルド 座標 系 の 2 点 (Wxi,、Wy,) と (Wx。, Wyz) を 結ぶ 直線 
を 描き ます . (Wxi, Wyi) が 省略 され た 場合 , LP の 値 を 採用 し ます . STEP を 
付け る と 相対 座標 に よる 指定 に な り ま す (1 章 ・ 座 標 の 指定 の 仕方 参照 ) . 

引く 線 の 色 は < パレ ッ ト 番 号 > に より 指定 し , も し これ が 省略 され た 場合 , 現 
在 COLOR 文 に よっ て 設定 され て いる , グラ フィ ッ ク 画 面 の フォ アグ ラウ ンド カ 
ラー が 採用 され る こと に な り ま す . 

次 の パラ メー タ に は , B か BF の どちら か を 指定 する こと が で きま す . B は 
Box の 意味 で , (Wxi, Wy」) と (Wx。, Wy。) の 2 点 を 対 角 と する 四角 形 の 箱 を 
描き , BF は Box Fill の 意味 で その 四角 形 を 塗り つぶ し ます . 但し < ライ ンス タ 
イル > を 指定 し た 場合 は ,。 BF オプ ショ ン を 付け る こと は で きま せん . 

<〈 ラ イン スタ イル > は, 引く 線 の 型 態 を 設定 する オプ ショ ン パ ラメ ー タ で あり , 
16 ビ ッ ト で 表す こと の で きる 数 , 和 &HO0 か ら &HFFFF (16 進 ) の 値 を と る こと が 
で きま す . この 16 進 の 数 値 と ライ ン の 型 態 と の 関係 は 次 の 図 に 示す 通り で , 16 進 
の 数 の 16 ビ ッ ト と 画面 上 の 16 ビ ッ ト が 1 対 1 に 対応 し て お り , `1? の 立っ て いる 
ビッ ト に 対応 する ドッ ト が 表示 され , ~ 0 ? の ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 表示 され 
ませ ん . この 値 は 別に 16 進 の 数 で な く て も よい の で す が , 16 ビ ッ ト に 対応 きせ て 
考え る 場合 , 16 進 数 の 方 が わか りや すく 一 般 的 で す . また 線 の 長 さ を 16 ド ッ ト 以 
上 引い た 場合 , この ライ ンス タイ ル が 画面 上 の 16 ド ッ ト ご と に 繰り 返さ れる こと 
に な り ま す . 

この 図 は , 文例 を 実行 し た 場合 の も の で す が 。 水平 座標 の 100 か ら 135 ま で の 36 
ドッ ト の 間 に , 1 点 鎖線 の ライ ンス タイ ル が 繰り 返さ れ て いる の が わか り ま す . 

この よう に ライ ンス タイ ル を 指定 する と, 16 ド ッ ト 単 位 で 線 の 型 態 を 決め る こ 
と が で きま すか ら , 折れ 線 グ ラフ や 図面 の 作成 の 際 , 点線 や 1 点 鎖線 な ど 簡 単に 
用 いる こと が で きま す . も し < ライ ンス タイ ル > が 省略 され た 場合 ,、 ノー マル な 
直線 を 引き ます . 


ライ ンス タイ ル (&HF99F ) 





F 9 9 F 
ーーー へ ス 、 と スー バー ヘーーーーー ヘ ーー 、 
陣 だ 8 本 の し を 5 4 3 な 0 0 


も 
I5 14 H3 I2 中 し 
0 1 2 3 4 5 6 78 9 HO 中 1I2 1I3 1I4 15 





ーー = ミニ ーー テツ 


※ 同 じ 番 号 の ビッ ト が 対応 し ます 。 16 ピ ッ ト 
(100, 100) (135, 100) 























ーー = 
ライ ンス タイ ル ライ ンス タイ ル 
(I6 ド ッ ト ) (I6 ド ッ ト ) 


LINE(100, 100) 一 (135, 100), 7 , , &HF99F を 実行 し た 時 . 


LINE 文 を 実行 し た 場合 LP は (Wxz, Wy。) に 移動 し ます . 


サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

199 LINE〈@,@) -( 199 ,199) , 1 

119 LINE(299 ,9) -(399 , 199) ,2,B 

129 LINE(499 ,9) -〈599 , 199) ,3,BF 

139 < 

149 LINE(@ ,159) -STEP( る 3 ヶ ,9) 。4 。 ,&HAAAA 
159 LINE(9 , 169) -STEP( る 3 ヶ ,9) ,5, ,&HCCCC 
1 る 9 LINE(9 。1Z9) -STEP(6 る 3? , 9) , る 。 ,kH8888 
129 LINE(9 。189) -STEP( 6 る 3? ,9) ,Z。 ,HF の ヶ F 





LINE [N 
[機能 | 
ど . 
書式 1) 
2) 
3) 
文例 1) 
2) 
3) 


画面 の 行 単位 に 機能 を 設定 する , 指定 され た 2 点 間 に 線 を 引く な 


LINE < 行 指定 >。 < ファ ンク ショ ンコ ー ド > 
LINE (X」,Y,) 一 (X。, Y。), < 文字 列 > 
[, < ファ ンク ショ ンコ ー ド > 〔, | B 隊 
BF 
LINE (x』, y) 一 (xz, y。), < 機能 > 
[, < ファ ンク ショ ンコ ー ド > 〔, | Bl〕)〕 
門 
LINE 7, 1 
LINE(0, 0) 一 (79, 24), い 彰 。 B 
LINE(0, 0) 一 (100, 50), PSET 


1 ) カラ ー モ ー ド の 画面 に お いて , 行 単位 に 機能 を 設定 し ます . 
< 行 指定 > は 0 か ら (画面 の 行 数 ) 一 1 まで の 値 を と り , < ファ ンク ショ ンコ 
ー ド > は 次 下 の 様 に な っ て いま す . 


0 
1 
2 
3 


また は 4 一 ノー マル 
また は 5 一 プリ ンク 
また は 6 一 リバ ー ス 
また は 7 リバ ー ス ブリ ンク 


文例 で は , 画面 の 8 行 目 (即ち 第 7 行 ) が ブリ ンク し ます . 


注意 : 


2 ) 


この 命令 は 白黒 モー ド で は 実行 で きま せん . 


画面 に キャ ラク タ を 使っ て , 線 を 引い た り 箱 を 書い た り し ます . 

< 文字 列 > の 最初 の 文字 列 を 使っ て キャ ラク タ 座 標 の 2 点 (X」, Y,), (X。, 
Y。) を 結ぶ 直線 を 引き ます . 双 」, XX。 は 水平 位置 を 表し , 0 か ら (画面 の 桁 
数 ) 一 1 の 値 , Y」, Y。 は 垂直 位置 を 表し 、 0 か ら ( 画 面 の 行 数 ) 一 1 の 値 を 
と り ま す .。 フ ァ ン クション コー ド は , N- BASIC の COLOR 文 に 用 いら れ 
る も の と 同じ で す 

また 最後 に B を 付け る と (X」, Y」), (X。, Y。) の 2 点 を 対 角 と する 四角 形 
の 枠 を 描き , BF を 付け る と その 枠 の 内 側 も キャ ラク タ で 埋め ます . 


3 ) ドッ トグラフ ィ ッ ク に より 線 や 箱 を 書き ます . 


199 
119 
129 


199 
119 
129 


基本 的 な 使い 方 は 2 ) の 場合 と 同じ で す が 。, キ ャ ラク タ で は な く ド ッ ト で 線 
を 引き ます . し た が っ て 与え る 座標 は キャ ラク タ 座 標 で は な く グ ラフ ィ ッ 
ク 座標 で す . 

< 機能 > は , PSET また は PRESET の どちら か で , PSET で 線 を 書き 
PRESET で 線 を 消し ます . 


プ ル 


グ ラム 


CONSOLE ,」, 1 

LOCATE 9,9 

PRINT "abcdefohiJK1mnopqr Stu ン MX ツァ" 
LINE 9,1 


CONSOLE ,,,1 
LINE(9 ,9) -(19,19) "9" 」2 
LINE( 1」1) (の , の ) "会" 5,BF 


CONSOLE ,,,1 
LINE(9 ,9) -(199 ,59) ,PSET ,5 
LINE( 1 , 16) -〈 ヶ 9 ,49) ,PSET ,Z ,B 


LINE INPUT [N 


機能 1 行 全体 (255 文 字 以 内 ) を 区 切る こと な く 文 字 変 数 に 入力 する . 
書式 LINE INPUT 〔 ヾ プロ ンプ ト 文 ?> : 〕 < 文 字 変数 > 
文例 LINE INPUT ヾ NAME” : NA$ 


プロ ンプ ト 文 は , 入力 を 受け る 前 に ディ スプ レイ に プリ ント され る 
文章 で す . 疑問 符 ( ? ) は 表示 され ませ ん . プロ ンプ ト 以 降 キ ャ リッ ジ タ ー ン ま 
で に 入力 され た すべ て の 入力 が < 文字 変数 > に 代入 され ます . 

LINE INPUT 文 の 実行 は CTRL-C また は スト ッ プ キー の 入力 に よっ て 中 断 
する こと が で きま す . その 場合 , コマ ンド レベル に 戻り 。 パ Ok? と プリ ント し ます 。 





参照 : LINE INPUT# INPUT 


ラク る を 

199 INPUT "INPUT 』 "』 

116 LINE INPUT "LINE INPUT 2 リョ BB を 
129 PRINT iPRINT "INPUT : MT >) 】 

139 PRINT "LINE INPUT : ",B* 


Fun 
INPUT : ? abcd,ABCD , 1234 

?Redo from start 

INPUT 』 ? abcd 

LINE INPUT i 2abcd。ABCD , 1234 "HELLOM" 


INPUT abcd 
LINE INPUT : abcd,ABCD 、1234 "HELLDM" 
0k 


LINE INPUT # [N] (NN で は ティ スク の ぁみ) 











機能 1 行 全体 (254 文 字 以 内 ) を 区 切る こと な く シ ー ケ ン シ ャ ル ・ デ ィ 
スク ファ イル より 文字 変数 に 読み 込む . 

書 式 LINE INPUT# < ファ イル 番号 >, < 文字 変数 > 

文例 LINE INPUT #1, A$ 

解説 | < ファ イル 番号 > は , OPEN 文 に よっ て , その ファ イル を 入力 と し て 








オー プン し た と き に 使っ た 番号 で す . < 文字 変数 > は , 行 全体 が 代入 され る 文字 変 
数 名 で す . LINE INPUT # 文 は 、 シーケンシャル ファ イル より , キャ リッ ジリ タ 
ー ン まで の , すべ て の 文字 を 読み ます . も し 次 に LINE INPUT # が あれ ば その キ 
ャ リッ ジリ ター ン と 続く ライ ン フ ィ ー ド の 組 を 飛ば し て , 次 の キャ リッ ジリ ター 
ン に 至る まで の すべ て の 文字 を 読み ます . LINE INPUT # 文 は ,。 デー タフ ァイル 
の それ ぞ れ の 行 が いく つか の 欄 に 分 割 さ れ て いる と き や , アス キー モー ド で セー 
プ し た プロ グラ ム を 他 の プロ グラ ム で デー タ と し て 読み 込む と き な ど に 特に 有効 
Eo が: 

ラク 


199 OPEN "kybdi" FOR INPUT 人 S 音 1 
119 LINE INPUT 堤 1 

126 PRINT を 

139 CLOSE 


Fun 
123456Z8 ヶ 9 ,abcdefgh ijK1mn 。" OPDqF StU ソ MX ッ Z リ 
0k 


LINE INPUT WAIT 





機能 キー ボー ド か ら の 入力 を 時 間 制 限 する . 
書 式 LINE INPUT WAIT < 待ち 時 間 >, 〔( び プロ ンプ ト 文 > 














P 


< 文字 変数 
[ 文 例 | LINEINPUT WAIT 50, NO=*。 NO$ 








解説 | LINEINPUT WAIT は 時 間 制 限 付 き の LINE INPUT で す . し た 
が っ て LINE INPUT 文 と INPUT WAIT 文 の 両方 の 機能 を 兼ね そなえ て いま 
す . 詳し く は それ ぞ れ の 命令 を 参照 し て くだ さい . 


参照 : LINE INPUT, INPUT WAIT 


サ ンプ ル 
デ ロ - グ ラム 


199 “ーー t ッ De ノレ ン ノン シュウ ーー 

119 ※ENTRY 

129 仙 多 = リリ 

139 FOR !=1 TO 3 

149 人 多 = ニ 和 Q 和 も +CHR も (INTC(RNDX26+6 ら 5) ) 
159 NEXT Ii 

169 PRINT "problem ji 人 も 

129 LINE INPUT MAIT 6 る 69,B を :GOTO 296 
189 PRINTiPRINT "Time_ out!" 

12@6 GOTO ※ENTRY 

299 IF 人 Q 多 =B 多 THEN PRINT "Right! "EiGOUTO ※ENTKY 
219 PRINT "Mrong!" 

229 GOTO ※ENTRY 

Fun 

problem : GHI 

GH 

Time out! 

problem 』i NBU 

NBU 

Right! 

problem i NMJZ 

NMJX 

Mrono! 

problem i XSA 


BreakK jn 179 
0k 


LIST/LLIST [N 


機能 メモ リ 内 に ある プロ グラ ム の 全部 また は 一 部 を リス ト ア ウト す 
る . 

書式 1 ) LIST (< 行 番号 >] 【 一 < 行 番号 >〕 

2 ) LLIST (< 行 番号 >] 〔 一 < 行 番号 >〕 

文例 LIST 100 - 200 





[解説 | プロ グラ ム の 内 容 を , 1) は ディ スプ レイ に 2 ) は プリ ンタ に リス 
ト ア ウト し ます . LIST コマ ンド は 実行 し 終わ る と, いつ で も コマ ンド レベ ル に 戻 
り ま す . 

《 行 番号 > が 省略 され た 場合 は , 最も 若い 行 番号 の プロ グラ ム 行 より リス ト が 始 
まり ます (リス ト は プロ グラ ム の 終り , また は スト ッ プ キー の 入力 に より 終り ま 
す ). 最初 の 行 番号 の み が 指 定 さ れ た 場合 に は , その 指定 され た 行 だ けが リス ト さ 
れ ま す . 最初 の 行 番号 と それ に 続く ハイ フン まで が 指定 され た 場合 は , その 行 番 
号 に 始ま り , それ より も 大 きらい 行 番号 の 行 す べ て が リス ト さ れ ま す . ハイ フン と 
それ に 続く 2 番目 の 行 番号 だ けが 指定 され た 場合 に は , プロ グラ ム の 始め か ら そ 
の 行 番号 まで の 行 が リス ト さ れ ま す . 両方 の 行 番号 が ハイ フン で つなが れ て 指定 
され た 場合 に は , その 範囲 の すべ て の 行 が リス ト さ れ ま す . 


199 “-- 1ist test poqgram 一 一 
119 ト N ト =1 

129 XSTART 

139 _ PRINT N 

149  N=N+1 

159 IF N<19 THEN ※START 
1 る 9 XLSTiEND 


1ist ※Xstart-%※last 

129 XSTART 

139 PRINT N 

149 N=N+ 1 

156  】F N<19 THEN ※START 
16 る 9 XLAST END 


0k 

1ist . 

1 る 9 ※LASTiEND 
0k 


LOAD [N] (IN で は ティ スク の み ) 





プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド す る . 
LOAD < ファ イル ディ スク リプ タ > [〔, R] 
例 LOAD ヾ CAS2 : TEST? 


ト 
RC 





放 | | 蘭 
由 


出 
恒 


< ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た プロ グラ ム フ ァ イル を メ 
モリ 上 に ロー ド し ます . ロー ド を 実行 する と 。 すべて の 開い て いる ファ イル を 閉 
じ , 変数 は その 値 が 失 な われ ます が , R オ プシ ョ ン を つけ る と , ファ イル は 開い 
た まま で , プロ グラ ム を ロー ド 後 , た だ ち に 実行 を 開始 し ます . 

LOAD は , 指定 され た ファ イル を 見 つけ て 。, 実際 の プロ グラ ム の ロー ド を 開始 
する まで は , メモ リ 中 の プロ グラ ム を 保存 し ます . 








N- BASIC で は , LOAD コマ ンド は , ディ スク 版 で の み 準 備 さ れ て お り , ディ 
スク ァイル か ら の み 清 フロ グン ラ パパ を ロ 三 ドカ る こと が で きま 9 

参照 : SAVE, MERGE,CLOAD 
テラ テク る を 
LOAD "cas1isample1" 


LOAD "1:ismple2",R 
LOQAD "cas2isampl eZ" 


LOAD ? [N] (で は ティ スク の み ) 


機 能 | カセ ッ ト に 正しく プロ グラ ム が セー プ で きた か を 確認 する . 
[書式 | LOAD? < ファ イル ディ スク リプ タ > 
文 例 | LOAD? CAS2 : TEST> 





[解説 | < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 に より 指定 され た プロ グラ ム フ ァ イル 
の 内 容 と , メモ リ 中 の プロ グラ ム の 内 容 が 同一 で ある か を 調べ ます . 両者 が 異な 
っ て いる 場合 に は い ヾ Bad” と 表示 され ます . 

この コマ ンド は , 通常 SAVE の 直後 に , 正しく セー ブ が 行わ れ た こと を 確認 す 
る 目的 で 用 いま す . また この コマ ンド は 。 カセ ッ ト フ ァイル に 対し て の み 有 効 で 
あり , 他 の 装置 上 の ファ イル が 指定 され た 場合 に は 通常 の LOAD コマ ンド と 全く 
同じ 動作 を し ます . カセ ッ ト フ ァイル が 指定 され た 場合 に は 比較 を 行う の み で 実 
際 の ロー ド 動 作 は 行い ませ ん か ら , メモ リ 中 の プロ グラ ム は 失 な われ ませ ん . 





サ ン プル 
テロ グラム 


sa ツ ve "casliitestpro" 


1oad? "cas1itestpro"* 


LOCATE 【N) 


テキ スト 画面 の カー ソル の 位置 を 指定 する . 
LOCATE 〔<X >〕 〔[, <Y>〕 [, < カー ソル スイ ッ チ >〕 
LOCATE 10, 10 


解 説 | カー ソル を テキ スト 画面 の キャ ラク タ 座 標 (X, Y) の 位置 へ 移動 し 


1 誰 | 只 蘭 
軸 | 時 民 


く <XX〉 は 水平 座標 を 表し , 省略 し た 場合 は 0 と みな され ます . < く Y> は 垂直 座標 
を 表し , 省略 され た 場合 は 現在 カー ソル が セッ ト さ れ て いる 行 と みな され ます . 
これ ら は 共に 画面 の 左上 を (0, 0) と する キャ ラク タ 座 標 に より 指定 し ます . 
(1 章 ・ デ ィ ス プレ イ 画 面 上 の 座標 系 参照 ) 

< カー ソル スイ ッ チ > は カー ソル の 状態 を 決め る スイ ッ チ で , 0 だ と 表示 され 
な く な り , 1 で 表示 され ます . 


注意 : N- BASIC で は <X〉>,<Y> を 省略 する こと は で きま せん 。 

また 。 プ ログ ラム 実行 時 で も < カー ソル スイ ッ チ > の 指定 に より , 表示 する か どう 
か が 選択 で きま す . 

N。。-BASIC で は , コマ ンド ベル (プロ グラ ム が 走っ て いな い 状 態 ) 及 び INPUT 
文 な を ど 。 キー ボー ド か ら の 入力 待ち の 場合 に だ け く カー ソル スイ ッ チ > が 有効 と な 
り ま す . 


サン テ 
テロ グラ 


で 


199 “-- character pattern 一 一 

119 CONSOLE 9 ,25,9,1iMIDTH 89,25:CLS 

129 DATA 19,23,45,53,43,35,47,41,18,24 

139 FOR !=1 TO 19iREAD DAT(I) giNEXT 1 

149 GOSUB ※GRQPHi GOSUB ※XBAR 

159 人 Q$=INPUT を (1) 』CLS 

1 る 9 GOSUB X※GRAPH: GOSUB ※YBAR : END 

129 %GRQPHi ーー- graph drauj 一 

189 メ =3iFOR Y=1 TO 1 

129 LOCATE X。YiPRINT “Ii"iNEXT Y 

299 LOCATE 3,29:PRINT STRING を も (56 。"ー") giRKETURN 
216 ※XBAR:』LOCATE 25,9:PRINT "< XBAR GRKAPH >『\ 
229 FOR =1 TO 19 

239 LOCATE 4,1I※2-1』PRINT STRING$(DAT(1) ,。CHR も (&H82) 〉 
249 NEXT IiRETURN 

259 ※YBAR iLOCATE 25,9iPRINT "< YBAR GRAPH >『" 


229 FOR =1 TO 19 

229 FOR J=1? TO 12-DAT(1I) ノ 3 STEP -1 
289 LOCATE IX5,JiPRINT CHR を (&H8Z〉 
2 LOCATE 1X5+ 1 。JiPRINT CHR ま も (&zH8Z〉 
399 NEXT J 

319 NEXT IiRETURN 


く XBAR GRAPH > 


く YBAR GRAPH > 


ーー ニニ ミー ニニ ミー ミニー) 


LSET ン RSET [N) ( 合 で は ティ スク の み ) 


機能 ファ イル バッ ファ ヘ へ デー タ を 書き 込む . 
[書式 | LSET < 文字 型 変数 > ニ < 文 字 列 > 

RSET < 文字 型 変数 > ニ < 文 字 列 > 

文 例 LSET A$ ニ ^`PC-8801MK2? 

RSET A$=^N88 - BASIC* 








[和解 説 | Left SET, Right SET の 意味 で ラン ダム ・ ア クセ ス フ ァ イル の レ 
コー ド の , FIELD 文 で 定義 し た 文字 変数 に 該当 する 領域 に デー タ を 格納 し ます . 
格納 する デー タ は 文字 型 デ ー タ で な けれ ば な ら ず , 数 値 デ ー タ は MKI$, MKS$, 
MKD$ の ぃ いずれ か に より 文字 形 デ ー タ に 変換 し な けれ ば な り ま せん . 

< 文 字 列 > の 文字 数 が FIELD 文 で 割り 当て られ た 長 さ より 短い 場合 LSET で 
は 左 詰め , RSET で は 右 詰め で フィ ー ル ド を 満た し ます . また , < 文字 列 > が フィ 
ー ル ド よ り 長 い 場 合 は , LSET, RSET と も 右側 の 部 分 が 失わ れ ま す . 

く 文字 型 変数 > は , FIELD 文 で あら か じ め 定 義 S き され て いな けれ ば な り ま せん . 
定義 され て いな い 変 数 を 用 いる と エラ ー が 発生 し ます . 


参照 : FIELD, PUT 


サ ン デ 
テロ グラ 


で 


196 OPEN "1irdata* の S #1 

116 FIELD 1,26 AS A を も ,19 AS B* 
128 LINE INPUT "ヒン メイ 2" ョ NANA 
136 INPUT "2 ンカ "』PRICE ン 

146 LSET Q$=NAH を 

159 RSET B*=MKI$ を て PRICE〉 

139 PUT 電 1。1 

1Z9 CLOSE 


Fun 

ヒン メイ ー? ェ ン ヒ ッ ツ 
2 ンカ ? 199 
0K 


MERGE (ティ ぇ ク ) NN 


機 能 | プロ グラ ム を 混合 する . 
書式 | MERGE < ファ イル ディ スク リプ タ > 
文 例 | MERGE い \2 :TEST? 

















[解説 | メモ ネリ 上 の プロ グラ ム と < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 に より 指定 し 
た プロ グラ ム フ ァ イル を 1 つ に し て , メモ リ 上 に 置き ます . ここ で , 指定 され た 
ファ イル は アス キー セー ブ さ れ て いな けれ ば な り ま せん . そう で な い 場 合 に は , 
エラ ー に な り ま す . も し , ファ イル 中 の プロ グラ ム と 。 メ モリ 中 の プロ グラ ム に 
同一 の 行 番号 が あっ た 場合 に は , ファ イル 中 の 行 で メモ リ 中 の 行 を 置き 換え ます . 
MERGE コマ ンド は 実行 を 終了 する と , 常に コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 





参照 : SAVE 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


merge "sample" 


merge "2itestpro" 


MID$ 【N 


機能 文字 列 の 一 部 を 置き 替え る . 
MID$ (< 文字 列 1 >, < 式 1> 〔, < 式 2>〕) = < 文字 列 2 > 
文例 MID$(A$, 3 )=^ABC? 





< 文字 列 1 > の < 式 1> 番目 の 文字 か ら < 式 2 > 個 の 文字 を , < 文字 
列 2 > の 最初 か ら <〈 式 2> 個 の 文字 列 で 置き 替え ます . 

< 式 2 > が 省略 され た 場合 , また は < 文字 列 2 > の 文字 数 より 多く 指定 し た 場 
合 は , < 文字 列 2 > の すべ て の 文字 と 置き 替わり ます . 

< 式 1> 十 < 式 2 > 一 1 の 値 が く 文字 列 1 > の 文字 数 より 大 きく な り , 指定 し た 文字 
列 が あふ れ て し まう 場合 は , (< 文字 列 1 > の 文字 数 ) 一 < 式 1> 十 1 の 値 を < 式 2> 
と し , < 文字 列 2 > の 残り の 部 分 は 無視 し ます . 

また 当然 の こと な が ら , < 式 1 > の 値 は < 文字 列 1 > の 文字 数 より 大 きく て は い 
け な い し , 0 以下 で あっ て も いけ ませ ん . し た が っ て < 文字 列 1> に ヌル スト リ 
ング を 指定 する こと は で きま せん . 


参照 : 3 章 ・MID$ 


199 DATA M ッ name is ! IEEEIII 

119 DATA Sato,TanaKa,Suzuki 。Murakami 
129 READ を 

136 FOR !=1 TO 4 

146 READ NAM MID を て 谷 多 。12) =NAM を 

159 。 PRINT ム の $ 

1429 NEXT Ii 


NM ッ name is Sato!!!I 
NM ッ > name is Tanaka!! 
NM ッ name is Suzuki!! 
NM ッ name is ト Murakami 
0k 

















MON 
機能 
書式 
文 例 

[解説 








Ng [N) 


内 蔵 の 機械 語 モ ニタ に 制御 を 移す . 
MON 
MON 


BASIC モー ド か ら 内 蔵 の 機械 語 モ ニタ に 制御 を 移す た め の ス テー 


トメ ント で す . 機械 語 モ ニタ の 命令 は ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さ 
ぃ . CTRL-B で , も と の BASIC モー ド に も どり ます . 


MOTOR 


能 カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の モー タ の ON, OFF を 制御 する . 





式 MOTOR 〔< ス イッ チ >]〕 





縦 | 只 蘭 


例 MOTOR 1 








解 





説 | < スイ ッ チ > を 0 に すれ ば モー タ は OFF と な り , 0 以外 の 値 に すれ 


ば ON と な り ま す . また , < スイ ッ チ > を 指定 し な い 場合 , モー タ が ON の 状態 な 














ら ば OFF に , OFF の 状態 な ら ば ON に し ます . 
レン 

19@ MOTQR 1 

119 PRINT "Rewind and set the tape," 
129 INPUT "are ッ you read ッ 〈 ッ ノ n) 7 。 谷 多 
139 IF LEFT も (人 の 多 。1) くう "リッ" THEN END 
149 PRINT 

159 MOTOR _@ 

1 る 9 PRINT "Push PLAY button." 

129 INPUT "Are ou read ッ 〈( ッ ノ n) 』" 。 人 
189 {IF LEFT$(Q 多 。1) く >" ッ " THEN END 
1?9 HOTOR 

299 END 

Fun 


Rewind and set the tape. 


Te 


ツ Ou read ッ ( ッ ノ n〉 i ッ 


Push PLAY button 。 


人 Qne 
0k 


yoOu read ッ ( ッ ノ n) ッッ 


MOUNT (ディ スク ) [N 








機能 ディ スク の ファ イル 配置 表 を 読ん で 以後 の ディ スク 入出 力 を 可能 
に する . 

書式 | "MOUNT (< ドラ イブ 番号 > 〔, < ドラ イブ 番号 > …〕〕 

文 例 | MOUNT 








[解説 | ディ スク と の 入出 力 (OPEN, PRINT# DSKI$ な ど ) を 行う 前 に 
MOUNT 命令 を 実行 し な けれ ば な り ま せん . 

< ドラ イブ 番号 > を 省略 し た 場合 に は , 現在 接続 され て いる すべ て の ドラ イブ が 
マウ ント され ます . MOUNT 命令 を 実行 する と BASIC は ディ スケ ッ ト か ら フ ァ 
イル の 配置 表 を 読み 込み 、 誤り を 調べ ます . 誤り が な けれ ば , その ディ スケ ッ ト 
は マウ ント され ます . も し 誤り が あっ た 場合 に は , BASIC は ディ スク を マウ ント 
する た め に 予備 の 配置 表 を 読み 込 も うと し ます . その 場合 次 の メッ セー ジ が プリ 
ント され ます . ヾ X copies of allocation bad on drive Y” XX は 1 また は 2。Y は 
ドラ イブ 番号 で す . この 警告 が 起き た 場合 は , ファ イル の 配置 表 に 何ら か の トラ 
ブル が 発生 し て いる 訳 で すか ら , 新しく コピ ー を 作る こと を お 勧め し ます . 

も し 予備 の 配置 表 の コピ ー が 悪けれ ば , 致命 的 な エラ ー で ある ゞ Bad allocation 
table" と な り , その ディ スケ ッ ト は マウ ント され ませ ん . 

ディ スケ ッ ト が マウ ント され て いる 間 に , BASIC は 時 折 を その ディ スケ ッ ト に 配 
置 表 を 書き 込み ます が , その ドラ イブ に リー ド ・ ア フタ ー ラ イト の アト リ ビ ュ ー 
ト が セッ ト さ れ て いな けれ ば , エラ ー チ ェ ッ ク を 行い ませ ん (SET 文 参照 ). 


N。』- BASIC で は オー トマ チッ ク MOUNT, REMOVE を 採用 し て いる た め ,。 
これ ら の 操作 は すべ て BASIC が 管理 し ます . 


参照 : REMOVE, SET 


N は 
ロ 


クラ 
mount 1 


mount 2 


NAME (ディ スク ) [N 


ディ スク ファ イル の 名 前 を 変え る . 


NAME <| 旧 ファ イル 名 > AS < 新 フ ァイル 名 > 
NAME ヾ SAMPLE^ AS ヾ SAMPLE 1? 


く < 旧 フ ァイル 名 > で 表わさ きれ て いる ディ スク 上 の ファ イル を < く 新 ファ 
イル 名 > に 変更 し ます . ドラ イブ の 指定 は ファ イル ディ スク リプ タ 中 に ドラ イブ 
番号 を 含め る こと に よっ て 行い ます . ドラ イブ 番号 を 省略 し た 場合 ,、 ドラ イブ 1 
が 指定 され た と みな され ます . 

な お ファ イル 名 の 変更 を 行う ファ イル は クロ ー ズ され た 状態 で な けれ ば な り ま 
せん . 





参照 : KILL 


の っ: 
199 OPEN "oldtest" FOR OUTPUT の AS 草 1 
119 FOR J=1 TO 19 

129 MRITE 草 14J 

139 NEXT JiCLOSE 

149 FILESiPRINT 

159 NAME "oldtest" AS "neuwtest リ " 


1 る 9 FILES 

Fun 

game 1 s&mple・ 1 oldtes t 1 
Oame 1 SamDle。 1 neutes t 1 
0k 


NEW  N』[N 


機 E メモ リ に ある プロ グラ ム を 抹消 し , すべ て の 変数 を クリ ア す る . 
書 NEW 


文例 NEW 


ト 

















「 解 説 | NEW コマ ンド は ,。 コ マン ドレ ベル に ある と き 新 し い プ ログ ラム を 
入力 する 前 に 実行 し ます . NEW コマ ンド の 実行 が 終わ る と , い つも コマ ンド レベ 
ル に 戻り ます . 

NEW コマ ンド は , 開か れ て いる ファ イル が ある 場合 は , それ を 自動 的 に 全て 閉 
じ ま す . 


プロ グラ ム 
199 / NEM コマ ント ~ ノー サン 2* 委 ファ ログ "ラム 6 


129 ^ NEM コマ ント ~ nn 2 フ 22 ログ" ラ うる ララ 

139 / イニ シャ タラ イズ" シマ ズ 

149 “ 

156 PRINT " NEM コマ ント ~ nn 2* ロ グラ 6 ラリ" 
146 PRINT "イニ シャ ライ ズ " シマ ズ 。" 

129 END 


Fun 
NEM コマ ント ~ nn 2* ロ 2 グ " ラ 6 ラ 
イニ シャ タラ イズ” シマ ズ 。 


NEW ON 


機能 N。。- BASIC か ら N - BASIC を 起動 する な ど ,PC-8801MKII の 種々 
の モー ド を 設定 する . 

書式 NEW ON < 式 > 

文例 NEW ON 1 

解説 PC-8801MKI を Nss-BASIC モ ー ド に する か N-BASIC モード に す 





る か , また は ター ミナ ルモード に する か な どの 最も 根本 的 な モー ド の 選択 は , 
電源 投入 時 の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 に よっ て 決め る こと が で きま す が , この N 
EW ON 文 は それら の モー ド を ソフ トウ ェ ア に よっ て 変え る 機能 が あり ます 。 

< 式 > の 値 は 。 ディ ッ プ スイ ッ チ の 1 個 が 1 ビッ ト に 対応 し た , 16 ビ ッ ト 表 現 の 
値 を 指定 し ます . PC-8801MKI に は , 16 個 の ディ ッ プ スイ ッ チ が あり ます が , そ 
の 内 NEW ON 文 で 指定 で きる の は , SW1 の 1 一 6, SW2 の 1-6 の 計 12 個 で す . 残 
り の 4 個 (6, 7, 14, 15 ビ ッ ト ) は 意味 を 持た な い ビ ッ ト と な り ま す . 

例え ば N。。- BASIC から N - BASIC ^ へ 移行 する だ け な ら NEW ON 1 を 指定 
し ます 。 


ディ ッ プ スイ ッ チ の 機能 























SWI SW 2 
基本 モー ド の 設定 ター ミナ ルモード の 設定 
Oil2|l3[4[5 8|9|igliii2|I3 
| | | 1 1 稚 し 選 朋 | 
ス へ へ スス スス ペペ AA 
B シ 桁 行 SDp パパ ピス X モ 
A ス 数 数 パ E リリ ッ ト O 1I 
S テ ママ ラ L テテ ト ツ N ド 
| ム メ コ ィ ィ マ プ ス マ 
C モ 1 1I スン ビ イ 
セ | タ ド イ ツン 
レ ド 2 ッ ト チ 
ト ン 
ス 
イ 
ツ 
チ 
\ ン 
lil2l3[415 区 区 8 [lialiilizis 区 了 区 














サ 


く <BASIC セ レク トス イッ チッ > 


< シス テム モー ド > 


く 桁 数 > 


く 行 数 > 


く <DEL コ ー ド > 


< く パ リティ スイ ッ チ > 


〈 く パリ ティ > 


く ビ ピット > 


< スト ッ プ ビッ ト > 


く <XON ス イッ チ > 
く < モー ドッ > 
く 〈S パラ メー タ > 
ン プ ル 


プロ グラ ム 


neuw on 1 


の ーー どー どー どー の 〇 どら 


一 / 


ー どー の どら どー 一 


・N ss-BASIC 

:・ N-BASIC 
・BASIC モ ー ド 

な 全う 形 手 王 下 
・「 行 80 桁 


行 40 桁 
画面 25 行 
画面 20 行 


: DEL コ ー ド を 無視 する 。 
: DEL コ ー ド を 処理 する 。 
: パリ ティ OFF 

・ パ リティ ON 

・ 偶数 パリ ティ 

・ 奇数 パリ ティ 

・ 7 ビット 

: 8 ビット 

・ ス トッ プ ビ ピッ ト 1.5 

・ ス トッ プ ビ ピット | 

・ OFF 

・ON 

・ フ ル デ ュ プレ ックス 

・ ハ ー フ デュ プレ ックス 
: OFF 

: ON 


ON COM GOSUB 


機能 通信 回 線 か ら の 割り 込み が 発生 し た 時 , 分 岐 する 処理 ルー チン の 
開始 行 を 定義 する . 

書式 ON COM GOSUB < 行 番 号 > 

文例 ON COM GOSUB 1000 





[ 解 説 | 通信 回 線 か ら RS-232C の コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト に 入力 割り 
込み が あっ た 時 分 岐 す る 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 

< 行 番号 > と は 分 岐 さ せる 処理 ルー チン の 開始 番号 で す . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ プ ル ー チ ン の 場合 と 同じ で RETURN 命 
令 に よっ て 行い ます . 単に RETURN と し た 時 は , 中 断 し た 所 か ら 再開 し , 後ろ 
に 行 番号 を 指定 し た 時 は , その 行か ら 再 開 し ます . 





注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 さ きせ る に は , 割り 込み が 
発生 し た 時 , COM ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 


1 つの ON COM GOSUB 文 に ラベ ル と 行 番号 その も の を 混在 きせ る こと は で 
きま せん . 


参照 : COM ON/OFF ン STOP, OPEN, TERM 


サン プル 

プロ グラ ム 

199 OUN CONM GOSUB ※CO ト 1 .TRRP 
119 OPEN "CONM1:EZ2NN" SS 持 1 
129 CONM ON 

139 PRINT TIME も : GOTO 13@ 
149 END 

159 < 

1 る 9 XCOM.TRAP 

1Z9 IF LOC(1)=9 THEN RETURN 
189 PRINT INPUT ま (LOC( 1) 」1) 
129 RETURN 


ON ERROR GOTO 【N 


能 エラ ー ト ラッ プ を 可能 に し , エラ ー 処 理 ルー チン の 開始 行 を 定義 
する . 
ON ERROR GOTO < 行 番号 > 

例 ON ERROR GOTO 1000 





呈 障 | 障 
由 








| 解説 | エラ ー ト ラッ プ 機 能 が 可能 に な る と 。 エラ ー が 検出 され た 時 指定 さ 
れ た エラ ー 処 理 ル ー チ ン へ プログ ラム の 制御 が 移り ます . も し < 行 番号 〉 の 行 が 
存在 し な けれ ば , ヾ Undefined line” (未定 義行 ) (UL Error) エ ラー が 起こ り ま す . 
エラ ー ト ラッ プ 機 能 を 禁止 する に は , ON ERROR GOTO 0 を 実行 し て くだ さい . 
その 後 の エ ラー は エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し , プロ グラ ム の 実行 は 停止 し ます . 
また , エラ ー 処 理 ル ー チ ン に ON ERROR GOTO 0 の 文 が ある 場合 に は , BASIC 
は エラ ー ト ラッ プ の 原因 と な っ た エラ ー の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し , プロ グラ 
ム の 実行 を 停止 し ます . すべ て の エラ ー 処 理 ル ー チ ン は , エラ ー 回 復 処 理 を 行わ 
な い エ ラー を トラ ッ プ し た 場合 に は 。 ON ERROR GOTO 0 を 実行 する こと を お 
勧め し ます . 


注意 : エラ ー 処 理 す サブルーチン の 実行 中 に エラ ー が 起き た 場合 に は , それ に 対 
する エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され , 実行 は 停止 し ます . エラ ー 処 理 サ ブル ー チ ン 
の 中 で は エラ ー ト ラッ プ は 起こ り ま せん . 


参照 : RESUME 


プロ グラ ム 


199 ^ X ノ ッ シラ" ョ ウ ヲ て トメ アル 

119 ON ERROUR GOTO ※ERRORNES 

129 ※STARTiINPUT "XX EP XiINPUT リッ ンー リョ Y 

139 IF X=9 THEN ERROR 259 

149  Z=X^Y』 PRINT "ッッ"EiPRINT リ ※ = リョ 2 

159 GOTO XSTART 

1 る 9 ※ERRORIES 

129 IF ERR=259 THEN PRINT " テイ キ ^ サレ マッ セン" 
189 IF ERR=6 る THEN PRINT " オーh~ー フロ ー テ “ ズ 。" 
1?9 RESUNME %START 


Fun 


ア 
X = 1924 


X gi? 1 


98 


ッ 2 199 


オー ロー 
X gi? 9 
アッ Ii? ー 

テイ キネ ~ 
X gi? 2 
ッ 5?2 8 


24 
X = 2 
XX 1? 
Br eaK 
0K 


フロ ー テ “ ズ 。 


2 
サレ マセ ン 。 


56 


in 129 


ON…GOSUB ン ノン ON…GOTO Na[N 





機能 指定 され た いく つか の 行 に 分 岐 する . 
[書式 | ON< 式 > GOSUB < 行 番号 〉 〔, < 行 番号 〉 …] 
ON < 式 > GOTO < 行 番号 〉 〔, < 行 番号 〉 …〕 
[ 文 例 | ONAGOSUB100, 200, 300, 400 
ON A GOTO 100, 200, 300, 400 











に 3 





解説 | < 式 > の 値 が プロ グラ ム の どの 行 番号 の 行 に 分 岐 す る か を 決定 し ま 
す . < 行 番号 > の 並び は 1 か ら 始 まる 数 に 対応 し ます . た と えば , < 式 > の 値 が 3 
で あっ た な ら , 行 番号 の リス ト の 3 番目 の 行 が 分 岐 先 と な り ま す . 

ON…GOSUB 文 で は , リス ト の 各行 番号 は サブ ルー チン の 最初 の 行 の 行 番号 

で な けれ ば な り ま せん . 

< 式 > の 値 が 負 に な っ た 場合 に は , ヾ Illegal function call′ (FC Error) エラ ー 
が 起こ り ま す が , 値 が 0 また は リス ト の 行 番号 の 個数 より 大 きく な っ た 場合 に は , 
次 の 行 へ プロ グラ ム の 制御 が 移り 。 エラ ー は 起こ り ま せん . 


注意 : 1 つの ON…GOSUB/ON…GOTO 文 に ラベ ル と 行 番号 その も の を 混在 
きせ る こと は で ませ ん . 


サン プル 
プロ グラ ム 

199 ※ENTRY 

119 INPUT "N =" 

129 SG=SGNK(N)〉 + 1 

136 0N SG GOTO ※XZERO,※PLUS 

149 PRINT "MINUS! "giGOTO ※ENTRY 

159 %※ZERO:PRINT "ZERO! " :GHTO ※ENTRY 
169 ※PLUSiPRINT "PLUS! " 

12Z@ GOTQ %ENTRY 





Fun 

N =? 12 
PLUS! 

N =? 45 
PLUS! 

N =? @ 
ZERO! 

N =? -45 
HINUS! 

N =? -1.45 
MINUS! 

N =? 199G9a 
PLUS! 

N =? 


ON HELP GOSUB 


ヘル プ キ ー に よる 割り 込み ルー チン の 開始 行 を 定義 する . 
書式 ON HELP GOSUB < 行 番号 > 
文 例 ON HELP GOSUB 1000 


解 説 | ヘル プ キ ー を 押し た 時 に , 割り 込み に よっ て 分 岐 する 処理 ルー チン 
の 開始 行 を 定義 し ます . 

ON HELP GOSUB は ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み の 1 つ で あり , 特殊 
な 用 途 の た め の ON KEY GOSUB だ と 考え る こと が で きま す . し た が っ て , そ 
の 使い 方 も 同じ で す . 但し , ファ ンク ショ ン キ ー の 場合 は , INPUT 文 な ど キ ー 入 
力 の 状態 で の 割り 込み は 禁止 きれ て いま す が , ヘル プ キ ー の 割り 込み は それ が 可 
能 で す . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルー チン の 場合 と 同じ で RETURN 命 
令 に よっ て 行い ます . 単に RETURN と し た 時 は 中 断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ に 
行 番号 を 指定 し た 時 は , その 行か ら 再 開 し ます . INPUT 文 実行 中 で 割り 込ん だ 場 
合 は , 単に RETURN で 復帰 させ る と キー 入力 が な され る 前 に INPUT 文 の 次 の 
文 か ら 実 行 を 再開 し ます か ら , 行 番号 を 指定 する か , プロ グラ ム で 適切 な 処置 を 
し な けれ ば な り ま せん (APPENDIX・ 割 り 込 み キ ー の 使い 方 参照 ). 

本 来 こ の 命令 は , 給与 計算 な どの アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 作成 し た 際 , 
プロ グラ マー が , その プロ グラ ム の 使い 方 , 入力 の 仕方 な ど を 説明 し た イン スト 
ラク ショ ン ・ ル ー チ ン を 定義 し て お き 。 ユー ザー が その プロ グラ ノ 実 行 中 に 。 次 
に 何 を し て よい の か わか ら な く な っ た 時 に ヘル プ キ ー に よる 割り 込み で 指示 を 受 
ける , と いっ た よう な 用 途 の た め に 用 意 さ れ た も の で す . 


注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 さ せる に は , 割り 込み が 
あっ た 時 HELP ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 


参照 : HELP ON ン OFF プ STOP, ON KEY GOSUB 


ザ サーン プル 
プロ グラ ム 





19@ "ーー- helD Key ヲ リツ カ ゅ ク messaqe Print -- 
119 ON HELP GOSUB ※MESSQGE 

12@ HELP ロ IN 

139 

149  FQR 1=1 TQ 1@ 

159 INPUT N 

1 る @ PRINT "N ="jN」"NXN =" NN 
1Z9 NEXT I 

189 HELP OFFiEND 

1 め 9 “ーー instruction 一 

299 ※MESSAGE 

219 HELP OFF 

229 PRINT 

239 PRINT "スウ シラ INPUT シテ クタ * サ イ 。 " 
249 PRINT "ソノ 2 シラ" ョ ウ ヲ ケイ サン シマ ズ ョ 』 リ " 
2S9 HELP QN 

2 る 9 RETURN 149 


Fun 
? abc 


?Redo from start 
つろ 


々 ウシ ドラ INPUT シテ クタ * サ イミ 』 
ソノ 2 ショ ウ ヲ サイ サン シマ ズ ョ 


? 1 

N = 1@ NX※ ト | = 199 

? 29 

N = 29 NXN = 499 

? 12.45 

N = 12.45 NX※N = 155.@q3 
2 19,23 


2Redo from start 

? 

スウ シ ^ ヲ INPUT シテ クタ ~ サイ 。 
ソノ 2 ショ ウラ ヲ ケイ サン シマ ズ ョ 』 
っ 


Break in 159 
0K 


ON KEY GOSUB Ng 





[Sv 


機 ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み ルー チン の 開始 行 を 定義 す 
る . 

書式 ON KEY GOSUB < 行 番号 〉 [, < 行 番号 〉 …〕 

文例 

解 


mk ト 








ON KEY GOSUB 100, 200, 300, 400 











記 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し た 時 に 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 を 





この 命令 は , 割り 込み が 発生 し た 時 (キー が 押さ きれ た 時 ) に どの 処理 ルー チン 
に 飛ぶ か を 定義 むす る だ け の も の で あり , この 命令 が 実行 され て も 割り 込み が 起こ 
る こと は あり ませ ん . 割り 込み が 発生 する の は , あく まで 何ら か の 外 的 要因 ( こ 
の 場合 , キー が 押さ れ た 時 ) が あっ た 時 で す . 

行 番号 > と は , 割り 込み が 発生 し た 時 に 分 岐 さ せる 処理 ルー チン の 開始 行 番号 
で , この 並び の 順序 は , ファ ンク ショ ン キ ー の キー 番号 と 1 対 1 に 対応 し て いな 
けれ ば な り ま せん . PC-8801MKITI が サポ ー ト し て いる ファ ンク ショ ン キ ー は 全部 で 
10 番 まで あり ます か ら , 最大 10 個 の < 行 番号 > を 並べ て 書く こと が で きま す . も ち 
ろ ん 実 際 の 行 番号 の 代わ り に ラベ ル 名 を 使う こと も で きま す . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルー チン の 場合 と 同じ で RETURN 命 
令 に よっ て 行い ます . 単に RETURN と し た 時 は , 中 断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ 
に 行 番号 を 指定 し た 時 は , その 行か ら 再 開 し ます . 





注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 さ きせ る に は , 割り 込み が 
発生 し た 時 。 KEY ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 


1 つの ON KEY GOSUB 文 に ラベ ル と 行 番号 その も の を 肖 在 きせ る こと は で 
きま せん . 


参照 : KEY ON ノ OFF/STOP 


サ 


199 
119 
129 
139 
149 


ン プ ル 
プロ グラ ム 


Z 


ーー る 3 


ON KEY GOSUB %※SINSUB ,%C0SSUB ,%ENDSUB 


FOR 1!= 
KEY 1 
NEXT 1 


DEG=9 :PI=3。 14 15 ヶ 


%START 


TH=DEG/ 189※PI 


PRINT 


%EXIT 1:DEG=DEG+ 19 


GOTO ※ 


) COS 一 


1 TO 4 
) 0N 


"TH =" DEGi 
IF FLAG=1 THEN ※COSC 
PRINT TAB( 12) 』"SIN(TH) =" ョ SIN(TH) giGOTUO %EXIT1 
XCOSCiPRINT TABX35) 』" COS(TH〉) =" COSTH)〉 


START 


^ー ニ ー Key interTuDt routine 一 一 
XSINSUB :FLQG=9 : RETURN 
XCOSSUB : FLAG= 1 : RETURN 
XENDSUB KEY QFF :』END 


SINTH〉 
SIN〈TH〉 
SIN(TH〉 
SINXTH〉 
SINXTH〉 


SJN(TH)〉 
SIN(TH)〉 
SINXTH)〉 
SINX(TH)〉 
SINXTH〉 


・123648 
・34292 


・ る 4278Z 


・8 る 692Z 
・/669 46 
・64228? 
・599992 
・342923 


CO0S(TH)〉 
CO0S(TH) 
COSX(TH) 
CO0S〈TH〉 
COS(TH〉 
CO0SXTH)〉 
COSXTH) 


・ る 42288 
・59999 1 
・342921 
・12364 ヶ 
= 1。.42893E-96 
=ー・ 172364Z 
デー・3429 1 


ON PEN GOSUB 


ライ トペ ン に よる 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 する . 
[書式 | ONPENGOSUB < 行 番号 > 
文 例 ON PEN GOSUB *PENTEST 


ライ トペ ン が 押さ れ て 割り 込み が 起こ っ た 時 , 分 岐 する 処理 ルー チ 
ン の 開始 行 を 定義 し ます . 

この 命令 に よっ て 処理 ルー チン に 分 岐 さ せる に は , PEN ON の 状態 で な けれ ば 
な り ま せん . 

この 命令 は 対象 が ライ トペ ン で ある こと を 除け ば , 他 の 割り 込み 定義 命令 
(KEY, COM, HELP, STOP) と 同様 で す . 


参照 : ON KEY GOSUB etc., PEN ON ノン OFF ン STOP 


ミッ ち タ 
199 COLOR 9,ZiCLS 2 

119 0N PEN GOSUB XPENSUB 

129 PEN 0N 

139 GOTO 139 

149 ^-- pen routine 一 一 

159 XPENSUB 

1 る 9 PRINT "triger ="jPEN(9) 』。"x = リョ PENC 1) 。" ッ =" ョ PEN(2) 
12Z9 RETURN 


Fun 


triger = 9 X 三 32 ッ = 19 
triqer = 9 x 三 2 の ッ デ 12 
trioger = 9 X 三 23 ッ ミミ 14 
triqaer = 9 x = 8 ッ = 12 
triger = 9 x = 28 ッ ミ 6 
triger = 9 x = 5 ッ = 5 
triger = 9@ x 三 5 ッ = 5 
triger = 9 x = S8 ッ = 5 
^C 

Break in 139 

0K 


ON STOP GOSUB 





機能 スト ッ プ キー に よる 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 する . 
書式 ON STOP GOSUB < 行 番 号 〉 

文 例 ON STOP GOSUB 100 

解説 | スト ッ プ キー を 押し た 時 に , 割り 込み に よっ て 分 岐 する 処理 ルー チ 
ン の 開始 行 を 定義 し ます . 


この 命令 は 割り 込み の 対象 と し て スト ッ プ キー を 使っ て いる こと を 除け ば , フ 
ァ ン クシ ョ ン キ ー に よる 割り 込み と 同じ で すか ら , ON KEY GOSUB の 項 を 参照 
し て くだ さい . 

この 命令 は アプ リケーション プロ グラ ム の 実行 中 に , ユー ザー が 誤っ て スト ッ 
プ キ ー を 押し て し まい , プロ グラ ム の 実行 が 中 断 さ れ て し まう の を 防止 する た め 
の も の で す . し た が っ て 不用 意 に この 命令 を 実行 し て し まう と 本 来 の スト ッ プ キ 
ー 及 び CTRL-C の 機能 は 全く 失わ れ , プロ グラ ム を 中 断 す る こと が で き な く な 
っ て し まい ます . 動作 ミス の な い プ ログ ラム に し て か ら 使 用 し て くだ さい . 


参照 : ON KEY GOSUB, STOP ON OFF ノ STOP 


サシェ ジン デル 
ム 


プロ グラ 
199 0N STOP GOSUB ※MASK 
119 STOP ON 
120 F 金 三 " 神社 補 神社 。 枯 寺社 持寺 料 へ へ へ へ 欄 神 。 村 析 析 桂 料 桂 へ く へ へ 
139 PRINT "Degree"jTAB(12) j"Sin" iTQB(27Z) 』 "Cos" 
148 FOR 1=@ TO 18@ STEP 29@ 
159 TH=I/189X3。.1415 ヶ 
1296 PRINT USING F も 』1jSIN(TH) 』 COS(TH) 
129 NEXT IiSTOP OFF:END 
189 ※MQSKiRETURN 
Fun 
Degree Sin Cos 
9 9 .999999E+99 1 .999999E+99 
2@ 3.429299Eー9@ 1 ? .3 ヶ 2 る 239Eー9 1 
49 る.42Z8Z9Eー9 1 Z.669459E-9 1 
る 9 8. る る 9259Eー9 1 5.999919E-9 1 
89 ?.848989Eー-9 1 1 .Z364?9EーB 1 
199 ?.848889E-@1  -1.Z36 る 429Eー-9 1 
129 8 .669229E-91  -4. の 2 の の 289EーB9 1 
149 る .422828E-91 。-Z. る 669439Eー9 1 
169 3.429239Eー9 1  -?.326 る の?29Eー9 1 
189 2.888899E-@ る 6 一 1.999@9g@E+99 
0K 
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ON TIME$ GOSUB 























機能 リア ル タ イ ムタ イマ の 割り 込み 発生 時 刻 と , その 時 分 岐 する 処理 
ルー チン の 開始 行 を 定義 する . 

書式 ON TIME$=*hh : mm : ss” GOSUB < 行 番号 > 

文例 ON TIME$=*07 : 30 : 00′ GOSUB *MORNINGCALL 

解説 | 割り 込み 時 刻 の 設定 の 仕方 は TIME$ の 場合 と 同様 で す . 但し , ここ 











で 設定 する 時 刻 は リア ル タ イ ムタ イマ に 影響 を 与え を ませ ん . また この 命令 で 制御 
で きる 分 解 能 は 2 秒 で すか ら , 場合 に よっ て は 土 1 秒 程度 の 誤差 が で る こと が あ 
り ま す . 

< 行 番号 > は , 割り 込み に よっ て 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 で す . も ちろ ん 
ラベ ル 名 を 使う こと も で きま す . 

ON TIME$ GOSUB は 実行 され た 時 点 で , 設定 され た 時 刻 か ら 現 在 の 時 刻 を 
引き 算 し て 割り 込み 時 刻 を 決定 し ます . し た が っ て , も し 現在 の 時 刻 を TIME$ 文 
で 変更 し て か ら 割 り 込み 時 刻 を 設定 する 場合 は , TIME$ 文 は 必ず ON TIME$ 
GOSUB 文 の 直前 で 実行 し な けれ ば な り ま せん . 

また この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 さ せる に は , TIME$ ON 
の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 

その 他 , 処理 ルー チン か ら の 復帰 な ど に つい て は , ON KEY GOSUB 文 を 参照 
し て くだ さい . 


注意 : 19 : 00 : 00 以 降 に 割り 込み 時 間 を 設定 し た 場合 , 割り 込み が か か ら な い 
場合 が あり ます . 


参照 : TIME$ ON OFF ン STOP, ON KEY GOSUB, TIME$ 


プロ グラ ム 


199 ON TINE ま ="8Z』39:89" GOSUB ※MORNING 
119 TINME 多 ON 

129 LOCATE 39,19:PRINT TIME$:GOTO 129 
139 “-- Horning call routine 一 一 

14@ ※ ト MORNING 

159 FOR !=1 TO 19 

129 BEEPiPRINT "Good Morning !!" 

1Z9 FOR J=9@ TO 399:NEXT J 

189 NEXT IiEND 
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OPEN [N] (NN で は ティ スク の み ) 


機能 ファ イル を 開く . 

[書式 | OPEN < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 【〔FOR < モー ド >]〕 AS 
[#〕 < ファ イル 番号 > 

| 文例 | OPEN ヾ CAS1 : TEST* FOR INPUT AS# 1 











| 解説 | < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た ファ イル を , 指 定 さ れ た く フ 
ァイル 番号 > で オー プン し ます . 以後 , オー プン され た ファ イル へ の 入出 力 は , 
< ファ イル 番号 > を 指示 する こと に より 行い ます . 

く < モー ド > は , ファ イル へ の アク セス 方 法 を 指定 し ます . モー ド に は 次 の 4 種類 
が あり ます . 

INPUT 既存 の ファ イル か ら 入 力 を 行う こと を 指示 し ます . 

OUTPUT 新しく ファ イル を 作り 出力 を 行う こと を 指示 し ます . 

APPEND 既存 の ファ イル の 終り か ら 追 加 を 行う こと を 指示 し ます . 

省略 し た 時 FOR 節 が 省略 され る と , ラン ダム アク セス を 行う こと を 指示 し 

ます . 

INPUT, APPEND モー ド で は , 指定 され た ファ イル が 存在 し な いと , ヾ File not 
found” (FF Error) の エラ ー と な り ま す . OUTPUT モー ド で は , 常に 指定 され 
た 名 前 の ファ イル を 新しく 作り , 同一 名 の ファ イル が あっ た 場合 に は その ファ イ 
ル は 削除 され ます . ラン ダム アク セス で ファ イル が 存在 し な い 場 合 に は 新た に 作 
られ ます . 

< ファ イル 番号 > は 。 1 から 15 ま で の 値 を 用 いる こと が で きま す が , BASIC を 
使い 始め る 時 に 指定 し た ファ イル の 数 を 越え を て は な り ま せん . また , 既に オー プ 
ン さ れ て いる ファ イル が 利用 し て いる 番号 を 用 いる こと は で きま せん . 

OPEN は , 以後 の 入出 力 の 際 に 用 いる バッ ファ 領域 を 確保 し , ファ イル が 閉じ 
られ る まで の 間 . その バッ ファ は , 指定 し た ファ イル へ の 入出 力 操作 専用 に 用 い 
られ ます . この バッ ファ は ファ イル 番号 と 同一 の 番号 で 参照 され ます . 

RS-232C コ ミュ ニケ ーション ・ フ ァイル を オー プン する 際 に は , パリ ティ , ビ 
ッ ト 数 等 を 指定 する 必要 が あり ます . これ ら は TERM コマ ンド と 共通 で す の で 
そちら を 参照 し て くだ さい . 

COM1 : と CAS1 : , CAS2 : は ハー ドウ ェ ア 上 の 共通 の ポー ト を 使用 する た め 
に 同時 に オー プン する こと は で きま せん . 
また , カセ ッ ト に 対し て は APPEND モー ド の 指定 及び , 指定 の 省略 は で きま 
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せん 。 RS-232C コ ミュ ニケ ーション ・ フ ァイル は < モー ド の 指定 > を 省略 すれ ば , 
送信 ・ 受 信 の 両方 に 使用 で きま す 。 

N - BASIC で は , OPEN は ディ スク ファ イル に 対し て の み 準 備 さ れ て お ぉ り , 他 
の 装置 上 の ファ イル を オー プン する こと は で きま せん . 


参照 : CLOSE, VARPTR, FIELD, TERM 


サ > プ ル 
プロ グ クラム 





199 /ーー テーー グ テン ソウ ファ ロク ~ ラ る ーー 

119 < DSK1』 --> DSK2 

129 < 

136 OPEN "1:data3" FOR INPUT AS 1 

149 OPEN "2inewdata3" FOR OUTPUT AS 2 


159 

169 XSTART 

129 IF EOF〈1〉 THEN %EXiT 
189 INPUT 答 1。 谷 委 


129 MRITE 革 2 4 の も 
299 GOTO XSTART 


219 %EX】IT 
229 CLOSE 
239 END 
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OPTION BASE 














機 能 配列 の 添字 の 下限 を 宣言 する . 
[書式 | OPTION 2 1 
1 
文例 OPTION BASE 1 
解説 | 配列 の 添字 の 下限 を 0 また は 1 に する こと を 宣言 し ます . 通常 。 こ 


の 宣言 が 用 いら れ な い 場 合 に は , 下限 は 0 で す が , OPTION BASE 1 を 実行 する 
と 下限 は 1 に な り , 以後 , 配列 の 添字 と し て 0 が 用 いら れる と, ヾ Subscript out of 
range” (BS Error : Bad Subscript) エラ ー が 起こ る よう に な り ま す . 

この 定 言 は 。 プロ グラ ム 中 で 配列 変数 が 宣言 , また は 引用 され た 後に 行う こと 
は で きま せん . また 一 度 宣言 する と , 再 宣 言 に よっ て 下限 を 変更 する こと は で き 
ませ ん この よう な 場合 に は “Redimensioned array′ (DD Error : Duplicate 
Defmition) エラ ー に な り ま す . 

OPTION BASE は 一 度 宣言 する と, RUN ある い は CLEAR を 行う まで は , 解 
除 , 変更 する こと が で きま せん . 
ラロ クタ を 


199 OPTION BASE 9 
119 DIN (1) 
129 PRINT "AA(@) =" ョ (8) 」"Q(1) =" ョ (1) 


139 
149 CLEAR: ロ PTION BASE 1 
159 “ーー- erTOF OcCcCur 一 一 


1 る 9 PRINT "AAC@) =" ョ (89) 。"A(1) =" ョ (1) 


Fun 
仙 (9) = 和合 (1) = 9 

(9) = 

Subscript out of ranqe in 1 る 9 
0K 
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OUT NNN 














機能 コン ピュ ー タ の 出力 ポー ト に 1 バイ ト の デー タ を 送る . 
書式 | OUT < ポー ト ア ドレ ス >, < 式 > 

文 例 | OUT64,32 

[解説 | く < ペー ト ア ドレ ス 〉 は ポー ト の 番号 。 そ し て < 式 > が 出力 する デー タ 
で す . これ ら は 共に 0 か ら 255 ま で の 整数 で 指定 し ます . 

サ ンプ ル 

プログ ラム 





199 DEFINT 人 -Z 

119 SCREEN 9,9:CLS 3 

129 FOR X=89 TO る 3 STEP 89 
139  C=X ノ 89 

149 CIRCLE 〈(X,189) ,59 ,C 
159 PAINT 〈(X,199) ,C,C 

1 る 9 NEXT X 

1Z9 FOR C1=1 TO 21 

189  FQR C2=9 TO る 

129 C=(〈(C1+C2) NOD 2)+1 
299 IF C>8 THEN C=C-8 

219 ^ OUT &H54+ ic nn COLOR=(1。cC) トト オナ シラ 
229 OUT &HSS+C2」C 

239 NEXT C2 

249 FOR =9 TO 189 

259 NEXT 只 

269 NEXT C1 

229 END 
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[ 1 〕 PAINT 


機能 指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た 色 で 塗る . 
書式 当 (Wx。 Wy) | 〔, < 領域 色 > 〔, < 境界 色 >〕〕 
STEP(x, y) 


文 PAINT( 一 50, 120), 3, 4 


軸 








[解説 | (Wx, Wy) に より 指定 され た ワー ルド 座標 を 含む < 境界 色 〉 で 囲ま 
れ た 領域 を 指定 され た < 領域 色 > で 塗り つぶ し ます . STEP を 付け る と 相対 座 
標 と な り ま す (1 章 ・ 座 標 の 指定 仕方 参照 ). 

< 領域 色 >, < 境界 色 > は と も に パレ ッ ト 番 号 で 指定 を 行い ます . < 領域 色 〉> が 省 
略 さ れ た 場合 に は , COLOR 文 で 指定 され た フォ アグ ラウ ンド カラ ー が 用 いら れ 
ます . < 境界 色 > が 省略 され た 場合 に は < 領 域 色 > の 指定 と 同じ パレ ッ ト 番 号 が < 境 
界 色 > と し て 用 いら れ ま す . 

(Wx,、Wy) は 塗り 始め る 座標 を 指定 し ます . も し この 点 が , 既に 指定 され た 境 
界 色 と 同 じ 色 で あっ た 場合 に は , PAINT は 何 の 画 面 操作 も 行い ませ ん . PAINT 
は ビュ ー ポ ー ト 内 で の み 働 きま す の で , ビュ ー ポ ー ト の 境界 は PAINT 動作 の 境 
界 と みな され ます . また , (Wx,Wy) が ウィ ンド ウ の 外 に ある 場合 に は , 対応 す 
る スク リー ン 座 標 は ビュ ー ポ ー ト 外 に な る た め に , “Tllegal fanction call” (FC 
Error) エラ ー と な り ま す . 


参照 : VIEW, COLOR 1] 


サ ン ププ ル 
プロ グラ ム 


199 “ーー- normal paint 一 一 
119 SCREEN 9,9@ 

129 CLS 3 

139 FOR !=1 TO 59@ 
149 メ =RNDX る 3 ヶ 

159  Y=RNDX 19 め の 

1 る 9  R=RNDX89 

1Z9  C=INT(RND%Z+ 1) 
189 CIRCLE(X』Y) 。R,C 
1?9 PAINT(X,Y) 』C 
29@ NEXT Ii 
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[ 2 〕 PAINT 


指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た タイ ル パ タ ー ン 

で 埋め る . 

PAINT | (Wx。 Wy) | , く タイ ルス トリ ング > 【[, く 境界 色 >〕 
STEP(x, y) 





[, く < バック グラ ウン ド ・ ス トリ ング >] 
文 例 PAINT(255, 120), TILE$, 4, BACK$ 


喘 隊 
財 民 


解説 | (Wx, Wy) に より 指定 され た ワー ルド 座標 を 含む , < 境界 色 > で 囲 
まれ た 領域 を 。 く < タイ ルス トリ ング > に より 指定 され た 模様 (タイル) で 埋め ます . 
STEP を 付け る と 相対 座標 こよ る 指定 と な り ま す . 
この 動作 は タイ リン グ と 呼ば れ , 模様 の つい た タイ ル を 領域 内 に 敷き つめ た り , 
中 間 色 で 領域 内 を 塗っ た よう な 効果 を 出す こと が で きま す . 
< タイ ルス トリ ング > は , タイ リン グ に 用 いら れる 基本 タイ ル の 模様 と 大 き さ を 
決定 する 文字 列 で す . タイ ル の 大 き さ は , 横 方 向 は 8 ドッ ト 分 と 決め られ て いま 
す が , 縦 方 向 の 長き さ は, タイ ルス トリ ング の 長 さ で 指定 する こと が で きま す . 縦 
方 向 だ が ロ ド ッ ト の タイ ル を 指定 する た め に は , 白黒 モー ド で np 文字 カラ ー モ ー 
ド で 3・n 文字 の 長 さ を 必要 と し ます . 
タイ ル の 模様 は , < く タ イル スト リン グ > に 対応 する キャ ラク タコ ー ド の 2 進数 表 
現 (ビッ ト パ タ ー ン ) に より 表現 きれ ます . < タイ ルス トリ ング > の 指定 の 方 法 は 
カラ ー モ ー ド と 白黒 モー ド と で 異な り ま す . 白黒 モー ド で は , 文字 を 横 8 ビ ッ ト 
の 線 に 対応 させ て 指定 し ます . 文字 コー ド は , 8 ドッ ト の うち の どの ドッ ト を セ 
ッ ト し , どの ドッ ト を リセ ッ ト に する か を 決定 し , 2 進数 表現 で 1 の ビッ ト に 対 
応 す る ドッ ト は セッ ト , 0 に 対応 する ドッ ト は リセ ッ ト さ れ ま す . < タイ ルス トリ 
ング 〉 が 1 文字 の 長き で あれ ば , その スト リン グ の 表わす 模様 は 。 この よう に し 
て 決定 され る 横 8 ドット の パタ ー ン を 縦 に n 文字 の パタ ー ン 分 だ け 並 べた も の に 
な り ま す . 従っ て タイ ルス トリ ング を 構成 する 文字 が 全て 同じ 文字 で あっ た り , 
1 文字 だ け で あっ た 場合 に は , 縦 線 模様 に な り ま す . 
例 ) CHR$(&HAA) CHR$ (&H55) 
16 進 数 表現 2 進数 表現 ドッ ト パ タ ー ン 
人 &HAA 10101010 @O@O@O@O 
&H55 01010101 O@O@O@O@ 
上 例 は 2 文字 か ら な る 簡単 な タイ ルス トリ ング の 例 で す . この 2 文字 は 互い に 


2 一 107 


1 で ある ビッ ト と 0 で ある ビッ ト が 全く 逆 に な っ て いま す . この パタ ー ン を 基本 
タイ ル と し て 指定 され た 領域 を 埋め れ ば , 細か い 一 松 模 様 に な り ま す が , PC - 
8801MKI の ドッ ト が 大 変 細 か いた め に , その 模様 は ほとんど わ か ら ず , 灰色 の 
よう に 見 える で し ょ う . 

カラ ー モ ー ド で も 白黒 モー ド と 同じ 様 に , 模様 は タイ ルス トリ ング に 対応 する 
ビッ ト パ タ ー ン に よっ て 決定 され ます が , 白黒 モー ド と 異な り 3 文字 で 横 8 ド ッ 
ト が 構成 され ます . スト リン グ 中 の 文字 は 先頭 か ら 青 , 赤 。 緑 の プレ ー ン の ドッ 
ト パ タ ー ン を 決定 し て いき ます . スト リン グ の 長 さ に 余り が あっ た 場合 に は 無視 
され ます が , 3 文字 に 満た な い 場 合 に は “Illegal function call/ (FC Error) エ 
ラー と な り ま す . 

例 ) CHR$(&HAA) +CHR$ (&H55) CHRS$ (0) 

上 例 は 8 メ 1 ド ッ ト の パタ ー ン で 決定 する タイ ルス トリ ング で す 。 緑 の プ レー 
ン の デー タ が 0 で ある た め に , 緑色 は 全く 出 ず , 青 と 赤 の 縦 線 が 交互 に 出る 模様 
と な り ま す . し か し , ドッ ト が 細か いた め に 縦 張 は ほとん ど わ か ら ず , 全体 と し 
て 紫色 の よう に みえ ます . この よう に タイ リン グ の 利用 に より , 基本 8 色 を 混ぜ 
合わ せる こと で 中 間 色 の 表現 が 可能 で す . 

< バッ ク グ ラウ ンド ・ ス トリ ング >〉> は , タイ リン グ を 行う 領域 に 既に 描か れ て い 
る 色 , ある い は タイ ル パ タ ー ン を 指定 し ます . この 情報 は タイ リン グ 実 行 時 の 補 
助 的 な 情報 で 、 バック グラ ウン ド ・ ス トリ ング が 指定 され て いな いと タイ リン グ 
動作 が 中 所 され る こと が あり ます . 省略 され た 場合 に は , COLOR 文 に よっ て 指定 
され た バッ ク グ ラウ ンド カラ ー に 対応 する スト リン グ が 用 いら れ ま す . 

< バッ ク グ ラウ ンド ・ ス トリ ング > は 8 ドッ トメ 1 ドッ ト 分 の 長き (白黒 モー ド 
で 1 文字, カラ ー モ ー ド で 3 文字) が 利用 され , それ を 越え る 分 は 無視 され ます . 
また , < バッ ク グ ラウ ンド ・ ス トリ ング > が 表す ,。 8 ドッ ト の パタ ー ン が 〈 タ イル 
スト リン グ >〉 の 表す パタ ー ン 中 に 3 回 以上 連続 し て 現れ る 場合 に は , “Hegal 
function call? (FC Error) エラ ー と な り ま す . 


注意 : 既に タイ リン グ さ れ て いる 領域 を 異な る パタ ー ン で タイ リン グ し よう と 
する と , 時 間 が か か っ た り , スタ ッ ク を 消費 する た め に Out of Memory? (OM 
Error) エ ラー に な っ た りす る こと が あり ます . タイ リン グ が 途中 で 止ま っ た りす 
る 場合 に は , 中 断 が 生じ た 境界 の パタ ー ン を バッ ク グ ラウ ンド ・ ス トリ ング と し 
て 指定 し た り , 座標 の 指定 を 少し 変え た て や る こと に より 中 断 を 解消 で きま す . 
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の 2 


ー tiling paint 


(BZ mode〉 


DATA 99,Zf,63,55,42」55」 る 3」 フ f 


Z 


Nr 


ノ 


1ine 
1ine 
1ine 
1ine 
1ine 
1ine 
1ine 
1ine 


COLQR 
FOR !=1 TO 8 


NEXT 1 
CIRCLE(329 , 199) ,89 ,Z 
PAINT(326 , 199) ,TILE も 。Z 


0 へ いひ ロロ よ O の ODー 


9s 


89999999 
91111111 
911998911 
91919191 
81991991 
91919191 
1199911 
91111111 


kh99 
&hZf 
&h る 3 
&hS5 
&h4? ヶ 
&hS5 
&h る 3 
&h/Zf 


SCREEN 1。9。1,Z:CLS 3 





READ も iTP= ニ UL "kh "+ 人 も う 
TILE も =TILE ま +CHR ま (TP) 
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PEN ON/OFF/STOP 





機 能 | ライ トペ ン に よる 割り 込み の 許可 , 禁止, 停止 を 設定 する . 
[書式 | 1) PENON 

2) PEN OFF 

3) PEN STQP 





文例 PEN ON 








[解説 | ライ トペ ン が 押さ れ た 時 に 起こ る 割り 込み を 許可 (ON) する か , 禁 
止 (OFF) する か , 停止 (STOP) する か を 設定 し ます . 





1 ) 割り 込み を 許可 し ます . 以後 ライ トペ ン を 押す ご と に 割り 込み を 発生 し 。 
ON PEN GOSUB 文 で 定義 され て いる 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

2 ) 割り 込み を 禁止 し ます . 以後 ライ トペ ン を 押し て も 処理 ルー チン へ の 分 岐 
は 起こ り ま せん . 
) 割り 込み を 停止 し ます . 以後 ライ トペ ン を 押し て も , その こと を 覚え て い 
る だ け で 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し その 後 PEN ON 命 
令 に よっ て 割り 込み が 許可 され る と , 先程 の ライ トペ ン を 押し た こと に よっ 
て 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


注意 : プロ グラ ム 終 了 時 に は PEN OFF を 実行 し て 割り 込み を 禁止 し て お い 
て くだ さい . 


参照 : ON PEN GOSUB, PEN 


ラテ タク ろ 
PEN ON 


PEN OFF 
PEN STQOP 
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POINT 


機 能 Last Referenced Point (LP) を 変更 する . 
[書式 | POINT| (Wx, Wy) 
STEP(x。y) 
「 文 例 | POINT( 一 200, 30) 














[和解 説 | Na。- BASIC は , 常に 最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 座標 を 覚 
えて いま す . この 座標 は , 相対 座標 に より 座標 指定 を 行う 際 の 基点 と な り ま す が 
POINT 文 は この 座標 を 設定 する 働き を し ます . し た が っ て 次 の 例 の 1) と 2) と は 
全く 同じ 意味 を 持つ こと に な り ま す . 

1) LINE(-200 , 30) 一 (100 , 120) , 3 

2) POINT(-200 , 30) 

LINE -STEP(300 , 90) , 3 
STEP を 付け る と 相対 座標 に よる 指定 と な り ま す (1 章 ・ 座 標 の 指定 の 仕方 参 

照 ). 


参照 : LINE 


サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

199 SCREEN 9,9:CLS 3 

119 FOR 1=9 TO Z9 

129 POINT STEP(8,2) 

139 GOSUB %TRIANGLE 

149 NEXT IiEND 

159 X※XTRIANGLE 

129 LINE -STEP(-59 , 59) ,4 
12Z9 LINE -STEP(199,9) ,2 
189 LINE -STEP〈-59 ,-59) , 1 iRETURN 
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POKE 【N 





機能 メモ リ 上 の 指定 番地 へ デー タ を 書き 込む . 


書式 POKE < 番地 >, < 整数 表記 > 
文例 POKE &HFOOO, &HFF 











解説 | 指定 され た メイ ン バ ン ク の メモ リ 上 の 番地 に , 1 バイト (8 ビッ ト ) 
の デー タ を 書き 込み ます . 

< 整数 表記 > は 書き 込ま れる デー タ で 。 0 へ 255 (&H0-&&HFF) の 値 で な けれ 
ば な り ま せん . も し 小数 点 以下 が ある と 整数 化し て か ら 実 行き され ま す . 

< 番地 > は 2 バイ ト の 整数 で , 0 ~65535 (&H0- 層 HEFFFF) の 値 で す . 

但し この 命令 は , 現在 の メモ リ の 内 容 を 書き 換え て し まう た め , 不用 意 に 使う 
と BASIC が 使っ て いる 作業 領域 を 壊し て し まい , 誤動作 の 原因 と な る こと も あ 
り ま す . 使う 時 に は , メモ リマ ッ プ な ど で 使 用 可能 な 領域 か どう か を 確認 し て く 
だ さい . 

POKE 文 の 送 の 働き を する 関数 と し て PEEK 関数 と いう も の も 用 意 さ れ て い 
ます (関数 の PEEK 参照 これら POKE と PEEK は , 効率 的 な デー タ の 格納 や 
機械 語 サ プル ー チ ン と の 引数 の 受け 渡し な ど に 役立ち ます . 





参照 : PEEK 


199 CLEAR ,&HDFFF 

119 “ー- write for memor ツ y 一 一 

129 FOR 人 ADD=&HE999 TO &HE99F 

139 POKE DD, Da iDQ=DR+ 1 

149 NEXT ADD 

159 “-- read for memory ーー 

169 FOR DD=&HE999 TO &HE99F 

1Z9 PRINT RiGHT 欠 ("9"+HEX 欠 て PEEK(ADD) ) ,4) 』 
189 NEXT ADD 


Fun 


9@ 91 92 9@3 @4 95 9 る 9Z 98 92 ga 9@B 9@C 9D 9@E 9F 
0k 
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PRESET 


機能 画面 上 の 任意 の ドッ ト を リセ ッ ト す る . 
[書式 | PRESET| (Wx, Wy) | 〔, < パレ ッ ト 番 号 >〕 
| STEP(x, y) | 
文例 PRESET(100, 100) 


解 ワー ルド 座標 の (Wx, Wy ) で 表 さ れる ドッ ト を リセ ッ ト し ます . 
STEP を 付け た 場合 は 相対 座標 に よる 指定 と な り ま す (1 章 ・ 座 標 の 指定 の 仕方 
参照 ). 

この 命令 は , オプ ショ ン の く < パレット 番号 > を 付け な い 方 が 一 般 的 な 使い 方 で , 
その 場合 , 現在 COLOR 文 に よっ て 設定 され て いる バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で 点 
を 塗り 変え ます . 

パレ ッ ト 番 号 > を 指定 し た 場合 は 。 PSET 文 と 全く 同じ に 機能 し , その パレ ッ 
ト 番 号 の カラ ー で ドッ ト を セッ ト し ます . PRESET は LP を 指定 され た 座標 
(Wx, Wy) に 設定 し ます . 


中 











憶 


参照 : PSET, (1]COLOR 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


199 SCREEN 9,9:iCOLOR ,9iCLS 2 

119 POINT(9,199) 

129 FOR !=9 TO 299 

139 PSET STEP(3,9) ,I MOD 8iNEXT 1I 
149 POINT〈9,199)〉 

159 FOR 1!=9 TO 299 

1 る 9 PRESET STEP〈3。@)〉 

1Z9 NEXT 1 
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PRESET (N 


機能 画面 上 の グラ フィ ッ ク 座 標 (xK, y) の ドッ ト を リセ ッ ト し ます . 
[書式 | PRESET (x, y 〔, < ファ ンク ショ ンコ ー ド )〕) 
文 例 | PRESET(100, 50) 





解 。 説 | PRESET は , < ファ ンク ショ ンコ ー ド >〉 を 指定 し な い の が , 通常 の 
使い 方 で す . 


注意 : PRESET は グラ フィ ックス イッ チ が ON の 状態 で 使用 し て くだ さい . 
参照 : PSET, [1]COLOR,。 CONSOLE 


シッ デル 
プロ グラ ム 
199 CONSOLE 」,,1 
119 PRINT CHR ま (12) 
129 FOR !=9 TO ?29 
139 PSET〈1I ,1,C〉 
149  C=C+ 1 

159  C=C NHQOD 8 

1 る 9 PRESET〈1I,1) 
129 NEXT I 
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PRINT プ LPRINT [N) 





能 ディ スプ レイ また は プリ ンタ に 情報 を 出力 する . 





1) PRINT 〔< 式 > …) 
2) LPRINT (< 式 >…] 
例 | PRINT ヾ ABC 





活 障 
に 3 





説 | 指定 し た 式 の 値 や 文字 列 を 1) は ディ プレ イ 画 面 に 2) は プリ ンタ に 出 
力 し ます . < 式 > が 省略 され て いる 場合 は 改行 の み を 行い ます . 式 の 値 や 文字 列 を 
表示 する 領域 は 。 あら か じ め 各 行 を 14 文 字 毎 に 分 割 し て 定め られ て お り , 区 切り 
記号 に コン マ を 使う と 次 の 領域 の 始め か ら ,. また セミ コロ ン を 使う と 直前 に プリ 
ント し た も の の すぐ 後ろ に 続い て 次 の 値 や 文字 列 が 表示 され ます . 区 切り 記号 と 
し て 空白 ヾ 日 ′ を 用 いた 場合 も セミ コロ ン と 同様 の 働き を し ます . 

< 式 > の 最後 に セミ コロ ン 及 び コ ンマ を 指定 する と 改行 動作 を お こさ ず , その 行 
で 次 の PRINT 文 に よる 出力 を 続行 し ます . 








弄 

















注意 : 変数 と で 囲ま れ た 文字 列 と の 区 切り に 限っ て で” を 省略 
する こと が で き , この と き は セミ コロ ン と 同様 の 働き を し ます . 

数 値 を 表示 し た 場合 その 後ろ に 必ず 空白 が 一 つ 挿 入 さ れ ま す . また , 数 の 前 に 
符号 の た め の 桁 を 確保 し ます . 単 精度 の 数 値 で , 指数 形式 で な く て も 6 桁 以 下 の 
桁 数 で 精度 に 影響 を 及ぼ さ ず 表示 で きる も の は , 実数 形式 で 表示 され ます . 

同様 に 倍 精度 の 数 値 は 16 桁 以下 の 桁 数 で 精度 に 影響 を 及ぼ さ ず 表示 で きる も の 
は , 実数 形式 の 表示 に な り ま す . 

この 命令 の キー ワー ド ヾ PRINT? の 簡略 形 と し て 疑問 符 ( ? ) を 使用 する こと 
が 許さ れ ま す . 

表示 する 文字 列 の 長 さ , 数 値 の 長 さ が 現在 の カー ソル の 位置 より 後方 に と れ な 
い 場 合 (それ を 表示 する と 次 の 行 に わた っ て し まう ) 改行 し て それ を 表示 し ます . 
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NC で CO 10 二天 ape ブ 
・ ヘ < と > 画 プ m ウ た へ 
| 目 記 ーE へ 画 と ご に K に ぐい へ いら 
< ンコ ゴネ ーーmm て た NDCO の 
+ ィ = ニー と ラン デ ン mm コ で か けけ ロ 宰 
ONM つ Nm フロ ロー っ 人 
へ ひい ーー と ニー スー Fr で 選 へ 玩 
ン QO エ ベベ エ と x<ー と で せ っ 宣 
ヽ 、 い NO の O マ の 3 回 NrKIRN 了 玲 


の 0 し つて > うっ 還 一 中 玉 中 四 陣 で 





PRINT CHR を も (IT%※16+J) 』SPC( 2) 


め 
の ご 
べ の 山 つ ゅ っ コ っ 還 | ・ に トロ 活 蛍 
ウロ ヒ 
ビ 下さ 避 ヒ ゼン 還 | レロ ーー モロ 
トコ 
NN つ 
上 つ 本 生 の 〇 の UM 目 一 っ 愉 中 本 抵 
ミ マ メ ロビ 
NN OCL ピ X ら gs QNm レ nr ョ ーー 上 で ホス 革 邊 
IN OL ロロ グン 
SN し テロ 
NN ー つ ご て G% け 1H ト 上 ト sm 中 コ 革 多 
ロ eS ヨコ 
FSN SGS ご QNO きり つ た コ 
ーーー マ ーーー と 9 ロ ロ 1] 1 私 呈 昌 ロワ 
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PRINT # [NI 


能 シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 出力 する . 
PRINT# < ファ イル 番号 >, 〔< 式 > …〕 
例 PRINT#2, A, B, C 


注 | 只 | 蘭 
貞 








[解説 | < ファ イル 番号 > は , その シー ケン シャ ルフ ァイル が 出力 モー ド と し 
て オー プン され た と き に 指定 され た 番号 で す . 

但し ,N - BASIC で は , < ファ イル 番号 > に 一 1 を 指定 し た 場合 に は , カセ ッ ト 
へ の 出力 と な り ま す . 

< 式 > は ファ イル に 書き 込ま れる 数 値 式 また は 文字 式 で す . 

PRINT# 文 は デー タ の 圧縮 を 行わ ず , PRINT 文 で 画面 へ 出力 する も の と 全く 
同じ も の を 出力 し ます . で すか ら こ れ ら の デー タ が ディ スク か ら 正 し く 入 力 で き 
る よう に , ディ スク に 書き 込ま れ た デー タ は 適切 に 区 切ら れる よう 注意 し て くだ 
さい . 

< 式 > の リス ト の 中 の 数 値 式 は セミ コロ ン で 区 切る よう に し て くだ さい . 例 えば , 

PRINT#1 AiB:C:X:Y:Z 

(も し 区 切り 記号 に コン マ を 使う と プリ ント 領域 の 間 に 挿入 され る 余分 な 空 
白 も ディ スク に 書き 込ん で し まい ます .) 

リス ト の 中 の 文字 表記 も セミ コロ ン で 区 切っ て くだ さい . ディ スク 上 に 文字 表 
記 を 正しく 書き 込む た め に は , < 式 > の リス ト の 中 に 独立 し た 区 切り 記号 を 入れ て 
くだ さい . 

例 を あげ る と , A$= ニ YCAMERAY そし て , B$= バ 93604 一 1? の と き の 次 の 文 , 

PRINT#1, A$ : B$ 
は ディ スク に CAMERA93604 一 1 と 書き 込み ます . これ は 区 切り 記号 が あり ませ 
ん か ら 2 つの 別 の 文字 列 と し て 入力 する こと は で きま せん . この 問題 を 解決 する 
に は , 次 の よう に PRINT# 文 中 に 独立 に 区 切り 記号 を 入れ て くだ さい . 
PRINT#1,。 A$ : ヾ 。/: BS 
これ に よっ て ディ スク に 書き 込ま れる イメ ー ジ は , 
CAMERA, 93604-1 
と な り , 2 つの 文字 変数 と し て 読み 込む こと が で きま す . 

も し 文字 列 そ れ 自 身 が デー タ と し て コン マ , セミ コロン, 意味 の ある は じ め の 
空白 ,。 キ ャ リッ ジリ ター ン , また は ライ ン フ ィ ー ド な ど を 含む 場合 は 。 別 の 引用 
符 , CHR$(34) に よっ て 囲ん で ディ スク に 書い て くだ さい . 
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例 を あげ る と , A$=\CAMERA, AUTOMATIC/ ま た, B$= ヽ 93604 一 
1” の と き , 次 の 文 , 
PRINT#1、 A$ : B$ 
は 次 の よう な イメ ー ジ を ディ スク に 書き ます . 
CAMERA, AUTOMATIC 936041 
そし て 次 の 文 
INPUT #1, A$, B$ 
は , CAMERA? を A$ に 。 そし て AUTOMATIC 93604 一 1? を B$ に 読み 込み 
ます . これ ら の 文字 列 を ディ スク 上 で 正しく 分 割 す る に は , CHR$(34) に より 引 
用 符 を ディ スク に 書き 込ん で 下さ い . 次 の 文 , 
PRINT #1, CHRS$(34) : A$ : CHRS$(34) : CHR$(34) : B$ : CHR$ (34) 
は 次 の 内 容 を ディ スク に 書き 込み ます . 
CAMERA, 昌 AUTOMATIC* ヾ 93604 一 1? 
する と 次 の 文 , 
INPUT #1, A$, B$ 
は CAMERA, AUTOMATICY を A$ に , ヾ 93604 一 1? を B$ に 読み 込 
み ま す . 
PRINT# 文 は , USING と 共に 使っ て ディ スク ファ イル の フォ ー マ ッ ト を 制御 
する こと が で きま す . 
Nas- BASIC で は , WRITE# 文 を 使用 する と 適切 に デー タ が 区 切ら れ て 書き 込 
まれ ます . 
































































































































参照 : WRITE#& PRINT# USING、INPUT# 


ンプ ル 


199 “-- sequential data rite - 一 
119 < 

129 OPEN "stest。.dat" FOR OUTPUT AS 昌 1 
139 PRINT 1』DATE も 9 “TIME も 

149 ※DaATAARITE 

159 INPUT "ヒン メイ リョ N 人 も 

129 IF NA$="end" THEN ※EXIT1 

179 INPUT "カカ カク" ョ PLC 

189 INPUT "コス タウ" ョ N ン 

1 ヶ 9 PRINT 1JNA あ 7 "PLCN ン 

299 GOTO ※DATAMRITE 

219 ※EXIT1 

229 PRINTiCLOSE 

239 “-- sequential data read 一 一 
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246 TOTAL=9 

259 OPEN "stest.dat" FOR INPUT AS #1 
229 INPUT 間 1,D 人 も 」T1 

226 PRINT "上 サク | "DA も "シリ カン 1 9T1 
289 PRINT 

2 の 9 X※DATAREAD 

369 IF EOF(1) THEN X※EXIT2 

316 INPUT 昔 1』NA$」PLC」NZ 

326 SUM=PLCXN 

336 PRINT NA$jTAB19) jiPLCi"%" NZ = リョ SU 
346 TOTAL=TOTAL+SUN 

359 GOTO ※DATAREAD 

369 ※EXIT2 

32Z6 PRINT:PRINT "TOTAL ="jTOTAL 

389 END 


Fun 

ヒン メイ ? オ コ メ 
カカ カク? 2599 
コス 9 ウ ? 1 

ヒン メイ ? ラー アン 
カカ ク ? 65 
コス ウ ? 5 

ヒン アイ ? キー ュー ニク 
カカ ク ? 899 

コ ズ ウ ? 2 

ヒン メイ ? end 


ヒ ツ " ク ケー 』 81/91/9 1 シト カン 』 12j:52i39 
オ コ メ 2599 ※X 1 = 2599 

ラー メン 65 %X 5 = 325 

ュー ニク B99 ※ 2 = 1399 


TOTAL = 4425 
0K 


クー19 


PRINT% NN 








機 RS-232C 通信 ポー ト の 入出 力 バ ッ フ ァ に デー タ を 出力 し ます . 
書 PRINT 96 く ポ ー ト 番号 >, 〔< 式 >……]〕 

文例 PRINT 961, A, B 

解説 < ポー ト 番 号 > で 指定 され た RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入出 力 バ ッ フ ァ 
に デー タ を 出力 し ます 。 使い 方 は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク へ 出力 する PRINT キ と 同 
で です 。 

< ポー ト 番 号 > は 本 体内 蔵 の RS-232C イン タフ ェ ー ス を 使用 する 場合 に 1 を 指定 
し ます . 





由 | 誤 




















参照 : INPUT% , INIT% 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 





18B ーー RSG-232 じ ビー ロ OF 上 ntt ーー 

119 ^suuitch to R ミ -ESZC chsnnel 

1EH HUT HB 」HEG ロ R (&HF 占 NND PEEK(LHEA33) ) 
1SH_ PURE HEGG1 ikHSSiFIEE HB 」kH ア F 
14 HLT HE き ,4 

1 LT 抽 HE, 技 HFF 

1SH TNIT 21 鐘 HF 折 AH ヨ ア 

1Z6 LIFE INFLUT "messse テ リュ 

189 IF 台 委 ="gnd" THEN HLT 叶 HE さ END 
1 FRINMT 1, 哲 手 

dd UTU 1Z 
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PRINT USING ン LPRINT USING 【N 











機能 文字 列 , 数 値 を 指定 し た 書式 で 出力 する . 

書式 | PRINT | USING < 書式 制御 文字 列 > : < 式 >〔| j | < 式 >…〕【|:|) 
LPRINT ・ 

文 例 | PRINT USING い 閣 克 も ./:A B 

解説 | < 書式 制御 文字 列 > に よっ て 後に 続く < 式 > の 出力 され る 領域 や 書式 


を 決定 し ます . 
但し ,~_” と ^@” の 2 つの 機能 は N - BASIC に は あり ませ ん . 


文字 変数 や 文字 列 の 書式 制御 

@ 1 …… 与え られ た 文字 変数 や 文字 定数 の 最初 の 1 文字 だ け 出 力 し ます . 

@ 層 <n 個 の 口 (空白 )> 和 を …… 与 えら れ た 文字 変数 や 文字 定数 の 先頭 か ら (n 十 
2 ) 文字 の 文字 列 を 出力 し ます . 与え られ た 文字 列 が (n 十 2) 文字 より も 長 
い 場 合 は , 余分 な 文字 は 無視 され , 短い 場合 に は , 文字 列 は 左 づ め に 出力 され , 
残っ た 部 分 に は 空白 が 出力 され ます . 

@ @…… 文 字 列 の 代入 に 使い ます . 複数 個 指定 し た 場合 。 1 つの ^@? に 対し て 
< 式 > 中 の 1 つの 文字 列 が , 代入 ・ 出 力 さ れ ま す . ヾ @? の 数 が 文字 列 の 個数 よ 
り 多い 場合 残り の ヾ @*” は 無視 され ます . 


数 値 の 書式 制御 

@#…- 数 値 を 出力 する 桁 数 を 指定 し ます . 指定 し た 桁 数 より 数 値 の 桁 数 が 小さ い 
と き に は , 右 づ めで 出力 され ます . 

@。…… 小数 点 の 位置 を 指定 し ます . 小数 点 以下 の 部 分 で 冗長 と な る 桁 に は 0 が 
出力 され ます . 

@ 二 ……< 書 式 制御 文字 列 > の 最初 また は 最後 に 付け た 場合 数値 の 符号 が それ ぞ 
れ 前 また は 後に 出力 され ます . 2 個 以上 の ヾ +? を 並べ た 場合 に は , 余分 は 後 
述 の 制御 文字 以外 の 文字 と 同じ 扱い に こ な り ま す . 

@ 一 … バ 書式 制御 文字 列 > の 最後 に 付け た 場合 数 値 が 負 の 数 の 時 に 数 値 の 後ろ 
に バー/ が 出力 され ます . 前 に 付け た り , 2 個 以上 並べ た 場合 に は 後述 の 制御 
文字 以外 の 文字 と 同じ 扱い に な り ま す . 

@ * ネー……< 書 式 制御 文字 列 > の 先頭 に つけ た 場合 , 数 値 領域 の 左側 に 空白 部 分 が 
で きた と き , そこ を ^*” で 埋め て 出力 し ます . この ^**” は 2 桁 分 の 領域 
を 確保 し ます . 
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@ \……< 書 式 制御 文字 列 > の 先頭 に つけ た 場合 出力 され る 数 値 の 直前 に ` 壮 ? 
を 出力 し ます . ^ 壮 壮 ? は 2 桁 分 の 領域 を 確保 し ます が , この うち 1 桁 分 は ^ ぎ ? 
の 出力 領域 と し て 使わ れ ま す . 後述 の 指数 形式 の 書式 指定 を 行っ た 場合 に は , 
正しく 出力 され な い 事 が あり ます . 

@ * ネ * ネ …… バ < 書式 制御 文字 列 > の 先頭 に つけ た 場合 , 上 記 の 2 つ (** と 王 壮 ) 
の 両方 の 機能 と な り ま す . ` ヾ ** 壮 ? は 3 桁 分 の 領域 を 確保 し ます が , この うち 
1 桁 分 は ^ 壮 ” の 出力 領域 と し て 使わ れ ま す . 

@。 …… 桁 数 指定 の ヾ の 並び の 中 に お いた 場合 数値 の 整数 部 が 3 桁 毎 に ヾ ,? 
で 区 切ら れ て 出力 され ます . 但し , 上 記 の ^.” より 右側 に お いた 場合 は , 数 値 
の 最後 に ヾ ,” が 出力 され , 3 桁 毎 の 区 切り は 行わ れ ま せん . 

@ 八 八 八 人 人 …… 桁 数 指定 の \# の 後に 付け た 場合 数値 は 指数 形式 で 出力 され ま 
す . 

@  …… 上 記 の 制御 文字 1 文字 を 単に 文字 と し て 表示 する た め に 使用 し ます . 
ヽ / に 続く 1 文字 は 常に 書式 制御 機能 を 持た な い 文 字 と し て 出力 され ます . 


制御 文字 以外 の 文字 
以上 の 制御 文字 以外 の 文字 ( 英 数 字 , カナ , グラ フィ ッ ク 記 号 等 ) を 置い た 場 
合 , 数 値 の 前 や 後ろ る に その キャ ラク タ が 出力 され ます . 


数 値 の 領域 を こえ た 場合 
指定 し た 数 値 領 域 よ り 数 値 の 桁 数 が 大 きい 場合 数 値 の 直前 に ^%” が 出力 さ 
れ ま す .。 数 値 の 丸め が 領域 より 大 きく な る 原因 と な っ た 場合 も , 丸め た 数 値 の 前 
に ^%” が 出力 され ます . 


Fun 


1@8@_ PRINT USING "PPNEC PC-886 1MK2" N 

119 PRINT USING 『k "jj『NEC PC-888 1MK2" | NEC PC-88 
12d PRINT USING " 拉 拓 持 持 圭 "』123.45 る 123 

13g PRINT USING " 拉 拉 拉 拉 寺村 』 ョ 123.456 123.5 

149 PRINT USING 『"+ 拓 持寺 寺村! 』123.956 + 123.5 

159 PRINT USING 「 料 半 杜 拉 拉 。 持 リョ ュー123.456 123 .5ー 

1 る _ PRINT USING "※※ 拉 幸村 。 持 "』123。S る 128, 呈 

1Z9 PRINT USING " \ 杜 盾 杜 。 柏 り 』123、95 る \ 123。5 

18@ PRINT _ USING !※※\ 村 持 。 持 "j123.45 る X※\ 123.5 

1 の d PRINT USING " 杜 折 欄 社 拍 。。 福 りり 』1234.5 る 1 . 234 る 

296 PRINT USING 『 持寺 持 幸 持 。。 寺 の ュ 1234 。5 る 12345. る EーB 1 
219 PRINT USING 「 \\ 拉 持 拉 ニー" 』123. す 456 \ 123。 一 

229 PRINT USING " 拓 持 持寺 圭 『』123456! 12345 る 

239 PRINT USING "This is a @B。"j"pen" This is a Den・ 
249 END OK 
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PRINT # USING Ng』[N) (NN で は ティ スク の み ) 


機 能 | 文字 列 , 数 値 を 指定 し た 書式 で ファ イル に 出力 する . 
書式 | PRINT#< フ ァイル 番号 >, USING < 書式 制御 文字 列 > : < 式 〉 


| の っ 


文 例 | PRINT#2, USING い 剥 / : A 











解 計 < ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル に 対し て , 文字 列 や 数 値 を 書 


式 指定 し て 出力 し ます . 
PRINT# USING は 。 そ の 対象 が ファ イル で ある こと を 除け ば PRINT 


USING と 全く 同じ で す . 


参照 : PRINT USING, PRINT # OPEN 





ラマ ク ろ を 
199 OPEN "stest。dat" FOR QUTPUT 全 S 1 
118 FOR 1=9 TO 19 

129 PRINT 則 1。USING 『" 料 料 料 幸 リョ 1 エグ 2 

139 NEXT I 

149 END 
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PSET Nm 





画面 上 の 任意 の ドッ ト を セッ ト す る . 
抽 (Wx, Wy) | [, < パレ ッ ト 番 号 >〕 
STEP(x, y) 
例 PSET(100, 100), 4 








洗 。 職 | 障 
に に 











解説 | ワー ルド 座標 の (Wx, Wy) の 位置 に ドッ ト を セッ ト し ます . STEP 
を 付け る と 相対 座標 に よる 指定 と な り ま す (1 章 ・ 座 標 の 指定 の 仕方 参照 )、 
カラ ー は <〈 パ レット 番号 > に よっ て 指定 し , も し 省略 され た 場合 は 。 現在 の フ 








1 


PSET は LP を 指定 され た 座標 (Wx, Wy ) に 設定 し ます . 


参照 : [1JCOLOR、PRESET 


サン プル 
プロ グラ ム 

199 SCREEN 9,9:CLS 2 
119 COLOR 」」,4 

129 PSET(199,199) 

139 

149 POINT〈159 , 199) 

159 FQR 1=9 TO Z 

1 る 9 PSET STEPK 19 ,。9) , 1 
1279 NEXT 1i 
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PSET  [N 





能 画面 上 の 任意 の ドッ ト を セッ ト す る . 
PSET(x。y [, フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド 〕) 
例 PSET(100, 50, 7) 


注 | 障 | 障 
3 








解説 | 画面 上 の グラ フィ ッ ク 座 標 (x。y) に ドッ ト を セッ ト し ます . 

オプ ショ ン の < ファ ンク ショ ンコ ー ド > は COLOR(N - BASIC) 文 に 用 いる 場 
合 と 同じ で 。 カラ ー モ ー ド の 時 は 色 を 指定 する こと が で き , 白黒 モー ド の 時 は リ 
バー ス な どの 機能 を 指定 する こと が で きま す . 


注意 : PSET は グラ フィ ックス イッ チ が ON に な っ て いる 状態 で 使用 し て く 
だ さい . 


参照 : PRESET, COLORIN, CONSOLE 


タク る 

189 CONSOLE ,,,1 
119 PRINT CHR を (12) 
126 FOR 1=9 TO ?%9 
139 PSET〈I,1,C) 


149  C= ニ C+ 1 
159  C=C NHOD 8 
1 る 9 NEXT 1 
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PUT [N] (NN で は ティ スク の み ) 


機能 バッ ファ 中 の デー タ を ファ イル に 書き 出す . 
書式 PUT 〔 級 < フ ァイル 番号 > 〔, < 数 >〕 
文例 PUT #3, 5 











解説 | < ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル に 対応 する バッ ファ の 内 容 を 
書き 出し ます . PUT は , 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル で ある か どう か 
で , その 動作 が 異な り ま す . 

く < ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル の 場合 に は , PUT 
は , ラン ダム ファ イル へ の 書き 込み と し て 働き ます . 指定 され た ファ イル は , ラ 
ンダ ム フ ァ イル の モー ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . < 数 > は ファ イ 
ル の レコ ー ド 番号 と し て 解釈 され , バ ッ フ ァ 中 の デー タ 256 バ イト が 指定 され た レ 
コー ド に 書き 込ま れ ま す . レコ ー ド 番号 が 省略 され た 場合 に は , 直前 に 行わ れ た , 
GET, PUT で 参照 され た レコ ー ド の 次 の レコ ー ド に 書き 込ま れ ま す . 

< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル で な い 場 合 に は , 
PUT は , バッ ファ 中 の デー タ を 指定 され た ファ イル に 対し て 出力 する 働き を し 
ます . この 時 , 指定 され た ファ イル は 出力 モー ド で オー プン され て いな けれ ば な 
り ま せん . < 数 > は バッ ファ か ら , ファ イル に 対し て 書き 出す 文字 数 を 意味 し , 0 
か ら 255 ま で の 値 で 指定 し ます . < 数 > が 省略 され た 時 , 及び 0 が 指定 され た 時 に 
は , 256 文 字 を 書き 出し ます . 

な お 書き 出す デー タ は 予め FIELD, LSET ン RSET に より 準備 し て お か ね ば な 
り ま せん . 

N - BASIC で は , PUT は ディ スク の ラン ダム アク セス ・ フ ァイル の み に 用 いる 
こと が で きま す . 





参照 : OPEN, FIELD,。 GET, LSET RSET 
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サン プル 
プロ グラ ム 

199 “-- random data write 一 一 

119 QPEN "1idata1" 人 QS 草 1 

129 FIELD 拉 1.39 人 QS Q も ,20 人 QS B$,59 AS C ま 
139 XENTRY 

149 LINE INPUT "NAME?" NAM も 

15@9 IF NAM を ="end" THEN ※EXIT 

1 る 9 LINE INPUT "TEL2" TEL も 

129 LINE INPUT "ADDRESS?" jaDR ま 

189 LSET 人 も =NAN も 

1 ヶ 29 LSET B$=TEL も を 

299 LSET C$=ADR も 

219 PUT #1 

229 GOTO %※ENTRY 

239 X※EXIT 

249 CLOSE 


Fun 

NANTE 2? ネ ノシ タ 

TEL?99-945-6Z53 

人 DDRESS 2 オオサカ フ オオ サカ シ 1-4?ー5 
NATE ? ア オキ 

TEL?99-965-8Z34 

仙 DDRESS? ト ウネ キョ ウト シン シド ュ ク ク 3ー8- る 6 
NAME? オ オタ 

TEL?99-98Z-5 る 1 

仙 DDRESS8? ト ウキ ョ ウト シフ ヤク 3ー19-Z 
NAME?end 

0K 
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Ng 


で 
己 
コ 
で ) 








[ 機 能 | グラ フィ ッ ク バ パターン や 漢字 を 画面 に 表示 する . 
書式 1) PUT〔@〕 (Sx, Sy), < 配列 変数 名 〉 (< 要素 ナン バー>〕 〔 ,〈 条 件 >〕 
[ , < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>)〕 
2) PUT 〔@] (Sx, Sy), KANJI (< 漢字 コー ド >), 〔 , < 条件 >〕 
〔, < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>)〕 
[ 文 例 | 1) PUTQ00, 100), G%, PSET 
2) PUT(0, 0), KANJI(12321) 


1 ) GET@ 命 令 に よっ て 配列 に 読み 込ま れ た グラ フィ ッ ク パ ター ン を 画面 上 
の 任意 の 位置 に 表示 し ます . 
座標 (Sx。 Sy) は GET@ の 場合 と 同様 で 、 ワー ルド 座標 で は な く ス クリ ー ン 座 
標 で 指定 し ます . また この 命令 を 実行 する と LP は (Sx, Sy) に 移動 され ます . 
< 配列 変数 名 > は 表示 し た い グ ラフ ィ ッ ク パ ター ン が 格納 され て いる 配列 名 で あ 
り , < 要素 ナン バー> は 配列 内 の どこ か ら デ ー タ を 取り 始め る か の 指定 で す . < 要 
素 ナ ン バ ー> が 省略 され た 場合 は , 配列 の 最初 か ら 取 り 始 め ま す . これ ら の 指定 
は , GET@ 命 令 で 使っ た も の と 同じ も の を 指定 し ます . 
< 条件 > と は , グラ フィ ッ ク パ ター ン を 画面 に 表示 する 際 , いろ いろ な 機能 を 指 
定 で きる も の で , 次 下 の も の が 用 意 き れ て いま す . 
PSET 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を その まま 表示 し ます . 
PRESET 白黒 モー ド の 場合 は 配列 内 の パタ ー ン を リバ ー ス し て 表示 し ま 
す . カラ ー モ ー ド の 場合 は 各 ド ッ ト の パレ ッ ト 番 号 を , 7 一 (その 
ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 ) と し て 表示 し ます . 
OR 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン と , 既に ある 画面 上 の グラ フィ ッ 
ク パ ター ン を 1 ビッ ト (ドッ ト ) ご と に OR (論理 和 ) し , その 結 
果 を 画面 に 表示 し ます . 


AND 配列 内 の パタ ー ン と 画面 上 の パタ ー ン を ビッ ト ご と に AND ( 論 
理 積 ) し , その 結果 を 画面 上 に 表示 し ます . 
XOR 配列 内 の パタ ー ン と 画面 上 の パタ ー ン を ビッ ト ご と に XOR ( 排 


他 的 論理 和 ) し , その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 
※ こ れ ら の < 条件 > は 画面 モー ド に よっ て 演算 の 対象 が 違い ます . 白黒 モー ド 
の 場合 , ドッ ト が ある か な いか (1 ビッ ト ) を 対象 と し , カラ ー モ ー ド の 場 
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合 各 パ レッ ト 番 号 (0 て 7 : 3 ビット ) を 対象 と し ます . 
例 ) (パレ ッ ト 3) AND (パレ ッ ト 6) 一 (パレ ッ ト 2) 

も し < 条件 > が 省略 され た 場合 は XOR と みな され ます . 

最後 の < フォ アグ ラウ ンド カラ ー〉>,。 < バック グラ ウン ドカ ラー> は , 白黒 モー 
ド の 時 に 読み 込ん だ パタ ー ン を カラ ー モ ー ド に お いて 表示 する 時 に の み 有 効 な オ 
プシ ョ ン パ ラメ ー タ で す . この 2 つの パラ メー タ は 両方 と も 指定 する か , 両方 と 
も 指定 し な いか の どちら か し か 許さ れ ま せん . 

く < く フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー> は , 白黒 モー ド で 読み 込ん だ 際 に 白 で あっ た ドッ ト 
に 対し て の 色 指 定 で 。 これ を カラ ー モ ー ド に お いて 実行 する と 任意 の 色 に 変え る 
こと が で きま す . < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー> は 同様 に 黒 で あっ た ドッ ト に 対し て 
の 色 指定 で す . これ ら は 共に 0 か ら 7 の パレ ッ ド 番号 に よっ て 指定 し ます . 


注意 : GET@ と PUT@ 命 令 は 上 記し た く < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>, < バッ ク グ 
ラウ ンド カラ ー> を 指定 し て 白黒 モー ド で 読み 込ん だ パタ ー ン を カラ ー モ ー ド で 
表示 する 用 途 の 他 は , 原則 と し て 同一 画面 モー ド で 使用 する よう に し て くだ さい . 


2 ) < 漢字 コー ド > で 指定 され た 漢字 また は 非 漢字 を 画面 に 表示 し ます . 

使用 で きる 文字 は , JIS 第 1 水準 の 漢字 2965 文字 と 非 漢字 700| 文 字 で す . ユー ザ 
ー は これ ら の 中 か ちら 任意 の 文字 を < 漢字 コー ド > (ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 参照 ) に よ 
っ て 指定 し , 画面 上 に 日 本 語 の 文章 を 作成 する こと が で きま す . 

1 ) の PUT 文 で は ユー ザー が GET 文 に よっ て 配列 に 読み 込ん だ パタ ー ン を 
画面 に 表示 し ます が , 漢字 の PUT 文 で は 配列 内 の デー タ に あたる も の が , あ ら か 
じ め 用 意 さ きれ て いま す . この こと を 除け ば , その 使い 方 及び 機能 は 1 ) の 場合 と ほ 
ぼ 同 様 で す . 但し , 漢字 パタ ー ン は 原則 と し て 縦 16 ド ッ ト , 横 16 ド ッ ト の 大 き さ 
と 決め られ て いま す (8X8 , 16 ベ 8 の も の も ある 。 ユ ー ザ ー ス ・ マ ニュ アル 参 
照 ). また 漢字 パタ ー ン は 白黒 モー ド で GET し た 場合 と 同じ 形 で 格納 され て いま 
すか ら , カラ ー モ ー ド に お いて < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>, く < バッ ク グ ラウ ンド 
カラ ー> で 指定 し て カラ ー 表 示さ せる こと も 可能 で す . 


注意 : 1 つの PUT 文字 で は 1 つの 漢字 し か 表示 する こと が で きま せん . 


参照 : CET@ 
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テ ロッ を 

199 SCREEN @,@iCLS 3 

119 XD=4 :YD=29 

129 BYTE=(〈XD+ フ Z) \8) XYDX3+4 

139 FACT=BYTE\2+ 1 

149 DIN 6GZ(FaCT) 

159 < 

1 る 9 LINE(9,9) -STEP〈XD- 1,YD-1) 。1,.B 
1Z9 CIRCLE(XD/2- 1 。YD ノ 2-1) 。YD/2 , 4 
189 GET(@,9〉) -STEPXD- 1 ,。YD-1) ,6 ン 
129 ^ 

299 FOR X=9@ TO 599 STEP 199@ 

219 PUT(X。199) ,GZsNEXT 





199 “-- KanJi pFint 一 一 

119 DAQTA 42Ze,3a23,344 1 ,3bZa ,244e 
129 DATA 2546 る ,253? , 2548 , 4346,212 ぁ 
139 < 

149 SCREEN 9,9:iCLS 3 

159 X=159 

129 FOR !=1 TO 19 

12Z9 READ 人 Q$:KCODE=UAL( "kh" + 谷 争う 
189 PUT〈X,89) 。KANJI(KCODE) ,PSET ,Z 8 
1 の 9  X=X+35 

299 NEXT 1I 


Mi 結 


上 


字 の テスト 
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PUT@  [N 





機 能 | GET@ 文 で 配列 へ 読み こん だ キャ ラク タ や ドッ トグラフ ィ ッ クス 
を 画面 の 任意 の 位置 へ 表示 させ ます . 

書式 | 1) PUT@(X」, Y,) 一 (Xz, Y。), < 配列 名 >, < 条件 > 
2) PUT@A (X,, Yi) 一 (X。。Y。), < 配列 名 > 

文 例 PUT@ (50, 50) 一 (100, 80), A% 

解説 








1) GET@ 文 で キャ ラク タ と し て 配列 ヘ セ ー プ し た も の を 表示 させ る 場合 水平 
位置 メ ,。X。 は 0 から (1 行 の 桁 数 ) 一 1 まで 。 垂直 位置 Y,。 Y。 は 0 か ら (画面 
の 行 数 ) 一 1 まで の 値 を と り ま す . そし て < 条件 > に は 色 や ブリ ンク な ど を 指定 す 
る た め の < ファ ンク ショ ンコ ー ド > を 置く こと が で きま す . 

GET@ 文 で ドッ トグラフ ィ ッ クス と し て 配列 ヘ セ ー ブ し た も の を 表示 させ る 
場合 の X」, X。 は 0 か ら (1 行 の 桁 数 ) * 2 一 1 まで の 値 。Y」, Y。 は 0 か ら ( 画 
面 の 行 数 ) * 4 一 1 まで の 値 を と り ま す . そし て < 条件 > に は PSET, RESET。 
OR, AND, NOT, XOR の いずれ か を 指定 し な けれ ば な り ま せん . 

GET@A で セー ブ し た 配列 を A の 付か な いこ の 書式 で 表示 させ る こと は で き 
ませ ん . 

2) GET@ 文 の 2) の 方 法 で セー ブ プ し た も の を 表示 させ る . 

水平 位置 X,。X。 は 0 か ら (1 行 の 桁 数 ) 一 1 まで の 値 , 垂直 位置 YJ,Y。 は 0 か 
ら (画面 の 行 数 ) 一 1 まで の 値 を と り ま す . 色 な ども セー ブ し た 時 点 の も の を 自動 
的 に 与え ます. 

GET@ 文 の 1) で セー プ し た も の を この 書式 で 表示 する こと は で きま せん . 


参照 : [NNGET@ 
サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


199 DINM 6 シン (199〉 

116 LINE〈9,9) -〈19,19) ,PSET ,BF 

129 GETG(9,9) -〈19,19) ,GZ,G 

136 PUT@〈199,59) -( 116, る 9) ,6Z,PSET 
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RANDOMIZE 





機 能 | 新しい 乱数 系 列 を 設定 する . 
書式 | RANDOMIZE (< 式 >〕 
文 例 | RANDOMIZE 














[解説 | 新しい 乱数 の 種 (Seed) を 与え る こと に よっ て 乱数 系 列 を 変更 し ま 
す . 乱数 の seed は < 式 > に よっ て 一 32768 か ら 32767 の 間 で 与え ます . も し 省略 き 
れ た 場合 , メッ セー ジ が 出力 され て , seed を 要求 し て きま す . 

この 場合 も < 式 > と 同じ 範囲 の 値 を 入力 し な けれ ば な り ま せん . も し この 範囲 
を 越え る と `Overflow? (OV Error) エラ ー と な り ま す 。. 





参照 : RND 
タク ろ 


199 GOSUB ※RNDSUB 

119 CLEAR:iGHSUB _%※RNDSUE 

129 RaNDOhI ZE 

13@ GSUIB XRNDSUB 

149 END 

159 %※XRNDSUB*-- Frnd number print 
129 FOR !=9 TO ヶ 

179 PRINT INTCRNDX 19) ョ 』 

189 NEXT IiPRINT 

1?0_ RETURN 


天 ) < 作 8 誠人 。 ば 
交 。 きき 王寺 
Random number seed 
9 2 4 ? 6 5 

ロ k 


to 3226 る 2) 2 る 53 


DD へ トム 
1 
リリ 
NO の の 
っ J 
上 
ひい OO の ⑦ 
QNO や で 
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READ [N 








機能 DATA 文 よ り 値 を 読み , 変数 に 割り 当て る . 
READ < 変数 リス ト > 
文例 READ K, M, S$ 
説 | READ 文 は いつ で も DATA 文 と 組み 合わ せ て 使わ な けれ ば な り ま 








せん . READ 文 は DATA 文 の デー タ を 1 対 1 対応 の 方 法 で 変数 に 割り あて て い 
きま す . READ 文 の 変数 は 数 値 変数 で も 文字 変数 で も か まい ませ ん . し か し 読み 
出さ れ た 値 と 変数 の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . も し , 型 が 一 致し な い 
場合 に は , Syntax error” (SN Error) が 起こ り ま す . 

1 つの READ 文 が 1 つま た は それ 以上 の DATA 文 を 参照 し た り (複数 の 場合 
は 順番 に 参照 され ます ), また いく つか の READ 文 が 1 つの DATA 文 を 参照 す 
る こと が で きま す . も し < 変数 の リス ト > の 変数 の 数 が DATA 文 の デー タ の 個数 
を 越え て し まっ た 場合 は 。 “Out of DATA* (OD Error) の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 
表示 され ます . 指定 され た 変数 が DATA 文 の デー タ の 個数 より も 少な い 場 合 に 
は , その 次 の READ 文 が 読ま れ な か っ た デー タ か ら 読 み 始 め ま す . も し それ 以上 
READ 文 が な い 場 合 に は , 余分 の デー タ は 無視 され ます . 

始め か ら DATA 文 を 読み な お す に は , RESTORE 文 を 使い ます . 


参照 : RESTORE, DATA 


サ ンプ ル 


1@9 FQR 1I=@ TO 19 

119 READ 

129 PRINT ai 

139 NEXT I 

149 READ Q 多 :PRINT 

159 END 

14@ DATA 10, の,8」Z, る 6)5」4,3。2。1。9」Fire ! 


FuUD 


18 ? 8 Z る 5 4 3 2 1 9@ Fire ! 
0K 
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REM 【N 


機能 プロ グラ ム に 注釈 を 入れ る . 
[書式 | REM(< 注 釈 文 :] 
文例 | "REMTESTPROGRAM 

* TESTPROGAM 


央 














説 | REM 文 は 非 実 行文 で も やり, プロ グラ ム の 実行 に 影響 を 与 を ザコ メ 
ント 行 と する こと が で きま す . リス ト を 取る と 入力 し た 内 容 が その まま 出力 され 
ます . 但し , REM 文 は GOTO 文 , GOSUB 文 の 飛 先 と し て 使う こと は 可能 で す . 

REM 文 で は キー ワー ド “REM の 代わ り に アポ スト ロフ ィ (') を 使う こと が 


で きま す . REM 文 の 行 は コロ ン で 区 切っ て 他 の 文 を 続け る こと は で きま せん . 


189 / REN ト | ステ ー ト メン ト ニニ ヨウ ゅ テ 
119 2 2 ログ の リラ 2 プ ナカ ニ 

129 / コメ ント カカ" カフ マズ 。 

139 ^ 

1498 ^ REI4 In コノ レイ ノ ヨウ ニ 
159 / リリ テ ド ーー グイ ヨ ウ テキ マズ 。 
129 END 


2 一 134 


REMOVE (ディ スク ) [N 


機能 ディ スク に ファ イル 配置 表 を 書き 込ん で ディ スク 入出 力 を 終了 す 
る . 

書式 REMOVE [< ドラ イブ 番号 >〉 [, < ドラ イブ 番号 〉 …]〕〕 

文例 REMOVE 1 








| 解説 | REMOVE は MOUNT 命令 の 逆 の 動作 を する 命令 で 。 ディ スケ ッ 
ト を ドラ イブ か ら 取 り 出 す 前 に 必ず 実行 し な けれ ば な り ま せん . 

REMOVE 命令 を 実行 する と 現在 メモ リ 上 に ある 配置 表 を , コピ ー と 合わ せ て 
3 組 , ディ スケ ッ ト の ディ レク トリ トラ ッ ク に 書き 込み ,MOUNT 命令 と 同じ ょ 
うに 誤り を 検出 し ます . 


注意 : ディ スク 入出 力 を 終了 し , ド ライ ブ か ら デ ィ ス ケッ ト を 取り 出す 時 に は , 
必ず REMOVE 命令 を 実行 し て くだ さい . も し 怠る と , 取り 出し た ディ スケ ッ ト 
の 配置 表 は 更新 と 誤り 検出 が 行わ れず , また その ドラ イブ に 入れ られ た 次 の ディ 
スケ ッ ト に は 誤っ た 配置 表 が 書き 込ま れ て し まい , 両方 と も 破壊 され て し まい ま 
す . 

また , REMOVE は , 最初 の 3 文字 が 同じ な ら ば OK” を 出力 し ます (REM 文 
と みな され ます ) が , 実際 に は REMOVE の 動作 は 行なわ れ て いま せん . 
(REMOVE を 実行 する と き は , つづ り を まち が えな いよ うに 注意 し て くだ さい . 

例 ) REM, REMO, REMVE な ど ……REMOVE と し て みな され な い . 


Na』- BASIC で は オー トマ チッ ク MOUNT, REMOVE を 採用 し て いる た め ,。 
これ ら の 操作 は すべ て BASIC が 管理 し ます . 


参照 : MOUNT 


2ーi135 


RENUM 【NI 


能 プロ グラ ム の 行 番号 を 整理 する . 
式 RENUM に 新 行 番号 > 〔, < 旧 行 番号 > 〔, < 増分 >) 
RENUM 





























憶 | [ 財 | 障 | 障 
選 


説 | < 新 行 番号 ? は , 新しく つけ る 行 番号 の 最初 の 行 番号 で , 省略 値 は 10 
で す . く 旧 行 番号 > は 行 番号 の つけ 替え を を は じ め る 現在 の プロ グラ ム の 行 番号 で す . 
省略 値 は その プロ グラ ム の 最初 の 行 番号 で す . < 増分 ? は 新しく 付け る 各行 番号 の 
あい だ の 増分 で , 省略 値 は 10 で す . 

RENUM コマ ンド は , また , GOTO, GOSUB, THEN, ON…GOTO, ON… 
GOSUB 及び ERL 文 な ど で 参 照 し て いる 行 番号 も 新しい 行 番号 に 対応 し て 変更 
し ます . これ ら の 文 が 参照 し て いる 行 番号 の 行 が も し 存在 し な い 場 合 に は , 
YUndefined line xxxxx in yyyyy′ (UN Error) と エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 さ 
れ ま す . この 場合 誤っ た 行 番号 (xxxxx) は RENUM コマ ンド に よっ て 変更 さ 
れ ま せん が , 行 番号 yyyyy は 変更 され ます . 




















注意 : RENUM コマ ンド を プロ グラ ム 行 の 順序 を 変え る の に 使う こと は で き 
ませ ん (た と えば , 10, 20, 30 の 3 つの 行 が ある 場合 の RENUM 15。30 な ど ). 
また 65529 以 上 の 行 番号 を 発生 する こと も で きま せん . この よう な 場合 に は 

^Hllegal function call? (FC Error) エラ ー が 起こ り ま す . 


テ ロック 婦 

189 “ RENUN1 コマ ント "IN シテ イ シタ ネ #“ ョ ウ カラ 

119 / キネ " ョ ウド ラフ ゴウ ヲ リリ カエ マズ 。 

129 ^ 

136 PRINT " RENUNMM コマ ント ~ nn シテ イ シタ キ ^ ョ ウ カラ " 
149 PRINT " キネ ま " ョ ウ n^ ン コ ~ ウ ヲリ ケ カエ マズ 。" 

15@ END 

0k 

Fenum 299 ,136 ,29 

0K 

11st 

189 ^ RENUN コマ ント ^~ IN シテ イ シタ キネ “~ ョ ウ カラ 

116 / キネ " ョ ウ n~ フ コ ^ ウ ヲ リツ ワカ エマ ズ 。 

129 ^ 

299 PRINT " RENUN1 コマ ント" In シテ イ シク キョウ カラ " 
229 PRINT " キネ" ョ ウロ ^ フ コウ ヲ ラー リク カエ マズ ." 

249 END 

0K 
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RESTORE 【N) 


機能 READ 文 で 読む DATA 文 を 指定 する . 


書 式 | RESTORE < 行 番 号 > 
文 例 | RESTORE800 





解 説 | < 行 番 号 > が 省略 され る と , 次 に くる READ 文 は プロ グラ ム 中 の 最 
初 の DATA 文 か ら 読み 始め ます . < 行 番号 > を 指定 する と, 指定 され た 行 の 
DATA 文 か ら 読み 始め ます . 


ラク ろ を 

189 READ ,B,C 

119 RESTORE 

129 READ D,E,F 

139 RESTORE XSTRDATA 
149 READ 人 の も 』B 多 。 じ 生 
159 PRINT 人 ,B,C 
1 る 9 PRINT D,E,F 
1Z9 PRINT の 和 も,B$ , じ も 
189 END 

129 DaTA 1,2,3 

299 DaTaA 4,5, る 6 

219 XSTRDaTA 

229 DAT aa,』bb,。cc 


Fun 


1 2 3 

1 の) 3 
る る bb て て 
0K 
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RESUME [NM 


エラ ー 回 復 処理 終了 後 , プロ グラ ム の 実行 を 再開 する . 
RESUME 〔0〕 
NEXT 
《 行 番号 > 
文例 RESUME 0 
RESUME NEXT 
RESUME 1000 
プロ グラ ム の 実行 を 再開 する 場所 に 応じ て 次 の よう に 3 つの 書式 を 
選ぶ こと が で きま す . 
RESUME エラ ー の 原因 と な っ た 文 か ら プ ログ ラム の 実行 が 再開 
また は され ます . 
RESUME 0 
RESUME NEXT エラ ー の 原因 と な っ た 文 の すぐ 次 の 文 か ら 実 行 が 再開 
され ます . 
RESUME < 行 番号 > く 行 番号 > で 指定 し た 行か ら 実行 が 再開 され ます . 


参照 : ON ERROR GOTO 


169 ON ERROR GOTO XERRSUB 
119 XENTRY 

126 INPUT "XY"iXY 

138 人 =X ノ Y 

149 PRINT "X ノ Y ="ja 

159 GOTO ※ENTRY 

1<9 ※ERRSUB 

126 PRINT "XX ウイ サン テー キマ セン ※※ 
186 RESUME XENTRY 


Fun 
X,Y? 199,19 


※ メ ノ Y = 19 

X』Y?2 35,9 

※※ ワイ サン テキ マセ ン ※※ 
XY2 35。5 

※ ノ Y = フワ 

X。Y? 

Break in 129 

ロ nk 
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ROLL (ディ スク ) 


機能 グラ フィ ッ ク 画 面 を スク ロー ル ア ッ プ さ せる . 
書 式 ROLL < ドッ ト 数 > 


文例 ROLL 16 





解説 | グラ フィ ッ ク 画 面 を 指定 され た < ドッ ト 数 > だ け 上 に スク ロー ル し 
ます 、 
< ドッ ト 数 > と は 画面 の 縦 の ドッ ト の 数 で す . 許さ れる 値 は 1 か ら 197 ま で の 正 
0 負 の 値 を 与え を て スク ロー ル ダ ウ ン さ せる こと は で きま せん . 
の 命令 は 漢字 な ど , 日 本 語 の 文章 を 表示 する と き の ス クロ ー ル に 使う こと が 
8 


参照 : PUT @ 


ラテ ゴク 


18@ SCREEN 1,9:iCLS 3 

119 FOR I=&H3999 TO &HS999 STEP &H199 
129 FOR J=&zH21 TO &HZE 

139 KCODE=1!+J ゴ 

149 PUT〈X, 138) , KNJI(KCODE〉) ,PSET 
159 メニ メ + 29 

1 る 9 IF X> る 23 THEN ※=9iROLL 18 

1Z9 _ NEXT J 

189 NEXT 1 
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RUN Na』[N 


機能 メモ リ に ある プロ グラ ム の 実行 を 開始 する . 
ディ スク か ら フ ァイル を メモ リ に ロー ド し , その プロ グラ ム を 実 
行 する . 
[書式 | 1) RUN (< 行 番号 > 
2) RUN < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔, R] 
[文例 | 1) RUN100 
2) RUN ヾ 2 : TEST? 














解説 
1) < 行 番号 > を 指定 する と , その 行か ら 実 行 だ が は じ ま り ます . 指定 の な い 場 合 
に は , 最も 若い 行 番号 の 行か ら 実行 が は じ ま り ます . プロ グラ ム の 実行 が 
終る と BASIC は いつ で も コマ ンド に 戻り ます . 
< ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され る プロ グラ ム を ロー ド 後 実行 を 開始 
し ます 。 

RUN コマ ンド を 実行 する と , すべ て の 開い て いる ファ イル は 閉じ , 目的 の プロ 
グラ ム を ロー ド す る 前 に メモ リ の 内 容 を クリ ア し ます . し か し , R オプ ショ ン を 
付け た 場合 に は , すべ て の デー タフ ァイル は 開い た まま に な り ま す . 


ュ ン 


2 


ュ ン 


テ ロッ クタ の 4 

RUN 

RUN 199@9@ 

RUN _%※STQRT 

RUN "SAMPLE" 
RUN "2iTEST" ,R 
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SAVE [N] (IN で は ディ スク の み ) 


機能 メモ リ の BASIC プロ グラ ム を ファ イル に セー プ す る . 
[書式 2 PR 
P 


SAVE ヾ 2 : MYPROG*,。 A 


< ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され る ファ イル に プロ グラ ム を 
書き 込み ます . 指定 し た ファ イル 名 と 同じ 名 前 の ファ イル が 存在 し た 場合 に は , 
古い 内 容 は 失 な われ て , 新しい も の に 更新 され ます . 

A オ プシ ョ ン が 指定 され た 場合 に は , プロ グラ ム は アス キー 型式 で セー ブ さ れ 
ます . オプ ショ ン の 指定 が な い 場 合 に は ,。 バイ ナリ 型式 に 圧縮 され て プロ グラ ム 
の セー ブ が 行わ れ ま す . アス キー 型式 の セー プ は , バイ ナリ 型式 より も , 多く の 
ファ イル スペ ー ス を 必要 と し ます が , セー ブ さ れ た プロ グラ ム フ ァ イル を 操作 す 
る 場合 に は , アス キー 型式 で セー プ さ れ て いる こと を 必要 と し ます . 例え ば 
MERGE コマ ンド は , アス キー 型式 の ファ イル を 必要 と し ます . また , アス キー 
型式 で セー プ さ れ た ファ イル は , デ ー タ ファ イル と し て 読み 出す こと が で きま す . 

P オ ォ オプ ション を 指定 し た 場合 に は ,。 プロ グラ ム は 暗号 化 さ れん た バイ ナリ 型式 で 
セー ブ さ れ ま す . P オ プシ ョ ン は , セー ブ さ れ た プロ グラ ム を , 書き 込み , 変更 
と いっ た 操作 か ら 保護 する た め の 機 能 を 持っ て いま す . また 後 で 。 メモ リ に ロ 
ー ド し て も LIST や EDIT に より , 内 容 を 見 た り , 変更 し よう と する と , “lllegal 
function call? (FC Error) エラ ー と な り ま す . 一度, P オ プシ ョ ン に より 保護 が 
指定 され る と , これ を 解除 する 方 法 は 用 意 き され て いま せん の で , 二度と 内 容 の 変 
更 等 は で き な く な る の で 注意 し て くだ さい . 


N-BASIC で は , SAVE コマ ンド は , ディ スク 版 で の み 用 意 き れ て お り , ディ 
スク ファ イル に 対し て の み セ ー ブ プ す る こと が で きま す . また N-BASIC で は P オ 
プシ ョ ン の 機能 は 含ま れ て いま せん . 


参照 : LOAD, MERGE 


サ ンプ ル 
プ ロ ラ ム 


ちぬ & ソ ツ @e "Ca&siSample1" 
sa& ツ e "1isample3" 
Save "2ssample4"。p 
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SCREEN 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て 種々 の モー ド を 設定 する . 
SCREEN (< 画面 モー ド >〕 〔, < 画面 スイ ッ チ >〕 

〔, < アク ティ ブ プペ ー ジ >〕 〔[, < ディ スプ レイ ペー ジ 〉]〕 
SCREEN 1, 0, 0, 7 


カラ ー モ ー ド に する か 白黒 モー ド に する か 。 白黒 モー ド で どの ペー 
ジ を 書き 込み 及び 表示 ペー ジ と する か な ど , ディ スプ レイ の グラ フィ ッ ク 画 面 に 
対し て の 種々 の モー ド を 設定 し ます . 

< 画面 モー ド > は , カラ ー, 白黒 , 分 解 能 な ど . グラ フィ ッ ク 画 面 の 最も 基本 
的 な モー ド を 設定 する パラ メー タ で 次 の 値 を と り ま す . 


0 一 一 カラ ー モ ー ド (640X200 ド ッ ト ) 
1 一 一 白黒 モー ド (640X200 ド ッ ト , 3 ペー ジ ) 
2 一 一 高 分 解 能 白黒 モー ド (640X400 ド ッ ト ) 


< 画面 スイ ッ チ > は , 1 ビッ ト で 表現 され る , バグ ラフ ィ ッ クマ スク スイ ッ チ ィ 
と 高速 書き 込み スイ ッ チ ” の 2 つの スイ ッ チ を 合わ せ 持っ た パラ メー タ で す . 
^ グ ラフ ィ ッ クマ スク スイ ッ チ ” を ON に する と , 現在 グラ フィ ッ ク 画 面 に 描か 
れ て いる パタ ー ン な ど は 一 時 的 に 消去 され ます . OFF に すれ ば 元 に 戻り ます . 

^ 高 速 書き 込み スイ ッ チ ” は , CPU が グラ フィ ッ ク RAM に 書き 込む 時 の モー 
ド を 設定 する も の で , ON に する と 通常 より 高速 で 書き 込み ます . 但し , ON の 状 
態 で ダラ フィ ッ ク 命 令 を 実行 する と 画面 が チラ ツキ ます . よほど 高速 性 が 要求 さ 
れる 場合 以外 は , グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ を OFF に し た 状態 で 使用 する よ 
うに し て くだ さい . 

この 2 つの パラ メー タ は 次 の よう に 2 ビッ ト の ビッ ト 対 応 に な っ て お り , 与え 
る 値 と し て は 次 の よう に 0 か ら 3 まで と な り ま す . 


グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ [| | | 高速 書き 込み スイ ッ チ 


0 一 -[010] 高速 書き 込み 。 グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ 共 OFF. 
1 一 [0] 高速 書き 込み スイ ッ チ の み ON. 

2 一 [1[0] グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ の み ON. 

3 一 [1[1] 高速 書き 込み 。 グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ 共 ON. 
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< アク ティ ブ ペ ー ジ > と < ディ スプ レイ ペー ジ > は 白黒 3 ページ モ ー ド の 際 の 
書き 込む ペー ジ と 表示 ペー ジ の 選択 で あり , カラ ー モ ー ド と 高 分 解 能 白黒 モー ド 
で は 意味 を 持ち ませ ん . 

< アク ティ ブ ペ ー ジ > は 今後 グラ フィ ッ ク 命 令 に よっ て 書き 込む ペー ジ を 0 か ら 
2 で 指定 し ます . く デ ィ ス プレ イペ ー ジ > は 3 ペー ジ の うち どの ペー ジ を 表示 する 
か を 指定 し ます . この 指定 は 各 ペ ー ジ が ビッ ト に 対応 し た 3 ビッ ト の 2 進数 表現 
(0 て 7 ) で 行い ます . 





ー ム | や 王 で CK 


いら ペー スル | ーー ミ に CK 
ビー ペー | ら ー ミ CK 


全 ペ ー ジ 表示 し な い . 

ペー ジ 1 の み 表 示 . 

ペー ジ 2 の み 表 示 . 

ペー ジ 1 と ペー ジ 2 を 合成 し て 表示 . 
ペー ジ 3 の み 表 示 . 

ペー ジ 1 と ペー ジ 3 を 合成 し て 表示 . 
ペー ジ 2 と ペー ジ 3 を 合成 し て 表示 . 
全 ペ ー ジ を 合成 し て 表示 . 





上 目 


| 


* つ 





て っ 
回 | 
叶 | に 
加 





上 





1 つ 』| 
トー 
* つ 
回 























の 
| | 
| Im 
| 中 | ら 


この < アク ティ ブ ペ ー ジ > と < ディ スプ レイ ペー ジ > の 設定 は 気 を 付け な いと , 
間違っ て ペー ジ を 設定 し た り , 書き 込ん だ は ず な の に 表示 ペー ジ に な っ て いな い 
な どの た め , 思っ た 通り に 表示 で き な い こと が あり ます . 

SCREEN 命令 を 実行 する と 現在 設定 され て いる ウィ ンド ウ , ビ ュー ポー ト ,LP 
は 初期 状態 に 戻さ ミ れ ます (LP の 初期 状態 は ワー ルド 座標 , スク リー ン 座 標 と も 
(0, 0 ) で す ). 


注意 : 白黒 モー ド ( 高 分 解 能 白黒 モー ド を 含む ) に お いて , グラ フィ ッ ク 命 令 で 
< パレ ッ ト 番 号 > を 指定 し た 場合 は , 0 か 0 以外 か に よっ て 黒 か 白 か を 判定 し ま 
す . また < パレ ッ ト 番 号 > を 省略 し た 場合 は , カラ ー モ ー ド と 同様 , 現在 COLOR 
文 に よっ て 設定 され て いる < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> の パレ ッ ト 番 号 が 採用 さ 
れ ま す . その 際 も 0 か 0 以外 か の 判定 に より 碧 , 黒 を 決定 し ます . 
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注意 : 次 の 場合 、SCREEN 文 の パラ メー タ 4 に よっ て 指定 し た 表示 画面 の 設定 
は リセ ッ ト さ れ ま す .(3 画 面 が 合成 きれ て 表示 され ます . 
・WIDTH 文 の 実行 


・ テ キス ト 画 面 の カラ ー/ モ ノ ク ロ モー ド の 切 禁 (CONSOLE 文 ) 
・CMD TEXT ON 文 で . テ キス ト 画 面 を 再 表示 きせ た 場合 (CMD SING“X17. 


CMD CUT も 含む ). 


この よう な 場合 に は , 各 命 令 の 実行 直後 、 SCREEN 1 を 実行 し て グラ フィ ッ ク 


ー ド の 再 設 定 を 行っ て くだ さい . 














1g9 SCREEN 9,9:GOSUB %DISPLAY 

119 SCREEN 1,9,9,Z:GHSUB %※DISPLAY 
129 SCREEN 2.9:iGOSUB %DISPLAY 

139 “ 

14@ SCREEN 9 ,1:GOSUB %※DISPLAY 

159 SCREEN 9 ,2:GOSUB %※DISPLAY 

1 る 9 SCREEN 9,9 

1Z9 END 

18@ %※DISPLAY 

1?9 FOR 1!=9 TO 6 

299 LINE(IX※ の 9 ,9) -STEP(8? 1 の) ,1+ 1.BF 
219 NEXT Ii:CLS 2 

229d RETURIN 


199 SCREEN 9 。9』GOSUB %XGRPINFO 
119 り UIEM(」@) -(329 , 199) 

129 MINDOMI( 一 199 ,-199) -( 199 ,199) 
13@ POINT (59 ,59) 

149 GODSUB ※GRPINFO 


159 END 
1 る 49 ※XGRPINFO ^-- graphic information - 一 
129 PRINT "View 6 ] 


1898 FOR 1=9 TO 3:PRINT USING "寺村 直幸 幸 " ョ UIEMCI) 
1?9 _ NEXT IiPRINT 

299 。 PRINT "Mindow 7 ョ 

219 FOR !=9 TO 3:PRINT USING " 料 拉 埋 拉 株 INDOMCI) 
229 NEXT IiPRINT 

239 PRINT "LP 1 

24@ FOR 1=9 TO 3:PRINT USING 『" 料 則幸 幸村 "5POINTCT) ョ 
259 NEXT IiPRINT:iPRINT :RETURN 


Fun 

Vi ew H 9 9 6 る 3》 1 の 
Mindow si 9 9 63 1? ヶ 
LFP 日 9 9 9 9 
り i euw ! 9 9 329 199 
内 indou : -199 -199 199 199 
LP H 59 59 249 Z5 
0k 
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SET (ティ スク ) 【N) 


機能 ファ イル 属性 の セッ ト ・ リ セッ ト 
書式 1) SET < ドラ イブ 番号 〉, ぐ 属 性 文字 > 

2) SET < ファ イル 名 >, 属性 文字 > 

3) SET が ファ イル 番号 >〉。 ぐ 属性 文字 ?> 
文例 1) SET 1, ヾ P? 

2) SET い 2 : NOTWRITE^, ヾ P? 

3) SET #1, ヾ R? 








指定 し た ドラ イブ , ファ イル 番号 , ファ イル に , ぐ 属性 文字 ?> に よ 
っ て 指定 され た 属性 を 付け ます 。 属性 文字 は , P, R (大 文字 ) で 指定 し , それ ぞ 
れ , ライ ト プ ロ テク ト (書き 込み 禁止 ) 。 リー ドア フタ ー ラ イト (書き 込み 確認 ) の 
属性 を 付け ます 。 これ 以外 の 文字 が 属性 文字 と し て 指定 され た 場合 に は , 現在 設 
定 さ れ て いる 属性 が 全て 解除 きれ ます 。 
1) < ドラ イブ 番号 > が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た ドラ イブ の 中 に 入っ て 
いる ディ スケ ッ ト に 対し て 属性 が つけ られ ます . 
2 ) < ファ イル 名 > が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た ファ イル の み に 属 性 が 
つけ られ 同一 ディ スケ ッ ト 中 の 他 の ファ イル に は その 影響 は 及び ませ ん . 
3 ) < ファ イル 番号 > が 指定 され た 場合 に は , 以後 その ファ イル へ の 出力 に 対 
し て 指定 され た 属性 が 作用 し ます . 
P 属 性 を 付け る と , PRINT# PUT, WRITE# 等 の 書き 込み 動作 が 禁止 され 
る と と も に 。 ファ イル の KILL も で き な く な り ま す . 
R 属 性 を 付け る と , 書き 込み を 行っ た 直後 に 読み 出し を 行い 正しく 書き 込み が 
行 れ た か の 確認 が され る よう に な り ま す . 


注意 : P 属 性 を つけ て も , APPEND モー ド で ファ イル を オー プン すれ ば , PR 
INT 半 , WRITE は 実行 で きま す . 


参照 : ATTRS$ 
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sa ツ ve "1isample" 


0k 

set 1 "PP 

0Kk 

Kill "1jsample" 


File write protected 
0k 
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STOP 【N 


機能 プロ グラ ム の 実行 を 停止 し て コマ ンド レベ ル に 戻る . 
書式 STOP 


文例 STOP 





[解説 | STOP 文 は プロ グラ ム の 実行 を 停止 する た め の も の で , プロ グラ ム 
の どこ で 使用 し て も か まい ませ ん . STOP 文 を 実行 する と , 次 の メッ セー ジ が プ 
リン ト さ れ ま す . 
BREAK in ll] (11UI は スト ッ プ し た 行 番号 ) 

END 文 と 異な り , STOP 文 は ファ イル を 閉じ ませ ん . 

STOP が 実行 され る と, BASIC は 常に コマ ンド レベ ル に 戻り ます . また , 
CONT コマ ンド に より プロ グラ ム の 実行 は 再開 され ます . 但し , INPUT 文 な ど 
の 入力 文 の 途中 で スト ッ プ し た 場合 , 継続 する こと は で きま せん . 


参照 : CONT 


199 FOR 1!=19 TO 1 ヶ 
119 PRINT 1I,SQRC1I) 


129 STOP 
139 NEXT 』 
149 END 
0K 
Fun 
19 3.16228 
Break in 129 
0K 
PFint sqr〈i)※sqr〈i) 
19 
0K 
Cont 
1 1 3.3 1 る 6 る 2 
Break in 129 
0K 
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STOP ON/OFF/STOP 


機 能 スト ッ プ キー に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する . 
書式 1) STOP ON 
2) STOP OFF 
3) STOP STOP 
文例 STOP ON 
解説 





1 ) 割り 込み を 許可 し ます . 以後 スト ッ プ キー が 押さ れる ご と に ON STOP 
GOSUB 文 に よっ て 設定 され た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

2 ) 割り 込み を 禁止 し ます . 以後 スト ッ プ キー を 押し て も 割り 込み 処理 ルー チ 
ン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 

3 ) 割り 込み を 停止 し ます . 以後 スト ッ プ キー を 押し て も その 事 を 覚え て いる 
だ け で , 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し STOP ON 命令 に よっ 
て 割り 込み が 許可 され る と , 先程 の スト ッ プ キー を 押し た こと に よる 割り 込み で 
処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


注意 : プロ グラ ム の 最後 で は 必ず STOP OFF を 実行 し て くだ さい . も し 怠る と 
本 来 の スト ッ プ キー と し て の 機能 を 失い ます . 


参照 : ON STOP GOSUB, KEY ON/OFF/STOP 


StOD Off 


StoD StODp 
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SWAP [N 


[機能 | 2 つの 変数 の 値 を 交換 する . 
式 SWAP < 変数 > < 変数 
例 SWAP A$, B$ 





潤 | 弄 | 障 








解説 | どの 型 の 変数 で も ,SWAP 文 に より その 値 を 交換 する こと が で きま 
す ( 整 数 , 単 精度 , 倍 精 度 , 文字 また は 配列 変数 ).、 し か し その 2 つの 変数 の 型 
は 一 致し て いな いと ヾ Type mismatch” (? TM Error) エラ ー が 起こ り ま す . 


サ ンプ ル 

デー ロジ "ララ: 人 な 

199 " 2 リ 9 フロ イル リツ ノ フ ナイ ヨウ ヲ ラ イル ルカ エル 

119 DI ト 人 (19) ,B( 19) 

129 FOR 1=1 TO 19 

139 (1I)= ニ IX2:B(I)= ニ IX3:G0SUB ※PRINTAB 
149 _ NEXT IiLCATE 9,Y+3 

159 FOR !=1 TO 19 

139 SMAP (1) BI) :GOSUB %※PRINTAB 

129 NEXT IiLOCATE 9,Y+2 

18@ END 

1 め 9 %※PRINTAB 

299  ※X=PQS(@) :Y=CSRL IN 

219 LOCATE X,YiPRINT USING "特電 料 り (ID 
229 LOCATE X,Y+1iPRINT USING 『 埋 料 料 "BI)j 
239 LOCATE X+5,Y 


249 RETURN 

Fun 
2 4 る 8 19 1 14 1 る 4 18 29 
3 る ヶ 12 15 18 21 24 2Z 39 
3 る ヶ 12 15 18 21 24 2Z 39 
2 4 る 8 19 12 14 16 18 29 

QK 
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TERM 

[機能 シス テム を ター ミナ ルモード に する 。. 

書式 TERM ^〔COM : ] 【(<〈 パ リティ 〉 (< ビッ ト 〉 〔< ス トッ プ ビ ッ ト > 
(<XON スイ ッ チ > 〔<S パラ メー タ 〉〕〕〕〕”〔, (< モー ド >〕 〔, < 変 
数 領域 の 大 き さ >]〕]〕 

文例 TERM COM : E72X?,, 1000 

解 語 PC-8801MKII を BASIC モ ー ド か ら , ター ミナ ルモード に 変化 き 





せま す 。 タ ー ミ ナル モー ド で は , RS-232C じ イン ター フェ イス を 介し て 他 の コン ピュ ー 
タ や 機器 と の 通信 が 可能 と な り ま す . また , ター ミナ ルモード 時 に お いて も , リ 
モー ト BASIC プロ トコ ル に より , N。。- BASIC の 機能 を 利用 する こと が で きま 
す . 詳し く は , ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 

最初 の COM : で コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト を 使っ て 外部 機器 と の 入出 力 を 行 
うこ と を 宣言 し ます . 

また COM : を 省略 し た 場合 は , 後に 続く すべ て の パラ メー タ を 指定 し な けれ 
ば な り ま せん . 

<〈 パ リティ >〉 は EE, O, N で 表わし , それ ぞ れ 偶数 パリ ティ , 奇数 パリ ティ , 
パリ ティ 無し を 意味 し ます . 

< ビッ ト >〉 は , 1 文字 を 表わす の に 用 いる ビッ ト 数 で , 7 また は 8 で 指定 し ま 
す . 7 を 指定 し た 場合 に は , 必ず < パリ ティ >〉> で O ま た は E を 指定 し な けれ ば な 
り ま せん . また 8 を 指定 し た 場合 に は < パリ ティ > は N で な けれ ば な り ま せん , 

〈 ス トッ プ ビ ッ ト > は 。 スト ッ プ ビッ ト 数 を 決定 し , 1, 2, 3 で 指定 し ます 。 
1 は 1 ビット, 2 は 1.5 ビ ッ ト , 3 は 2 ビッ ト を 意味 し ます . 

<XON スイ ッ チ > は , XON/XOFF に よる 通信 制御 を 行う こと を 指定 し , スイ 
ッ チ と し て X が 指定 され る と XON/XOFF 制御 を 行い ます . N が 指定 され た 場合 
に は この 制御 は 行わ れ ま せん . 

く 〈S パ ラメ ー タ > は < ビッ ト > に 7 を 指定 し た 時 に , キャ ラク タコ ー ド 128 以 上 
の 文字 (カナ 文字 な ど ) の 入出 力 が で き な く な る の を 補助 する パラ メー タ で す . 
指定 は S ま た は N で 行い , S を 指定 し た 時 入出 力 可 能 で 。 N を 指定 し た 時 は 入出 
力 不可 能 に な り ま す . 

<〈 モ ー ド > は , HH また は F で 指定 し , それ ぞ れ 半 二 重 , 全 二 重 通 信 の モー ド を 意 
味 し ます . 

< 変数 領域 の 大 き さ > は ,。 リモ ー ト BASIC プロ トコ ル を 利用 する 際 に 用 いら れ 
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る 変数 領域 の 大 き さ を 決定 し ます . 省略 され た 場合 1024 に 設定 され ます . 

ター ミナ ルモード か ら BASIC モー ド に 戻る 時 に は , シフ トキ ー と スト ッ プ キ 
ー を 同時 に 押し ます . 

ダブ ルク オー ツ (/) で 囲ま れ た 部 分 (ダブ ルク オー ツ を 含む ) は , OPEN に よ 
り RS - 232C コ ミュ ニケ ーション ・ フ ァイル を 開く 場合 に も 同一 の 書式 で 用 いら 
れ ま す . 

注意 : < 変数 領域 の 大 き さ > を 除く すべ て の パラ メー タ は , 省略 され た 場合 、 リ 
セッ ト し た 時 (電源 投入 時 も 同様 ) に 設定 され て いた ディ ッ プ スイ ッ チ の 値 が 採 
用 され ます (ディ ッ プ スイ ッ チ に つい て は , ユー ザー ス ・ マ ニュ アル を 参照 し て 
下さ い ). また 途中 の パラ メー タ を 省略 し て , 後 の パ ラメ ー タ を 指定 する 場合 は , 
省略 記号 と し て ブラ ンク (` ?) を 指定 し な けれ ば な り ま せん . 


ここ で 使用 する 各 パ ラメ ー タ は , 必ず 大 文字 を 使っ て 下さ い . 


参照 : ユー ザー ス ・ マ ニュ アル 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


term "COHiN8 29 
term "COMiEZ2 8" 。,1999 
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[ 機 能 | シス テム を ター ミナ ルモード に し ます 。 

| 書式 | TERM < デー タ の ビッ ト 長 >, < パリ ティ >, < ボー レー ト >, < フィ ー 
ドス イッ チ > 

文例 | TERMJ,2,11 





[解説 | N-BASIC モ ー ド か ら タ ー ミ ナル モー ド に 変化 きせ ます 。 

ター ミナ ルモード で は 。 RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス を 介し て , 他 の コン ピュ ー 
タマ 周辺 機器 と の 通信 が 可能 と な り ま す . 

< デー タ の ビッ ト 長 > < パリ ティ >, < ボー レー ト >, < フィ ー ド スイ ッ チ > は 次 の 
よう に な っ て いま す . 


8 ビッ トモ ー ド 
< デー タ の ビッ ト 長 > 


ーーー ハ へ 
ト り 


): 7 ビッ トモ ー ド 
0 : パリ ティ な し 
パリ ティ > 1 : 奇数 パリ ティ 
2 : 偶数 パリ ティ 
0 : X64 

1 : X16 

0 


・ オ ー ト L/F し な い 


く < ボー レー ト フ ァ ク タ > 


< フィ ー ド スイ ッ チ > 





1 : オー ト L/F す る 

< デー タ の ビッ ト 長 > は 8 ビッ トモ ー ド の 場合 最上 位 ビ ッ ト で カナ と 英文 字 の 切 
替え を 行い 。 7 ビッ トモ ー ド で は , SI (shift in), SO (shift out) コー ド で 英文 字 
と カナ 文字 の 切り 替え が 行 われ ます . 

< パリ ティ > は パリ ティ の 形式 , 有無 を 指定 し ます . 
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< ボー レー ト フ ァ ク タ > と , 本 体 前 面 の ジャン パス イッ チ に よっ て 実際 の ボー レ 
ー ト を 決定 し ます . ボー レー ト フ ァ ク タ が XX16 の と まき 前面 ジ ャ ン パ スイ ッ チ の 値 
が その まま 採用 され ます 。※X64 の と き は ジャ ン パ スイ ッ チ の 値 の 4 分 の 1 が 実際 
の ボー レー ト と な り ま す . 
< フィ ー ド スイ ッ チ > の 指定 を 1 に する と CR コー ド を 受信 し た と き に CR,F を 
行い 改行 し ます . 0 の と き は CR, LF コー ド が それ ぞ れ 独立 し て 働き ます 。 
ター ミナ ルモード で は ファ ンク ショ ン キ ー の 6 一 10 が 次 の よう な 意味 を 持っ て 
いま す 。 
f・6 : コン トロ ー ル コー ド の 表示 を する / し な い 
f・7 : キー ボー ド か ら の 入力 を 表示 する / 表 示し な い 
f・8 : LP に 出力 する / し な い 
f・9 : 画面 の 文字 を プリ ンタ へ 出力 する 
f・10 : LP の ライ ン フ ィ ー ド を 行う 

f・6-f・8 は 1 度 押 す と 現在 の 逆 の 状態 に な り ま す . 

ター ミナ ルモード に 入っ た 直後 は f・6 一 f・8 は 次 の よう に 設定 され て いま す . 
f・6 : コン トロ ー ル コー ド の 表示 を し な い 
f・7 : キー ボー ド か ら の 入力 を 表示 し な い 
f・8 : LP に 出力 し な い 

GRPH-B で ,。 ター ミナ ルモード か ら BASIC に 戻り ます . 


参照 : ユ ズー ザー ズ マ ニュ アル 





term 」,。2.1.1 
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TIME$ ON/OFF/STOP 





機能 リア ル タ イ ムタ イマ に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 す 
る . 

書式 1) TIME$ ON 
2) TIME$ OFF 
3) TIME$ STOP 

文例 TIME$ ON 


1) 割り 込み 動作 を 許可 し ます . この 命令 実行 後 は , 設定 され た 時 刻 に な る と 割 
り 込 み が 発生 し , ON TIME$ GOSUB 文 に よっ て 定義 され た 処理 ルー チン 
に 分 岐 し ます . 

2) 割り 込み 動作 を 禁止 し ます . この 命令 実行 後 は , 割り 込み が 発生 し ませ ん . 

3) 割り 込み 動作 を 停止 し ます . この 命令 実行 後 は , 割り 込み が 発生 し た こと を 
覚え を て いる だ け で , 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し , TIMES$ 
ON 命令 に より 割り 込み が 許可 され る と , 先程 の 割り 込み に よっ て 処理 ルー 
チン へ 分 岐 し ます . 


注意 : プロ グラ ム 終 了 時 に は TIME$ OFF を 実行 し て 下さ い . 
ON TIME$ GOSUB で 19 : 00 : 00 以 降 に 割り 込み を 設定 し た 場合 は , 割り 
込み が 起き な い 場 合 が あり ます . 


参照 : ON TIME$ GOSUB, TIME$ 


タマ ッ ろ を 
time 欠 on 
time 生 Off 


time ま stop 
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TRON ン TROFF [N 


プロ グラ ム の 実行 状態 を 追跡 する . 
TRON 
TROFF 
TRON 
TROFF 
プロ グラ ム の デバ ッ グ の 助け と し て , TRON 文 を 実行 する と (ダイ 


レク トモ ー ド で も プロ グラ ム モ ー ド で も 実行 で きま す ) トレ ー ス フラ グ が 立ち , 
実行 し た プロ グラ ム 行 の 行 番号 を 表示 し ます . それ ぞ れ の 行 番号 は 角 カ ッ コ に 囲 
ん で 表示 し ます . トレ ー ス フラ グ は TROFF 文 (また は NEW コマ ンド ) を 実行 
する と リセ ッ ト さ れ ま す . 

ラッ 


16 FOR !=1 TO 3 


[19J[29〕 1 【39]〔29〕 2 
[39][29]】 3 39 } 
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VIEW 


ディ スプ レイ 画面 上 で の 表示 領域 (ビュ ー ポ ー ト ) を 指定 する . 
VIEW (S%, Sy:) 一 (Sx%。。 Sys) 【, < 領域 色 >] 〔 , < 境界 色 >〕 
VIEW (100, 30) 一 (200, 75), , 7 





lL 


解説 | (Sxi, Sy」) を 左上 の 頂点 , (Sx。, Sy。) を 右 下 の 頂 点 と する オリ ジ 
ナル スク リー ン 座 標 系 上 の 長方形 を 図形 表示 領域 と し て 指定 し ます . ここ で いう 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と は , ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る スク リー ン 座 標 で 
は な く , ディ スプ レイ 画面 の ドッ ト と 1 対 1 に 対応 し て , WINDOW, VIEW に よ ょ 
り 変化 する こと の な い 物 理 的 な 座標 の こと で す . 以後 , WINDOW に より 指定 き 
れ て いる ワー ルド 座標 系 上 の 領域 内 に 入る 図形 は , VIEW で 指定 され た 領域 中 に 
表示 され る よう に な り ま す . この 領域 は ビュ ー ポ ー ト (View Port) と 呼ば れ ま 





ディ 
(オリ リン ナル スク リー シン 訂 条 ) 


< 領域 色 > が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た パレ ッ ト 番 号 で ビュ ー ポ ー ト 内 
を 塗り つぶ し ます . 

< 境界 色 > が 指定 され た 場合 に は 指定 され た パレ ッ ト 番 号 で ビュ ー ポ ー ト の 枠 
を 描き ます . CLS に よっ て 消去 され る 画面 の 範囲 は , この 枠 に よっ て 囲ま れ た 中 
だ け で ,。 枠 は 消さ れる こと は あり ませ ん . 

VIEW は , 図形 の 表示 領域 の 指定 を 行う だ け で , 実際 の 画面 に 対す る 操作 は 行 
いま せん の で , VIEW に より ビュ ー ポ ー ト を 変更 する だ け で , 以前 の ビュ ー ポ ー 
ト 中 の 図形 が 移動 する よう な こと は あり ませ ん . また , VIEW は すべ て の グラ フ 
ィ ッ ク 画 面 表示 の 対象 範囲 を 指定 され た 領域 に 限定 し て し まい ます か ら , ビュ ー 
ポー ト の 外 に 点 や や 線 等 を 表示 する こと は で きま せん . 

VIEW の 指定 を 変え る だ け で , 1 つの 図形 を 描く ルー チン で も , 画面 上 の 異な 
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る 位置 に 異な る 大 き さ で 描く よう に な り ま す . 

Sx」<Sx。, Sy」 く Sy。 が 成り 立た な い 場合 , ある い は これ ら の 座標 が ディ スプ レ 
イ 画 面 か ら 外 れ て いる 場合 に は , “HIlegal function call” (FC Error) エラ ー と な 
り : ま : す 。 

一 度 設 定 さ れ た ビュ ー ポ ー ト は 。 次 に VIEW 文 あ る い ぃ は SCREEN 文 が 用 いら 
れる まで 変化 し ませ ん . また VIEW は LP を ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 に 設定 し 
ます . 


注意 : ワー ルド 座標 系 が ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る の は , WINDOW 文 の 実 
行 後 で あり , VIEW の み 実 行 し て ウィ ンド ウ は 初期 状態 の まま で あれ ば , ビュ ー 
ポー ト 内 の 座標 は , (ワー ルド 座標 ) = (スク リー ン 座 標 ) と な り ま す . 


参照 : WINDOW, CLS, SCREEN, 1 章 ・ ウ ィ ン ド ウ と ビュ ー ポ ー ト , 
APPENDIX・A 


ラテ タク ろ を 

199 SCREEN 6,9:iCLS 2 

119 MINDOMC9 ,9) -( る 3?, 1 
129 GOSUB XDRAM 

139 VIEMC1,1) -(319,1 め 8) ,9 ,Z 
149 GOSUB XDRAM 

159 UIEM599,1) -(639 , の の) 。 9 ,Z 
139 GOSUB XDRAM 

1Z9 END 

186 XDRAW 

126 LINE(59 ,59) -( る 99 , 159) ,Z,BF 
269 RETURN 
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WAIT 【NI 


機 


能 コン ピュ ー タ の 入力 ポー ト を モニ タ す る 間 , プロ グラ ム の 実行 を 





文 





停止 する . 


式 WAIT < ポー ト 番 号 >, < 式 1 > 〔, < 式 2>]〕 


例 | WAIT 1, &H22, &H22 





説 ] WAIT 文 を 実行 する と , 指定 し た 入力 ポー ト の ビッ ト パ タ ー ン が 指 


定 し た 状態 に な る まで プロ グラ ム の 実行 が 中 断 さ れ ま す . 指定 し た ポー ト か ら 読 
み 込 ん だ デー タ と < 式 2 > と の XOR の 結果 と < 式 1> の AND が 取ら れ ま す . も 
し その 結果 が 0 ( 為 ) な ら , BASIC は もう一度 ポー ト の 状態 を 読み 込み 同じ 操作 
を 繰り 返し ます . も し 結果 が 0 で な けれ ば ( 真 )、 プロ グラ ム の 実行 は 次 の 文 に 移 
り ま す . < 式 2 > が 省略 され た 場合 は 0 と 見 な し ます . 


注意 : WAIT 文 の 実行 に より 無限 ルー プ に は いっ て し まう 場合 が あり ます . そ 
の 場合 に は コン ピュ ー タ を リセ ッ ト し な けれ ば な り ま せん . 








サ ンプ ル 
プログ ラム 








19@ 
119 
129 
139 
14@ 


FuUn 


Type 


0K 
s 


ァ 


ーー Fead from Key port 一 一 
PRINT "Type "ss to start。" 


MAIT 4,8,255 
ッ ーー- START -- 
END 


2s/ to start。 


WHILE て WEND (ディ スク ) 





条件 が 満足 され て いる 間 繰 り 返 し 実行 する . 
WHILE < 論理 式 > 
( 
WEND 
文例 WHILE J< 5 
( 








員 
史 障 




















WEND 
解 語 < 論理 式 > が 真 (0 で な い ) で ある 間 , WHILE 文 と WEND 文 の 間 
に ある 文 の 実行 を 繰り 返し ます . 





< 論理 式 > を 評価 し た 結果 が 真 で あれ ば , WHILE 文 と WEND 文 と の 間 に あ る 
文 を 順番 に 実行 し , WHILE 文 に 戻り ます . この 繰り 返し は , < 論理 式 > の 評価 が 
偽 に な る まで 続け られ , < 論理 式 > が 偽 に な る と , ,.WEND 文 に 続く 文 に 制御 が 移 
り ま す ., 最初 に < 論理 式 > を 評価 し た 結果 が 偽 で あれ ば , WHILE 文 と WEND 文 
と の 間 に あ る 文 は 一 度 も 実行 きれ ませ ん . 

WHILE-WEND 文 は FOR~NEXT 文 と 同じ 様 に 入れ 子 構造 に する こと が 
で きま す . この 場合 に は 。 それ ぞ れ の WEND 文 は 。 それ 以前 の 最も 近く に ある 
WHILE 文 と 対応 する と 解釈 され ます . WEND 文 は , WHILE 文 と 対 に な り , ル 
ー プ の 終り を 示す 働き を し ます の で 省略 する こと は で きま せん . 

















サー ング デ ル 


199 !=1 

119 HILE 1 く < る 

129 PRINT "リー" 
139  J=1 

149 MMHILE J=<I 

159 PRINT JijiJ=J+ 1 
169 MEND 

129 PRINTii=i+1 

189 MEND 


Furn 


べべ の いと 
Ha 思 
ーー ニー ニーー ニ ーー 
NN NN 
oo OO 

ム ム 


〇 
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WIDTH Ng 


デバ イス や ファ イル に 対し て 文字 の 領域 を 設定 する . 
WIDTH < 桁 数 > 〔[, < 行 数 >〕 


喘 障 
周 | 憶 





) 
2) WIDTH < ファ イル ディ スク リプ タ >, < サイ ズ > 
3) WIDTH# 〈 フ ァイル 番号 〉, < サイ ズ > 
文例 1) WIDTH 80, 25 
2) WIDTH ヾ LPT1 : /。80 
) 


3) WIDTH #1, 100 





1) テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 行 数 と 桁 数 を 設定 し ます . 

1 行 あ た り 40 文 字 . また は 80 文 字 の < 桁 数 > を 設定 で きま す . また < 行 数 > は 20 
行か ら 25 行 の どちら か で す . も し < 行 数 > を 省略 し た 場合 は 現在 の 行 数 の まま で 
変化 し ませ ん . また , この 文 を 実行 する と 画面 が クリ ア さ れ , スク ロー ルウ ィ ン 
ドウ が 初期 化 さ れ ま す . WIDTH 文 は CONSOLE 文 の 前 に 実行 し て くだ さい . 

2 ) < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た デバ イス に 対し て パッ ファ の サイ 
ズ を 設定 し ます . ここ で 許さ れ て いる デバ イス は , コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト と 
プリ ンタ で す . < サイ ズ > の 値 は 0 か ら 255 ま で 許さ れ て お り 0 は 256 と 解釈 され ま 
す . た と えば , この 命令 が プリ ンタ に 対し て 実行 され た と すれ ば , プリ ンタ の 1 
行 に 印字 され る 文字 数 は < サイ ズ > で 指定 し た も の と な り ま す . この よう に プリ 
ンタ に 対し て 実行 し た 場合 , WIDTH LPRINT と 同等 の 機能 を 得る こと が で き 
ます . 初期 状態 で は 255 に 設定 され て いま す . 

3 ) < ファ イル 番号 > で 割り 当て られ て いる バッ ファ (チャ ネル ) に 対し て , そ 
の 大 き さ を < サイ ズ > で 指定 し ます . サイ ズ は 0 か ら 255 ま で の 値 で 0 は 256 と 解 
生き され ます . 以後 この ファ イル 番号 を 使っ て いる デバ イス と の 入出 力 は この < サ 
イズ > 単位 で 行わ れ ま す . 初期 状態 で は 255 に 設定 され て いま す . 


注意 : WIDTH 文 を 使っ て . テ キス ト 画 面 の 表示 文字 数 を 変更 する と ,SCREEN 
文 の パラ メー タ 4 が リセ ッ ト さ れ ま す .(SCREEN 文 参照 ). 


参照 : WIDTH LPRINT 
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サン プル 
ラム 


プ ロ 


ぃ width 
width 
wi1dth 
wi dth 


width 
width 


199 
119 
126 
139 
149 


14@ 


0PEN "1pti" 
MIDTH 幕 1。29 


89 , 25 
4 , 25 
89 

49 , 2 


1pti" 。49 


"comi " 。255 


FOR OUTPUT AS 昌 1 


FOR !=1 TO 199 


PRINT 幕 1.1j 


NEXT 1 
PRINT 間 1。 
END 
2 3 4 5 る 
タ 。 19 。 11 12 
14 15 1 る 1Z 
1? 29 21 22 
24 25 26 2Z 
22 39 31 32 
34 35 36 3Z 
3? 49 41 42 
44 45 4 る 4Z 
4? 59 51 52 
54 SS 5 る 5Z 
5? 。 6 る 9 る 1 6 る 2 
24 る 265 る 6 6 る Z 
2 る? 。 29 Z1 22 
Z74 25 26 ZZ 
Z? 8@ 81 82 
84 85 8 8Z 
82 の 29 ?1 ?2 
24  %5 ? の 6 の フ Z 
?? 199 
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WIDTH 


[ 機 能 | 画面 に 表示 する 文字 の 行 数 と 桁 数 を 指定 する . 
書式 | WIDTH (< 桁 数 >]】〔, < 行 数 >) 
文 例 WIDTH 80, 25 


画面 に 表示 する 文字 の 行 数 と 1 行 の 桁 数 を 設定 し ます . 

Ni。- BASIC の WIDTH の 1) と 同じ 使い 方 で す が , N - BASIC の 場合 。 1 行 36 
桁 と 72 杵 の 表示 も 許さ れ ま す . また 最初 の < 桁 数 > も 省略 する こと が で きま す . 
省略 値 は 現在 の 桁 数 で す . 


参照 : N。 WIDTH 1) 


ぃ width 89。25 
width ,29 

width 49@。29 
ぃ idth Z2。25 
ぃ width 36,。29 


width 89 
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WIDTH LPRINT 

















機能 プリ ンタ に 出力 され る 1 行 の 表示 文字 数 を 設定 する . 

書式 WIDTH LPRINT < 文字 数 > 

文例 WIDTH LPRINT 80 

解説 | プリ ンタ の 1 行 に 印字 する こと の で きる 文字 数 を 設定 し ます . く 文字 











数 > で 指定 する こと の で きる 値 は , 0 か ら 255 ま で で 0 は 256 と 解釈 され ます . 


参照 : Ni。 WIDTH 2) 


ラ ロッ ク 人 

199 MIDTH "1pti" ,255 
119 MIDTH LPRINT 49 
12@d FR 1=33 TO 24Z 
139  LPRINT CHR も 1) 
149 NEXT I 

159 LPRINTiEND 


Fun 
9 料 ま Z て) ※+。ー。/9.123456Z8 の 9: 』 く テニ >?6@ 全 BCDEFGH 
IJKLHNOPGQRSTUMMXYZ[\]^ abcdefghi jk1mnop 
qr stuvwx ツ Z(1) け て mam 上 目 目 韻 オー ゴ トー| |r 
ュ ト コス リー 』「」、・ ラ ァ イ ウ ェ オ ヤセ ュ ョ ウー アイ ウェ オカ キク ケ コ サシ スズ セ ソ ク タ 
チリ テト ナニ ヌ タ ノロ ヒ フ スベ ホ マ = ム メ モヤ ュ ヨ ラリ ルレ ロワ ンー ニ ト 昌 会 補 人 
更 晶 @0 の X 円 年 月 日 時 分 砂 

0K 
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WINDOW 


機能 ビュ ー ポ ー ト に 表示 する ワー ルド 座標 系 内 の 領域 を 指定 する . 
書 式 WINDOW (Wxi, Wyi) 一 (Wx。, Wy。) 
文 例 WINDOW (一 300, 一 50) 一 (100, 70) 





[解説 | (Wxi, Wy,:) を 左上 の 頂点 , (Wx。, Wy。) を 右 下 の 頂点 と する ワ 
ー ル ド 座 標 系 上 の 長方形 で 囲ま れ た 領域 を スク リー ン 上 の ビュ ー ポ ー ト に 表示 
する 領域 と し て 指定 し ます . 以後 , この 領域 内 に 入る 図形 は VIEW で 指定 され た 
領域 (ビュ ー ポ ー ト ) 内 に 表示 され る よう に な り ま す . この よう に し て 指定 され 
た 領域 は , ウィ ンド ウ と 呼ば れ , ちょ うど カメ ラ の ファ イン ダ を 通し て 景色 を 見 
た 時 の 様 に , ウィ ンド ウ か ら 外 れ た 図形 は 表示 され な く な り ま す . また , ウィ ン 
ドウ の 大 き さ を 変え る こと に より , カメ ラ の ズー ミン グ の 様 に , 視野 に 入る 領域 
の 大 き さ が 変 0D。 それ が スク リー ン 上 の ビュ ー ポ ー ト に 表示 され る よう に な り ま 
す . 


ワー ルド 座標 系 


RW 


ディ スプ レイ 画面 
(オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 ) 


(人 議 和 N 


WINDOW も VIEW と 同じ 様 に 領域 の 指定 を 行う だ け で , 実際 の 画面 に 対す 
る 操作 は 行い ませ ん の で , WINDOW に より , ウィ ンド ウ の 設定 を 変更 する だ け 
で , ビュ ー ポ ー ト 中 に 表示 され る 図形 が 変化 する よう な こと は あり ませ ん . また , 
誤っ て , 図形 が 何 も 描 か れ な い 領 域 を ウィ ンド ウ と し て 設定 する と , スク リー ン 
上 の ビュ ー ポ ー ト に は , 何 の 図 形 も 描か れ ま せん で 注意 し て くだ さい . 

Wxi<Wx。, Wyi< Wy が 成り 立た な い 場 合 , ある い は これ ら の 座標 が ワー ル 
ド 座 標 系 か ら 外 れ て いる 場合 に は “Illegal function call/ (FC Error) エラ ー と 
な り ま す . WINDOW で 指定 する 座標 は ,、 ワー ルド 座標 で すか ら , 負 の 値 や 実数 
値 も と れる こと に 注意 し て くだ さい . 

一 度 設定 され た ウィ ンド ウ は , 次 に WINDOW 文 あ る い ぃ は SCREEN 文 が 用 い 
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られ る まで 変化 し ませ ん . また WINDOW は LP を ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 に 設 
定 し ます . 


注意 : ワー ルド 座標 系 が ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る の は , WINDOW 文 の 実 
行 後 で あり , VIEW の み 実 行 し て ウィ ンド ウ は 初期 状態 の まま で あれ ば , ビュ ー 
ポー ト 内 の 座標 は , (ワー ルド 座標 ) = (スク リー ン 座 標 ) と な り ま す . 


参照 : VIEW, 1 章 ・ ウ ィ ン ド ウ と ビュ ー ポ ー ト , APPENDIX・A 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 





199 SCREEN @,9:CLS 2 
119 C=1 

12@ いり IEMC299,59) -〈499 , 156) , ,Z 
139 MINDOMI(-196,--199) -〈199,198) 
146 GOSUB ※DRAM 

159 MINDOMC-196 ,-169) -〈9,9) 

13@ GOSUB X※DRAM 

1Z9 MINDOMC6,9)-(196,169) 

186 GOSUB ※DRAM 

129 MINDOM(-596 ,-599) -〈599 , 599) 
299 GOSUB %DRA 

219 END 

229 ※DRAM 

239 CIRCLE(9,9) ,199,C 

249 FOR J=@ TO 19@9:NEXT J 
259  C=C+1iCLS 2 

249 RETURN 
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WRITE (ディスク) 


画面 ペデ ー タ を 出力 する . 
書式 | WRITE (< 式 の 列 >) 
文 例 WRITE |1*J K: AS 


< 式 の 列 > に より 指定 され た , 数 値 式 あ る い は 文字 式 の 値 を 画面 に 出 
出し ます . < 式 の 列 > が 省略 され た 場合 に は 空 行 の み が 出 力 さ れ ま す . 式 は 。 コン 
マ (, ) ある い は セミ コロ ン ( : ) に より 区 切り ます . コン マ と セミ コロ ン と の 
機能 上 の 区 別 は あり ませ ん が , 画面 上 に は , 各 式 の 値 の 区 切り と し て 必ず コン マ 
が 表示 され ます . BASIC は , 各 式 の 値 を 出力 し た の ち , 改行 を 行い ます . 
WRITE 文 は , ほぼ PRINT 文 と 同じ 様 に 式 の 値 の 出力 を 行い ます が , 不要 な 空 
白 桁 は 詰め られ , それ ぞ れ の 式 の 値 の 間 は 必ず コン マ で 区 切ら れ ま す . また 文字 


列 は ダブ プル クォーツ (?) で 囲ま れ て 出力 され ます . 


参照 : PRINT,。 WRITE# 


199 人 2=123 

119 B!=?.8Z654E+31 
120 C 幕 三 3 。 14 152265359 則 
139 ="N88-BASIC" 
149 PRINT AZjB! 。C 電 5D 名 
159 MRITE AZjB! 。C 昔 5D 久 


Fun 

123 の.82654E+31 3.141522653 
5? N88-BASIC 
123,?.8Z654E+31.3.1415226535? , "NB88-BAS1IC 


0K 


2 一 166 


WRITE# (ディ スク ) 


シー ケン シャ ルフ ァイル ヘ へ デー タ を 書き 出す . 
WRITE# く ファ イル 番号 > [ , < 式 の 列 >〕 
WRITE#1, 1*J, KiAS$ 


解説 | < 式 の 列 > に より 指定 され た 数 値 式 あ る い は 文字 式 の 値 を , < ファ イ 
ル 番 号 > に より 指定 され た ファ イル に 書き 出し ます . 指定 され た ファ イル は 出力 
用 に オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . < 式 の 列 > 中 の 各 式 は , コン マ (,) 
ある い は , セミ コロ ン (: ) に よっ て 区 切る こと が で きま す . 

WRITE # は , ほぼ PRINTT# と 同じ よう に 式 の 値 を 出力 し ます が , 不要 な 空白 桁 
は 詰め られ , それ ぞ れ の 式 の 値 の 間 は 必ず コン マ で 区 切ら れ ま す . また 文字 列 は 
ダブ ルク ォ ー ツ (”) で 囲ま れ て 出力 され ます . 

WRITE# は , 各 式 の 値 を 書き 出し た 後 , 改行 の コー ド を 書き 出し ます .< 式 の 列 > 
が 省略 され た 場合 に は , 単に 改行 の コー ド の み が 書 き 出さ れ ま す . 

WRITE # は , 区 切り 記号 と し て コン マ を 必ず 出力 し , また 不要 な 空白 の 出力 は 
行わ な いた め , PRINT # こ に 比べ ファ イル の 使用 領域 を 節約 する こと が で きま す . 


参照 : PRINT# WRITE 


サーン リン ビル 

プロ グラ ム 

199 “ーー- write 一 一 

118 Q ロ PEN "data5" FOR QUTPUT の PS 乾 1 
129 INPUT "ナマ エー 2 リ 。NQ ま も 

138 INPUT "シュ セキ ロロ ドン コウ" ョ NT 

149 INPUT "テン タウ "PO 

159 MRITE 共 1.NA も NM PO 

129 CLOSE 


Fun 

ナマ エ 22 ナ カカ ヒロ コ 
シュ ゥ セキ nn" ンコ ゴウ ? 18 
テン ズ ウ ? の 8 

0K 


2 一 167/2 一 168 








ABS NN 


絶対 値 を 与え る . 
ABS (< 数 式 >) 
文 例 | B=ABS(- 2) 


解 説 | < 数 式 > の 絶対 値 を 返し ます . 
また , < 数 式 > に 倍 精 度 実数 が 含ま れる 場合 は , 倍 精度 の 値 を 与え を ます が , 他 の 
場合 に は , 単 精度 の 値 を 与え ます . 


あず ッ ち タ 

190 ーー 2 テン カン ノ キョ リラ そ モト アメ 委 一 一 

119 INPUT "テン 1 ノ ダサ" ヒョウ ni x ゥ ツリ 83X1。Y1 
129 INPUT "テン 2 ノ 9" ヒ ョ ウ Ni X ゥ ツリ 5X2。Y2 
136 D=SQR(ABS(X 1-X2) ^2+4 人 QBS(Y 1-Y2) ^2) 
149 PRINT:PRINT "テン 1 ト ラン 2 ノ フキ ョ リ n "3D 
Fun 

テン 1 ノ 9" ヒョウ ni xy 2? 9。9 

テン 2 ノ 9" ヒ ョ ウ Ni xy ? 199,9 


タン 1 ト ラン 2 ノ キョ リ NN 199 
0K 





ASC NN 


E 文字 の キャ ラク タコ ー ド を 与え る . 
ASC (< 文字 列 >) 

I A=ASC (CA?) 
< 文字 列 > の 最初 の 文字 の キャ ラク タコ ー ド を 与え ます . 文字 と キャ 
クタ コー ド の 対応 に つい て は , キャ ラク タコ ー ド 表 を 参照 し て くだ さい . 


注 | 只 | 障 
加 | 団 | 民 





NNIG 


参照 : CHR$, APPENDIX・ キ ャ ラク タ 


テラ ロッ ろ の 

1 バーー コモ シ *^ ーー う オオ モ シ ^ ペン カフ ーー 
119 INPUT も 

126G IF 内 ま = リリ! 丁 HEN 288 

139 B ま ="! 

149 FR =1 TO LEN( 人 も ) 

1S9  D ま =NID ま ( 谷 も , 1 ,1) :D= 人 SC(D ま う 
16G 1F D< の Z ロ R D>122 THEN B も =B 和 ま +D ま :GOTO 189 
179 Bb=B 生 +CHR 和 ま (D-32) 

188 NEXT 1I 

1?9 PRINT:PRINT 日 


Fun 
? nec pc-889 1mk2 


NEC PC-889 1MK2 
UK 


ATN (ディ スク ) [N 


逆 正 接 (アー クタ ンジ ェ ン ト ) を 与え る . 
[書式 | ATN (< 数 式 > 
文 例 | A=ATN(1) 


< 数 式 > の 逆 正 接 を ラジ アン で 与え ます . 得 ら れる 値 は , 一 ヶ / 2 か ら 
ァ / 2 まで の 範囲 で す . 

また , < 数 式 > に 倍 精 度 実数 が 含ま れる 場合 は , 倍 精 度 の 値 を 与え を ます が , 他 の 
場合 に は , 単 精度 の 値 を 与え ます . 


マッ ろ を 

106 “-- arctan カラ arCSin。aTCCOS ヲ モト アル 

119 =189 ノ 3 . 14 152』U1 多 三 " 循 。 析 社 桂 " 』U2 争 三 ! 析 社 。 社 析 析 析 入 料 。 枠 桁 " 

129 INPUT 人 

139 IF QBS(A〉>1 THEN 129 

149 IF ABS(Q〉=1 THEN AS=1.5798:AC=9:GOTO 129 

159 QAS=ATN( 人 Q/SQR( 人 ※ 谷 + 1) 〉 

1 る 9 QC=- 人 TN(Q/SQR( 人 ※ 谷 + 1) ) +3。 14 152 ノ 2 

179 DS=QSXT iDC=ACXT 

189 PRINT " Rad。 Deog・" 

129 PRINT "arcCOS(" USING U1 多 jiPRINT ゆう) =" ョ USING U2$ jaC iDC 
299 PRINT "arcSINC" USING U1 多 iPRINT ") =" USING U2 ま jaSjDS 
219 END 


Fun 
? 5 

Rad。 Deg・ 
arcCOS(9 .599) = 1.94272 69 .99 
&rcSIN(9 .599) = 9.5236 39 .99 
0k 


ATTR$ (ティ スク ) Na [NI 


機能 指定 ファ イル , ドラ イブ の 属性 を 与え る . 
書式 ATTR$ | (< ドラ イブ 番号 >) 

(# < ファ イル 番号 >) 

(< ファ イル 名 〉) 
[文例 | PRINT ATTR$(1) 














[解説 | 指定 し た ドラ イブ , オー プン され て いる ファ イル , ディ スク 上 の フ 
ァイル の 現在 の 属性 文字 を 与え を ます . この 時 属性 文字 は 以下 の 意味 を 持ち ます . 
3 ヶ : 属性 は 解除 され て いま す . 即ち , 通常 の リー ド , ライ ト が 可能 な 状 
態 で す . 

YR?: 書き 込み の 際 に , リー ドア フタ ー ラ イト (書き 込ん だ 内 容 と メモ リ 上 の 
内 容 の 比較 チェ ッ ク ) を 行い ます 。 
LILIP? : 書き 込み が 禁止 され て いま す . 












































参照 : SET 


サ ンプ ル 
プ ロ ラム 

189 RENM テ ^~ イズ ケ ゅ ト ト ファ イ % ノ ソー クセ イ ヲ ラ チェ ゅ ク ス 放 

119 INPUT "ファ イル メイ ー』 リョ F も 

129 IF HID も (F も 。2。1) く >" 9 THEN 159 

139 DR=UQL(F も ) 』F 1 まま = ニ ト MID も (F も 。3) 

149 GOTO 149 

159 DR= 1 : F 1 も = ニ F 

1 る 9 人 QT 生 =QTTR を (DR)〉 

1Z9 PRINT “" ト ^ ラ イフ ~" STR も (DR) 7 フツ ソー クセ イ nn ig "jiGOSUB 229 
189 IF NHID ま を (F も ,。3)="" THEN 219 

1 の 9 QT 多 =QRTTR も (F 多 ) 

299 PRINT "ファ イル " ョ F1 和 まま 7 フツ トク セイ nn : "IiBQSUB 229 

219 END 

220 の い 生 ー" カ イシ ョ " 

239 IF QT 多 ="R  " THEN 仙 多 = ニ リリー ト ~ アフ ター ライト“ 

249 IF 人 QT を =" 。 P" THEN 人 Q 和 ま = ニ " ラ イト ファ ロ テ ク ト 『" 

259 PRINT 内 本 +" テー ズ ョ " 

2 る 29 RETURN 


Fun 
ファ イル メイ 5: ? test 

ト ~ ラ イフ ~ 1 ノ ツク セイ In 』 カイ ショ テ " ズ s 
ファ イ % test ノ ソ ^ ク セイ NN 』 ガイシ" ョ テ チ " ズ ョ 
0K 


CDBL 【N 


整数 値 , 単 精度 実数 値 を 倍 精度 実数 値 に 変換 し た 数 値 を 与え る . 


CDBL (< 数 式 >) 
例 A#ーCDBL(B!/2) 





mk 
[asY 








注 | 只 | 障 
半 











解 説 | < 数 式 > の 値 を 倍 精度 実数 値 に 変換 し ます . 但し , 型 変換 が 行わ れる 
だ け で 有効 桁 数 の 変化 は あり ませ ん か ら , 得 ら れ た 値 の 精度 は , 変換 する 前 の 型 
と 同じ (整数 刑 な ら 整 数 部 の み , 単 精度 実数 型 な ら 有 効 数 字 6 桁 ) に な り ま す . 


参照 : CINT, CSNG 


サ ン プル 

プロ グラ ム 

199 RENM コ ^ サ ノ ナイ "イセ イト ~ シ ~ スウ ー パ ノ ー ペ ンカ ン 
119 Q!=1 .23456』GODSUB 159』GOSUB 219 

129 Q!=123456 る ! :GOSUB 159:GOSUB 219 

139 人 Q!=1.23456E+98』GOSUB 159』GOSUB 219 
149 END 

159 人 Q 多 =STR 和 て 合 ) 』 谷 1 欠 王 CDBL〈 合 ! う 

1 る 9 D=INSTR( "の う 

179 IF D=@ OR INSTR( 人 Q 多 。"E") く <>9 THEN 谷 2 幸人 1 村 5RETURN 
189 D=LEN〈 台 多 ) -D 

1 の 9 2 幸三 INT(CDBL(A!%※19^D+ 5 うう /19^D 


299 RETURN 

219 PRINT の Q!。a1 昔 TAB(34) j 向 2 折 

229 RETURN 

Fu 
1 .234S54 1 . 23455?8?34989%3 1.23455864?Z6 147Z 
123456 12345 る 123456 
1 . 23456 る E+98 123454996 123456 る 999 

0Kk 





CHR$ 
機能 
書式 CHR$ (< 数 式 >) 
文例 


【N) 
指定 し た キャ ラク タコ ー ド を 持つ 文字 を 与え る . 


A$= ニ CHRS$(65) 


説 」 < 数 式 > の 値 の キャ ラク タコ ー ド を 持つ 文字 を 与え ます . 値 が 0 255 





の 範囲 に な い 場 合 は , “Tlegal function call′ (FC Error) エラ ー が 起こ り ま す 。 


参照 : ASC 


サン プル 
テロ グラ ム 


119 


Funn 


RE オオ モ シ * - う コモ シ * ペン カン 
INPUT を 

IF 人 $="V THEN 269 

B 和 =" 『 

FQR 1=1 TO LEN〈 人 *) 

D ま =MID* て 全 ま 1 、1) iD=ASC て D*) 
IF D< る 5 QR D> タ 6 THEN B*=B ま +D あ 』GOTU 189 
B*B ま +CHR$(D+32〉 

NEXT 』 

PRINT:PRINT B* 

END 


? NEC PC-889 IMK2 computer 


heC 
UK 


Pc-889 1mK2 computer 


CINT [N 


単 精度 実数 値 , 倍 精度 実数 値 を 整数 値 に 変換 し た 値 を 与え る . 
[書式] CINT (< 数 式 ) 
文 例 A %= ニ CINT(B#* 2) 


< 数 式 > の 値 の 小数 点 以下 を 四捨五入 (N-BASIC で は 切り 捨て ) し 
て 整数 に 変換 し た 値 を 与え ます . 結 果 の 値 が ー32768~-32767 の 範囲 に な い 場合 は , 
ゞ OverfHow” (OV Error) エラ ー が 起こ り ま す . 


参照 : CSNG, CDBL 


テ ロッ ズ 

199 RENM ショ ウス ウ テ ン イカ ニン イ ノ ウラ テ " ノ 4 シャ 5 ニュ ウ 
119 Q=1 .23456』D=2』GOUSUB 149:GOSUB 179 
129 人 =1.23456』D=3』GOSUB 149:GOSUB 129 
139 END 

149 IF =INT(A〉) THEN AD=A iRETURN 

159 QD=CINT(AX19^D) ノ 19^D 

1 る 9 RETURN 

12Z9 PRINT AD 

189 RETURN 


Fun 
1 . 23456 る 1 . 23 
1 . 23456 1 。235 
0K 


COS NN 


余弦 (コサイン ) を 与え る . 


COS (< 数 式 >) 
文例 C=COS(3. 1415 ノ 2) 


< 数 式 > の 値 に 対す る 余弦 を 与え を ます. < 数 式 > の 単位 は ラジ アン で 
す . 

また , < 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 は , 倍 精度 の 値 を 与え を ます が , 他 の 
場合 に は , 単 精度 の 値 を 与え ます . 


注意 : 倍 精度 機能 は 。 NaaDISK-BASIC モ ー ド で の み 有 効 で す . 


参照 : SIN。TAN 


テ テク る 

199 RE ト N Cos カラ sec( セ カン ト ) ラ も トメ アル 

119 INPUT "カク 2 ト ~ ( ト " う ) 』 "jsD 

129 CS=COSD ノ 189X3。 14 15 め 222 共 ) 

139 PRINT "COS"』USING 『 間 電電 "saDiiPRINT " = ニー リョ CS, 
149 PRINT "SEC"jUSING 『" 半 電電 "Di 

159 IF ABS(CS) <=。99999 1 THEN 189 ELSE SC= 1/CS 
1 る 9 PRINT " = "SC 

1Z9 END 

189 PRINT " = テイ キネ ^ サレ マセ ン " 

1?9 END 


Fun 

カク ト ~ ( ト ^) 』 ? 45 

COS 45 =  .Z@Z19Z SEC 45 = 1.41421 
0k 


CSNG [N 


[ 和 機 能 | 整数 値 , 倍 精度 実数 値 を 単 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 与え る . 
書式 CSNG (< 数 式 >) 

文例 A1=CSNG(B お 

解 説 | < 数 式 > の 値 を 有効 数 字 6 桁 の 単 精度 実数 型 に 変換 し ます . その 値 





が 一 1.70141E 38 て 1.70141E 38 の 範囲 に な い 場 合 は , “OverHow” (OV 
Error) エラ ー が 起こ り ま す . 


参照 : CINT, CDBL 


サ ンプ ル 

プ ロ ラ ム 

19@ RENM ショ ウス ウチ ン イ カ ニン イ ノ う 92 チ " ノ 4 シャ 5 ニュ ウ 

110 幸三 1.2345678 め 5D=1』GOSUB 149:GOSUB 179 
120 の 帳 = 1 .234564789 則 iD= テ ZiG0SUB 149:GOSUB 1Z9 
139 END 

149 IF の 乾 三 INT( 幕 ) THEN 人 QD 電 人 剛 :RKETURN 

159 AD= ニ INT(Q 香 X19^D+ 。5) う /19^D 


1 る 9 RETURN 
1Z9 PRINT の 剛 。CSNG( 人 AD 幕 ) 
189 RETURN 
Fun 

1 ,. 23456Z8 ヶ 1 2 

1 .2345 る 78? 1 , 2345 フ Z 
0K 


CSRLIN 【NI 





能 現在 の カー ソル の 行 位置 を 与え る . 





式 CSRLIN 








潤 | 只 障 





解 上 


例 |  Y=CSRLIN 





説 | 現在 の カー ソル の 行 位置 を 与え ます . 値 の 範囲 は , 25 行 モー ド で は 





0 て 24,20 行 モー ド で は 0 て 19 と な り ま す . なお, 画面 の 最上 行 が 0 , 最 下行 が 24( ま 
た は 19) と な っ て いま す (POS 関数 参照 ). 


参照 : POS 





199 
119 
129 
139 
149 
159 
149 
1Z9 
189 
1?9 
299 
219 
2209 
239 
249 
259 
2 る 9 
229 
289 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


RENM ヒ ~ リ ヤー ト ~ ノー シミ ュ レ ーション 
LOCATE 1,2:PRINT STRING ま (28。" 7) 
LOCATE 1,23:PRINT STRING ま も (28。"@7 う 5』 
FOR 【=3 TO 22:LOCATE 9,I:PRINT "@7j 
LOCATE 22,。IgPRINT "@" jiNEXT 
LOCATE 9,2:iPRINT "WV jiLOCATE 2 の 』2:PRINT "7 
LOCATE 9,23:PRINT "@7 jiLOCATE 22。23:PRINT "@7』 
F= 1 :X=RND( 1) ※ZZ+ 1 :C=RND( 1) ※ 18+3 
FOR X=X TO Z8 
LOCATE X0,COIiPRINT " "5 
IF CSRLIN=22 QR CSRLIN=3 THEN F= ニ F※-1 
C=C+F iLOCATE X,CiPRINT "@" jigX0=X : CO0=C 
NEXT XX 
FOR X=Z8 TO 2 STEP -1 
LOCATE X0。COIiPRINT " 『 
IF CSRLIN=22 OR CSRLIN=3 THEN F= ニ F※-1 
C=C+F iLOCATE X,。CiPRINT "@7 jiX0 ニ =X 』C0= テ ヒビ 
NEXT X 
GOT0 189 


CVI ン CVS ン CVD [N] (人 Q で は ティ スク の み ) 


文字 列 を 数 値 デ ー タ に 変換 し た 値 を 与え る . 
書式 1) CVI (<2 文字 の 文字 列 >) 
2) CVS (<4 文字 の 文字 列 >) 
3) CVD (<8 文字 の 文字 列 >) 
文例 1) A%=CVI(A$) 
2) B=CVS(CA3Bd?) 
3) C#ーCVD (NUM$) 


に 
史 | 民 


ディ スケ ッ ト 上 の ラン ダム デー タ ・ フ ァイル か ら 読 み 込 ん だ デー タ 
は , 文字 型 に な っ て いる た め , CVI, CVS, CVD 各 関 数 を 使っ て , 数 値 デ ゲー タ に 
変換 し な けれ ば な り ま せん . CVI は 2 文字 の 文字 列 ( 胎 ち 16 ビ ッ ト の デー タ ) を 
整数 値 に ,CVS は 4 文字 の 文字 列 を 単 精度 実数 値 に ,CVD は 8 文字 の 文字 列 を 倍 
精度 実数 値 こ それ ぞ れ 変換 し ます . 

実際 の 文字 列 と 変換 後 の 数 値 と の 関係 は . わか りや すく 整数 型 で 説明 する と 次 
の 様 に な り ま す . 

A$= ヾ AB の 場合 , 胎 もち ,A$= ニ CHR$(&H41)+CHR$ (&H42) の 場合 に は , CVI 

(A$) は , &H4241 (16961) に な り ま す . つま り , キャ ラク タコ ー ド を 数 値 デ 
ー タ と みな すわ け で す . CVS, CVD の 場合 は , 各 キ ャ ラク タコ ー ド を 正規 化 さ れ 
た 浮動 小数 点 形 式 の 数 値 デ ー タ と みな すこ と に な り ま す . 


参照 : MKI$5 MKS$ MKD$ 


199 “-- input value frFom random file 一 一 
119 OPEN "cvsmks" 人 QS 音 1 

129 FIELD 草 1。9 AS 多 

139 FOR 1!=1 TO 3 

149 GET 音 1。】 5 人 =CUS( 人 Q 多 ) iPRINT 全 

159 NEXT 【 

129 END 


Fun 
・245121 
・395993 
・31186 る る 

0K 





DATE$ 【N 











機能 日 付 を 与え る . 

書式 DATE$ 

次 例 D$=DATES$ 

解説 | DATE$ に は 常に 現在 の 日 付 が 入れ られ て お り , いつ で も その 内 容 


を 見 る こと が で きま す . 
また DATE$ に は 。 YY プ MM プ DD で 81 プ 12 プ 017 等 ) の 形 で 日 付 を セッ ト で 
きま す . 他 の 変数 に 代入 し た 場合 も , 同じ 形 の 文字 列 が 代入 され ます . 


注意 ・ PC-8801MKITI は バッ テリ ーー バックアップ に より 常に 日 付 を 更新 し て 正 し 
い 日 付 を 維持 する よう に な っ て いま す 。 従 っ て 不用 意 に 日 付 を 変え る と , せっ か 
〈 く の 正しい 日 付 が こわ され る こと に な り ま す . 

また , 電源 を OFF ン ON し た 場合 や , リモ ッ ト し た 場合 は , 年 の 値 だ け イ ニシ 
ャ ライ ズ さ れ 84′” と な り ま す . 

N。sDISK-BASIC で は , ディ スク ユー ティ リティ の 「SET UP INFO」 で , 年 
の 値 を 設定 し て お く こ と が で きま す . 


参照 : TIME$ 


9 ニー ケー アプ ルル 

デ ロ グ ラム 

199 ^ "81 ノ 12 ノ 25" --> "25,Dec .1281" 
119 DIN MONTH を も 12) 

129 FOR 1!=1 TO 12 

139 READ MONTH も て (1) 

146 NEXT 1 

159 DATE$="81/12 ノ 25" 

1 る 9 GOSUB %TRNS 

1Z9 PRINT DATE も 』" ーー ッ > "も 

189 END 

1 の 29 ※TRNS 

299 NMN$=RIGHT を も (DATE も 2 うす 7" 

219 も = も +MONTH も (UL(NID を も (DATE も ,4 2) ) ) 
229 トド = も +" 。1 の 2"+LEFT も (DATE も 。2) 
239 RETURN 

249 DaATA Jan。,Feb, ト ar 。 人 Qpr ,ay』Jun 
259 DaTA Ju1l ,Qug,Sep,Oct 。Nov , Dec 


Turn 
8 1/12/25 ーー-> 25。Dec .1281 
0K 


DSKF (ティ スク ) [N 





能 ディ スク の 諸 元 を 与え る . 
DSKF (< ドラ イブ 番号 > 〔 , < 機能 >〕) 
例 PRINT DSKF(1) 














潤 | 叶 | 障 
中 











< ドラ イブ 番号 > で 指定 され た ディ スク に 関す る 情報 を 関数 の 値 と し 
て 返し ます . < 機能 > は 値 と し て 返す 情報 の 種類 を 指定 し ます . < 機能 > と し て 指 
定 す る 値 と 。 その 時 に 返さ れる 関数 の 値 の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す . 


1 
に 4 


省略 され た 時 : ディ スク の 残り 容量 を クラ スタ 単位 で 返す . 

0 : 最大 トラ ッ ク 番 号 5 : ディ レク トリ トラ ッ ク 番 号 
(片面 当り の トラ ッ ク 数 一 1 ) 6 : 1 クラ スタ 当 り の セク タ 数 

1 : 1 トラ ッ ク 当 り の セク タ 数 7 : FAT の 開始 セク タ 番 号 

2 : 片面 ディ スク (0 を 返す ) 8 : FAT の 終了 セク タ 番 号 

ある い は 両面 ディ スク (1 を 返す ) 9 :FAT の 数 

3 : 1 トラ ッ ク 当 り の クラ スタ 数 10: デ ィ ス ク 属 性 の 入っ て いる セク タク 番号 
4 : ボリ ュー ム 当 り の クラ スタ 数 


ドラ イブ の 種類 や ディ レク トリ , FAT 等 に つい て は , ユー ザー ス ・ マ ニュ アル 
を 参照 し て くだ さい . 


N - BASIC で は , < 機能 > を 指定 する こと は で きず , 返さ れる 情報 は 指定 し た ド 
ライ ブ の 残り クラ スタ 数 の み で す . な お , N - BASIC で は 1 クラ スタ は 8 セク タ 


で ます 。 


ラロ タク ろ を 

199 INPUT "Drive number" 』DR 

119 PRINT "Track =" j』DSKFDR,9) 』"/Drive" 
129 PRINT "Sector ="』DSKFCDR 』 1) 5" ン Tr acK" 
139 PRINT "Disk space ="j』DSKFKXDR〉 


Fun 
Drive number? 1 
Track = 34 /Drive 
Sector = 1 る / ノ Track 
DiskK space = 2 る 

0K 


DSKI$ (ディ スク ) [N 





機能 ディ スク か ら の 直接 読み 出し を する . 

[書式 | 1) DSKI$ (< ドラ イブ 番号 >, < トラ ッ ク 番 号 〉>,。 < セク タ 番 号 >) 

2) DSKI$ (< ドラ イブ 番号 〉, く < サー フェ ス 番 号 >, < トラ ッ ク 番 号 >, 
く セ クタ 番号 > 

文例 1) D$=DSKI$ (2, 19, 1) 

2) D$=DSKI$ (2, 1, 19, 1) 














[ 解 説 | 通常 の ファ イル 操作 (OPEN。 CLOSE な ど ) と は 無関係 に 。 ディ ス 

ク 上 の 指定 し た セク タ か ら 直 接 読 み 出 し を 行い ます . 

DSKI$ は , その パラ メー タ に より 指定 され た セク タ 上 に 書か れ て いる デー タ 
256 バ イト を 0 番 バ ッ フ ァ に 読み 出す と と も に , 最初 の 256 文 字 の 文字 列 を 関数 の 
値 と し て 返し ます . 

文字 列 の 長き は 255 文 字 ま で し か 許さ れ な いた め に , 関数 の 値 と し て 256 バ イト 
の デー タ 全 て を 得る こと は で きま せん . そこ で , 通常 の ラン ダム アク セス の 場合 
と 同じ よう に FIELD 文 に より , 0 番 バ ッ フ ァ へ 複数 の 文字 列 変数 を 割り 当て る 
こと に より これ を 解決 する こと が で きま す . ある い は , VARPTR 関数 に より , 0 
番 バ ッ フ ァ の 置か れ て いる メモ リ 番 地 を 調べ た 上 で PEEK 文 に より バッ ファ か 
ら デ ー タ を 読み 出す こと も で きま す . 

< サー フェ ス 番 号 > は , 指定 され た < く ド ライ ブ 番 号 y の ディ スク が 両面 ディ スク の 
場合 に の み 必要 で , 0 また は 1 で 指定 し ます 。 

< トラ ッ ク 番 号 >,。 < セク タ 番 号 〉 と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は , 指定 され た く ド 
ライ ブ 番 号 y? の ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て 異な り ま す が ,。 BASIC は , これ 
ら の 値 の 範囲 を 自動 的 に 調べ , 不当 で あっ た 場合 に は \Illegal function call* (FC 
Error) エラ ー と し ます . 詳し く は ユー ザー ス ・ マ ニュ アル を 参照 し て 下さ い . 

DSKI$ は 対象 と する ディ スク ドラ イブ が 片面 ディ スク で ある か 両面 ディ スク 
で ある か に よっ て ダイ ナミ ッ ク に 書式 が 変り ます . 

1) の 書式 は 片面 ディ スク を 対象 と する 場合 で あり , < サー フェ ス 番 号 > の 指定 は 
必要 あり ませ ん 。 

2) の 書式 は 両面 ディ スク を 対象 と する 場合 で あり , < サー フェ ス 番 号 > を 指定 し 
な けれ ば な り ま せん 。 


注意 : 複数 の ディ スク が 接続 きれ て いる 場合 , それ ぞ れ の ディ スク の 諸 元 に つ 
いて は DSKF に より 調べ る こと が で きま す . 


参照 : DSKO$, FIELD, DSKF, VARPTR 


サ ンプ ル 
プログ ラム 


199 ^--- Read from disk 〈direct) --- 

116 FIELD 8,128 人 QS 人 Q$* て (8) ,128 AS を (1) 
129 %※STARTiINPUT “Drive"jDR 

139 IF DR<1 OR DR〉>8 THEN %START 

149 【F DSKF(DR,2)=9 THEN ※ENTER 

1S9 INPUT "Surface"』SU 

1 る 9 IF SU<9@ OR SU> 1 THEN 158 

1Z9 %ENTER Ii INPUT "TrFacK,。Sectorn*" iTR,SE 

186 IF TR<9 OR TR>DSKFCDR,。9〉 THEN XENTER 
1296 IF SE く <1】 OR SE>DSKF〈DR。 1) THEN ※ENTER 
2Z98 IF DSKFDR,2)=9 THEN %SINGLE 

219 DUN 人 MY*=DSK】 欠 て DR。SU,TR。 SE〉 : GOTO ※DISP 
229 XSINGLE 』 DUNATY$ も =DSKI$ る (DR,TR, SE〉 

239 %DISPFOR 【=9 TO 1 

249 FOR Js=9 TO Z 

258 FOR K=1 TO 16 る 

248 D$ を =HEX$ も て ASC(NID を (も 1) 。J※ 12+K,。 3) ) 〉 
2Z9 PRINT RIGHT$〈 て "6"+D ま も 。2) 59 9 

288 NEXT KiPRINT 

229 NEXT J。7iEND 


Fun 
Drive? 1 

Track,Sector? 18。1 

Z3 6 る 3 Z2 65 <5 GE 31 29 2 69 23 FF FF FF FF FF 
2 GE る 2 の 29 29 29 29 29 29 99 22 FF FF FF FF FF 
6B 6 る 】 る E 人 Q 6 の 3 GF る 4 2 99 2 る FF FF FF FF FF 
Z4 6 る 5 Z3 Z4 29 2 29 29 29 9 21 FF FF FF FF FF 
Z2 る 1 GE る 4 6F る D <% 2 65 8 2Z FF FF FF FF FF 
Z2 る 5 る D GF Z る <5 2 29 29 99 29 FF FF FF FF FF 
Z2 6F る C 6 る C 29 29 29 2 2 69 28 FF FF FF FF FF 
Z3 る 】 Z6 GS 29 29 29 29 29 9 IF FF FF FF FF FF 
7Z3 63 Z2 GS 65 GE 32 2 29 99 2 ヶ FF FF FF FF FF 
7Z3 GS Z4 2 2 28 2 29 29 98 IE FF FF FF FF FF 
Z4 6 る 8 Z2 る D 2 29 29 29 29 89 2A FF FF FF FF FF 
Z4 6 る 2 る D る 5 24 < る F GE 28 2 88 1D FF FF FF FF FF 
Z6 @2 る 5 ZZ 28 Z3 2 の 28 29 99 2B FF FF FF FF FF 
ZZ 68 6%》 る C 65 ZZ 6 る 5 GE <4 98 1C FF FF FF FF FF 
ZZ る 2 る 4 Z4 68 31 29 29 29 9 2C FF FF FF FF FF 
ZZ @2 る 4 Z4 る 8 32 29 29 29 89 1B FF FF FF FF FF 
0K 


EOF [N] (人 NM で は ディ スク の み ) 





能 ファ イル の 終了 コー ド を 与え る . 
EOF (< ファ イル 番号 >) 
例 IF EOF(1) THEN CLOSE 1 : END 





注 || 障 
中 





[解説 | < ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル が 終り に 達し た か どう か を 調 
べ る 関数 で す . 関数 の 値 と し て 終り に 達し て いれ ば 真 (一 1), そう で な けれ ば 偽 
( 0 ) を 返し ます . < ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル は 入力 モー ド で オー プ 
ン さ れ て いな けれ ば な り ま せん . 

指定 され た ファ イル が RS - 232C コ ミュ ニケ ーション ・ チ ャ ネル (COM : ) で 
あっ た 場合 に は , EOF 関数 は , バッ ファ が 空 で あっ た 場合 に 値 を 真 と し ます . 








注意 : カセ モッ ト を 使用 し て いる 場合 は , EOF 関 数 を 使う こと は で きま せん . 


サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

199 “ーー data inDut 一 

119 OPEN "2idata5" FOR INPUT AS #1 
129 IF EOFK〈1) THEN 12 る 9 

139 INPUT #1, 全 

1498 PRINT 

159 GOTO 129 

1 る 9 CLOSE 


っ 


SNm im や mW こと 


〇 
トコ 


ERL ン ERR N) 











機能 発生 し た エラ ー の エラ ー コ ー ド 及び エラ ー の 発生 し た 行 番号 を 与 
える . 

書式 ERL 
ERR 

文例 LERL 
E ニ ERR 

| 解説 | エラ ー が 発生 し た 時 点 で ,。 シス テム 変数 FRR は エラ ー コ ー ド を, 








ERL は エラ ー の 発生 し た 行 番号 を 持っ て いま す . エラ ー が ダイ レク トモ ー ド の 実 
行 に よっ て 生じ た 場合 , ERL は 行 番号 と し て 65535 を 持ち ます . 

一 般 に , ERR 及び ERL は ON ERROR GOTO 文 に よっ て 指定 し た エラ ー 処 理 
ルー チン に お いて , 処理 の 流れ を 制御 する た め に 使わ れ ま す . 


参照 : ON ERROR GOTO 


199 “ーー XX ノ Y シ ^ ョ ウラ も モト メル 』。 一 一 

119 ON ERROR GOTO %※ERRORTRP 

129 ※START 

139 INPUT "XY XY 

148 人 NS=X^Y 

159 PRINT XX リフ リョ Y ョ リ シ ト ョ ウ naNS 9 テト ズ ョ " 
169 GOTO ※START 

129 PRINT " 222 テイ ネ キネ“ サル マセ フツ 

189 END 

1 の 9 “ーー erTOT POutin@ 一 一 

299 ※ERRORTRP 

216 IF ERR=11 AND ERL=149 THEN RESUIE 129 
229  QN ERROR GOTO 9 


Fu 
X,Y? 2.3 

2 ノ 3 ジ " ョ ウ N 8 テ ^ ス 。 
X,Y?2 19。4 

16 ノ 4 シ " ョ ウ い 19969 テ ~ ズ 。 
XY? -1,3 
ー1 ノ 3 シ " ョ ウ nn-1 テー ズ ェ 
X,Y2 9,20 

9 ノ 2 シ " ョ ウ N 9 テ " ズ ョ 
XY? 9。-1 

ク ク 2 ク 2 テイ キ *^ サレ マセ ン 
0k 


EXP [N 


機能 e に 対す る 指数 関数 の 値 を 与え る . 

書式 EXP (< 数 式 >) 

文例 E ニ EXP (1 ) 

解 ” 説 | < 数 式 > の 指数 関数 の 結果 を 値 と し ます . 但 し ,< 数 式 > の 値 が 87.33655 
より 大 きい 場合 に は OverfHow” (OV Error) エラ ー が 起こ り ま す (Nas- BASIC 
単 精度 の 場合 ). 

また , < 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 は 倍 精度 の 値 を 与え を ます が , 他 の 場 
合 に は 単 精度 の 値 を 与え ます . 











サ ンプ ル 

プロ ミグ ラム 

199 “ EXP カラ SINH(n イ n? フリ ゅ クー サイフ ) 

119 < COSH て N イ n* フィ リック コサイン ) うう そ ト メア 分 

129 INPUT D 

139 HS=(EXP(D) -EXP( -D〉 ) / ノ 2 iHC=(EXP(D〉 +EXP(-D〉 ) ノ 2 
149 PRINT "SINH" jUSING " 幸 電 人 "53DjgPRINT "9 = リョ HS。 
159 PRKINT “COSH" 3USING "半音 埋 "VsDssiPRKINT "= ミー リョ HC。 
1 る 9 END 


Fun 

? 2 

SINH 2 = 3.62686 COSH 2 = 3.Z622 
0K 


FIX NN 


整数 部 を 与え る . 


[書式 | FIX (< 数 式 ) 
文 例 | 『=FIX(B ノ 3) 


< 数 式 > の 値 の 小数 点 以 下 を 取り 去っ た 値 を 与え ます . 
INT と の 違い は サン プル プロ グラ ム を 見 れ ば 明らか で す . 


参照 : INT 


ラテ テク ろ 

10@ “= ニ =- fx kk 3nt ーー 

119 Q= テ ー2 

129 FOR 1=9 TO ヶ 

139 Q=Q+IX。3 

149 PRINT "人 Q =" ョ "FIX(Q) =" ョ FIX(Q) 。" INT(A) = リョ 1NT( 合 ) 
159 NEXT 





Fun 

向 = データ F 1X〈( 合 ) =ー2 INT( 全 ) =ー タ 2 
仙 計 ー1。Z FIX( 仙 ) =ー1 INT( 谷 ) =ー2 
人 向 ニー1。1 F1X(Q) =ー1 INT( 代 ) =ー タ 2 
向 =ー。2 FIX(Q) = 9 INT( 谷 ) =ー1 
向 = 1 FIX( 台 ) = 1 INT(A) = 1 
Q = 2.5 FIX( 合 ) = 2 INT( 全 ) = 2 
人 Q = 4.3 FIX(AQ) = 4 INT( 全 ) = 4 
向 = 6.4 FIX( 全 ) 呈 6 INT(A) = 6 
馬 = 8.8 FIX(Q) = 8 INT() = 8 
和合 = 11.5 FIX( 合 ) = 11 INT() = 11 
0K 


FPOS [N] (Q で は ティ スク の み ) 


機能 ファ イル 中 で の 物理 的 な 現在 位置 を 与え る . 
書式 FPOS (< ファ イル 番号 >) 


文 例 | HEAD=FPOS(4) 











如 


解 < ファ イル 番号 > に よっ て 指定 され た ファ イル が 最後 に 読み 書き し た 
位置 を 返し ます . 

指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル の 場合 に は , 最後 に 読み 書き し た セク 
タ の 番号 を 返し ます . この 番号 は トラ ッ ク 0。 サー フェ ス 0, セク タ 1 を 0 番 と し 
た 通し 番号 で 与え られ ます . 

指定 され た ファ イル が プリ ンタ で あっ た 場合 に は ,. プリ ンタ の ヘッ ド の 位置 を 
与え を ます. この 値 は LPOS が 返す 値 と 同一 で す . 

N-BASIC で は ,。FPOS は ディ スク ファ イル に 対し て の み 用 いる こと が で きま 
す . 





参照 : LOC, LPOS 


プロ グラ ム 

199 “-- fpos ツ alue DFint out 一 一 

119 OPEN "2idata6" FOR OUTPUT 全 S #1 
126 PRINT FPOSK 1) :PRINT 

139 FOR 1=1 TO 5 

149 PRINT 村 1。STRING ま も (128」" 17) 

159 PRINT 幸 1。STRING ま (128」" 19) 

1 る 29 PRINT FPOSC 1〉 

1Z9 NEXT 1I 

189 CLOSE 


Fun 
1 ヶ 2 


1?4 
1?5 
1 る 
1 ヶ 2 
1?8 
dk 























FRE [N) 

機能 メモ リ の 未 使用 領域 の 大 き さ を 与え る . 

書式 FRE (< 機能 >) 

文例 PRINT FRE(0) 

解 " 説 | FRE は , BASIC の 利用 可能 な メモ リ 領 域 の うち の , 未 使用 領域 の 大 











き さ を 関数 値 と し て 返し ます . < 機能 > は , 0 , 1, 2 の 値 を と り , それ ぞ れ の 場 
合 に 返さ れる 関数 値 の 意味 は 次 の と お り で す . 
0 : 未 使用 変数 領域 の バイ ト 数 . 単純 変数 配列 及び スト リン グ の 領域 と し 
て 使用 可能 な 領域 の 残り バイ ト 数 で す . 
1 : 未 使用 テキ スト 領域 の バイ ト 数 . プロ グラ ム テ キス ト を 入れ る た め の 領 
域 の 残り バイ ト 数 で す . 
2 : 未 使用 変数 領域 と 未 使用 テキ スト 領域 の 和 の バイ ト 数 . 


< 機能 > が 0 また は 2 の 時 は , FRE 関数 は 。 スト リン グ 領 域 の 整理 の た め の ~“ ち 
り 集 め ” 処理 を 必ず 行い ます の で , 関数 が 値 を 返す まで に 時 間 が か か る こと が あ 
り ま す . 

N - BASIC で は , < 機能 > が 数 値 で あれ ば メモ リ の 未 使用 領域 の 大 き さ , 文字 で 
あれ ば 未 使用 の 文字 領域 の 大 き さ を バイ ト 数 で 返し ます . 


N。。- BASIC で は , < 機能 > が 文字 列 の 場合 に は , ^Illegal function call” (FC 
Error) エラ ー と な り ま す . 


サン プル 
プロ グラ ム 

1969 “-- User NMemor ツ DPFint out 一 一 

119 DaATA Valiable memory,Text memory,Total 


129 FOR 12=@6 TO 2 
139 READ 合 多 jiFR= ニ FRE〈1 グ の) 


149 PRINT Q$』TAB〈 18) 』FR jiTAB て 2 る ) jHEX ま (て FR) "日" 
159 NEXT 』% 


Fun 
い Valiable memor ツ 13242 33BFH 
Text memor ツ 32581  ZF45H 
Tot ぁ 1 45838  B39EH 
0k 


HEX$ 【N) 


能 10 進 数 を 16 進 数 に 変換 し , その 文字 列 を 与え る . 
式 HEX$ (< 数 式 >) 
A$ ニ HEX$(X) 


























民 | | 放 | 弄 | 障 
連 


説 | < 数 式 > の 値 を 16 進 数 に 変換 し て , その 文字 列 を 与え る 関数 で す . < 数 
式 > の 値 は , 32768 か ら 32767 (また は 0 か ら 65535 ) まで の 範囲 - な けれ ば な り 
ませ ん . 


参照 : VAL, OCTS 





サ ン プ ル 











プロ グラ ム 

199 PRINT " -9 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -2 -B -%" 
116 FOR !=9 TO ヶ 

126 PRINT STR* も (1)』"ー 


139 FOR J=9 TO ヶ 

149 PRINT_ RIGHT" 6"+HEX も (IX19+J) 。2) 87 リョ 
159 NEXT J 

129 PRINT 

129 NEXT Ii 

189 END 


Fun 
-9 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -Z -8 - タ 
9- 99 91 92 93 94 95 9 92Z 98 9?% 
1- 9 9B 9@C 9@D 9@E 9F 19 11 12 13 
2- 14 15 1 る 12 18 1 1 1B 1C 1D 
3- 1E 1F 29 21 22 23 24 25 2 る 22 
4- 28 22 2 2B 2C 2D 2E 2F 39 31 
5S- 32 33 34 35S 3 る 32 38 32 3a 3B 
S- 3C 3D 3E 3F 39 41 42 33 4 45 
フー 4 る 22 438 4? 4 2B 4C 4D 4E 4F 
8- 59 51 52 53 54 55 5 る 5Z2 58 5 
ゥ - Sa SB 5C 5D SE SF 4 る 9 6 る 1 る 2 る 3 
0K 





INKEY$ [N) 


機能 キー が 押さ れ て いれ ば , その 文字 を , キー が 押さ れ な けれ ば ヌル 
スト リン グ を 与え る . 
書式 INKEY$ 


文例 A$=INKEY$ 




















| 解説 | キー ボー ド バ ッ ファ が 空 で あれ ば , INKEY$ 関 数 は メル スト リン グ 
を 返し ます . キー 入力 に より キー ボー ド バ ッ ファ が 空 で な い 場 合 に は , バッ ファ 
の 先頭 か ら 1 文字 取り 出し , その 文字 を 返し ます . 

な お , CTRL -C。 ス トッ プ キ ー は INKEY$ 関 数 に よっ て 拾う こと は で きま せ 
ん . また 押さ れ た キー は 画面 上 に は 表示 され ませ ん . 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 





199 PRINT "Enter any Key to end ・・ 
119 ※LOOP 

120 人 Q$=INKEY$ 

139 IF 人 Q$="" THEN ※LOOP 

149 PRINT 人 $ 

159 IF 人 Q$="e" THEN %※EXIT ELSE ※LOOP 
1 る 9 ※EXITiEND 


Fun 
Enter any key to end ・・ 
n 


nc ぁ げ 1I1OO 





INP NN 


機 能 | 入力 ポー ト か ら 値 を 得る . 
書式 | INP (< ポー ト 番 号 >) 
文 例 | A=INP(15) 





解説]| < ポー ト 番 号 > で 指定 され た 入力 ポー ト か ら 8 ビッ ト の デー タ を 読み 
取り , それ を 関数 値 と し ます . < ポー ト 番 号 > と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は 0 か ら 
255 ま で で す . 


参照 : OUT 
ニン シーブ ッッ レ 
プ ブログ ラバ 


199 PRINT "Type ^e^ key to end ・・" 
119 ※LOOP 

129 IF INP(2)=223 THEN END 

139 ^/ Me have to dummy read 

149 ^ to clear the Key buffer 。 

159 DU を =INPUT 多 (1) giPRINT DU を 

1 る 9 GQTO ※LOOP 


Fun 
Type "e^ key to end ・・ 
る 
b 
C 
d 
e 
0 


14 


INPUT$ [N] (NN で は ディ スク の み ) 


機能 指定 され た ファ イル より 指定 され た 長 さ の 文字 を 与え る . 
書 式 INPUT$ (< 文字 数 > 〔 , 【 級 < ファ イル 番号 >〕) 
WORD$=INPUT$(6, #2) 


[解説 | < ファ イル 番号 〉 に よっ て 指定 され た ファ イル か ら < 文 字数 > 分 の 文 
字 列 を 読み 出し ます . < ファ イル 番号 > が 省略 され た 場合 に は , キー ボー ドド から 和信 
力 が 行わ れ ま す が , INPUT 文 と 異な り 入力 され た 文字 は スク リー ン に は 表示 さ 
れ ま せん . 

INPUT$ は 指定 され た < 文字 数 > の 文字 が 入力 され る の を 待ち 続け ます が , 既 
に バッ ファ に 入力 済み の デー タ が ある 場合 に は バッ ファ 中 か ら 文 字 を 拾っ て きま 
す . また INPUT$ は , ス トップ キー, CTRL-C を 除く すべ て の 文字 を その まま 読 
み 出 し ます の で , INPUT 文 や LINE INPUT 文 で は 入力 する こと の で き な い 改 
行文 字 等 も 入力 する こと が で きま す . 





但し , N - BASIC で は ディ スク 版 で の み <〈 フ ァイル 番号 > の 指定 が で きま す . 


参照 : INPUT, LINE INPUT 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 

199 “-- qget Key -- 
119 FOR !=1 TO 5 
129 の 符 =INPUT 欠 1) 
139 PRINT 全 欠 

149 NEXT Ii 

159 END 


Fun 
1 

bc 
def 
ghi J 
k1mno 
0K 


INPUT$ NN 


バッ ファ より 指定 され た 長 さ の 文字 を 与え ます 。 
INPUT $( く 文字 数 > 〔, 9%6 く ポー ト 番 号 > 〕 ) 
A$ 三 INPUT $(6, 9%1 ) 


当 剛 隊 
吾 国民 


1 
憧 


< 文字 数 > は 0 一 255 の 範 胃 で な けれ ば な り ま せん . 
< ポー ト 番 号 > を 指定 する と RS-232C の バッ ファ より < 文字 数 > 分 の 文字 列 を 読み 
出し ます . 使い 方 は , ファ イル か ら 文 字 を 読み 出す INPUT $ と 同じ で す . 













1 バーー 民 ー ダ 3 デビ FoFt imit ーー 

119 switch 上 トロ 民 ミ ー232 ビ Chrnng1 

1EG ULT HGSG HEB HK CHF 瑞 MD PEERCHE 后 さ る ) ) 
136 FOURKE 錠 HBGG 1 」 呈 HE3 ェ PHKE HBBBB 」 先日 ZF 

1 ロ LUT HE さ 。 

15H HUT HE , 叶 HFF 

18 INIT 宛 1。 机 HFR HG ア 

17ZH IF PQRTC1) THEN PRINT INPUT も (PHETC 1) 。Z1) ji 
18H (まま IKEY 和 ま :TF まく 2 "7! 和 THEN PRINT 2 1 に ま 

1 タロ BHT 1ZW 

PIE そそ を まま を まま そそ まま そま まま まま を を そま: まそ そそ そそ 

1 2 2 テロ 2 トラ る ジュウ リョ ウー ニコ トー ロロ トキ hE さ 。WhH 

2 ラー シロ コウ シテ ニー の 2 ドサ イ 。 

マコ ポメ 天 を そそ そそ すそ ます そそ すす そま そま そそ 】 


INSTR 【N 


文字 列 の 中 か ら 任意 の 文字 列 を 捜し て その 文字 の 位置 を 与え る . 
書式 INSTR (〔< 数 式 >, 〕 < 文字 列 1 >, < 文字 列 2 >) 
J=INSTR(A$, バ J?) 


< 文 字 列 1 > の 中 か らく 文字 列 2 > を 探し , みつ か れ ば , 発見 し た 位 
置 を , 見 つか ら な けれ ば 0 を 値 と し て 返し ます . 
く 数式 > は 捜し 始め る 位置 を 指定 し ます . も し 省略 し た 場合 は < 文字 列 1 > の 最 


初 か ら 捜 し 始め ます . 
< 文字 列 2> に ヌル スト リン グ を 指定 する と , < 数 式 > と 同じ 値 を 返し ます 。 


テ ロック ろ な 

199 “-- alphabet search - 一 

119 仙 多 ="abcdefghiJK1mnopqr StuU ソ Mx ッ Z リ 

129 人 QLP$=INPUT 多 (1) 

139 人 QLP=ASC(QLP$ も ) 

149 1F ALP> る 4 人 QND 人 QLP< ヶ 1 THEN 人 QLP=ALP+32 

159 の Q=INSTR(Q$ ,。 CHR 多 (人 QLP) ) 

149 IF =9 THEN PRINT QALP も 7 In 了 アル ファ A^ mm ト テア リマ セン "5 END 
129 PRINT USING " ! NN 乾 科 NT ン メ ノ アル ファ ベト ウト テト ズリ ョ 人 LP 多 。 谷 

189 END 


Fun 
F IN る "フン メ ノ 也 史 ファ スト ウト テ * ズ 
0K 


INT NN 


小数 点 以下 を 切り 捨て た 整数 値 を 与え る . 
[書式 | INT (< 数 式 >) 
[文例 | PRINTINT (1.123) 


解説 | < 数 式 > の 値 を 超え な い 最 大 の 整数 を 与え ます . 


に ぶ | 


参照 : FIX,。CINT 


199 / セイ ズ スウ ト シス ウ ノ フ クベ ツウ 
119 向 多 (9)= リ シ ^ ゅ ズ ウ テ ^ ズ " 

129 内 生 (1)=" セ イズ スウ テ ^ ス 『 

139 FLG=9 

149 INPUT 全 

159 IF =INT(Q) THEN FLG= 1 
169 PRINT 人 Qi" In "人 a 多 (FLG〉 


1Z9 END 
Fun 
2? 123 
123 nn セイ ズ ウ テ ^ ズ 
0K 
Fun 
? 8Z.465Z 
8Z.4652 In シト ウズ スウ テ ^ ズ 
0K 


LEFT$ [N 





機 能 | 文字 列 の 左側 か ら 任意 の 長 さ の 文字 列 を 与え る . 
書式 | LEFT$ 文字 列 >, < 数 式 >) 
文例 |  B$=LEFT$(A$,4) 




















解 説 | < 数 式 > は 0 か ら 255 の 範囲 に な けれ ば な ら な い . < 数 式 > が , < 文 字 
列 〉 の 総 文字 数 以上 の 場合 は , < 文字 列 〉 の すべ て を 結果 と し ます . < 数 式 > が 0 
な ら ば , ヌル スト リン グ を 結果 と し ます . 


に 3 








サ ンプ ル 
プロ グラ ム 
199 / も シーレ ツリ (19) ノ カイ テン ( <ー- ) 
119 INPUT 全 も 

12@ FOR 1=1 TO 1@ 

139 PRINT 人 も 

149 B*=LEFT 和 (人 多 。 1) 

159 仙 和 も = ID も ( 谷 あ , 2) + 日 

129 NEXT 1 

129 END 











Fun 

? 123456Z8?9 
128456Z829 
23456Z829 1 
345 る 28?9 12 
45678 め 9 123 
54Z89 1234 
6Z8?9 1 2345 
7Z8?9 12345 る 
8?9 123454Z 
9 123456 る 2Z8 
@123456Z8 タ 
QK 








LEN  N』IN 


能 ] 文字 列 の 総 文字 数 を 与え る . 
式 」 LEN 文字 列 >) 
PRINT LEN(A$) 





























憶 | 過 | 唱 | 隊 
軸 


説 | 出力 され な い 文字 や 空白 も 数 えま す . 出力 され な い 文 字 と は キャ ラ 
クタ コー ド で 1 か ら 31 ま で の 通常 コン トロ ー ル コー ド と 呼ば れる も の を いい ま 
す . 





| ケン テル 
プロ グラ ム 

199 INPUT 内 も 

119 し =LEN( 全 ま ) 

129 GOSLUIB ※FLRINE 

139 。 PRINT まり 生ま 9 ※ リ 
149 BUOSUB X※FLRNE 

159 END 

16d %※FLAME 

1Z9 FDR 1!=1 TO L+4 

189 PRINT "%"』 


1?9 。 NEXT 1 
2 PRINT 
219 RETURN 
Fun 


? NEC PC-B8@ IMK2_ NB8-basic 
メメ 大 天天 天天 天天 メ XX 
% NEC PC-889 1MK2 NIBB8-hasicC ※ 
メメ XX メメ メメ メメ メメ メメ メメ メメ メメ ※ 
UK 


LOC [N] (Q で は ティ スク の み ) 


ファ イル 中 で の 論理 的 な 現在 位置 を 与え る . 
書式 LOC (< ファ イル 番号 >) 
文 例 LAST= ニ LOC( 2 ) 


< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル が ラン ダム ファ イル で あっ た 
場合 に は , LOC 関数 は , その ラン ダム ファ イル に 対し て 最後 に 読み 書き (GET/ 
PUT) され た レコ ー ド 番号 を 返し ます 。 

< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル が , シー ケン シャ ルフ ァイル で あっ た 場 
合 に は , その ファ イル が オー プン され て か ら , 読み 書き され た レコ ー ド 数 を 返し 
ます . 

指定 され た ファ イル が RS - 232C コ ミュ ニケ ーション ・ フ ァイル で あっ た 場合 
に は , LOC 関数 は , 割り 込み に よっ て 受け つけ られ て , 入力 バッ ファ 中 に た まっ 
て いる 文字 数 を 値 と し て 返し ます . 読み 取り 動作 (INPUT#』 INPUTS 等 ) が 行 
われ ず に , 割り 込み に よる RS - 232C チャ ネル か ら の 受信 が 続く と , や が て バッ 
ファ が 一 杯 に な り エ ラー と な り ま す . 

指定 され た ファ イル が キー ボー ド フ ァイル で あっ た 場合 に は , LOC 関数 は キー 
ボー ド か ら の 割り 込み に よっ て 受け つけ られ て , キー ボー ド バ ッ ファ に た まっ て 
いる 文字 数 を 返し ます . 


N - BASIC で は , LOC 関数 は , ディ スク ファ イル に 対し て の み 用 いる こと が で 
きま す . 


ュー デュ フレ 


19@ OPEN "2idata る 6" 台 S 1 

119 FIELD 幕 1。29 QS 人 Q 和 も 。8 OS B ゃ 

129 INPUT "ナマ エ " ョ NAS INPUT "キュ ウヨ " ョ KY 乾 
139 LSET 人 Q$=NQ$:RSET B 多 =MKD 多 (て KY 幕 ) iPUT 1 
149 PRINT NA$』" 9 サン ノ data niLOCC1D "In トン テト ズリ" 
159 INPUT "continue?( ッ ノ n〉) "に じ 

1 る 9 】F C$= ニ "リッ" THEN PRINTiGOTO 12@ 

1Z9 IF C を <>"n" THEN 159 ELSE END 

Fun 

ナマ エ ? 6 ラマ ウツ 

キュ ウヨ ? 159999 

6 ラマ リ サン ノ data nn 1 nn^ ン テ “ ズ s 
continue?〈( ッ グ n)? n 

0K 


LOF [N] (人 Q で は ティ スク の み ) 


ik 


[ 機 能 | ファ イル の 大 き さ を 与え る . 


書 LOF (< ファ イル 番号 >) 
文 MAXREC ニ LOF(2) 


田 | 喘 





解 。 説 | < ファ イル 番号 > に より 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル で あ 
る 場合 に は , LOC 関数 は その フィ ルム の 大 き さ を セク タ 数 で 返し ます . この 値 は , 
ファ イル が ラム ダム ファ イル で あれ ば , その ファ イル の 最大 レコ ー ド 番号 に 相当 
じ ま す 。 

指定 され た ファ イル が RS - 232C コ ミュ ニケ ーション ・ フ ァイル で ある 場合 に 
は , LOF 関数 は , バッ ファ の 残り バイ ト 数 を 返し ます . 


N - BASIC で は , LOF 関数 は , ディ スク ファ イル に 対し て の み 用 いる こと が で 
きま す . 


サ ンプ ル 


18@ “-- LOF of sequntial & random file - 一 
119 OPEN "2isdata1" FOR OUTPUT の S 幕 1 

129 PRINT 則 1,。123』iCLOSE 

139 OPEN "2isdata1" FOR INPUT 全 S 旭 1 

149 OPEN "2irdata1" 各 S 幕 2 

159 FIELD 剛 2。128 QS 人 Q 多 。128 S B ゃ 

1 る 9 PRINT "sdata1 ノ セク ター スウ 0" LOF(1) リラ ドス ョ " 
1Z9 PRINT "rdata1 ノ レコ ー ト “スウ n" LOF(2) "テス ョ " 
189 CLQSE 


Fun 
sdata1 / セク 2 ヲタ ズ ウ 1 テ “ ズ ョ s 
Frdata1 ノ レコ ー ト "スウ 9 テ “ ズ s 
UK 


LOG NN 


機能 自然 対数 を 与え る . 
書式 LOG (< 数 式 >) 


文例 PRINT LOG(35/9) 








解説 | < 数 式 > に よっ て 与え られ た 値 の 自然 対数 (e を 底 と し た 対数 ) を 返 


し ます . 
また , < 数 式 > に 倍 精 度 実数 が 含ま れる 場合 は , 倍 精 度 の 値 を 与え を ます が , 他 の 


場合 に は , 単 精度 の 値 を 与え ます . 


対照 : EXP 


ラク ろ 

199 / シ ~ ョ ウヨ ウ ヲイ ズ ウ ヲ て トメ ル 

119 を ="]1oOo19( 相 境 。 料 社 埋 社 昔 へ へ へ へ ) 三 電電 。 料 神幸 幸 幸 へ へ へ へ は 
129 INPUT L 

139 人 Q=LOG( 19) 

149  B=LOG( し 〉 

156 PRINT USING F$jL,B/A 

1 る 9 END 


Fun 

? 199 

log16( 1.99999E+92)= 2.99999E+99 
0K 

Fun 

? 。1245 

1og16( 1.24599E-9 1〉=-?.94831E-9 1 
0k 

Furnt 

? 87Z6 る 。2 

1og19( 8.Z6 る 299E+92)= 2.24269E+96 
0K 

















LPOS 
機能 
書式 
文 例 
解説 








Ne [N 


現在 の プリ ンタ の ヘッ ド 位 置 を 与え ます . 


LPOS 


< 式 >) 


LPOS(0) 


< 式 > の 値 は ダミ ー で あり 意味 を 持ち ませ ん . 


参照 : WIDTH LPRINT 


サ 


199 
11@ 
129 
139 
149 
15@ 


っ 


on WO の で と 


〇 


ンー 
デ プ ロ グ 


ラ ム 


ル 


IDTH "1pt1i",255 


FQR 1=@ TQ 29 


IF LPOS(9〉) >=49 THEN LPRINT 
LPRINT SQRC1I) 。 


NEXT I 


END 


.Z3295 
.44 ヶ 4 の 


・4 る 4 1 
・8Z228 
・242 る 4 


よ RoOODDー 


・645Z5 
・16228 
・69555 


・41421 
・2369Z 
・82843 
・91662 
・Z4 1 る る 
・1231 1 
・42214 


ょ よ ょ ooDppoー 


MAP 


[ 機 能 | スク リー ン 座 標 , ワー ルド 座標 の 相互 変換 を 行う . 
[書式 | MAP (< 数 式 1>, < 機能 >) 
文例 SY1=MAP(WY1, 1) 


< 数 式 > で 指定 され る スク リー ン 座 標 ある い は ワー ルド 座標 を , < 機 
能 >〉 の 指定 に 従い 。 対応 する ワー ルド 座標 ある あい は スク リー ン 座 標 に 変換 し ます . 

< 機能 > は 変換 の 種類 を 指定 し 。 0 か ら 3 まで の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の 意味 を 
持ち ます . 


0 : < 数 式 > を ワー ルド 座標 系 に お ける * 座 標 と みな し , これ を 対応 する ス 
クリ ー ン 座標 系 で の x 座 標 に 変換 し ます . (Wx 一 Sx) 

1 : < 数 式 > を ワー ルド 座標 系 に お ける 座標 と みな し , これ を 対応 する ス 
クリ ー ン 座標 系 で の y 座標 に 変換 し ます . (Wy 一 Sy) 

2 : < 数 式 > を スク リー ン 座 標 系 に お ける x 座 標 と みな し , これ を 対応 する 
ワー ルド 座標 系 で の x 座標 に 変換 し ます . (Sx 一 Wx) 

3 : < 数 式 > を スク リー ン 座 標 系 に お ける y 座 標 と みな し , これ を 対応 する 
ワー ルド 座標 系 で の y 座標 に 変換 し ます . (Sy 一 Wy) 


MAP 関数 を 用 いれ ば , ワー ルド 座標 か ら ス クリ ー ン 座標 の 変換 が で きま すか 
ら , GET 文 や PUT 文 の よう に , スク リー ン 座 標 で 位置 を 指定 する 操作 の 場合 に 
も ワー ルド 座標 を 変換 し て 指定 する こと が で きま す . 


注意 : MAP 関数 は , 変換 の 結果 が スク リー ン 座 標 系 ある い は ワー ルド 座標 系 
か ら 外 れ て も エラ ー に な ら な い の で 注意 し て くだ さい . 


参照 : 1 章 ・ ウ ィ ン ド ウ と ビュ ー ポ ー ト 





ログ ラム 


199 ^%%X Mor1d <--> Screen ※※ 

119 SCREEN @,9 

129 MINDOM(-199,-189) -(199,199〉 

139 PRINT TAB(5) "window(ー199 199) (199,199)" 
149 PRINT TABC5) 』“『 マ ieu( 9 8) (る 3 , 1 め 9 の) * 
159 PRINT * ニ オイ テ Mor1d <--〉 う Screen ノ ペン カン ヲ シマ ズ 。" 
1 る 9 PRINT 

129 ※ENTRY 

189 PRINT “Mor1d --> Screen :i 1" 

129 PRINT "Screen --> Mor1d : 2" 

299 INPUT ANS 

219 IF ANS<> 1 AND ANS<〉>2 THEN XENTRY 
229 INPUT "Coordinate ="』CO 

236 IF ANS=2 THEN ※MFRONMS 

249 PRINT "MX "iC0O」"SX =" ョ MAP(CO。9) 
2S9 PRINT “MY "iCO」"SY ="jMAP(CO, 1) 
2 る 9 GOTO ※ENTRY 

27Z9 XMFRONS 

289 PRINT “SSX ii "iCO」"MNX =" ョ APCO。2) 
229 。 PRINT "SSY iiCO」"MY =" ョ FMAP(CO,3) 
399 GOTO XENTRY 

Fun 


window( 一 199 199) -(199 ,199〉 
ツ iew〈( 9 9) (る 3 。 1 の) 
ニ オイ テ Mor1d <--> Screen ノ パン カン ヲ シマ ズ 。 


Mor1d --> Screen gi 1 
Screen --> Mor1d gi 2 


? 1 

Coordinate =?2 9 

MX 』 @ SX = 329 
MY 』i 9 SY = 199 


Mor1d --> Screen 


ee 
ュー 


Screen --> Mior1d 2 

2 2 

Coordinate =2 199 

SX :i 199 MX =ー68 .Z9 1 1 
SY 』 199 MY 


Mor1d --> Screen 
Screen --> Mor1d 
? 

Break in 296 

0k 


1 


= .59251 
2 


MID ゃ (N 


能 | 文字 列 の 中 か ら 任意 の 長 さ の 文字 列 を 与え る . 
式 | MIDS$ < 文字 列 > , < 式 1>(, < 式 22)) 
例 | PRINT MID$ (A$, 2, 3) 








潤 | 障 | 隊 








解 説 | < 式 2> は 0 か ら 255 の 範囲 , また , < 式 1> は 1 か ら 255 の 範囲 に な 


けれ ば な り ま せん . 
また , < 式 2 > を 省略 し た 場合 や 。 く 文字 列 > の < 式 1 〉 番目 の 文字 か ら 右 の 文 


字数 が < 式 2 > より 小さ り 場 合 は く 文 字 列 > の < 式 1 〉 番目 より 右 すべ て の 文字 


列 を 結果 と し ます . 
< 文字 列 > の 文字 数 が , < 式 1 > より 小さ けれ ば , MID$ 関 数 は , ヌル スト リン グ 


を 与え ます . 
参照 : RIGHT$, LEFT$ 


テ ゴ ッ ろ 
199 “-- break of stFinQ% 一 一 

119 INPUT 谷 多 

129 PRINT の $37" = テ "5 

136 FOR I=1 TO LEN〈$) STEP 2 

149 PRINT MID$( 人 の 多 。1 2) 37 す リョ 

156 NEXT 

149 PRINT CHR 多 (8) 』CHR 多 (8) 87 

1Z9 END 

Fun 

2 12345 る Z829abcdef 

12345 る Z8 ヶ 9abcdef = 12 + 34 + 5 る 6 + 28 + の 9 + ab + cd + ef 
0k 


MKI$ や MKS$ ン MKD$ [N] (で は ティ スク の み ) 


機 E 各 数 値 を 内 部 表現 に 対応 し た 文字 コー ド に 変換 する . 


| 








書式 | 1) MKI$ (< 整数 表記 >) 思 
2) MKS$ (< 単 精度 表記 >) 
_ 3) MKD$ (< 倍 精度 表記 >) 
文例] 1) A$=MKI$(128) 





2) LSET B$= ニ MKS$(1.23) 
3) RSET C$= ニ MKD$(3.141592654 お 


これ ら の 関数 は , 数 値 を ランダム フ ァイル ・ バ ッ フ ァ に 対し て 
LSET ン RSET 命令 で 書き 込む 際 に 使用 し ます . 数 値 か ら 文字 へ の 変換 は 数 値 が 
持つ 内 部 表現 (2 進数 表現 ) の 値 を を その まま それ に 対応 する 文字 コー ド に する こ 
と に よっ て 行わ れん ます. この 逆 の 動作 を する 関数 と し て は CVI ン ノン CVS ン CVD が 
用 意 さ れ て いま す . 


1) 整数 値 を 2 文字 (2 バイ ト ) の 文字 列 に 変換 し ます . 
2 ) 単 精度 数 値 を 4 文字 (4 バイ ト ) の 文字 列 に 変換 し ます . 
3 ) 倍 精度 数 値 を 8 文字 (8 バイ ト ) の 文字 列 に 変換 し ます . 


注意 : STRS 関 数 と は 変換 の 仕方 が 異な り ま す . 


参照 : CVI、CVS, CVD, STR$ 


ラッ ちる 
199 “-- random data put -- 

119 OPEN "2irdata" 人 AS 共 1 

129 FIELD 幕 1。2 AS D1$,4 AS D2 ま 8 AS D3$ 
139 仙 ン =123 

149 B=8534 . 13 

159 C 則 3.141522454999982 章 

1 る 9 LSET D1$=MKI 多 て 全 ン ) 

129 LSET D2*=MKS 多 (日 〉 

189 LSET D3$=MKD を も くう 

129 PUT 幕 1。1 

299 “-- random data get - 一 

219 GET 内 1.1 

229 人 Q ン = ニ ビ UI て D 1 多 ) 

239 B=CUS(D2 を ) 

24@ 幸三 CUD(D3$) 

259 PRINT “QA = リョ ん 


PRINT "B ="iB 
PRINT "C ="jC 間 
CLOSE 

END 


123 
8534 . 13 
3.1415?2654999992 


OCT$ 





機能 10 進 数 を 8 進数 に 変換 し , その 文字 列 を 与え る . 
書式 OCT$ (< 数 式 >) 
文 
解 














例 PRINT OCT$(A) 














上 < 数 式 > の 値 の 範囲 は ー32768 か ら 32767 (また は 0 か ら 65535) まで 








GS お 。 
参照 : HEX$ 
ラロ タク ろ 
109 “※※ decimal --> octa] --> hexadecimal ※※ 
119 FOR 1I=9 TO 1 る 
126 DE ま =RIGHT も 〈"  !"+STR ま (1) ,3〉 
139 0C ま =RIGHT ま も ("  "+OCT ま を (1) 。3) 


149 HE ま =RT GHT あ (" 。 "+HEX も (1) 」3) 
159 PRINT "DECIMAL "DE も 」" 0CTAL "DC も 」"HEX "HE も 


169 NEXT Ii 

Fun 

DECIMALi 9@ OCTALI 9 HEX:i 9 
DECIMALi 1 OCTALi 1 HEXi 1 
DECIMALi 2 OCTALi 2 HEX』 2 
DECIMALi 3 OCTALi 3 HEX: 3 
DECIMALI 4 OCTALI 4 HEXI 4 
DECIMALi 5 OCTALi 5 HEX』 5 
DECINALI る OCTALi る HEXgi る 
DECIMALi フフ OCTALi Z HEXi フフ 
DECIMALi 8 OCTALi 19 HEXi 8 
DECIMALi の OCTALi 11 HEX』 の 
DECIMALi 19 OCTALi 12 HEX』 谷 
DECIMALi 11 OCTALi 13 HEXi B 
DECINMALi 12 OCTALi 14 HEXi CC 
DECIMALi 13 OCTALi 15 HEXi D 
DECIMALi 14 OCTALi 1 る HEX』 E 
DECIMALi 15 OCTALi 1Z HEX』 F 
DECIMALi 1 る OCTALi 29 HEX』 19 
0K 





PEEK 【N 


メモ リ 上 の 指定 され た 番地 の 内 容 を 読み 出す . 
PEEK (< 番地 >) 
A=PEEK(&HAO00 ) 








注 | | 只 | 障 
思 | | 凌 | 憶 


< 番地 > に よっ て 指定 され た メモ リ 番 地 の 内 容 を 与え ます. < 番地 > 
は 。 0 て 65535 (&H0&HFFFF) の 値 で な けれ ば な ら ず , も し 小数 点 以 下 が あ 
る 場合 , 整数 化し て か ら 実 行 し ます . 

与え られ る 数 値 は 1 バイ ト の 整数 で す . 

但し , PC-8801MKI の メモ リ は バン ク 構 成 に な っ て いる た め , Ns, N-BASIC で 
読み 出す メモ リ が 異な り ま す . N。。- BASIC で は メイ ン バ ン ク の 変数 エリ ア と 
N。。- BASIC ROM エ リア で あり ,N-BASIC で は 変数 エリ ア と N- BASI 
C ROM エリ ア で す 。 


参照 : POKE 


サ ン プ 
プロ グラ 


で 


199 “-- memory dump 一 一 

119 INPUT "start address〈hex) " j SQ も 

129 SQ=UAL( "kh"+S 全 争う 

139 INPUT "end address〈hex) "5EQ ゃ 

149 EAA=UAL(" kh" +E 人 も ) 

159 CO0=1 

1 る 9 ※START 

129 PRINT RIGHT を ("999"+HEX 多 (SQ) 。 4) 857 5 リョ 
189 FOR 1=SA TO SaA+15 

1 ヶ 9 DA=PEEK(1) 

299 PRINT _ RIGHT を も ("9"+HEX 多 (DO) 。 2 57" 
219 NEXT 1 

229 SaA=SaA+ 16』PRINT 

239 IF SA<=EA THEN %※START 

249 END 


Fun 
ぁ tart address(hex)?2 8999 

end address(hex)?2 8959 

8999: 99 1 9@@ る 4 99 3A 8F E8 2D 2D 29 6 る D 65 6 る D 6F 2Z2 
8919: Z の 29 6 る 4 Z5 る 6D Z9 29 2D 2D 99 3 99 6E 99 29 85 
8929:』 29 22 23 Z4 る 1 Z2 2 29 6 る 1 <4 62 Z2 65 Z23 Z3 28 
8939: る 8 65 Z8 2?% 22 3B 53 41 24 99 4F 99 7Z8 99 29 53 
8949: 41 EF FF 3 28 22 2 る 68 22 F1 53 41 24 2 99 6F 
8959: 99 82 99 29 85 2 22 6 る 5 GE 4 29 29 29 6 る 1 る 4 る 4 
0K 





PEN Nm 





能 ライ トペ ン か ら の 情報 を 与え る . 
エ 


PEN (< 機能 >) 





注 | 咽 | 蘭 


例 X= ニ PEN( 1 ) 








解 





ライ トペ ン が , 現在 どの よう な 状態 に ちる か の 情報 を 与え ます . 


に 


ライ トペ ン か ら の 情報 に は , ライ トペ ン を 押し た 瞬間 の も の (トリ ガセ ンス ) 
と ライ トペ ン が 押さ れ て いる 間 の も の (レベ ル セ ン ス ) が あり , < 機能 > の 値 に よ 
っ て 次 の よう に 異な り ま す . 
PEN( 0 ) :・ ト リガ セン ス 


ペン を 押し た ら 真 (- 1) を , ペン が 押さ れ て いな いと 偽 (0) を 
与え ます . この 関数 は , 一 度 真 に な る と ON PEN GOSUB 文 で 定 
義 さ れ て いる 割り 込み 処理 ルー チン に 入る まで その 値 を 保持 し , 処 
理 ル ー チ ン に 入っ た 時 傷 と な り ま す . 


PEN( 1 ) レベル セン ス 


ペン が 押さ きれ て いる 限り , 現在 ペン が 動作 し て いる キャ ラク タ 座 標 
の 水平 座標 を 与え ます . 


PEN( 2 ) : レベ ル セ ン ス 


ペン が 押さ れ て いる 限り , 現在 ペン が 動作 し て いる キャ ラク タ 座 標 
の 垂直 座標 を 与え ます . 


注意 : < 式 > の 値 は ここ で 示す 0 2 まで で , それ 以外 は エラ ー と な り ま す . 


また この 関数 は PEN ON の 状態 で な けれ ば 値 を 返し ませ ん . 


参照 : ON PEN GOSUB, PEN ON/OFF/STOP 





サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

199 SCREEN 1.8:CONSOLE 。。,1 

119 COLOR 9,ZiCLS 2 

129 PEN ON:ON PEN GOSUB ※PENSUB 
139 GOTO 139 

149 ※PENSUB iPRINT "Xi" PENC 1) 。 "YE" PEN(2) 
159 RETURN 

Fun 

Xi』 2 る Y# 3 

X』 55 Yi 14 


[ 1 〕 POINT 


Last Referenced Point (LP) の 値 を 与え る . 
POINT (< 機能 >) 
LX=POINT(0) 


最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 座標 (LP) を < 機能 > の 指定 に 
より , スク リー ン 座 標 ある あい は , ワー ルド 座標 で 与え を ます. 
< 機能 > は 0 か ら 3 の 整数 値 を と り , それ ぞ れ の 場合 に POINT 関数 の 返す 値 の 


意味 は 次 の と お り で す . 
0 : 最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 点 の 双 座 標 を ワー ルド 座標 系 上 の 値 に 
変換 し て 返す . 


1 : 同じ く Y 座 標 を 返す . 
2 : 最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行なわ れ た 点 の 双 座 標 を ,。 スク リー ン 座 標 系 上 
の 値 に 変換 し て 返す . 
3 : 同じ く Y 座 標 を 返す . 
最後 に 操作 の 行わ れ た 座標 が ウィ ンド ウ の 外 で あっ た 場合 に は , POINT 関数 
の 返す 座標 に 対応 する 点 は , 画面 上 に は 表示 され て いな い 点 で ある こと に 注意 し 
て くだ さい . また この 時 。 スク リー ン 座 標 系 に 変換 され て 返さ れ た 値 で ある 場合 
に は , ビュ ー ポ ー ト 外 に な る こと に 注意 し て くだ さい . 


参照 : POINT( 2 章 ), 1 章 ・ ウ ィ ン ド ウ と ビュ ー ポ ー ト 


サン プル 
プ ロ ラ _ ム 

199 SCREEN 9,9』CLS 3:GOSUB X※XPRINTLP 

119 PSET(199,199) : GOSUB ※XPRINTLP 

129 MMINDOM(--199 一 199) -〈 199 。199) 

139 PSET(59 ,59) 』 GOSUB XPRINTLP END 

149 XPRINTLPiPRINT iPRINT "Mor1d coordinatei "s 
159 PRINT “X ="jPOINT(9) 。“"Y =" jsPOINT(1) 

129 PRINT “Screen coordinatei "s 

1Z9 PRINT "X =" POINT(2) 。"Y =" 5POINT(3) 


189 RETURN 

Mor1ld coordinatei X = 9 Y = 9 
Screen coordinate: X = 9 Y = @ 
or1ld coordinatei X = 199 Y = 199 
Screen coordinatei X = 199 YY = 199 
Morld coordinatei X = 59@ Y = 59 
Screen coordinatei X = 4Z? YY = 14 め 


[ 2 〕 POINT 


スク リー ン 座 標 上 の 指定 され た 座標 に 表示 され て いる ドッ ト の 色 
を 与え る . 

POINT (Sx。 Sy) 

文例 C=POINT(473, 120) 


中 | | 隊 
軸 | 員 | 。 障 


解説 | (Sx,Sy) に より 指定 され た スク リー ン 座 標 上 に 表示 され て いる ドッ 
ト の 色 を パレ ッ ト 番 号 で 返し ます . また , 指定 され た 座標 (Sx。Sy) が ビュ ー ポ 
ー ト の 外 に ある 場合 に は , POINT 関数 は ーー 1 を 返し ます . 

座標 は スク リー ン 座 標 で 指定 する こと に 注意 し て くだ さい . 白黒 モー ド の 場合 
に は , POINT 関数 は , リセ ッ ト ( 黒 ) また は セッ ト ( 白 ) を ドッ ト の 色 と し て 返 
し ます . 


199 “-- change color painttinG 一 一 
119 DEF FNX=RNDX63? 』DEF FNY=RNDX 19? の 
129 DEF FNC=INTCRNDXZ+ 1) 

139 SCREEN 9,9:CLS 3 

149 /-- circle paint 一 一 

159 FOR !=1 TO 29 

1 る 9 メニ = ニ FNX :Y= ニ FNY : R=RNDX89+ 29 : ヒ =FNC 
1Z9 CIRCLE(X,Y) 。R,。Z:PAINT(X。Y) ,C,Z 
189 NEXT 1I 

1 め 9 “-- chage color 一 一 

299 FOR !=1 TO 59 

219 メ = ニ FNX:Y= ニ FNY : C=FNC : CC=P0INT(X ,Y〉 
229 IF CC=9 OR CC=C THEN 249 

239 PINT(X,。Y) ,C,Z 

249 NEXT Ii 


POINT  [(N 


機能 指定 し た 座標 に ドッ ト が セッ ト さ れ て いる か いな いか を 与え る . 
書 式 POINT (x, y) 


文例 CL=POINT(60, 60) 





解説 | 指定 し た グラ フィ ッ ク 座 標 に . ドット が セッ ト さ れ て いる 場合 に は 
ー1, リセ ッ ト さ れ て いた り , キャ ラク タ が 表示 され て いる 場合 に は 0 を 与え ま 
の 


196 PRINT CHR$〈12〉 

119 LINE(9,59) -(15?,59) ,PSET 
126 X=59 :Y=9 

139 IF POINT(X,Y〉)=-1 THEN END 
149 PSET〈X,。Y〉 

156 Y=Y+ 1 

1<6 GOTO 139 


PORT NN 


機能 指定 され た RS-232C 通信 ポー ト の 入出 力 バ ッ フ ァ に 入力 され て 
いる 文字 数 を 与え ます . 

書式 PORT (< ポー ト 番 号 >) 

文例 PORT(1 ) 

[解説 | < ポー ト 番 号 > で 指定 され た RS-232C 通信 ポー ト の 入力 バッ ファ 

に 現在 何 文 字 入力 され て いる か を 知る 関数 で す . 本 体内 の RS-232C イン タフ ェ 

ー ス を 使用 する 場合 < ポー ト 番 号 > は 1 を 指定 し ます . 

RS-232C 通 信 ポ ボート の 入出 力 バ ッ フ ァ は 127 文 字 分 あり , デー タ が その バッ 
ファ の 容量 を 越え た 場合 “Communication buffer overflow" エ ラー が 起り ま す . 
し た が っ て ,。 PORT 関数 で バッ ファ が ある 程度 いっ ぱい に な っ た ら INPUT % な 
ど で デ ー タ の 読み 出し を 行っ て くだ さい . 








: と hanrnel 

12d Q ロ LT HSG JHZG HKR 本 HF 人 MD PEEKRCHE 各 るる) ) 

13 PURKE HBBG1 を H23:PHKE HBBBB 。8HZF 

146 HUT HES,4 

15 HHT 員 HE4 、 叶 HFF 

18 TNIT 人 1。 投 HF 合 HGZ 

1Z』 IF PIERT( 1) THEN PRIRHT 人 1.INPUT ま て PHRT( 1) . 娠 1) 





ラ 6 ジュ ウリ ョ ウ コ " 
! コ ウー シテ ー ツタ サイ ョ 
ます まま そま まそ まま る を まそ まま そそ を そそ を そそ そそ る 3 








POS (0) 


テキ スト 画面 上 の 現在 の カー ソル の 水平 位置 を 与え る . 


POS (< 式 >) 


P 


式 は ダミ ー で 通常 0 を 使い ます . 


Ng (N) 


IF POS(@)=>32 THEN PRINT 
PRINT CHR を 1) j" 


: CSRLIN 
139 NEXT 1 


式 
例 
説 


能 


与え られ る 値 は キャ ラク タ 座 標 の 水平 位置 で す . 


参照 


POS 

機 

書 

文 

解 

1 FOR !=32 TO 255 


116 


129 


NC で CO 10 二 て Wnrpre ブ 
・ ヘ ン < と : 画 つ m り 作 7 へ 
1 エーE へ 画 と ロロ に で へい へ O 
= ンコ ゴネ ーー 本 て を と NN 人 @ 
+ ィ ーー と デン mm っ で かり 口 宮 
※ OM つつ Nm つつ ロロ て っ 
へ ひい ひ ー テ と ニー スー Fr で か へ 世 多 
ン QO エ メメ エメ <ー と で へ せ 久 
ヽ 、 い の マズ の ュ 右 一 Ne を K 必 人 m 夫 
ざ の 〇 し つて うっ う 圏 一 恥 玉 中 四 際 で 
の り のり つ る っ コ 固 |・ 代 で トロ 話 党 
催さ の ヒビ ゼン 四 | レロ ンー た 
先 の OO 〇 のり ゆ 上 目 一 っ 愉 中 中 本 区 
s Nm ロロ Cc と で へ 革 自 
と - ご て G%0 1 上 = 中 うつ 世 


っ ドコ 
と の Q | オ 1 mi 日 交 O 


3 一 47 





RIGHT$ 【N 


機 能 | 文字 列 の 右側 か ら 任 意 の 長 さ の 文字 列 を 与え る . 
書 RIGHT$ 文字 列 >〉, < 数 式 >) 
文 例 | PRINTRIGHT$ (A$, 4) 


外 








解説 | < 数 式 > の 値 は 0 か ら 255 ま で の 範囲 に - な けれ ば な り ま せん . 

< 数 式 > の 値 が 0 な ら ば , RIGHT$ は ヌル スト リン グ を 値 と し ます . 

< 数 式 > が < 文字 列 > の 文字 数 より 大 きけ れ ば , < 文字 列 >〉 の すべ て を 値 と し ま 
す . 


参照 : LEFT$。MID$ 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


199 “ モジ シー レツ (19) ノ カイ テン ( > ) 
119 INPUT を 

129 FOR 1!=1 TO 11 

139 PRINT 人 を 

149 B を =R 1 GHT 和 を (人 。 1) 

159 谷 ま = ニ B 名 + ト MID も ( 仙 生 。 1 LEN( 仙 和 ま ) 1) 
169 NEXT I 

1Z9 END 


Fun 

? 123456Z8?9 
123456 る Z829 
9 123456 る 2Z8 ヶ 
?9 123454Z8 
8?9 1 23456Z 
7Z829 12345 る 
る Z8 め 9 1 2345 
56 る 2829 1234 
4562829 1 23 
3456 る 2829 12 
23456Z829 1 
123456 る Z8 の @ 
0K 














RND 
機能 
書式 
文例 

EE: 王 本 








Ng [N) 


乱数 を 与え る . 
RND 〔(< 数 式 >) 
R=RND(1 ) 


0 以上 1 未満 の 乱数 を 与え ます . 発生 する 乱数 は , RUN 及 び 


CLEAR が 実行 され る ご と に 同系 列 を 取り ます . 但し , RANDOMIZE 文 に よっ て 
その 系 列 を か える こと も で きま す . 
発生 され る 乱数 は < 数 式 > の 値 に よっ て 次 の よう に 異な り ま す . 
< 数 式 > が 負 の 場合 一 一 新しい 乱数 系 列 を 設定 し ます . 
< 数 式 > が 0 の 場合 一 一 1 つ 前 に 発生 し た 乱数 の 値 を と り ま す . 
< 数 式 > が 正 の 場合 一 一 次 の 乱数 を 発生 し ます . 
< 数 式 > が 省略 され た 場合 は 正 の 値 と し て 次 の 乱数 を 発生 し ます . 


N - BASIC で は < 数 式 > を 省略 する こと は で きま せん . 


参照 : RANDOMIZE 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 
199 


119 
129 
139 
149 
159 
149 
129 
189 


っ 


の お ON 


〇 


NEXT 1! 


1 1 1 1 1 1 


ーー ラン ズ ウ ウン テイ ーー 

DINM SUN( る) 

FOR 1】=1 TO 199 
D^=INT(RNDX る + 1) 
SUN て DA) =SUN4 く DA) + 1 


FOR !=1 TO る 
PRINT 1 リー リョ SUN( エ T う コリ ジリ 


NEXT I 


22 
15 
13 
12 
1Z 
21 


べべ べべ べべ 





SEARCH (ティ スク ) 


能 任意 の 配列 変数 の 要素 の 中 か ら 指定 され た 値 を 捜し 出し その 要素 
ナン バー を 与え る . 
SEARCH (< 配列 変数 名 〉, < 整数 表記 〉 〔 , < 開始 ナン バー>) 
[ , < ステ ッ プ 値 〉)) 
例 NUM=SEARCH(A%, 100, 0, 3) 








州 | 障 
敵 








| 解 説 | < 配列 変数 名 > で 指定 され た 配列 変数 の 要素 の 中 か ら < 整数 表記 > で 
指定 され た 値 を 捜し , 最初 に 見 つか っ た 要素 ナン バー を 返し ます . も し 指定 され 
た 値 が その 配列 変数 内 で 見 つか ら な か っ た 場合 は ー 1 を 値 と し て 返し ます . 

< 配列 変数 名 〉 は 整数 型 の 一 次 元 配列 で な けれ ば な ら ず , また この 配列 変数 は 
SEARCH 関数 の 実行 に 先だって DIM 文 に よっ て 宣言 され て いな けれ ば な り ま 
せん . 

< 整数 表記 〉 に は 配列 要素 の 中 か ら 抽出 し た い 値 を 指定 し ます . も ちろ ん この 値 
は 整数 で な けれ ば な ら ず , も し 実数 を 指定 し た 場合 は 整数 化し て か ら 実 行 し ます . 

< 開始 ナン バー〉> と < ステ ッ プ 値 > は オプ ショ ン で あり 省略 可能 で す . < 開 始 ナ 
ン バ ー>〉 に は , 配列 内 の デー タ の どこ か ら 提 し 始め る か を 指定 し ます . も し 省略 
し た 場合 は 配列 内 デー タ の 最初 か ら 捜し 始め ます . 但し , この 値 は 現在 OPTION 
BASE に よっ て 設定 され て いる 添字 の 底 の 大 き さ に よっ て 異な り ま す . 

< ステ ッ プ 値 > を 指定 し た 場合 は その ステ ッ プ を も っ て サー チ し ます . 省略 し た 

合 は 1 が 採用 され すべ て の 要素 に つい て サー チ す る こと に な り ま す . 

SEARCH は ラン ダム アク セス ・ フ ァイル の イン デック ス の サー チ や GET @, 
PUT@ で 用 いる 配列 デー タ の サー チ な ど に 使う こと が で きま す . 


サン プル 

プロ グラ ム 

199 DAQTA コク コ ~ , ス ウ カ ~ ク エイコ" 

119 ^data tyDe : シュ 9 セキ ロー ンコ "ウェ テン ズ ウ ー。・・ 
12@ DATA 1,8Z,34,5 る 

139 DATA 3,?6,85, 2 の 

149 DATA 5,85,38,68 

159 DATA 2,Z5,?2Z,54 

129 DRATA 4,4?,?5,84 

17Z9 < 

189 N=5:ITE ト =4 

1?9 DINM INDEX ン (NX※ITEM- 1) ,ITEN ま (3) 

299 FOR 1=1 TO 3:READ ITEM を (1) giNEXT I 
219 FOR !=9 TO N-1 

229 FOR J=9 TO 1TEMN- 1 

239 READ INDEXZ(IXITEN+J ゴ > 

249 NEXT J 

259 NEXT Ii 


229 ※ENTRY 

289 INPUT "シュ ゅ セキ ドン コウ ( 15) "SN 
2?9 FAC=SEARCH( INDEX 。 SN 。 , I TEN〉 
399 IF FAC=-1 THEN 289 

319 FOR 1!=1 TO 3 

329 PRINT ITENM を も (1) ,INDEX ン (FC+ 1) 
339 NEXT 1i 

349 PRINT:iGOTO %※ENTRY 


Fun 

シュ ゅ セキ リド ンコ ゴウ (1-5)? 2 
コク コ ゴ ~ 7Z5 
スウ カ " ク ァ Z 

ェ イ コ ~ 54 


シュ ゥ セキ ドン コウ (1-5)? 4 


コ 2 コ ゴ " 4 ヶ 
スウ カ ~ ク ?5 
ェ イ コ ~ 84 
シュ ゥ セキ ドン コウ ( 1-5)? 1 
コク 2 クコ" 8Z 
スウ カ ~ ク 34 
ェ イ コ ~ 5 る 


シュ ゅ セキ ネロ ドン コウ ( 1-5) ? 
Break in 289 
0K 


SGN 【N 
機 E 符号 を 調べ る . 


書 SGN (< 数 式 >) 

文例 PRINT SGN (A) 

解説 | < 数 式 > が 正 の 場合 は 1 を , < 数 式 > が 0 の 場合 は 0 を , < 数 式 > が 負 
の 場合 に は , 一 1 を 与え を ます. 


ト 


由 











テ ロッ ろ 誠 

199 SCREEN 9,9:CLS 3 

116 LINE (9,199) -( る 3 の 9, 199) ,。 1 

129 ※X=5 

139 FOR 1=@ TO 31.42 STEP ..9@5 
149 S=SGN( INT(COS( 1 ) %29) ) 

159 ON S+2 GOSUB %PLUS ,%ZEROU ,%※MINUS 
169 メニ メ + 1 

129 NEXT I 

189 END 

129 ※PLUS 

299 PSET 〈X。29) ,5:RETURN 

219 ※XZERQ 

229 LINE (X 29) -(X。 12Z ヶ ) 。5:RETURN 
239 XNMINUS 

249 PSET (X。 12 の ?) ,5』RETURN 





SIN Na』IN 


機能 正弦 値 (サイ ン ) を 与え る . 
書式 SIN (< 数 式 >) 
PRINT SIN (1) 


解 説 | < 数 式 > の , 単位 を ラジ アン と し た 場合 の 三角 関数 サイ ン の 値 を 与え 
ます . 

< 数 式 > に 倍 精 度 実数 が 含ま れる 場合 は , 倍 精度 の 値 を 与え ます が , 他 の 場合 に 
は , 単 精度 の 値 を 与え ます . 





注意 : 倍 精 度 機能 は , NsaDISK-BASIC モ ー ド の み で 有効 で す 。 


参照 : COS, TAN 


199 / csec ヲ て トメ アル 

119 Pi=3.1416 る 

120 征 三 "CC( 特 料 ?) 三村 宰 村 。 析 電 社 析 社 

139 INPUT " カ 2 ト ~ "3D 

149 R=D HOD 189 

159 IF R=9 THEN PRINT "テイ キネ ^~ サレ マ セン " 』END 
1 る 9  C=1/SIN(R/189※XP1I ) 

1Z9 PRINT USING F も SD,C 

189 END 


Fun 

カク ト ~ 2 15 

csc( 15?) う = 3.86 る 3 る 
0k 

Fun 

カク ト " gi2 6 る 9 

csc( る 9?) う = 1.154729 
0k 


SPACE$ [N 


機 能 | 任意 の 長 さ の 空白 文字 列 を 与え る . 


SPACE$ (< 数 式 >) 
文 例 PRINT SPACE$ (10) : ABC? 





く 数 式 > の 数 だ け の 空 百 を も っ た 文字 列 を 与え を ます. その 値 は 0 か ら 
255 ま で の 範囲 - な けれ ば な り ま せん . 


参照 : SPC 


サン プル 
プロ ラム 

1 ーー sqUT@ CUFv@ ーー 

119 FOR 1I=- る TO る 

120 内 多 =CHR を (&kHB8) +SPACE 多 (QBS(1X1))+"※ り 
139 PRINT を * 

146 NEXT 1i 


159 END 

Fun 

| 
| % 

| 3 

| に 

| % 

1 % 

1% 

1 ※ 

| ※ 

| に 3 

| に 

| に 3 

I に 3 
0K 


SPC  N』[N 


任意 の 数 だ け 空白 を 出力 する . 
SPC (< 数 式 >) 
PRINT SPC (10) A$ 


SPC 関数 は PRINT 文 や LPRINT 文 な ど 出 力 文中 で の み 使 用 する 
こと が で きま す . 

< 数 式 > の 値 は , 一 32768 か ら 32767 ま で 許さ れ ま す が , 負 の 数 は すべ て 0 と 見 な 
され ます . また 正 の 数 の 場合 で も , 現在 の 水平 表示 文字 数 以上 の 場合 は , < 数 値 > 
を その 水平 表示 文字 数 で 割っ た 余り を 値 と し ます . 


参照 : SPACE$。 TAB 


プ ロ ラム 


196 FOR 1=9 TO 19 

119 PRINT "NB8-BASIC" 』SPC(1) 』『N-BASIC" 
129 NEXT 』 

139 END 


Fun 

N88-BASI CN-BAS1C 
N88-BASIC N-BASIC 
N88-BASIC N-BASIC 
N88-BAS!IC N-BAS1IC 
N88-BAS!C N-BASIC 


N88-BAS!C N-BASIC 
N88-BASIC N-BASIC 
N88-BAS!C N-BASIC 
N88-BASIC N-BASIC 
N88-BAS!C N-BASIC 
N88-BASIC N-BASIC 
0k 


SQOR  N』NN 


機能 平方 根 (スク ェ ア ー ル ー ト ) を 与え る . 


SOQR (< 数 式 >) 
文 例 | A=SOR (2) 


< 数 式 > で 指定 され た 値 の 平方 根 を 与え ます . 
< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 は , 倍 精度 の 値 を 与え を ます が , 他 の 場合 
に は 単 精度 の 値 を 与え ます . 


注意 : 倍 精度 機能 は NsDISK-BASIC モー ド の み 有 効 で す . 


テ テク ろ を 

1d9 “ーー square root table - 一 

1198 PRINT " < くく < SQUARE ROOT TABLE >>" 
126 FOR N ト =9 TO 19 

139 PRINT "N ="iN," ROOT(N) =* 

148 PRINT USING " 革 料 。 電 電電 幸村" SQRCN) 


159 NEXT N 

Fun 

くく SQUARE ROOT TABLE >> 
N = 9 R00T(N) = -9.99996 
N = 1 ROOT〈N) = 1.99969 
N = 2 ROOTXN) = 1.41421 
N = 3 ROQT(N) = 1.Z3295 
N = 4 ROOT(N〉) = 2.98986 
N = 5 ROOT(N) = 2.2368Z 
N = “る ROOT(N) = 2.4424 ヶ 
N = Z ROOT〈N) = 2.645Z5 
N = 8 ROOTCN) = 2.82843 
N = の ROOT(N〉) = 3.96996 
N = 19 ROOT(N) = 3.1 る 6228 
0K 


STR$S (N 














機能 数 値 を 表わす 文字 列 を 与え る . 

書式 STR$ (< 数 式 >) 

文例 A$=STR$ (123) 

解 説 | < 数 式 > に よっ て 指定 され た 値 を 文字 に 変換 し ます . 但し , 数 値 及び 





変数 以外 を 指定 し て は いけ ませ ん . < 数 式 > の 値 は 整数 型 。 実数 型 。 ( 倍 精 度 , 単 
精度 ) 及び 浮動 小数 点 な ど 、 すべ て の 数 値 型 に 有効 で す . 変換 され た 文字 は , 先 
頭 に 1 文字 分 の スペ ー ス を 含み ます . 


注意 : STRINGS 関 数 と 区 別 す る こと . 
参照 : VAL, STRING$ 


タタ ヶ ろ 

199 ^/ 99:99:99 カラ シテ イシ ク ヒ ^ ョ ウス ウ タ ^ ケ 

119 / ケイ カシ クタ シコ ク ヲ も シ ^ レ リツ テ ^ モト アル 

129 DEF FNST を (人 Q 和 も )=RI GHT を ("8"+RIGHT も (人 まま 。LEN( 全 生 ) 1) 」2) 
139 INPUT " 々 ウ :" SS 

149  H=SS\3699 :M= ニ (SS-HX3699) \ る 9 

159  S=SS NOD 6 る 9 

1 る 9 昌和 ま =STR を (H) :M を =STR 多 (NM) : S も =STR も を ( ら ) 

129 日 ま =FNST も (H も ) :M 多 =FNST 多 (MM 多 ) : G も =FNST を (S$) 
189 PRINT "89:99:99 カラ "』SSj" 秒 ケイ カシ グラ " ョ 

1296 PRINT " シト コク 0 "HE あり ES も) テト スズ" 


299 END 
Fun 
スウ 』19999 


699:99:99 カラ 19999 妙 ウイ カシ クラ シ ~ コ 2 92:46:49 テス 
0K 


STRING$ 【NI 


能 意 の 文字 を 任意 の 数 だ け 与 える . 
STRING$ (< 式 >, | < 文字 式 > | ) 
> 
[文例 |  A$=STRING$ (10, バ +?) 








民 | | 紀 較 障 
に 2 





| 解説 | 与え る 文字 は , < 文字 式 > また は < 数 式 > に よっ て 指定 し ます . < 文 
字 式 > の 場合 は , 与え る < 文字 列 > の 最初 の 一 文字 が 有効 で す . < 数 式 > の 場合 は , 
値 が 。 0 か ら 255 の 範囲 に 限ら れ , この 値 を キャ ラク タコ ー ド と みな し , 対応 する 
文字 を 採用 し ます . 


参照 : STR$ 


169 INPUT 谷 ま 

119 し =LEN( 合 ま ) 

129 PRINT STRING*(L+4 、"+ ゆ ) 

136 PRINT "+ "iSPCCLEN( 人 も)+1) "キリ 
149 。 PRINT "キオ "ia あり キリ 

156 PRINT "+ "iiSPCCLENC ま )+1) "キリ 
169 PRINT STRING*(L+ す "より ) 

1Zg END 


Fun 

2 STRING statement sample phoqFram 
キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ 
+ + 
+ STRING statement sample progqram + 
+ + 
キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キ 二 キキ キキ キキ キキ キキ キキ 
ロ K 


TAB Ng【N 


現在 の カー ソル の ある 行 の 任意 の 位置 まで 空白 を 出力 する . 


TAB (< 数 式 >) 
PRINT TAB (10) : “PC-8801MK2? 


TAB は PRINT 文 や LPRINT 文 な ど 出 力 文中 の み で 使用 きれ ま 
3 の 

< 数 式 > の 値 は , 一 32768 か ら 32767 ( 0 が 左端 ) まで 許さ れ ま す が , 負 の 数 は す 
べ て 0 と 見 な され ます . また 正 の 数 の 場合 で も , 現在 の 水平 表示 文字 数 以上 の 場 
合 は , < 数 値 > を その 水平 表示 文字 数 で 割っ た 余り を 値 と し ます . 

SPC と の 区 別に 注意 . 


T 


参照 SPC 





マッ る を 
189 FOR DEG=9 TO 189 STEP 29@ 

119 RAD=DEG/ 189X%3。 1415 ヶ 

129 PRINT "DEG ="jDEG3 

139 PRINT TAB( 15〉 "SIN(DEG) =" 3SIN(RAD) 』 
149 PRINT TAB49) "COS(DEG〉)=" 3COS(RAD〉) 
159 NEXT DEG 


149 END 

Fun 

DEG = 9@ SIN(DEG) = @ COS(DEG)= 1 

DEG = 29 SIN(DEG〉 = .34292 CO0S(DEG〉)= 32693 
DEG = 49 SIN(DEG〉 = .64278Z CO0S(DEG)〉= .Z6 る 4 る 645 
DEG = 69 SIN(DEG〉) = .866925 COS(DEG)= .599991 
DEG = 89 SIN(DEG) = .?284898 COS(DEG〉 = ー。.1Z364 タ 
DEG = 199 SIN(DEG〉 = .?284898 COS(DEG) =ー 。 1Z7364Z 
DEG = 129 SIN(DEG〉 = .86692Z COS(DEG) =- . 4??228 
DEG = 149 SIN(DEG) = .64278 ヶ COS(DEG) =ー。Z669 43 
DEG = 169 SIN(DEG〉 = .342923 COS(DEG) テー 32622 
DEG = 189 SIN(DEG〉) = 2.8988E-96 COS(DEG) =ー 1 

0k 


TAN NI 


機 _ 能 正 接 値 ( タ ンジ ェ ン ト ) を 与え る . 
書式 TAN (< 数 式 >) 


文 例 A=TAN(123) 





解説 | < 数 式 > の 単位 を ラジ アン と し た 場合 の 三角 関数 タン ジェ ント の 値 を 
与え ます . 

< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 は , 倍 精度 の 値 を 与え を ます が , 他 の 場合 に 
は , 単 精度 の 値 を 与え ます . 


注意 : 倍 精 度 機能 は , NssDISK-BASIC モー ド の ろ み 有効 で す . 


参照 : SIN, COS 


テ ロッ クタ の 

199 “ cot ヲ モト ァ アル 

119 PlI=3.1416 る 

120  F 処 三 "CO て 料 料 桂 ? ) 三 枠 宰 料 。 桂 析 社 社 補 

139 INPUT "カク 2 クト ~ gi "3D 

149 R=D HOD 189 

159 IF R=9 THEN PRINT "テイ キ ^ サレ マセ ン " 』END 
169  C=1/TANCR ノ 189※%P1I) 

129 PRINT USING F 多 』D,C 


189 END 

Fun 

カク 2 クト ^~ i?2 45 

cot( 45?) う = 1.69999 
0k 

run 

カク ト ^~ si?2 39 

cot( 39?) う = 1.Z3205 
0k 

Fun 

カク ト " 2 23 

cot( 23?) う = 2.35585 
0Kk 


TIME$ N 


内 蔵 ク ロッ ク の 時 刻 を 与え る . 
1) TIME$ 

2) TIME$= ニ “hh : mm : ss? 
「 文 例 | PRINTTIMES 











弄 | | 紀 | 咽 障 
に に 





解説 | TIME$ は シス テム 変数 で あり 現在 の 時 刻 を 持っ て いま す . 
TIME$ の 形式 は , 
HH : MM : SS 
で 示さ れ ま す . 
また 。 TIME$ は 次 の よう に 新た に 時 刻 を 設定 する こと も で きま す . 時 時 は 00 か 
ら 23 ま で 。MM は 00 か ら 59 ま で , SS は 00 か ら 59 ま で の 数 で す . 
TIME$= バ 12 : 30 : 007 


に 3 





参照 : DATE$ 


ラク ろ る 

199 / シテ イ シ ~ カ フン コ ^ ノ シト コク ヲ も トメ 

119 =TINE も ゃ 

129 PRINT "ウン サー イ フー ラ シド コク nn リョ T ま ラス" 
139 INPUT " シラ "カン (9-23) i" 。H 

149 INPUT " フン (9-5?) 7 NH 

159 INPUT " ヒ " ョ ウ (9-5?) ji" 。S 

1 る 9 HH= り VQL(LEFT 多 ( 征 多 』2) ) 

1Z9 NNM= り AL(NID を (生生 4 。2) ) 

189 SS= り AL〈RIGHT 多 ( 征 多 。2) ) 

1 の 9 SS=S9S+ 5 : ト 伯 = ニ ト 條 1+ ト | : HH= モ HH+H 

299 FOR !】=9 TO 1 

219 NNM=NM ト 1+SS\ る 9 : SS=SS HOD 39 

229 HH=HH+ ト WM1\ る 9 : ト 避 全 は 人 1 NOD 6 る 9 

239 DD=DD+HH\24 』HH デ HH MOD 24 

249 NEXT 

259 PRINT "も トメ 史 シド コ ク N" 

2 る 9 IF DD=1 THEN.PRINT "ヨク シトー リーフ リョ 
2Z9 PRINT USING " 電電 較 斐 埋 合 料 幸 秒 テー ズリ" ョ HH。 ト 4,SS 
289 END 


Fun 

ウン サイ ノシ" コク nn 94:38i94 テ “ ズ 
シ ~ カン (9-23) si 4 

フン (9@-5 ヶ ) 』 39 

ヒ ^~ ョ ウ (5 の) 』 15 

も トメ 委 シド コク NN 

の 4 89 12 刀 デズ 

0K 





USR NN 


機能 機械 語 で 作ら れ た 関数 ルー チン を 呼び 出す . 
書式 USR (< 番号 >] (< 引数 >) 
文例 |= ニ USR3 (J) 





解説 | ユー ザー の 作成 し た 機械 語 関数 ルー チン (ユー ザー 関数 ) を 呼び 出 
し ます . ユー ザー 関数 は , 予め 。 メ モリ 中 に 準備 され て お り , また DEF USR 文 
に より , その 実行 開始 番地 が 設定 され て いな けれ ば な り ま せん . 

< 番号 〉 は 0 か ら 9 まで の 値 で , DEF USR 文 に より 定義 され た 番号 に 対応 し ま 
す . < 番号 > が 省略 され た 場合 に は , 0 と 解釈 され ます . 

< 引数 > に より BASIC か ら 機 械 語 ル ー チ ン へ の 値 の 受け 渡し を する こと が で き 
ます . < 引数 > の 受け 渡し 方 法 に つい て は , APPENDIX・ 機 械 語 プ ログ ラム の 作 
り 方 を 参照 し て くだ さい . 

NasDISK-BASIC で は , 機械 語 ル ー チ ン を 呼び 出す 方 法 と し て USR 関数 の 他 に 
CALL 文 が 用 意 き れ て いま す . CALL 文 で は 複数 の 引数 を 機械 語 プ ログ ラム に 受 
け 渡 すこ と が で きま す . 


参照 : DEF USR, CALL, APPENDIX・ 機 械 語 プ ログ ラム の 作り 方 


テ ロッ クラ を 

199 CLEAR ,&HDFFF 
119 DEF USR =&kHE999 
129 DEF USR 1=&HE299 
139 POKE &HE999 ,&HC ヶ 
148 POKE &HE299 ,&HC ヶ 
159 PRINT USR( 199)〉 
1 る 9 PRINT USR1〈 1 .23) 


Fun 
199 
1 .23 

0K 


VAL [N] 

機 能 | 文字 列 の 表す 数 値 を 与え る . 

VAL (< 文字 列 >) 

A=VAL (2?) 

< 文字 列 > を 数 値 に 変換 し て 与え ます . も し , < 文字 列 > の 最初 の 文 

字 が 十 ,。 一 , ., &, また は 数 字 で な けれ ば , VAL の 値 は 0 に な り ま す . 
但し , 文字 列 中 の スペ ー ス は 無視 し ます . 
参照 : STR$ 


1966 / @9:99:99 カラ ノ ウツ "フン 9 イノ 

110 / シ ^ コ ク マテ ~ ノ ヒ ~ ョ ウス ウ ラ ヲ モト ア 此 

129  T 和 =TIME 多 

139 | デ VAL(LEFT 多 ( 征 $ 。2) ) 

149 トビ VAL(NID* を ( 征 和 も 4 2) ) 

159  S=VAL(RIGHT を (2) ) 

129 SS=HX3699+ ト MX% る 9+ ら 9 

1Z79 PRINT "99:99:99 カラ "3T 多 3 マテ Fn リョ 
186 PRINT SSj』" カ ン チ " ズ " 

1?9 END 


Fun 
99:90:09 カラ 94:43122 マチ ^D 17992 者 カン テ ド ズ 
0K 





VARPTR [N 


機能 変数 の 格納 され て いる メモ リ 番 地 , ファ イル に 割り 当て られ て い 





2 
文例 





2 











る バッ ファ の 開始 番地 を 与え る . 
書式 1) VARPTR (< 変数 名 >) 

) VARPTR (# < ファ イル 番号 >) 
1) PRINT HEX$ (VARPTR (A)) 
) BVAD=VARPTR (は #1) 


1) < 変数 名 > で 指定 し た 変数 の デー タ が 格納 され て いる , 変数 領域 の メモ リ 番 
地 を 与え る . この と き 指 定 され る 変数 に は 値 が つい て いな けれ ば な り ま せん . 


空 乾 テ ー フ ル 陣 VARPTR の 値 て 示さ れる 


に 下位 アト レス 上位 アト レス ーー 


スト リン グティ スク リプ ブタ 

LLLJ 
文字 列 格 肉 アト レス 
文字 列 の 長 さ 








ーー ゼイ ーーーーーーー プ 
変数 の 頭 | 残り の 変数 名 ( 可 長 ) 
2 女池 但し , 第 7 btt が ON に な っ て いる . 
( 例 ) A 一 41 一 CI 
通常 

(変数 名 の 長 さ ) 一 2 負 に な っ た 場合 は 0 
( 例 ) 変数 名 aocdefg9% 
03 4| 42 05 C3 C4 C5 C6 C7 


ャ ャ ャ LM 
整数 型 AB 7 文字 一 2 文字 残り の 安 数 名 


2) 指定 し た < ファ イル 番号 > に 割り 当て られ て いる 入出 力 バ ッ フ ァ の 開始 番地 


を 与え る . 


ン プ ル 
テラ テク ろ 


19@ “ーー 〈]local value) \ 2 ヲ モ トメ 施 一 一 Fun 


119 DEFINT' 谷 

129 INPUT "Ualue"j 谷 
139  QDR=UARPTR( ら 〉 
149 人 QL=〈(Q\2) MOD 256 
159 人 QH=(Q\2) \256 

1 る 9 POKE _.ADR,^ 人 QL 

1Z9 POKE ADR+ 1 ,QH 
189 PRINT ^ 

1 め 9 GOTO 129 


いり alue? 1245 


Value?2 6 る 653 
326 る 

いり alue? め 935 
451Z 

Mal ue? 

Break in 129 

0kK 


VIEW 


現在 の ビュ ー ポ ー ト の 設定 位置 を 与え る . 
VIEW (< 機能 >) 
SX1=VIEW (0) 











注 | 本 | 蘭 
に IM に 











章 
避 


VIEW 文 に より 設定 され て いる 現在 の ビュ ー ポ ー ト の 位置 (Sx, 
Sy」) 一 (Sx。, Sy。) を 返す 関数 で す . < 機能 > は , 0 か ら 3 まで の 値 を と り , それ 
ぞ れ の 値 の と き に と る 関数 値 の 意味 は 次 の と お り で す . 


・ ビ ュー ポー ト の 左上 の 頂点 の XX 座標 (Sx) 
・ ビ ュー ポー ト の 左上 の 頂点 の Y 座 標 (Sy」) 





t ト うら 己 ご 


3 : ビ ュー ポー ト の 右 下 の 頂点 の Y 座 標 (Syz) 


VIEW 関数 は , ディ スプ レイ 画面 上 の ビ ピュー ポー ト の 位置 を 返す 関数 で すか 
ら , 返さ れる 値 は 。 オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で ある こ と に 注意 し て くだ さい . 


参照 : VIEW (2 章 ), MAP,、WINDOW (2 章 , 3 章 ), 1 章 ・ ウ ィ ン ド ウ と 
ビ ピュー ポー ト 


ザー ン デル 
プロ グラ ム 
199 SCREEN 9,@ 

119 GOSUB ※ り IEMINFO 

129 MIINDON(-199。-199) -(199,199) 
139 GOUSUB ※ り IEMINFO 

149 いり IEMI 19@ ,59) -(399 , 159) 

159 GOSUB ※ り IEMINFO:iEND 

1 る 9 ※ り IEMINFO 

1Z9 PRINT "SX1 "iMIEMC9) 。 

189 PRINT "SY1 "7 MIEMK1) 

129 PRINT "SX2 ji"jMIEMK2) 。 

299 PRINT "SY2 ig" iMIEM(3) iPRINT 





219 RETURN 

Fun 

SX1 ig 9 SY1 i 9 
SX2 : 63 ヶ SY2 』 1 の 
SX1 i 9@ SY1 』 9 
SX2 』 6 る 3 め SY2 ii 1 
SX1 : 199 SY1 i: 5S9 
SX2 』 399 SY2 ji 159 
0K 


WINDOW 


能 現在 の ウィ ンド ウ の 設定 位置 を 与え る . 
WINDOW (< 機能 >) 
例 WY1 =WINDOW( 1 ) 


給 | | 隊 
由 











解説 | WINDOW 文 に より 設定 され て いる 現在 の ウイ ン ドウ の 位置 
(Wxi。 Wy:) 一 (Wx。。Wy。) を 返す 関数 で す . < 機能 > は, 0 か ら 3 まで の 値 を 
と り , それ ぞ れ の 値 の と き に と る 関数 値 の 意味 は 次 の と お り で す . 


0 : ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 の XX 座標 (Wxi) 
1 ・ ウィン ドウ の 左上 の 頂点 の Y 座 標 (Wyi) 
2 : ウィンド ウ の 右 下 の 頂点 の XX 座標 (Wx。) 
3・ ウィン ドウ の 右 下 の 頂 点 の Y 座 標 (Wy。) 


WINDOW 関数 の 返す 値 は 。 ワー ルド 座標 で ある こと に 注意 し て くだ さ い 。 


参照 : VIEW (2 章 , 3 章 ),、 MAP、WINDOW (2 章 ), 1 章 ・ ウ イン ドウ と 
ビュ ー ポ ー ト 


ラック ろ 
199 SCREEN 9,9 
GOSUB ※ 内 INDOMIINFO 
VIEMC 199 , 59) -(399 , 159〉 
GO0SUB ※ 内 INDOMIINFO 
MINDOM(-199 ,-199) -〈 199 , 199) 
GOSUB ※INDOMINFO:END 
※INDOMINFO 
PRINT "MX1 INDOM( 9) 。 
PRINT "MY1 "jiNINDOMC 1) 
PRINT "MX2 "INDON( 2) 。 
PRINT "AMY2 ig" MINDOMN( 3) :PRINT 





RETURN 

Fun 

MX1 gi 8 MY1 』 9 
MX2 : る 3 ヶ MY2 』 1 の 
MX1 : 199 MY1 』 59 
MX2 : 399 MY2 』 159 
MX1 』-196 MY1 i-199 
MX2 』 19@9 MY2 』 199 
Qk 








を 追加 し た と き に 使え ます 。 








CMD CLS 


現在 アク ティ ブ な 画面 また は , 指定 し た グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ 
ア す る . (高速 版 ) 

[書式 | CMD CLS(< 機 能 >) 

文例 CMD CLS 3 

[ 解 説 | < 機能 > は 。 1。 2。 3 お よび 9 一 15 の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の 





よう に 働き ます 。 省 略 さ れ た 場合 は 1 が 選択 され ます . 

1) テキ スト 画面 の み を クリ ア し ます . 

2) 現在 アク ティ プ な グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し ます . グラ フィ ッ ク 表 示 が 
SCREEN 文 に より カラ ー モ ー ド に 設定 され て いる 場合 に は , COLOR 文 に より 
指定 され た バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で クリ ア し ます . CLS 文 と 異な る の は , ビ 
ュー ポー ト が 無視 され る こと と , LP が 移動 し な いと いう こと で す . 

3) テキ スト 画面 , グラフィック 画面 を クリ ア し ます . 

(CMD CLS 1 :CMD CLS 2) と 同じ で す . 

9 一 15) 指定 し た グラ フィ ッ ク 画 面 の み を クリ ア し ます . その 画面 が アク ティ 

プ か どう か は 関係 し ませ ん . 








テキ スト 画面 が クリ ア さ れる 時 は , CONSOLE 文 に よっ て 指定 され た スク ロー 
ルウ ィ ン ド ウ 内 の み を クリ ア し ます . 


参照 SCREEN, COLOR, CONSOLE, CLS 


サ ンプ ル 
プロ グラ ム 


1 バーーー CMD CLS sample ーー 一 
119 SCREEN 9,9 

12d COLOR , : CMD CLS 3 
139 FOR I=9 TO 4 

149 GOSUB ※DRAM .LINE 

158 CMD CLS 2 

18@ NEXT Ii 

1Z9 END 

18@ ※DRANM .LINE 

1?8 FOR J=1 TO 38 

26 LINE-〈RKND%63 ヶ , KNDX 1 の ヶ ) , INTCRND※Z) + 1 
219 MEXT 了 J 

22G_ RETURN 


CMD CUT Na 

















機能 
[書式 | 
文例 
解説 





拡張 命令 パッ ケー ジ を 切り 離す . 
CMD CUT 
CMD CUT 


拡張 命令 パッ ケー ジ を 切り 離し , 専有 し て いた エリ ア を フリ ー エ 


リア と し て 開放 し ます . 


この ステ ー ト メン ト を 実行 する と , CLEAR, &HE5FF も 同時 に 行わ れ ま す . 
以後 、CMD ステ ー ト メン ト は 使え な く な り ま す . 


CMD SING 


機能 音楽 を 奏で る . 
| 書式 | CMD SING < サブ プ コ マン ドス トリ ング > 
文例 CMD SING `T150 04 RP2〔CDE〕EDC? 
[ 解 説 | PC-8801MKI の 内 蔵 ス ピー カー を 利用 し て , サブ コマ ンド ス 
トリ ング で 指定 きれ た メロ ディ ー を 演奏 し ます . サ プ コ マン ドス トリ ング は , ミ 
ュー ジッ クサ ブ コ マン ド を 並べ た 文字 列 で , 文字 式 も 使え ます . 
ミュ ー ジ ッ ク サ プ コ マン ド で 指定 で きる の は , テン ポ , オク ター プ , 長き , 音 
符 。 休 符 で 、。 さ きら に , テキ スト 画面 の ON / OFF 機 能 . リ ピー ト 機 能 が あり ます . 
ミュ ー ジ ッ ク サ ブ コ マン ド は , 文字 と パラ メー タ で 指定 し ます . パラ メー タ は 。 
数 字 ( 整 数) また は , 変数 名 を 与え ます . 
例 1 ) ヾ T120? 
例 2 ) Temp)? ・temp は 変数 名 で , temp 三 120 の と き は , 
\T120* と 同じ . 





注意 : テキ スト 画面 を 消さ な いで CMD SING を 実行 する と 開き づら い 音 に な 
り ま す の で , サブ プ コ マン ドス トリ ング の 先頭 に X0 を 付け る か , CMD TEXT 
OFF を 実行 し て 音 を 出す こと を お すす めし ます . 

また , 音 の 高き , 長 さ な ど は , テキ スト 画面 を 消し た と き を 基準 に 設定 し て あ 
り ま す が , 多少 の 誤差 が あり ます . 


ミュ ー ジ ッ ク サ プ ブ コ マン ド 





し ます 。 数 が 大 きい は 





定 し ます . n の 値 と CB て 演 
の 対応 は , 次 の と お り で す . 














休 符 の 長 さ の デフ ォ ル ト 値 を 設定 し ま 
n の 値 で , 何 分 音符 ( 休 符 ) か を 指定 し ま 








1 n テ 2 n テ 4 n テ 8 n テ 16 n テ 32 


 、 び 。 : ド 東 (M 


全音 待 2 分 音符 4 分 音符 8 分 音符 16 分 音符 32 分 音符 


ー } 7 ? 
全休 符 2 分 休 符 4 分 休 符 8 分 休 符 16 分 休 待 32 分 休 符 





休 符 . n の 値 で , 休 待 の 長 さ を 指定 し ます . 
指定 の 方 法 は 、 し コマ ンド と 同じ で す . 省略 し 
た 場合 は , 寺 2 と し ます . 
社 点 休 待 に 4 を 付け ます . 





き 符 . Cー B て 音符 を を 指定 し ます . デオ" で 半 
> で 半音 下がり ます . 


O コ マン ド で 指定 し た 


3 ます . 待 点 
リオ ド ) を 付け ます . 





1 





ば さ ぷ ギヤ 
忠 て 














サ 


ン プ ル 


プロ グラ ム 


18@6 
119 
12@ 
13g 
14@6 
158 
166 
17Z 
18 


?ー ニ ーー CMD SING sa&mple 一 一 

CMD SING "XXBT188U5L4" 

仙 ま = リ GB-ー2 ロ 6 る CD4.ESBDCSOSRF . GS" 

B ま =" ロ SF2FS.R1SF4 .EBDC2n5 馬 F4 .GB 谷 " 

CMID SING 合 生 +"Bー26G ロ 4 .F+ ご GFTD2" 

CND SINIG 台本 +"Bー9 . 人 QBGF+ 4 EEBF+G2G8 。R 1662 。" 
CFD SING B ま + "ピーZG ロ 4 .F+ SGQ2ZF+TD2." 

CHID_ SING BB も +"Bー4 。 全 BGF+ す 4 EEBF+G268 。 R 1362 ." 
END 


CMD TEXT ON /OFF 





機能 テキ スト 画面 の 表示 を 制御 する . 
書式 1) CMD TEXT ON 
2 ) CMD TEXT OFF 
文例 CMD TEXT OFF 
解 テキ スト 画面 の 表示 を 止め た り , も と に 戻す ステ チー トメ ント で す . 
1) テキ スト 画面 を 表示 し ます . 
2 ) テキ スト 画面 の 表示 を 止め ます 。 こ れ に より , プロ グラ ム の 実行 速度 を ア 
ッ プ する こと が で きま す . 
コマ ンド 待ち に 戻る 前 (プロ グラ ム の 終了 時 , プロ グラ ム 中 で の エラ ー 発 生 時 ) 
に は , 自動 的 に テキ スト 画面 が も と に 戻り ます . 
を な お, この 機能 は ま 。CMD SING の サブ プ コ マン ド で も サポ ー ト され て いま す . 
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注意 : CMD TEXT ON な ど (CMD SING “X17. CMD CUT ) に よっ で 。。 デ 
キス ト 画 面 の 再 表示 を 行っ た 場合 , SCREEN 文 の パラ メー タ 4 が リセ ッ ト さ れ ま 
す .(SCREEN 文 参照 ) 


サ ンプ ル 

プロ グラ ム 

1 バーーー END _TEXT ロ N/ ロ FF sample ーー 一 
116@ TINME ま =" 89:99:99" 

128 GSUE %CQLC 

139 PRINT "TEXT_ ロ N ... "iTIFME ま 
146@ TIFHIE ま ニー" 9:iGMgiB9" 

1S9 CFD TEXT OFF 

189 GUHSUB ※CQALC 

1Z9 CNMD TEXT ON 

18G PRINT "TEXT OUFF... "iTINME ま 
1?9 END 

Sd _※C 馬 し ビ 

219 FOR 1=9 TOU の? タ ァ 

226 全 ニ SIN(】) 

239_ NEXT I 

249 RETURN 


CMD TURTLE 


機能 ター トル グラ フィ ッ ク て 図形 を 描く . 

書式 | CMD TURTLE < サ プ コ マン ドス トリ ング > 

文例 | CMD TURTLE`PC3 RP6 〔FD50RT60〕′ +T$ 
[解説 | ター トル の 動き を グラ フィ ッ ク サ プ ブ コマンド で 指定 し な が ら 図 形 
を 描く ステ ー ト メン ト です. サブ コマ ンド スト リン グ は , グラ フィ ッ ク サ プ ブ コ マ 
ンド を 並べ た 文字 列 で 文字 式 も 使え ます . 

グラ フィ ッ ク サ プ ブ コ マン ド は , 文字 と パラ メー タ で 指定 し ます . パラ メー タ は 。 
数 字 ( 整 数) または, 変数 名 を 与え ます . 

例 1) ^FD100/ 

例 2) い FD(dist)? ・dist は , 変数 名 で , dist 三 100 の と き は , \FD100? 

と 同じ . 





座標 系 は , PUT @, GET @ 文 と 同様 に スク リー ン 座 標 系 を 用 いま す . 
ター トル の 位置 は ,。 LP(Last Reference Point ) の 位置 で す 。 ター トル が 移動 
する と , LP も 変化 し ます . 


注意 : ST コマ ンド を 使っ て ター トル を 表示 させ た 状態 で , 他 の グラ フィ ッ ク 
命令 (CLS 2 ) な ど を 使う と , 次 に CMD TURTLE を 実行 し た 際 。 ゴミ が 出る 
こと が あり ます . CMD TURTLE と 他 の グラ フィ ッ ク 命 令 を 混ぜ て 使う 場合 は , 
HT コマ ンド で ター トル を 消し て 使う よう に し て くだ さい . 


グラ フィ ッ ク サ プ ブ コ マン ド 


条 件 


ー32768 ミ n | ター トル を n 進 め ま す . 負 の 数 を 指定 する と 後 
ミ 32767 | 退 し ます . ター トル の 向き は 変化 し ませ ん . 


ー32768 ミ =n | ター トル を n 後 退 さ せま す 負 の 数 を 指定 する 
ミ 32767 | と 前 進 し ます . タ ー ト ル の 向き は 変化 し ませ ん . 


ー32768 ミ ゞ | ター トル を スク リー ン 座 標 (x, y) へ 移動 きせ 
ミ 32767 | ます . タ ー ト ル の 向き は 変化 し ませ ん . 


SXx ー32768 =x | ター トル を スク リー ン 座 標 (x,( 現 在 の y 座標) ) 
ミ 32767 | へ 移動 きせ ます .( 水 平 移動 ) ター トル の 向き 
は 変化 し ませ ん . 


SYy ー32768 sy | ター ル を スク リー ン 座 標 (( 現 在 の x 座 標 ), y ) 
ミ 32767 | へ 移動 きせ ます 。( 垂 直 移 動 ) ター トル の 向き 











は 変化 し ませ ん 。 
ー32768 ミ n | ター トル の 向き を 決め ます . 0 
ミ 32767 | 正 の 数 で 時 計 ま わり . 
負 の 数 で 反 時 計 ま わり. 270 90 
180 


ー32768 ミ n | ター トル の 向き を 現在 向い て いる 方 向 か ら n 度 
ミ 32767 | 左 に 向け ます . 


ー32768 ミ n | ター トル の 向き を , 現在 向い て いる 方 向 か ら 
ミ 32767 | 1 度 右 に 向け ます . 





(補正 する ) の 状態 で 使い ます . 


な ター トル の ペン を 下げ ます . この あと PU コマ 
ンド か 実行 され る まで , ター トル は 軌跡 を 残 
し な が ら 移 動 し ます . 

0 





ター トル の ペン を 上 げ ま す . ター トル は 軌跡 


を 残さ ず に 移動 し ます . 


し 
回 
ミ <n ミ 7 ター トル の ペン の 色 を 指定 し ます . 
n は , パパ レッ ト 番 号 で す . 
RPj […] |1 ミ <j ミ 255 | […] を j 回 くり 返し ます . 
ネス ティ ング は 8 レベ ル ま で で す . 


ター トル を 表示 し ます . 
※ コマ ンド は , 小文字 で も か まい ませ ん . 





CP 640 ベ <200 モー ド で , 方向 の 補正 を し ます . 
FD, BK コマ ンド で 有効 で す . 通常 は CP1 

PU 

PC 

HT 

ST 





19! 
1 

1 

1 





プ 


サ ン ル 
プロ グラ ム 


1g 
116 
129 
13@ 
14M 
1S 
158 
17Z8 


"ーーー CHID TURTLE sam ロ le ーー 一 
SCREEN @.9 : CFD CLS Ei CHD TEXT OFF 
CMD TURTLE "ST PU MMS28 1gg PD" 
FOR 1=1 TO 2 
CHHD TURTLE "FD(i) RT る 2" 
NEXT 1 
CMD TURTLE "HT" 
END 


APPENDIX 





A Nss-BASIC の プログラミング 


で は N。。- BASIC の 主 な 機能 の 使い 方 を サン プル ・ プ ログ ラム を 中 心 に プ 


ログ ラミ ング の 立場 で 説明 し ます . 


A.1 白黒 モー ド で の グラ フィ ッ ク 

N。s- BASIC の 白黒 モー ド で は , 640X200 ド ッ ト の 画面 を 3 ページ 取る こと が 
で き , 任意 の ペー ジ に 書き 込ん だ り 表 示し た りす る こと が で きま す . これ を うま 
く 使 うと 表 ペ ー ジ を 見 せな が ら 裏 ペー ジ に 書き 込ん だ り , 既に 各 ペ ー ジ に 書き 込 
ん で ある 図形 を 重ね 合わ せ た り し て , より 効果 的 な 画面 を 作る こと が で きま す . 
ここ で は 各 ペ ー ジ に SIN, COS, SIN+COS の グラ フ を それ ぞ れ 描き , 描き 終 
っ た 時 点 で 各 ペ ー ジ を 順に 表示 する プロ グラ ム を 例 に し ます . 

160 行 まで は 初期 設定 で あり , ここ で スク リー ン を クリ ア し て いま す . 次 に 軸 を 
書き 込み ます . 

230 行 か ら 340 行 の ルー プ で 各 ペ ー ジ に 各 三 角 関 数 の グラ フ を 書き 込ん で いま 
す . この 状態 で は すべ て の ペー ジ を 見 る こと が で きま す . 

360 行 か ら 420 行 の ルー プ は , SCREEN の < ディ スプ レイ ペー ジ > を イン クリ メ 
ント し て いく こと に よっ て 各 ペ ー ジ を 色々 な 組み 合わ せ で 表示 し て いま す . 

この 3 ペー ジ の 他 に テキ スト 画面 を うま く 使 うと さら に 効果 的 な 表示 と する こ 
と が で きま す . 


198 “ーー B/ 只 mode samD1eG DrOgram 一 一 
119 < 

129 DEFINT 谷 -Z2:DEFSNG Ii 

139 DIN T ま (2) 

148 MIDTH 49,25:iCOLOR Z」。」。Z 

158 CONSOLE 9,25,8,1 

1 る 8 SCREEN 98,8:iCLS 3 

129 < 

186 LINE〈@ ,199) (る 3 , 199) 。Z 

128 SCREEN 1。,9,Z 

288 FOR !=1 TO ZiREAD 丁 和 ま (I) igNEXT i 
218  X0=SiY1=189 :Y2=59 : Y3=59 

2 の る 

239 FOR !=。1 TO る .28※2+ 。1 STEP 。.1 
248 SCREEN 1。。8。Z 

25@ YSー186-SIN(I)※59 

229 LINE(X0。Y 1) -(X0+5。YS) 。Z。,H18 18 
229 SCREEN 1 。,1。Z 

289 YC=199--COS(【!)※S9 

229 LINE(X0,Y2) -〈X0+5。YC) 。Z 。 を H38398 
398 SCREEN 1 ,,2。Z 
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319 YP=199-〈SIN(1)+COS( 1) ) ※59 


329 LINE〈X0。Y3〉 -(X0+5,YP) 。Z。,gHCCCC 
339 X0=X0+5 』 Y 1=YS iY2=YC :Y3=YP 
349 NEXT i 


3S9 “ーー pagino 一 一 
3 る 9 FOR K=9 TO 29 


329 FOR !=1 TO Z 

38@ SCREEN 1 。。,IiLOCATE 9,9 

3 め 9 PRINT _ LEFT を ( 丁 多 (1)+SPACE( 16) 。 1 の) 
499 FOR J=9 TO 599iNEXT J 


418 NEXT Ii 

429 NEXT K 

439 END 

449 “ーー index data 一 一 

459 DATA _ SIN,COS ,。SIN & COS,SIN+CO0S 。SIN & SIN+COS 
4 る 9 DATA COS & SIN+C0S。SIN を COS & SIN+COS 


SIN & COS & SIN+COS 





A.2 ペイ ント (タイ リン グ ) の 使い 方 


タイ リン グ は タイル” の 大 き さ と パタ ー ン を 適当 に 設定 する こと に よっ て , 
服地 の 模様 の シミ ュ レ ーション や 中 間 色 の 表現 な ど 広 範囲 な 応用 が 考え られ ま 
す . 

ここ で は 中 間 色 を 表示 する プロ グラ ム を 例 に ,。 タイ リン グ の 基本 的 な プロ グラ 
ミン グ を 説明 し ます . 

120 行 か ら 170 行 まで は 初期 設定 で す . 170 行 で 作っ て いる 文字 列 は タイ リン グ の 
際 の バッ ク グ ラウ ンド ・ ス トリ ング に 使う も の で , 現在 の バッ ク グ ラウ ンド カラ 
ー ( 黒 ) を 表す 文字 列 に な っ て いま す . 通常 バ パック グラ ウン ドカ ラー の 上 へ の タタ 
イリ ング で は , バッ ク グ ラウ ンド ・ ス トリ ング の 指定 は 省略 で きま す が , 説明 の 
た め に 設定 し まし た . 

200 行 か ら 330 行 まで の ルー プ は 各 プ レー ン ご と の 色 の 比重 を 変え た ながら 画面 に 
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表示 し て いま す . 
タイ ルス トリ ング の 生成 は 360 行 以降 の サブ ルー チン で 行わ れ て お り , 各 プレ ー 
ン の 重み に よっ て ビッ ト を セッ ト し て いま す (380 行 か ら 410 行 ) . 


ここ で 用 いた の は 3 文字 (1X8 ド ッ ト ) の タイ ルス トリ ング で す が ,。 大 き な 
スト リン グ を 用 いれ ば 様々 な 模様 を 表現 する こと が で きま す . 





199 バー- PAINT(tilinq) sample program ーー 

119 ^“ 

128 SCREEN 8,9:COLOR 7Z,9,9,Z 

139 CONSOLE 9 ,25,9,1:iNIDTH 89 ,2S 

148  CLS 3:MINDOMC 9 ,9) (632 。 1 タタ ) 

159 DEFINT a-ZiDIN C(2) ,TILE(2) 

1 る 9 LOCATE 25,9:PRINT "PAINT(ti ling〉 demonstration" 
179 BTILE$=STRING$(3 ,CHR も て (9) ) 


189 “ 

1 の 9  Y= タ 

299 FOR BLUE=@ TO 2 

219 メニ 9 

229 FOR RED=9 TO 2 

239 FOR GREEN=9 TO 2 

249 CC9@)=BLUE :C( 1)=RED iC(2) =GREEN 
259 GOSUB ※MAQKETILE 

269 LINE(X ,Y) -STEP て る? ,5?) ,Z」B 

229 IF C〈9@)=9 AND C〈1)=9 AND C(2)=9 THEN 229 
289 PAINT(X+ 1。Y+1) 。TILE も 」Z BTILE を 
229 メニ メ +Z9 

396 NEXT GREEN 


319 NEXT RED 

329 Y=Y+ く 9 

339 NEXT BLUE 

349 END 

359 バーーー bit set sub。 ーー 一 
36 る 9 ※MAKETILE 

329 FOR 1=9 TO 2 

389 ON CI) GOTO 499,419 
399 TILE(iI)=9 i GOT0O ※EXIT 
499 TILE( 1)=&gHAA GOTO ※EXIT 


419 TILE(1)=&HFF 
429 ※EXITiNEXT 1i 
439 “--- tile generater 一 ーー 


449 TILE 多 = 

459 FOR !=9 TO 2 

4 る 9 TI LE$=T ILE+CHR 多 (TILE(1I)) 
479 NEXT 

489 RETURN 
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A.3 ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト の 使い 方 


ここ で は ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト の 概念 を 具体 的 に 目 で 見 て 理解 し て 頂く た 
め に , 全く 同一 の グラ フ を 表示 する サブ ルー チン を 題材 に 説明 し ます . この グラ 
フ は 4 象限 の 直交 座標 に ^Y= ニ X”。 ヤニ ー 2 *X 二 15/。 パ バ ヤニ メ *X ン ノン 50 一 30? 
の 関数 を プロ ッ ト す る も の で す . 

VIEW sample program 

この プロ グラ ム は , ウィ ンド ウ を 固定 し て お き (160 行 )、 ビュ ー ポ ー ト の 大 き 
さ を 変 化 さ せな が ら 先 程 の グラ フ 表 示 サ ブル ー チ ン (270 行 以降 ) を 呼ん で いま す . 
結果 は ご 覧 の 通り で , グラ フ そ の も の の 形状 及び 情報 は その まま で , 表示 され る 
領域 の 大 き さ だ けが 変化 し て いき ます . 


199 “-- VIEM sample PFOoram 一 一 

119 ^ 

129 DEFINT 人 -Z 

139 MIDTH 89 ,25』CONSOLE 9,25。9。1 

149 SCREEN 9,9:COLOR Z,9:CLS 3 

159 LOCATE 2?,9:PRINT "UIEM demonstration" 
1 る 9 MINDOMC-119。-119)-〈119,119) 

1Z9 ^ 

189 FOR =1 TO 5 

129 いり 1 EM( 328-318 ノ 1 。199- め 9 ノ 1) -(329+319/1 。196+29/1) ,9。』3 
299 GOSUB XGRAPH 


219 FOR J=9 TO 2999@:NEXT J 
229 NEXT 

239 SCREEN 9@ 

249 END 

259 “-- qraph displa> POutine@ 一 一 
269 ※GRAPH 


279 LINE〈-199,9)-〈199。9) 。Z 
289 LINE(@,-199) -〈@ ,199) ,Z 
2?9 FOR X=ー-86 TO 89 
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399 PSET(X。X) 。 1 ィ 。YmX 


319 PSET(X ,-2XX+39) ,2 / Y=ー2%X+ 15 
329 PSET(X ,XXX ノ 59 -3@) 。4 / Y=X※X ノ 5939 
339 NEXT X 

349 RETURN 





WINDOW sample program 
この プロ グラ ム は ゞ VIEW sample program” の 150, 160。 190 行 を 変更 し , 215 
行 を 1 行 追加 し た だ け の も の で す . VIEW の 場合 と は 逆 に ビ ピュー ポー ト を 固定 し 
て お き (160 行 )。 ウィ ンド ウ を 変化 させ せな が ら グ ラフ 表示 サブルーチン を 呼ん で 
いま す . その 結果 , 画面 上 の 表示 領域 の 大 き さ は 常に 同じ で す が , 表示 され る グ 
ラフ は だ ん だ ん 拡大 きれ た も の に な っ て いき ます . 
この よう に ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト を 適当 に 変化 され る こと に よっ て 同じ 表 
示 の サブ ルー チン で あっ て も , 画面 上 の 任意 の 領域 に 拡大 , 縮小 し た 図形 が 表示 
で きま すか ら , グラ フ の アレ ンジ , 画面 上 で の レイ アウ ト な ど 容 易 に 行う こと が 
で きま す . 


199 “-- MINDOM sample pFOgram 一 一 

119 < 

129 DEFINT 谷 -Z 

139 MIDTH 89 ,25』CONSQLE 9,25,9,1 

149 SCREEN 9,9:COLOR Z,9iCLS 3 

159 LOCATE 2?,9:PRINT "MINDOM demonstration" 
149 いり IEM199,8) -〈599 。 128) , 。3 

129 < 

188 FOR 1=1 TO 5 

199 KINDOM( 299 ノ 1 。-299/1 ) (299/! ,299/1) 


299 GOUSUB X%GRAPH 

219 FOR J=9 TO 2999iNEXT J 
215 CLS 2 

229 NEXT I 

239 SCREEN 9@ 

249 END 
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2S9 ^-- graph display routine 
269 X%GRAPH 

2Z9 LINE〈-199,。9) -〈199 。9) ,Z 

289 LINE〈9 。-199) -〈9 。 199) 。Z 

229 FOR メ =-89 TO 89 


399 PSETX,X) 。 1 。 YsX 
319 PSET(X,-2XX+39) 。2 。 ^ Y=ー2XX+ 15 
329 PSET〈X,XXX ノ 5 -39) , 4 ^/ Y=XXX ノ 59-39 
339 NEXT X 

346 RETURN 





A.4 パレ ッ ト の 使い 方 


Nas- BASIC の パレ ッ ト 命 令 を うま く 使 う と 画面 上 で 静止 し て いる 図形 を 動い 
て いる よう に 見 せる こと も で きま す . ここ で は , 最初 うず 巻き 状 に 配置 され た 円 
を 描い て お いて , パレ ッ ト を 順に 回 転 き せ て いま す . 

プロ グラ ム 上 の 340 行 以降 が 円 を 表示 し て いる サブ ルー チン で あり , メ イン プロ 
グラ ム の 180 行 か ら 250 行 の FOR ルー プ で パレ ッ ト を 回 転 き せ て いま す . *PINI 
は パレ ッ ト を 初期 状態 に 戻す サブ ルー チン で す . パレ ッ ト を 変更 し た 場合 。 必ず 
この よう に パレ ッ ト を 初期 状態 に 戻す よう に 心がけ て 下さ い . 


199 “ー- PALETTE sample program -- 

119 < 

129 DEFINT ム -Z 

139 SCREEN 9,9』COLOR 2,。9,9。Z 

149 CONSOLE 9,25,9,1iCLS 3 

159 LOCATE 25,9』PRINT “PALETTE demonstration“* 
1 る 9 GOSUB XPINI GOSUB X%CRCL 

129 “-- palette rotation 一 

189 FOR J=1 TO 199@ 


129 C0= 1 

299 FOR !=1 TO Z 

219 COLOR=( エ (て (CO+ エ ) HOD 2)+1) 
229 NEXT 

239 C0=CO+ 1 


249 IF CO<6 THEN 299 
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259 NEXT 

2 る 9 < 

229 GOSUB ※PINIiCLS 3 

289 END 

229 “-- palette initialize 一 一 
399 ※PINIiFOR !=9 TO Z 

319 COLOR=〈 1 , 1) 

329 NEXT iRETURN 

339 “ーー Circle display 一 一 
349 ※CRCL iDEFSNG _R,T:C=1』R=1 
359 FOR THー9 TO 2 STEP .2 


349 R=R+ 1 
37Z9 X=C0S(TH) XRX2+386 iY=SIN〈TH) XR+ 195 
389 CIRCLEX,Y) , R ノ 6,C 

329 PAINT(X ,Y) ,C,C 

499 C=(C MOD 2)+1 


419 NEXT THiRETURN 





A.5 割り 込み キー の 使い 方 


N。。- BASIC は 3 種類 の 割り 込み キー を サポ ー ト し て いま す . ここ で は これ ら 
の 3 種類 の 割り 込み キー (プロ グラ マブ ル ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー, ヘル プ キ ー, 
スト ッ プ キー) を すべ て 使っ た プロ グラ ム を 例 に , それ ぞ れ の 役割 と 使い 方 を 説 
明 し ます . 

この プロ グラ ム は 0 か ら , 入力 され た 数 値 N ま で の 2 乗 と 平方 根 を 求め る も の 
で , 各 割 り 込 み キ ー は 次 の よう に 機能 し て いま す . 

1) プロ グラ マブ ル ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー (PF キー) 

o PF1 ユ 1 一 一 プリ ント ・ オ フ . この キー を 押す と 以後 画面 へ の 表示 を し な く な 

り ま す . 

o PF 2 一 一 プリ ント ・ オ ン . この キー を 押す と 以後 画面 に 表示 し ます . 

140 行 で 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し , 170 行 で キー を オン し て いま す . 
2) ヘル プ キ ー 

メッ セー ジ の 出力 . 入力 の 仕方 . プ ログ ラム の 終了 の 仕方 な どの メッ セー 
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ジ を 表示 し ます . 

ヘル プ キ ー で INPUT 文 実行 中 に 割り 込ん だ 場合 , 単に RETURN 命令 で 
復帰 させ る と INPUT 文 の 次 か ら 再 開 す る こと に な り 正 常に 入力 され な い 
まま 実行 に 移っ て し まい ます . そこ で ,。 処理 ルー チン の 中 で その フラ グ を 返 
し て 実行 に 入る 前 に 判定 し て いま す (230 行 ). 

3) スト ッ プ キー 

スト ッ プ キー・ マ スク . プロ グラ ム 実 行 中 に 不 注意 で スト ッ プ キー を 押し 

て 実行 が 中 断 さ れ な いよ うに マス ク し て いま す . 


この よう に それ ぞ れ の 割り 込み キー は その 特徴 を 心得 た 上 で 使っ て くだ さい . 
割り 込み キー を 機能 的 に 使う と スマ ー ト な プロ グラ ム が 書け ます し , 実行 速度 の 
向上 に も つなが り ま す . 


199 “ーー- KEY INTERRUPT sample program -- 
119 < 

129 MIDTH 89:CONSOLE 9,25,9,1 

139 COLOR Z,9。9。Z:CLS 

149 ON KEY GOSUB ※PRINTOFF ,XPRINTON 
159 ON STOP GOSUB ※NMAQSK 

169 0N HELP GOSUB %MESSAGE 

179 KEY 1) ONiKEY(2) ON 

189 STOP ONiHELP ON 

129 * 

299 ※ENTER 

219 N=9 : FLAG=@ 

226 INPUT "N =*jN 

239 IF FLAG く >9 THEN %※ENTER 


249 IF N<9 THEN X%EXiT 
256 IF N>199 THEN ※ENTER 
2 る 9 PRINT 

229 “< 


289 HELP OFF:PSM ビ 1 
299 FOR i=9 TON 


399 PRINT "N ="j1i 
319 IF PSMm9 THEN PRINTiGOTO 349 
329 PRINT TAB〈15) 』"NXN =" IX1j 

339 PRINT TAB〈39) 』"SQRCN) =" 』SQR1〉 


339 NEXT IiPRINT 

359 HELP ON:GOTO ※ENTER 

3 る 9 < 

329 X※EXITi“ー- end routine 一 一 
38@ KEY OFFiHELP OFF:iSTOP OFF 
329 END 

4996 %※XPRINTOFF : ーー print Off 一 一 
419 PSM9 iRETURN 

426 XPRINTONi/-- pFint on ーー 
43@ PSL 記 1 iRETURN 
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449 XMESSAGE :^ー- messao@e POuUtine@ 一 一 


459 PRINT :PRINT “<< Instruction >>"iPRINT 
469 PRINT “"N 。 NXN , SQR(N) ヲ ラ ケイ サン シマ ズ ョ 『 


479 PRINT "N IN 9 カラ 199 マチ ““" 


489 PRINT "N ニニ 9 ミ マ ン ノ カズ ~ ヲ ラ イレ % ト オ ワ リ マズ ョ " 


49?9 FLAG= 1 iPRINT : RETURN 
S99 ※ ト MASK』^-- stop Ke masK 一 一 
519 RETURN 


N 王 ? 

くく Instruction >> 

N 。 NXN 。 SQR〈N〉 ラ ヲ ウイ サン シマ ズ s 

N 9 カラ 199 マテ“~ 

N ニニ @ ミ マ ン ノ スズ ~" ラ ニー イ レ 和 見 ト オ ワ リ マズ s 

N =? る 

N = @ NXN = @ SQR(N〉 
N = 1 NXN = 1 SQR〈N〉 
N = 2 

N = 3 

N = 4 

N = 5 NXN = 25 SQR〈N〉 
N = る NXN = 36 SQR(N〉 
N =? -1 


A.6 ライ トペ ン の 使い 方 


ここ で 紹介 する の は ライ トペ ン を 使っ た 簡単 な グラ フィ ックス の プロ グラ ム で 


= 2.2369Z 
= 2。44?4? 


す . ライ トペ ン を 使う と 操作 性 が 飛躍 的 に 向上 し ます . 


260 行 か ら 310 行 で メニ ュー と ライ トペ ン で タッ チ す る 部 分 の 表示 を 行っ て いま 
す . ライ トペ ン で タッ チ す る 部 分 は , 必ず 色 が 付い て いな けれ ば な り ま せん . た 
だ し , ライ トペ ン は 赤 に 対す る 感度 が 非常 に 弱い の で , 赤 は 使わ な いよ うに し て 


下 き さい. 


後 は ライ トペ ン が 押さ れる た びに 処理 ルー チン に 入り ペン 関数 を 読み 出し て ど 


の メニ ュー が 選択 きま れ た か を 判定 し て いま す . 


199 “ーー- LIGHT PEN sampl@ DFOGFam 一 一 一 


119 < 


129 DATA triangle,box 。box fil]1 。circle,CRT clear 。end 


139 SCREEN 9.9:COLOR Z。9,9。Z 


149 CONSOLE 9,25,9,1:NIDTH 89,25iCLS 3 


1S9 DEFINT 台 -Z 
1 る 9 XX=599 :YY=399 :X=569 :Y=399 
1Z79 DEF FNX=RNDXXsDEF FNY=RNDXY 


189 DEF FNC=INT(RND※ フ + 1) : DEF FNS= テ RNDX 199-59 


129 DEF FNR=RNDX 199 


209  P あ =CHR$ も (&HBZ) +CHR 多 (HBZ) : P 多 = テ ピ 多 +P 多 


219 ON PEN GOSUB ※PENSUB 
229 PEN ON 
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239 ^ 

24@ 。 LOCATE 18,8:PRINT "LIGHT PEN demonstration* 
259 LOCATE る る 。4gPRINT "< HENU >* 

2 る 9 FOR I=9 TO 5 

229 READ MENU を 1) 


289 LOCATE 6 る 3。IX3+6:PRINT P* 

229 LOCATE 63。I※3+Z:PRINT P* 

399 LOCATE る 8,1X%3+Z:PRINT MENU を く 1) 
319 NEXT Ii 


329 いり IEMC1,18) -〈451,198) , ,Z 
339 MINDOMC9,9) -〈XX。YY〉 

349 GOTO 349 

359 ・ 

3 る 9 ※PENSUB 

3Z9 PX=PENC 1) :PY=PEN( 2) :PEN OFF 

386 IF PX< る 4 OR PX><2Z THEN ※EXIT 

329 IF  S<PY AND PY<B THEN GOSUB ※XTRIANGLE:GOTO ※EXIT 
499 IF 8<PY AND PY<11 THEN GOSUB XBOX :GOTO ※EXIT 
419 1F 11<PY AND PY<14 THEN GOSUB XBOXFILL :GOTO ※EXIT 
428 IF 14<PY AND PY<12 THEN GOSUB XCIRCL  :GOTO XEXIT 
436 1F 17<PY AND PY<29 THEN GOSUB XCRTCLS  :GOTO ※EXIT 
449 IF 26<PY AND PY<23 THEN GOSUB XENDER 

459 ※EXIT:PEN ONiRETURN 

4 る 9 < 

429 ※TRIANGLE 

489  SX=FNX:SY=FNY :C=FNC 

429 LINE 〈SX,SY) -STEP(FNSX2。FNS) 。C 

599 LINE -STEP〈FNSX2。FNS〉 ,C 

S19 LINE -〈SX,。SY) ,C 

5S26 RETURN 


539 %BOX 
549 LINE(FNX 。FNY〉 -(FNX 。 FNY〉 ,FNC,B 
559 RETURN 


528 XBOXFILL 
5Z6 LINE (FNX,FNY〉 -STEP て FNSX2,FNS) ,FNC , BF 
589 RETURN 

5 の 9 ※CIRCL 

299 CIRCLE (FNX,FNY) ,FNR ,FNC 

る 19 RETURN 

る 29 ※CRTCLS 

る 3  CLS 2:RETURN 
る 49 XENDER 

59 PEN OFF:END 


較 Mox fi11 
紀 circle 
回 CRT cier 
司 ぁ 。 
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A.7 RS-232C の 使い 方 


RS-232C で は , 通信 機能 と し て , ター ミナ ルモード に より 外部 の コン ピュ ー 
タ の ター ミナ ル と し て 使用 する も の と , BASIC モー ド に より RS-232C を 一 つの 
ファ イル と し て 扱い , BASIC の 管理 下 に お いて 使用 する も の の , 二 つ が あり ま 
す . 

ここ で は , BASIC モー ド に よる 使い 方 を 説明 し ます . 

この プロ グラ ム は , PC-8801MKII 2 台 を ケー ブル で 接続 し , デー タ を 送受 信 
する も の で す . 

まず , 送信 側 で は , 始め に 通信 形式 を 設定 し ます . 各 パ ラメ ー タ は TERM 文 と 
同じ で す . 次 に 文字 変数 に 送信 する デー タ を 文字 と し て 与え ます . 120 行 て 送信 
を 行い ます . ファ イル 番号 は OPEN 文 で 指定 し た ファ イル 番号 で す . 最後 に ファ 
イル を CLOSE し ます . 

一 方 , 受信 側 で は 送信 側 と 同じ 通信 形式 を 設定 し , モー ド を INPUT に し ます . 
110 行 で 送信 きれ て きた デー タ を 受信 し ,120 行 で その デー タ を 画面 に 表示 し ます . 
そし て ファ イル を CLOSE し ます . 
送信 側 

100 OPEN COM : E73XS′ FOR OUTPUT AS #1 
110 A$ー`NEC PC-8801MK2” 
120 PRINT 壮 1,A$S 
130 CLOSE 
受信 側 
100 OPEN COM : E73XS′ FOR INPUT AS #1 
110 INPUT 半 1,A$ 
120 PRINT A$ 
130 CLOSE 

次 に , RS-232C に よる 割り 込み を 説明 し ます . ON COM GOSUB 文 で 割り 
込み が 起 っ た 場合 の 処理 ルー チン を 定義 し ます . COM ON で 割り 込み を 許可 し ま 
す . これ 以後 , RS-232C か ら 入 力 割 り 込 み が あ る と , 定義 き 8 れ て いる 処理 ルー 
チン へ 制御 を 移し ます . RETURN 文 で 中 断 し た 所 か ら 再 開 し ます . 

この プロ グラ ム は , 送信 , 受信 の 両方 に 使用 で き , 割り 込み に よっ て 受信 され 
る よう に な っ て いま す . 割り 込み が な い 場 合 は , 160 一 180 行 の 処理 を 繰り 返し , キ 
ー ボ ー ド か ら は 1 文字 ずつ 入力 され る の で , その 文字 を デー タ と し て 1 文字 ずつ 
送信 し , また , 入力 が な いり 場 合 も 160 一 180 行 の 処理 を 繰り 返し ます が な に も 送信 は 
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し ませ ん . また 。 この 間 , 割り 込み が 発生 する と 。 RECEVCHAR の ルー チン に 
示 ん で , 送信 きれ て くる 文字 を 画面 に 表示 し , RETURN 文 で 戻り 160 一 180 行 の 
処理 を 繰り 返し ます . 


188 
118 
1Z け 
1Sg 
1 
1SH 
1SW 
17H 
18d 
1 昌 
で 
2 は 4 
2Z 昌 


の 10) 


FaLSE=@ 

TRUE=N ロ T FLSE 
ECHU= ニ TRUE. 

HPEN "EMIEZ3XS" 折 S 1 
GN CC GUHSUE XR に ECEUCHRK 
じ UO ト 1 nN 

じ ま =INKEY* 

IF C ま く 2 799 THEN PRINT 1」 じ ま j:F ECHO THEN FRINT じ ま 』 
STI 16H 

※RECE り に HKR 

IF _ LHCC 1) う = THEN RETURII 
ト N ま =【NMPUT ま (LUE( 1) 」 圭 1) 
PRINT も 

RETURN 
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B 周辺 装置 と の 入出 力 (Nsa-BASIC) 


PC-8801MKII は 1 章 の ファ イル ディ スク リプ タ で 説明 し た 通り 多く の 周辺 機 
器 と の 入出 力 が 可能 で あり , 入出 力 の 仕方 も ファ イル と いう 概念 で 取り 扱う た め 
に 。 汎 用 性 を も っ て お り 同 じ 命 令 が どの デバ イス に 対し て も 有効 で す (例外 は あ 
る . ) 

ここ で ファ イル を 扱う た め の 基 本 的 な 命令 に つい て , どの デバ イス に 対し て 有 
効 な の か を 表 に し て お きま す . 





デバ イス 







































































ディ スク | cAsn : : | KYBD: | SCRN: | LPT: 備 考 
入出 命令 8 CASn : | COM S 山 
BLOAD 〇 ※ 〇 〇 ※ ※ 〇 : 使用 で きる . 
BSAVE O 2 〇 還 | ン O X : 使用 で き な い . 
*: 実際 に は 何 も 
CLOSE O O* O で 『 5 O 行わ れ な い . 
EOF O x O X X 上 SCRN: と KYB 
吉 88 O の の 了 5 〇 O | D : と ディ スク n: 
は ディ スク 版 の み 可 

GET 〇 〇 0 〇 ※ X 

INPUT キ O O l 菩 5 〇 O X 4 

INPUTS 〇 メ 〇 〇 ※ ※ 

LINE INPUT せ 較 O O O O 4 ※ 

LOAD 〇 〇 〇 〇 ※ ※ 

LOC 4 ※ 

〇 ※ 〇 〇 

LOF 〇 ※ 〇 ※ ※ ※ 

OPEN 〇 〇 * 〇 (@ CX* 〇 

PRINT 

NE USINe] 〇 〇 ⑤⑥ X 〇 〇 

WRITE 

PUT O | O x x 避 O O 制 

SAVE 〇 | 〇 〇 X 〇 〇 

WIDTH ※ | ※ | 〇 3 ※ 〇 




















各 命 令 の 意味 は 2 章 , 3 章 を 参照 し て くだ さい . 次 に 各 デ バイ ス で 固有 の 事柄 
に つい て 説明 し ます . 
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B.1 プリ ンタ 


PC-8801MKII で 接続 可能 な プリ ンタ は 1 系 統 で , ファ イル ディ スク リプ タ は 
*LPT1 : ? で 表 さ れ ま す . 単に “LPT : ^ と , 1 を 省略 し て も か まい ませ ん. 
プリ ンタ は 最も 頻繁 に 使用 する デバ イス の 1 つ で すか ら , 一 般 の 出力 命令 の 他 
に 専用 の 命令 も 数 多く 用 意 さ れ て いま す . これ ら は 特に , ^L” で 始ま る 命令 に 統 
一 きれ て いま す . 次 に それ ら の 命令 を 列挙 し ます . 
LPRINT, LPRINT USING 
LFILES, LLIST, WIDTH LPRINT 
LPOS, COPY 


B.2 カセ ッ ト 


N。。- BASIC で は 補助 記憶 装置 と し て カセ ッ ト が 用 いら れる よう 配慮 され て い 
ます . カセ ッ ト フ ァイル を 操作 する 場合 に は 装置 名 と し て CAS1 : ? また は 
CAS2 : ? を 指定 し ます . 前 者 は 1200 ボ ー, 後者 は 600 ボ ー の 転送 速度 で カセ ッ 
ト 入 出力 を 行う こと を 意味 し ます . 他 の 入出 力 装置 名 と 異な り 1 と 2 は 同一 の カ 
セッ ト に 対し 転送 速度 を 指定 する の で あっ て , 2 台 の カセ ッ ト が 使え る わけ で は 
な いこ と に 注意 し て くだ さい . 1200 ボ ー の 方 が 高速 な た め 同一 の プロ グラ ム , デ 
ー タ で も 短 時 間 で 入出 力 す る こと が で きま す . 

LOAD コマ ンド に より カセ ッ ト か ら プ ログ ラム を ロー ド す る 際 に は , BASIC 
は カセ ッ ト フ ァイル を 見 つけ る ご と に その ファ イル 名 を 表示 し ます . 見 つけ た フ 
ァイル が LOAD で 指定 され た ファ イル と 異な る 場合 に は , 


Skip : < ファ イル 名 > 


と 表示 し , 指定 され た ファ イル 名 の 探索 を 続行 し ます . 指定 され た ファ イル が 見 
つか る と BASIC は 


Found : < ファ イル 名 > 


と 表示 し , メモ リ へ の ロー ド を 開始 する と と も に , 画面 の 右上 隅 に ロー ド 中 で あ 
る こと を 示す た め に アス タリ スク (*) を 点滅 させ ます . 

ロー ド 中 に は , ス トップ キー ある い は CTRL -C に より ロー ド を 中 止 す る こと 
が で きま す . また その 時 に , まだ 指定 され た ファ イル を 見 つけ て いな い 場 合 に は 
メモ リ 中 に 入っ て いた プロ グラ ム は 保存 され ます . 

SAVE も 同様 に 行 を ます. ただし, ディ スク の よう に A オ プシ ョ ン を 付け て ア 
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スキ ー 形 式 で セー プ す る こと は で きま せん (A オ プシ ョ ン の 指定 は 無視 され ま 
す ). 

また , SAVE 後 , 正しく プロ グラ ム が セー ブ さ れ た か を LOAD ? に より 確認 す 
る こと が で きま す . 


LOAD? CAS1 : XYZ? 


この 例 で は , カセ ッ ト 上 に プロ グラ ム フ ァ イル ヾ XYZ? が 1200 ボ ー で 正しく セ 
ー ブ さ れ た か を , メモ リ 中 の プロ グラ ム と 比較 , 確認 し ます . 

また BASIC か ら カ セッ トレ コー ダ の モー タ を 制御 する こと も で きま す . これ 
は MOTOR 命令 に よっ て 行う こと が で きま す が , LOAD, SAVE の 実行 で は 自動 
的 に 管理 され ます . 


B.39 ディ スク 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 現在 パー ソナ ルコ ンピュータ の 人 外部 記憶 装置 と し て 最も 
汎用 的 を デバ イス で す . NassDISK-BASIC は これ を 操作 する 専用 の 命令 を 数 多 
く 備 えと てい ます . 
B .3.1 プロ グラ ム フ ァ イル コマ ンド 
1) CHAIN 
指定 し た プロ グラ ム を ディ スク か ら ロ ー ド し , メモ リ 上 の プロ グラ ム と チ 
ェ イ ン し ます (詳し く は 2 章 CHAIN 参照 ). 
2) MERGE 
プロ グラ ム フ ァ イル を ディ スク か ら メ モリ 上 に ロー ド し ます が , 現在 の メ 
モリ 内 容 の 消去 は 行い ませ ん . すなわち , メ モリ 上 の プロ グラ ム と ディ スク 
上 の プロ グラ ム を 結合 し ます . も し 同一 の 行 番号 が 存在 し た 場合 , ディ スク 
上 の プロ グラ ム 行 が 残り ます ,. マー ジ の た め の プ ログ ラム ファ イル は アス キ 
ー 形 式 で な けれ ば な り ま せん . MERGE コマ ンド 実行 後 は コマ ンド レベ ル に 
な り ま す . 
3) KILL 
ディ スク 上 の ファ イル を 削除 し ます . すべ て の ディ スク ファ イル に 対し て 
使用 で きま す が , ファ イル は 閉じ らち られ て いな けれ ば な り ま せん . 
4) NAME 
ディ スク ファ イル の 名 前 を 変更 し ます . すべ て の ディ スク ファ イル に 対し 
て 使用 で きま す . 
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5) DSKO$ 
通常 の ファ イル 操作 と は 無関係 に , ディ スケ ッ ト 上 の 任意 の 位置 に デー タ 
を 書き 込み ます . 
6) DSKIS 
通常 の ファ イル 操作 と は 無関係 に 。 ディ スケ ッ ト 上 の 任意 の 位置 の デー タ 
を 読み 出し ます . これ は ディ スク の 内 容 を ダン プ す る に は 便利 で す . 
※ 但 し DSKO0$ と DSKI$ は ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て , ダイ ナミ ッ ク 
に 文法 が 変化 し ます か ら 気 を 付け て くだ さい . 
7) DSKF 
接続 きれ て いる ディ スク ドラ イブ の 諸 元 を 与え ます . DSKO$, DSKI$ を 実 
行 す る 場合 。 この 命令 に よっ て 対象 と な る ディ スク ドラ イブ の 諸 元 (片面 か 
両面 か 。 トラ ッ ク , セク タ ) を 先 に 調べ て お く 必 要 が あり ます . 


B.4 RS-232C 


PC-8801MKTL は 外部 と の 通信 機能 と し て RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス を 内 蔵 
し て いま す . また , N。。-BASIC で は , これ を 制御 する 命令 と し て OPEN, CL- 
OSE, PRINT 拉 , INPUT 半 な ど が 用 意 さ れ て お り , ON COM GOSUB, COM 
ON/0FF ン STOP 文 に より 割り 込み で の 制御 も 可能 で す . 

さら に TERM コマ ンド に より , この RS-232C 回 線 を 通し て PC-8801MKI を 
外部 の コン ピュ ー タ の ター ミナ ル と し て 使用 する こと も で きま す . その 際 N。。- 
BASIC が 持つ 機能 の いく つか は , リモ ー ト BASIC プロ トコ ル に より 使用 可能 
と な り ま す . 

これ ら の 詳し い 使用 法 は ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 
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C デー タフ ァイル の 作り 方 


デー タフ ァイル に は ,。 シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル の 2 種類 が 
あり ます . ここ で は 入出 力 の 対象 と し て ディ スク を 例 に と りこ の 2 つの ファ イル 
の 作り 方 を 説明 し ます . カセ ッ ト を 対象 と する 場合 は ,、 ラン ダム ファ イル を 作る 
こと は で きま せん が 。 シー ケン シャ ルフ ァイル は 同様 な 方 法 で 作る こと が で きま 
す . 


C.1 シー ケン シャ ルフ ァイル 


シー ケン シャ ルフ ァイル は , ラン ダム ファ イル より も 簡単 に 作る こと が で きま 
す が , デー タ を アク セス する 時 に , 融通 性 と スピ ー ド の 点 で ラン ダム ファ イル よ 
り 制 限 を 受け ます . これ は , シー ケン シャ ルフ ァイル が デー タ を 順番 に 記録 し , 
読み 出す 時 も 最初 か ら 順番 に 読ま きま な けれ ば な ら な いか ら で す . 

シー ケン シャ ルフ ァイル を アク セス する 際 に 使用 きれ る ステ ー ト メン ト と 関数 
を 以下 に 示し ます . 


OPEN, CLOSE, INPUT#, LINE INPUT# PRINT# PRINT# 
USING, WRITE# EOF, LOF, LOC, INPUT$ (X, [ 衣 Y) 


シー ケン シャ ルフ ァイル を 作り , その 中 の デー タ を アク セス する た め に 必要 な 

手順 は 次 の よう に な り ま す . 

C .1.1 シー ケン シャ ルフ ァイル の 作成 

1) OUTPUT モー ド で ファ イル を オー プン し ます . 
OPEN ヾ TEST” FOR OUTPUT AS #1 

2) WRITE# PRINT# 等 を 使っ て ファ イル に デー タ を 書き 込み ます . 
WRITE 打 , N$ : P 

3) 必要 な だ け 2) の 作業 を 繰り 返し た 後 , フ ァイル を クロ ー ズ し て 終了 し ます . 
CLOSE 


例 と し て , キー ボー ド か ら 生 徒 の テス ト の 点数 を 入力 し て , シー ケン シャ ルフ 
ァイル ヾ TEST” を 作る プロ グラ ム を 示し ます . (プロ グラ ム C- 1) 
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1996 REN 2? ロ グ " ラ 6 ヒー1 

119 OPEN “TEST" FOR OUTPUT AS 間 1 
129 %XLOOP 

139 INPUT "ナマ エー" ョ N 多 

146 IF N$="end" THEN ※FIN 
159 INPUT "カモ クー ョ K 多 

1 る 9 INPUT "トク 2 ク テン" ョ P 

179 MRITE 共 1N 多 5K 多 5P 

189 PRINT 

129 GOTO %※LOOP 

299 ※FIN 

219 CLOSE 草 15END 

0K 

Fun 

ナマ エ アオ キネ シ ヴ ~ 爺 

カカ モク リカ 

トク テン る 8 


ナマ エ 22~" チ ヨシ オ 
カモ ク リカ 
トク テン 4 ヶ 


ナマ ヒュ ウ カ " レイコ 
カモ ク リカ 
ト 2 テ ン 85 


ナマ エー ワタ ナパ "ーシュ ン 
カモ ク リカ 
トク テン 45 


# ナ マエ end 
0k 


N - BASIC で は WRITE# 文 が あり ませ ん か ら 。 
PRINT #1, N$ 2: KS ドッ iP 


の よう に デー タ を 正しく 区 切っ て 書き 込ま な けれ ば な り ま せん 。. 
シー ケン シャ ルフ ァイル を 作成 する プロ グラ ム に お いて ,。PRINT # USING を 
使用 する こと に よっ て , 書式 制御 し た デー タ を 書き 込む せこ と も で きま す . 例え ば , 


PRINT #1, USING い 妊 毅 . 始 /: AB,CID 


を 使う と , 特に 区 切り 記号 を 付け る こと な く , ディ スク に 数 値 デ ー タ を 書き 込む 
こと が で きま す . この 区 切り 記号 と は , シー ケン シャ ルフ ァイル 中 の デー タ の 読 
み 込 み に INPUT# を 使用 する と き , 数 値 デ ー タ の 場合 は コン マ , キャ リッ ジリ タ 
ー ン , ライ ン フ ィ ー ド , 空白 な ど を 区 切り と し て デー タ を 読み 込む た め の も の で 
す . LINE INPUT# を 使用 する 場合 は . キャ リッ ジリ ター ン の み を 区 り 記 号 と し 
ます . また , PRINT# の 代わ り に WRITE# を 使用 し ます と , 区 切り 記号 を 強制 的 
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に 出力 する た め , ディ スク の 使用 領域 を 節約 で きま す . 
LOC 関数 を シー ケン シャ ルフ ァイル に つい て 使用 する 場合 は , その ファ イル が 
開か れ て 以降 ,」 アク セス され た 総 セ クタ 数 を 値 と し ます . 
C .1.2 シー ケン シャ ルフ ァイル か ら の 読み 込み 
1) INPUT モー ド で ファ イル を オー プン し ます . 
OPEN ヾ TEST^ FOR INPUT AS 家 


2) INPUT# LINE INPUT# 等 を 使っ て ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込み ま 
988 


INPUT #, N$, P 
3) 必要 な だ け 2) の 作業 を 繰り 返し た 後 , フ ァイル を クロ ー ズ し て 終了 し ます . 
CLOSE #1 


次 に プロ グラ ム C- 2 と し て 。 プ ログ ラム C-1 で 作っ た ファ イル TEST を 
アク セス し , 50 点 以下 の 生徒 を 全部 表示 する 例 を 示し ます . 


199 REN 2* ロ 2~ ラ 6 Cー2 

119 OPEN "TEST" FOR INPUT 谷 S 幕 1 
129 X%LOOP 

139 INPUT 昔 1。N 多 。K 多 」P 

149 IF P>=59 THEN ※LOOP 

159 PRINT N$,K を ,P 

1 る 9 GOTO ※LOOP 


0k 

Fun 

2 ク ~ チ ヨシ オ リカ 4 ヶ 
ワタ ナパ ーー シュ ン リカ 45 


Input past end in 139 
0K 


プロ グラ ム C- 2 で は ファ イル 中 の デー タ を 最初 か ら 順番 に 読み 込ん で いき ま 
す . そし て , ファ イル の 最後 で も う 読み 込む デー タ が な く な る と , 130 行 で *Input 
past end” エラ ー が 起こ り ま す . これ を 避け る た め に は , 125 行 に 


125 【F EOF〈1) THEN ※FIN 


を 挿入 し て ファ イル の 終り を チェ ッ ク し 
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129 ※FIN 
189 CLOSE #1 
129 END 


の よう に 処理 し ます . 


C .1.3 シー ケン シャ ルフ ァイル へ の デー タ の 追加 

ディ スク 上 に シー ケシ ャ ルフ ァイル が 既に 作ら れ て いて , その 後に デー タ を 追 
加 し た い 場 合 に は , 次 の よう な 手順 で 行い ます . 

1) APPEND モー ド で ファ イル を オー プン し ます . 


OPEN TEST? FOR APPEND AS 


2) WRITE# PRINT# 等 を 使っ て ファ イル に 追加 し た い デ ー タ を 書き 込み ま 
す . 


WRITE 計 , N$ : P 
3) 必要 な だ け 2) の 作業 を 繰り 返し た 後 ,。 フ ァイル を クロ ー ズ し て 終了 し ます . 
CLOSE # 


例 と し て , プロ グラ ム C-1 で 作っ た ファ イル ゞ TEST” に デー タ を 追加 する 例 
を プロ グラ ム C- 3 と し て 示し ます . 


169 REN1 2* ロ 2~ ラ Z C-3 
119 OPEN “TEST" FOR APPEND AS #1 
128 ※LOOP 

139 INPUT "ナマ エ "jiN$ 

146 IF N$=*end" THEN ※FIN 
159 INPUT * カ モク " jK を 

169 INPUT "トク テン " ョ P 

129 MRITE 人 #1。N 和 を に を jP 

186 PRINT 

129 GOTO ※LOOP 

299 ※FIN 

219 CLOSE 1iEND 

0k 

Fun 

ナマ T アオ キネ シク ~ ル 

カモ ク コク コ ~ 

トク テン 49 

ナマ エ ラク ~ー チ ヨシ ジオ 

カモ ク コク コ ~ 

トク テン フ 5 
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ナマ エ ヒュ ウ カ ^~ レイ コ 
カモ ク コク コ ~ 
トク テン 89 
ナマ エ ワタ ナハ ~ 
カモ ク コク コ ~ 
トク テン 69 
ナマ エ end 
0k 


この プロ グラ ム は プロ グラ ム C-1 の 110 行 を APPEND モー ド に 替え た だ け 
で す . 従っ て ,。 この プロ グラ ム で デー タ を 追加 し た ファ イル に 対し て プロ グラ ム 
C-2 を 実行 し て チェ ッ ク す る こと が で きま す . 


Wi 
ロ 
いい 


Fun 

22^ チ ヨシ オ リカ 4 
アル 20 N 細 2 リカ 45 
アオ キー ジリ” コ 2 コ ~ 49 
0k 


C .1.4 シー ケン シャ ルフ ァイル の デー タ の 修正 

シー ケン シャ ルフ ァイル で は その ファ イル の デー タ を 修正 する こと が で きま せ 
ん . 従っ て , 現在 の ファ イル か ら 読 み 込ん で 修正 し た デー タ を 新しい 別 の シー ケ 
ン シ ャ ルフ ァイル へ 書き 込ん で いく 作業 を 行わ な けれ ば な り ま せん . 以下 に プロ 
グラ ム C- 4 と し て , プロ グラ ム C-1 や C-3 で 作っ た ファ イル の 修正 を 行う 例 


を 示し ます . 


199 REM 2* ロ 2~ ラ 6 C-4 

119 OPEN "TEST" FOR INPUT 人 S 幕 1 
129 OPEN "test" FOR OUTPUT 全 S ##2 
139 ※LOOP 

149 IF EOF(1) THEN ※FIN 

159 INPUT 本 1。N も 。K 多 。P 

169 IF FLG=1 THEN ※MR 

179 PRINT N$,K$*。P 

189 X※QUESTION 

129 PRINT “パン コウ カ ~ アリ マズ カー 『 ョ 

299 INPUT *〈( ッ or n or d or @ うう "内 多 
210 人 Q あ = し LEFT 多 (の 多 。1) 

229 IF Q$=*e" THEN FLG= 1:GOTO ※MR 
239 IF Q 和 を ="d" THEN ※LOOP 

249 IF 台 $="n" THEN PRINT:iGOTO ※MR 
259 。 IF の あく < くう "ッッ " THEN X※GUESTION 

229 INPUT "ナマ エー "9 jN を 

229 INPUT “カモ ク "jjK 多 

289 INPUT “トク テ チン" ョ P 

2?9 PRINT 

399 ※MIR 

319 MRITE 昔 2。N 多 3K 多 jP 

329 GOTO ※LOOP 
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339 ※FIN 

349 CLOSE 暮 1 

359 CLOSE #2 

3 る 9 KILL “TEST* 

379 _ NAME "test" AS “TEST" 
389 END 

0K 


上 の プロ グラ ム で は , ファ イル \TEST? か ら 読 み 込 ん だ デー タ に 修正 が な い 場 
合 は その まま 新しい ファ イル test” へ 書き 込み ます . も し 修正 が ある 場合 は 。 
260 て 280 行 で 新しい デー タ を 入力 し test” へ 書き 込み ます . 削除 する 場合 に は 書 
き 込 まず に 次 の デー タ を ヾ TEST? か ら 読み 込み ます . 修正 が 終了 し た 場合 に は , 
YTEST? か ら 読み 込ん だ デー タ を その まま test” へ 書き 込む 作業 を “TEST 
の ファ イル エン ド ま で 繰り 返し ます . 

最後 に , 古い ファ イル TEST” を 消去 し , `test” を ヾ TEST? に 名 前 を 変更 
し て 終了 し ます . 


C.2 ラン ダム ファ イル 


ラン ダム ファ イル を 作る に は , シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 より 多く の 手順 
が 必要 と な り ま す . 

し か し , ラン ダム ファ イル で は 数 値 を 内 部 表現 に 変換 し て 記録 する た め フ ァ イ 
ル の 占め る 領域 を 小さ くす る こと が で きま す . また , レコ ー ド 単位 で 任意 に デー 
タ の アク セス が で きる た め , シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 の よう に 空 読み する 
必要 が あり ませ ん . さら に , デー タ の 修正 を 自由 に 行 を る と いう 利点 もち も ありま す . 

ラン ダム ファ イル を 作っ た り ア クセ ス し た りす る に は 次 の 手順 が 必要 と な り ま 
す . 

1) ラン ダム ファ イル を オー プン し ます . 


OPEN いよ TESTR AS 寺 

2) ラン ダム ファ イル バッ ファ に 文字 変数 を 割り 当て ます . 
FIELD #1, 20 AS N$, 20 AS K$, 2 AS P$ 

3) デー タ の 書き 込み , 読み 込み を 行い ます . 


PUT 尋 。 NUM% 
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GET #1, NUM% 


た だ し , デー タ を 書き 込む 前 に , バッ ファ ヘ へ デー タ を 転送 し て お か な けれ ば な 
り ま せん . デー タ が 文字 列 の 場合 は LSET, RSET を 使い ます . 


LEST N$= ニ A$ 


また , 数 値 で ある 場合 に は 一 旦 MKI$,、 MKS$,、 MKD$ を 使っ て , それ ぞ れ 整 
数 値 , 単 精度 実数 値 。 倍 精度 実数 値 を 2 バイ ト , 4 バイト, 8 バイ ト の 文字 に 変 
換 し て か ら バ ッ フ ァ へ 転送 し ます . 


LSET P$=MKI$ (P) 


また ,。 GET# に よっ て 読み 込ん だ デー タ が 数 値 で ある 場合 に は , CVI, CVS, 
CVD を 使っ て 文字 列 か ら 数 値 へ 変換 し ます . 


P=CVI (P$) 


4) ラン ダム ファ イル を クロ ー ズ し て 作業 を 終了 し ます . 
CLOSE 


次 に , プロ グラ ム C- 5 と し て , プロ グラ ム C-1ーC - 4 を 生徒 番号 に よっ て ラ 
ンダ ム ア ク セス を 行う ラン ダム ファ イル に し た 場合 の 例 を 示し ます . 


199 REN1 2* ロ 2 グ ~ ラ る C-5 

119 INPUT "ファ イル メイ ー"』F 多 

126 OPEN F$ AS 昔 1 

139 FIELD 人 #1。1 AS ID$,29 人 S N 多 。20 AS K も 。2 AS P ゃ 
149 ※FUNC 


159 CLS 

1 る 6 PRINT " 1: テーー ク サフ ク セイ, ペン コウ" 
129 PRINT " 2』 テ “ーー クタ サン ショ ウ * 

189 PRINT " 3: テン ズ ウ ニニ ヨル サン サク * 
1?9 PRINT " 4』 シ ュ ウ リョ ウ " 


299 PRINT "の の の 』 フ ァイル ノー イニ シャ ライ ズ ~ " 

219 INPUT "エラン テー クタ サイ “" F 

229 IF F=% ヶ 22 THEN ※FINI 

<39 ODN F GOTO ※HENKO,XSANSHO ,※KENSAKU ,※FIN 
249 GOTO ※FUNC 

259 X※SANSHO 

2 る 9 SFLG=- 1 

2Z9 GOTO ※HKLOOP 

289 ※HENKO 

229 SFLG=@9 

399 ※HKLOOP 

319 GET 暮 1。1 

329 MAX=CU!I(P 多 ) 

339 PRINT "セイ ト iT フ コー ウ (1 一 "USING " 埋 境 香り ョ MAXー1 
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349 INPUT " or 9iend) " NLUN 人 2 

359 IF NU 侯 =6 THEN ※FUNC 

3 る 9 NLUNZ=NUNZ+ 1 

379 GET 昔 1.NUN 人 2 

389 IF ID$=CHR 多 (255) 人 QND SFLG=9 THEN ※QUESTION 
329 IF ID も =CHR 多 (255) AND SFLG THEN ※HKLOOP 
499  P ン =CUI(P 多 ) 

419 PRINT 

429 PRINT “ナマ エー ji 7 N 多 

439 PRINT "カモ クー" ョ ド 多 

449 PRINT "トク テン 』" ョ P グ 

459 PRINT 

4 る 9 IF SFLG THEN ※HKLOOP 

429 ※QUESTION 

489 INPUT "ナマ エー "内 久 

499 IF 多く > う "" THEN LSET N 多 = 公 多 

S99 INPUT "カモ クー "の 久 

S19 IF 仙 多 <>"“『 征 HEN LSET K る = 公 多 

5S29 INPUT "トク テン " ョ 人 多 

539 IF 仙 多 くう "9" THEN LSET P*=MKI 多 ( り UL て る) ) 
549 PRINT 

559 LSET ID*=*U" 

S6 る 9 PUT 昔 1。NUNZ 

529 GOTO ※XHENKO 

5S89 ※KENSAKU 

S29 GET 則 1。1 

る 99 ト MAX=CUI(P$) 

6 る 19 INPUT “ナン チン イカ チ ^ ケン サク シマ ズ カ "jnKA 

る 29 PRINT 

639 FOR NUNM=2 TO NAX 

る 49 GET 幕 1。NUN 人 Z 

659 IF ID$=CHR 多 (255) THEN ※KLOOP 

る る 9 IF CUI(P も )>AKA _ THEN ※KLOOP 

る Z9 PRINT USING "電電 介 "NUNZー15 

680 %KLOOP:PRINT _N$』K$#USING " 蘭 昔 昔 ":CVI(P*) 
る 29 NEXT NUM 人 2 

Z99 PRINT 

Z19 PRINT "ケン サク シュ ウリ ョ ウ 。 キー ヲ 2 クイ テ クタ ^ サ イ * 
Z29 ※LOOP 

Z39 谷 多 呈 INKEY 多 』1F 仙 多 = テ " 9 THEN ※LOOP 

Z49 GOTO ※FUNC 

Z56 ※FINI 

Z69 INPUT “9 イタ トイ ノー セイ ト "ンコ ウ nn "jaAX 

ZZ9 INPUT "ファ イル ヲ イニ シャ ライ ズ ~ シマ ズ (yes Or no) "』 久 
7Z89 IF の $ く < くう" ッ yes" THEN ※FUNC 

Z?9 。 FOR NUN 人 2=1 TO NMAX+ 1 

899 LSET 】D$=CHR$〈( 255〉 

819 PUT 暮 1。NUNMZ 

829 NEXT NUM 補 

836 LSET P$=MKI 多 (MAX+ 1) 

849 PUT 暮 1。1 

859 GOTO ※FUNC 

86 る 9 X※FIN 

829 CLOSE 1 

889 END 
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D 機械 語 プ ログ ラム の 作り 方 


N。。- BASIC に は , 機械 語 で 書か れ た プロ グラ ム を 呼び 出す 機能 と し て , USR 
関数 と CALL 文 が 用 意 さ きれ て いま す . ここ で は , 機械 語 プ ログ ラム を 作成 する 際 
の 注意 と USR 関数 , CALL 文 と の 引数 の 受け 渡し 方 に つい て 説明 し ます . な お , 
ここ で の 説明 を 正しく 理解 する た め に は 機械 語 プ ログ ラム に 関す る 知識 を 必要 と 
し ます . 

D.1 メモ リ の 配置 


機械 語 ル ー チ ン を モニ タ に より 作成 し た り 。 フ ァイル か ら ロ ー ド する 際 に は , 
その た め の メ モリ 領域 を 確保 する 必要 が あり ます . この 機械 語 プ ログ ラム 用 の メ 
モリ 領域 は BASIC の 使用 する 領域 と 重複 し て は な り ま せん . さ も な いと , BASIC 
の 動作 が 異常 に な っ た り , 逆 に BASIC の 動作 に より 準備 し た 機械 語 プ ログ ラム 
が 破壊 され た り し ます . メモ リ 領 域 の 確保 は CLEAR 文 に より BASIC の 使用 す 
る メモ リ の 上 限 を 設定 する こと に より 行い ます . 指定 され た 上 限 以上 の 領域 は 
BASIC は 利用 し な く な り ま す の で 機械 語 プ ログ ラム 領域 と し て 用 いる こと が で 
きま す (CLEAR 文 参照 ). 

D.2 機械 語 プ ログ ラム の 準備 

確保 し た 領域 に 機械 語 プ ログ ラム を 準備 する 主 な 方 法 と し て は 次 の 3 つが あり 
ます . 

1. モニ タ を 用 いる 

MON コマ ンド に より 機械 語 モ ニタ に 移り , モニ タ の 機能 を 利用 し て プロ 
グラ ム を 書き 込む (ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 参照 ). 
2. BLOAD に より ロー ド す る 
既に BSAVE に より セー ブ さ れ て いる 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 
3. POKE に より プロ グラ ム を 書き 込む . 
比較 的 短い プロ グラ ム で あれ ば , DATA 文 に より 機械 語 プ ログ ラム を デー 
タ の 型 で 表現 し て お き , それ を READ 文 で 読み 出し た 後 POKE 文 に より 書 
き 込 む 
また 機械 語 プ ログ ラム を 作成 する 際 に は 次 の 点 に 注意 し て くだ さい . 
1. BASIC に 制御 を 戻す た め に は , プロ グラ ム は リタ ー ン 命令 (RET) を 用 いな 
けれ ば な り ま せん . 
2. 機械 語 ル ー チ ン に 引き 渡さ れ た 引数 が 文字 列 で あっ た 場合 に は , 引数 の 値 は 
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次 の よう な 3 バイ ト か ら な る スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ と 呼ば れる 領域 の 
アド レス と な り ま す . 
( ぬ ) スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ の 最初 の バイ ト は その 文字 列 の 長き (0 か 
ら 255) を 保持 し ます . 
(b) 2 番目 の バイ ト は 文字 列 の 置か れ て いる 先頭 アド レス の 下位 8 ビッ ト を 
保持 し ます . 
(c) 最後 の バイ ト は , 文字 列 の 置か れ て いる 先頭 アド レス の 上 位 8 ビ ッ ト を 
保持 し ます . 
機械 語 ル ー チ ン で は この 3 バイ ト の スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ を 書き 代 
えて は な り ま せん . また スト リン グ ・ デ ィ ク リプ タ に よっ て 指 さ れ る スト リ 
ング の 内 容 は 変更 する こと は で きま す が , その 長 さ を 変更 し て は な り ま せん . 

3. 機械 語 ル ー チ ン か ら BASIC に 戻る 時 に は ,。 呼び 出さ れ た 時 と スタ ッ ク ポ イ 
ンタ (SP) の 値 が 等 し く な っ て いな けれ ば な り ま せん . 

4. 機械 語 ル シー チン が 呼び 出さ れ た 時 , スタ ッ ク 領 域 と し て は 8 レベ ル (16 バ イ 
ト ) 分 だ け 利用 で きる よう に 設定 され て いま す . も し , 機械 語 ル ー チ ン 内 で 
より 大 き な ス タッ ク を 必要 と する 場合 に は , ルー チン 内 で 独自 に スタ ッ ク を 
用 意 し な けれ ば な り ま せん . また , この 時 , BASIC に 戻る 時 に スタ ッ ク ・ ポ 
イン タ を も と に 戻す こと を 忘れ て は な り ま せん . 


D.3 USR 関 数 の 呼び 出し 
USR 関数 は 
USR (番号 >] (< 引数 >) 


と いう 書式 に よっ て 呼び 出さ れ ま す . た だ し < 番号 > は 0 か ら 9 まで の 数 値 で , 
引数 は 任意 の 数 値 式 また は 文字 式 で す . USR 関数 は 書式 上 < 引数 > を 必要 と し ま 
す の で , 呼び 出さ れ た ルー チン が 引数 を 必要 と し な い 場 合 で も , ダミ ー の 引数 を 
与 を る 必要 が あり ます . 

USR 関数 が 呼び 出さ れ , 対応 する 機械 語 ル ー チ ン に 制御 が 移っ た 時 , A レ ジス 
タ は , 渡さ れ た 引数 の 型 を 示す 値 を 持っ て いま す . その 値 と 意味 は 次 の よう に な 
っ て いま す . 


A の 値 引数 の 型 
2 2 バイ ト の 整数 ( 2 の 補 数 表現 ) 
3 文字 列 型 
4 単 精度 弄 
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8 倍 精度 弄 
引数 が 文字 列 の 場合 に は 〔DE〕] レジ スタ ベア が 3 バイ ト か ら 成 る スト リン グ *・ 
ディ スク リプ タ を 指し て いま す (前 節 参照 ). 
引数 が 数 値 の 場合 に は , 〔HL〕 レジ スタ に 浮動 小数 点 ア キュ ー ム レー タ (FAO) 
と 呼ば れる 8 バイ ト の 領域 の 5 バイ ト 目 の アド レス が 入っ て いま す . 実際 の 引数 
は , この FAC の 内 に 各 型 に 応じ て 以下 の よう に 格納 され て 渡さ れ ま す . 
@ 整数 型 の と き 
FAC の 5 バイ ト 目 ([HL〕] レジ スタ ペア が 指し て いる と ころ ) に 引数 の 下位 
8 ビッ ト , 6 バイ ト 目 に 上 位 8 ビッ ト が 入り ます . 
@ 単 精度 実数 型 の と き 
FAC の 8 バイ ト 目 は 指数 部 に な っ て お り , (指数 一 128) の 値 が 入り ます . 小 
数 点 は 仮数 部 の 最上 位 ビ ッ ト の 左 に ある と 想定 し ます . 7 バイ ト 目 は 仮数 部 
の 最高 部 7 ビッ ト を 保持 し ます . この バイ ト の 最上 位 ビ ッ ト は 付 号 を 示し , 
0 で 正 , 1 で 負 を 表し ます . 6 バイト 目 と 5 バイ ト 目 は , それ ぞ れ 仮数 部 の 
中 部 と 最低 部 の 8 ビッ ト を 保持 し ます . 
@ 倍 精 度 実数 型 の と き 
5 バイ ト 目 か ら 8 バイ ト 目 まで は 単 精度 実数 型 と 同じ よう に 指数 部 と 仮数 部 
の 上 位 3 バイ ト が 入り ます . 1 バイト 目 か ら 4 バイ ト 目 に は 仮数 部 の 下位 4 
バイ ト が 入り ます . 


A DE 
swag il ー ト ーー 一 
A HL スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ スト リン グ 領 域 
整 数 型 : 


*WE | 4| ーー 
A 
倍 精 度 実数 型 *| ー ゴ 








単 精度 実数 型 





倍 精 度 実数 型 
浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ (FAO) 
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USR 関数 が BASIC に 値 を 返す に は FAC で 求め た 関数 値 を 設定 し て や る こと 
で 行え ます . 通常 返す 値 は 引数 と し て 渡し た 値 と 同じ 型 と な り ま す . 


サン プル プロ グラ ム 

USR 関数 の 例 と し て , 文字 列 中 に 含ま れる 小文字 の 数 を 返す 関数 を 示し ます . 
ここ で は , DATA 文 に より 機械 語 プ ログ ラム を 用 意 し て お き , POKE に より 書き 
込む 方 法 に より 機械 語 プ ログ ラム を 用 意 し て ます . 

機械 語 ル ー チ ン で は , まず A レ ジス タ の 値 を 調べ て 与え られ た 引数 が 文字 型 か 
どう か を 調べ て いま す . ここ で は , 文字 型 で な い 場 合 は その まま BASIC に 戻る こ 
と に し て いま す . 

引数 が 文字 型 で あっ た 場合 に は , [DE〕 レジ スタ に より 渡さ れ た スト リン グ ・ デ 
ィ ス クリ プ タ の 番地 を も と に , 文字 列 の 長 さ と, 実際 に 文字 列 の 置か れ て いる 番 
地 を 求め ます . 

その 後 , スト リン グ を 最初 か ら 1 文字 づつ 調べ て いき , 小文字 で あっ た 合 に 
は ANI 命 令 に より D。 ビッ ト を 0 に する こと に より 大 文字 に 変換 し , スト リン グ 
を 変更 し ます . この よう に , ユー ザー 関数 は 与え られ た 引数 自身 を 変更 する た め 
に , USR 0 の 呼び 出し 前 後 で は A$ の 内 容 が 変化 する こと に な り ま す . 
本 の ^ 。 USR function sample program 

19 “ 
129 CLEAR ,&HE9d9 reserve DFTOGTam area 
139 MACHINE=&HE999 
149 DEF USR9@=MQCHINE 
159 < 
1 る 9 FOR DR=NACHINE TO MACHINE+39 
1Z9 READ BYTE:POKE ADR,BYTE “poke ト NIL program 
18q NEXT ADR 
129 “ 
299 INPUT 人 を 
219 B あ =USR9 て (人 も ) 


2Z29 PRINT B* 
239 GOTO 299 


24@ END 

259 ^ 

269 “ 。 machine languaoe program data 

229 “< 

289 DaATA &hfe,&h93 s7CP1 3 jaTGumet must strinQo 
229 DaATA &hc9 3 FnZ s+ noOt。Just ionore 
399 DaTA &heb ixhcdg 

319 DATA &h5 る imo ソ ンー dm jd has length 

329 DATA &h23 ji7inx hh 

339 DATA &hZe ュ s7mo ソ ンー am 

399 DATA &h23 5i7inx hh 

359 DATA &h る 6 る 5i7mo ソ ンー h。m 

3 る 9 DATA &hSf 5 7mo ン ソン 1。 ぁ sjhl=pointer to string 


3Z9 DaTn &h14 sn . 則 snull string ? 


38@ 1aops 

39 DaATQ &h15 idcT dd idecrement length 
499 DaTQ &hc8 3 る iTind strinqg _ end 2 
419 DaTaA &hZe ij7mo ソ ツー am iload a char・ 

429 DRTA &hfe.&he1 scpi る 1h jchar う "a" の 

439 DATA &hda.&kh1b,&he9i “JC notl ouwiiNo.。 

449 DATA &hTe,&hZb ji が cpi 。 Zbh jChar く = ニ 7 ィ 7 の 

459 DATA hd2J&kh1Ib,&he9i7Jjnc notl ouiiNo. 

4 る 9 DATA &kheo,&hdf ji ゲ an1i gdfh jcConvert tO _uDP@er 
479 DaAT &hZZ ij7mo ソ ンー ma jSet it 

48g “ notlows 

4?9 DATA &h23 sinx h 


5 DQTA hc2,&h9b,&he9:^jJmp 1oop 


D.4 CALL 文 


機械 語 ル ー チ ン は , CALL 文 を 用 いて も 呼び 出す こと が で きま す . 

引数 を 持た な い CALL 文 は 機械 語 の CALL 命令 と 同等 で も あり, 指定 され た 番 
地 か ら の ルー チン が 呼び 出さ れ ま す . BASIC に 戻る に は , USR 関数 と 同じ よう に 
RET 命令 で 戻り ます . 

CALL 文 が 引数 を 持っ て いる 場合 に は ,。 レジ スタ 中 に , 引数 で 指定 され た 変数 
の 置か れ て いる 番地 (VARPTR 関数 で 求め られ る 番地 と 同一 の も の ) が 準備 され 
た 上 で 機械 語 ル ー チ ン が 呼び 出さ れ ま す (次節 参 照 ). 引数 の 番地 情報 を 渡す 方 法 
は 引数 の 数 に よっ て 異な り ま す . 

(1) 引数 が 3 個 以下 の と き 

1 番目 の 引数 の 番地 は 〔HL〕 レジ スタ に , 
2 番目 の 引数 の 番地 は 〔DE] レジ スタ に (も し ある な ら ば ), 
3 番目 の 引数 の 番地 は [BC〕】 レジ スタ に (も し ある な ら ば ) 
準備 され ます . 
(2) 引数 の 数 が 4 個 以上 の と き 
1 番目 の 引数 の 番地 は 〔HL〕 レジ スタ , 
2 番目 の 引数 の 番地 は 〔DE〕] レジ スタ に 

準備 され ます . 

3 番目 以降 の 引数 に つい て は , それ ら の 番地 が 順番 に 並べ られ た 表 が 作成 され , 
[BC] レ ジス タ に その 表 の 番地 が 準備 され ます . 
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HL 


el 


1 番 め の 引き 数 の 先頭 


DE 


1 


2 番 め の 引き 数 の 先頭 


BC 







3 番 め の 引き 数 の 先頭 


4 番 め の 引き 数 の 先頭 


CALL 文 を 用 いる 際 に は 次 の 事項 に 注意 し て くだ さい . 
e CALL 文 が 渡す 引数 の 番地 は 。 USR 関数 の 場合 の FAC の 番地 で は な く , 
VARPTR 関数 の 値 と 同じ , 変数 値 の 置か れ て いる 番地 で す . 
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@ CALL 文 で は 複数 の 引数 を 与え る こと が で きま す . また 与え られ た 引数 の 番地 
を 介し て BASIC に 値 を 返す こと が で きま す . 

@ 引 数 が 文字 型 の 場合 に は 準備 され る 番地 は , スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ の 番 
地 で す . 

@ CALL 文 は 引数 の 個数 や 型 に つい て は 何ら 情報 を 与え を ませ ん . 従っ て , これ ら 
を 一 致 さ せる こと に 注意 し な けれ ば な り ま せん . 


サン プル プロ グラ ム 

CALL 文 の 例 と し て , 2 つの 数 の 最大 値 与 を る ルー チン を 示し ます . A%, 
B% に より 渡さ れ た 2 つの 数 の うち の 大 きい 方 の 値 を C% に 代入 し ます . 
機械 語 ル ー チ ン で は 〔HL〕 レジ スタ の 持つ 番地 か ら A%%, 〔DE〕 レジ スタ の 持 
っ 番地 か ら B% の 値 を 得 , 大 きい 方 を 〔BC] レジ スタ の 示す C% の 番地 に 格納 し 
ます . 


199 ^/ CALL- statement sample prOQaram 

119 < 

129 CLEAR ,&HE999 reser ソ ve DPTOGTarm SD&C@ 
139 ト 人 OX=&HE999 

149 < 

159 FOR ADR=HMAX TO MAX+35 

169 READ BYTE:POKE ADR,BYTE “poke NML anguaoe 
129 NEXT ADR 

189 “ 

129 CZ=9 

299 INPUT ん,BZ 

219 CALL MAX〈AZ BZ ビグ ) 

229 PRINT CX 

239 GOTO 299 


249 END 

259 ^ 

2629 ^ machine lanGuage PFOQGTam at ぁ a 

229 < 

289 ^“ maXs 

229 DATA &hcd,&h1f,&he9』/cal1 getval iget a2 ツ alue 
399 DATA &heb s7xchQO 

319 DATA &hcd,&h1f。&khe9i/cal1 getva]1 jget bZ valu@ 
329 DATA &he5 spush h jsave bZ value 
339 DATA &hbZ 5s7OT& 。 ぁ 5Clear Carr ツ 
349 DATA &hZb 537mO ソ 。 る あ 5 3 & メ ーb ん 

359 DATA &h%5 ssub 1 

3 る 9 DATA &hZ ぁ a s7mo ソ 。 る 5 

379 DATA &h2c s7sbb h 

389 DATA &h2e,&hff smvi 。 1。9ffh 

329 DATA &he2,&h13,&he9i/JPO  ※+4 scheck v flao 
499 DATA &h2c s7inF 1 

419 DaQTA &had s7xra 1 

429 DATA &he1 spop h jassume bz く a る 


439 DATA &hf2,kh19,。&he9i7Jp ※+ す 4 
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449 DATA &heb 1 7xchd j 3Z く = テン 


459 DATA &hZd imo ソ 。 aj1 jstore into c と 
4 る 9 DATA &h92 istax b 
429 DATA &h93 ji7inx b 
489 DaATA &hZc i7mo ソ ーー as5h 
4?9 DATA &h92 istax b 
599 DATA &hc ヶ i7Fet 

519 < getvali 

5S29 DATA &khZe imO ソ ンー ぁ 5m 
S39 DATA &h23 ji7inx h 
S49 DATA &h る る imov hm 
SS9 DATA &h る f 517mO ソ ンー 14a ぁ 
S る 9 DaATA &hc ヶ i7Fet 

D.5 VARPTR 


VARPTR 関数 は 指定 され た 変数 バッ ファ の 置か れ て いる 番地 を 返し ます . 
VARPTR 関数 の 引数 と し て 変数 名 が 与え られ た 時 に は , その 変数 の 値 の 最 下 
位 バ イト が 置か れ て いる 番地 を 返し ます . 上 位 バ イト は 下図 に 示す よう に この 番 
地 以 降 に 入っ て いま す . また , 文字 変数 名 が 指定 され た 場合 に は スト リン グ ・ デ 
ィ ス クリ プ タ の 先頭 番地 が 返さ れ ま す . 


変数 テー フル 欠 : VARPTR の 値 で 示さ れる 
ーー 下位 アド レス 上位 アド レス ー を と 





ーー ゼー ィ バーーーーーーー 
安 数 の 頭 | 残り の 安 数 名 ( 可 空 長 ) 
可変 長 "2 バイ ト ( 下 位 . 上 位 の 順 ) 2 文字 但し 第 7 bt が ON に な っ て いる . 
P ( 例 ) A 41 一 CI 
wMEB |。| gs 狗 ァ ーッ | | 
1 間 こ つ 207 ト ( 妥 数 名 の 長 さ ) 一 2 負 に な っ た 場合 は 0 
可 4 バイ ト 
芝 ( 例 ) 変数 名 aocdefg% 
本 世 |e| ga 久 | | ァ -2| | | | 4Leeesaotcsce 
し 0 ャ 
可 安 長 8 バイ ト 整数 型 AB 7 文字 一 2 文字 残り の 安 数 名 
六 字 放 | 3| 委 用 トリ ンク ディスクリプタ 
ーーーー プ の ーーーー プ 
可 安 長 3 バイ ト 


スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ 


1 文字 列 格 始 アド レス 
文字 列 の 長 さ 


変数 と し て 配列 要素 が 指定 され た 場合 に は , その 要素 の 置か れ て いる 番地 が 返 
され ます . 

引数 と し て バッ ファ 番号 が 与え られ た 場合 に は , その バッ ファ 領域 の 番地 を 返 
し ます . この 領域 の 最初 の 9 バイ ト は BASIC の 作業 用 の 領域 と な っ て お り ,。 ファ 
イル と の 入出 力 に 用 いら れる 256 バ イト の 領域 は , VARPTR 関数 の 値 に 9 を 加え 
た 番地 か ら 始 まり ます . 
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E 一 覧 


エラ ー コ ー ド 


注意 エラー メッセー ジ の 欄 で , フル セン テン ス で 示さ れ て いる も の は , 
NssDISK-BASIC ま た は N-BASIC の メッ セー ジ で あり , カッ コ 内 に 示 
され て いる 省略 形 の メッ セー ジ は Nss-BASIC の も の で す . エラ ー コ ー 
ド の 欄 は 上 段 が N-BASIC, 下段 が Nss-BASIC の コー ド を 表わし て いま 
す . パー? で 示さ れ て いる の は , 存在 し な い エ ラー で す . 


エラ ー メ ッ セ ッ ー ジ コー ド 意 味 





64 
Bad allocation table (NM) デ ヂ ディスケット 内 部 の FAT が 壊れ て いる . 


[Ng 69 


65 | ドラ イブ 指定 が 誤っ て いる . シス テム に つなが っ 
Bad drive number (NM 二 0 0 
Ng70 





て いな い ド ライ ブ を 指定 し た . 





6 N| 25 
Bad File Data (N ファ イル 上 に ある デー タ の 形式 が まち が っ て いる . 





Bad file name [N) 62 es 1 

(? NM Error) Nse| イル 名 の 指定 が まち が っ て いる . 

Bad file number [N] 52 | オー プン し て いな い フ ァイル や 起動 時 に 指定 し て 

(? BN Error) 陣 | 52 | いな い フ ァイル を 参照 し た . 

Bad file mode [N] 4 | シーケンシャル で オー プン し た ファ イル に 対し て 
ー | ラン ダム アク セス を し よう と し た . また は その 逆 . 














[NJ66 | トラ ッ ク 、 セ クタ 番号 の 指定 が 誤っ て いる . 

71 | (DSKO$, DSKIS) 

Cant continue [N] 17 | CONT 命 令 に よっ て 実行 を 再開 する こと が で き な 
(? CN Erroy) 人 N 17 | い (ポイ ンタ の 値 が 壊さ きれ て いる ). 

[N 27 | 周辺 機器 と の 入出 力 の た め の バ パッ ファ が オー バー 


Bad track / sector 








フロ ー し た . (Nss-BASIC で は Line buffer 
overflow ) 


Communications Buffer Overflow 





[N] 67 


Deleted record 回 2 消去 済み の レコ ー ド を アク セス し よう と し た . 
8 





Direct Statment in file 63 | アス キー 形式 の ファ イル を 読み 込む 除 に ダイ レク 
(? DS Error) 57 | トス テー トメ ント が 存在 し た . 
59 | mount きれ て いる ディ スク に 対し て mount を 行 
67 | っ た . 
[N] 26 | ディ スク が 接続 きれ て いな いと き , ディ スク 

一 | BASIC の 命令 を 実行 し た . 








Disk already mounted 








Disk BASIC Feature 
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エラ ー メ ッ セ ー ジ 


意 味 





Disk full 


込む スペ ー ス が な い の に 書き 込 





Disk not mounted 


mount され て いな い デ ィ ス ク に 対し て アク セス し 
だ 。 





Disk I/O Error 


ディ スク と の 入出 力 中 に エラ ー が 発生 し た . 致命 
的 な エラ ー で あり 回 復 さ せる こと は で き な い . 





Disk offline 


入出 力 の 可能 な 状態 で な い デ ィ ス ク を アク セス し 
よう を: も た : 





Division by Zero 
(? /0 Error) 





0 に よる 割り 算 が 実行 され て , その 結果 の 値 が オ 
ー バ パー ブロー し た , 





Dupulicate Definition 
(? DD Error ) 





Dupulicate label 
(? DU Error ) 


[10 


NN 


配列 また は ユー ザー 関数 を 二 重 定義 し よう と し た . 
(N- BASIC で は , Redimensioned array ) 





同じ ラベ ル 名 が 2 つ 以 上 存在 し て いる . 





Feature not available 
(? NA Frror) 
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利用 不可 能 な 機能 を 指定 し た . 





FIELD overflow 
(? FO Error) 


[N]s0 
人 50 


FIELD 文 に お いて 256 バイ ト 以 上 の 大 き さ の 領域 
を 指定 し た . 





File already exists 


[N] 58 
人 Ng 65 


NAME 文 に よっ て 変更 し よう と し た ファ イル 名 
が 既に 存在 し て いる 。 





File already open 
(? AO Error) 





[N]ss 
人 Ngl s4 


既に オー プン され て いる ファ イル に 対し て OPEN, 
KILL な ど を 実行 し た . 





File not found 
(?FF Error) 


[N] 53 
[Ng 53 


LOAD, SAVE, KILL な ど て 現在 の ディ スク に 存 
在 し な い フ ァイル を 指定 し た . 





File not Open 
(? CF Error) 


[N] 71 
NN 60 


オー プン され て いな い フ ァイル を 参照 し よう と し 
だ た: 





File write protected 


[N] 72 
Ne 


書き 込み 禁止 属性 が 付け られ て いる ファ イル に 書 
き 込 も うと し た . 





For without NEXT 
(? FN Error) 


Nal 26 


FOR 一 NEXT が 正しく 対応 し て いな い (FOR 
が 多い ). 





Illegal direct 
(? ID Error) 





INI 12 
INlz 








ダグ イレ クト モー ド て で 使用 で き な い 文 を 実行 し よう 
必 世 だ な: 
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エラ ー メ ッ セ ー ジ 


意 味 





Illegal function call 
(2 FC Error) 


ステ ー ト メン ト お よび 関数 に お いて , 機能 の 呼び 
方 が 誤っ て いる . 





Input past end 
(? EF Error) 


ファ イル 中 の 全て の デー タ を 読み 尽く し た 後に , 
さら に 入力 文 が 実行 され た . 





Internal error 
(?IE Error) 


BASIC 内 部 に エラ ー が 生じ た . 





Line buffer overflow 
(?BO Error) 


1 行 で 入力 で きる 文字 の 範囲 を 越え て 入力 が 行わ 
れ た . 





Missing operand 
(? MO Error) 


ステ ー ト メン ト 中 必要 な パラ メー タ が 指定 され て 


いな い . 





NEXT without FOR 
(? NF Error) 


FOR NEXT が 正しく 対応 し て いな い . 
(NEXT が 多い ) 





No RESUME 
(?NR Error) 


エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 中 に RESUME 文 が な く , 
プロ グラ ム の 実行 が 継続 で き な い . 





Out of data 
(? OD Error) 


読む べき デー タ が な い の に READ 文 が 実行 され 
だ 。 





Out of memory 
(? OM Error) 


メモ リ 容 量 が 足り な く な っ た (プロ グラ ム が 大 き 
すぎ る , また は スタ ッ ク を 消費 し 尽 し た ). 





Out of string space 
(? OS Error) 





文字 列 を 格納 する メモ リ 領 域 が な く な っ た . 





Overflow 
(? OV Frror) 


演算 結果 や 入力 され た 数 値 が 、 許さ れる 範 囲 を 越 
そえ, だ: 





Port not initialized 


人 
山 
[N 
山 
(N 
NM 
軸 
山 
[NM 
山 
[N 
]W 
回 
【 
回 





イン ター フェ イス 用 の LSI の 機能 設定 が な され 


て いな い . 





Position not on Screen 


[N] 24 


指定 し た カー ソル 位置 な ど が , 画面 の 男 囲 外 に な 


っ て いる . 





Redimensioned array 


[N]10 


配列 また は ユー ザー 関数 を 二 重 定義 し よう と し た 
(Nss-BASIC で は Dupulicate Definition ). 





Rename across disks 


| 


[Ne8 


NAME 文 に お いて , 異な る ドラ イブ 間 で リネ ー ム 
じ よ うど じ た 。 





RESUME without error 
(? RW Error) 





2 | 


[N]20 
IN zo 





エラ ー 処 理 ル ー チ ン に 制御 を 移さ なか っ た の に 
RESUME 文 が ある . 
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意 味 





RETURN without GOSUB 
(? RG Error) 


GOSUB - RETURN か 正しく 対応 し て いな い 
(RETURN が 多い )、 





Sequential after PUT 
(? SP Error) 


PUT 文 実行 後 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル を アク セ 


スス よう と し じ た 。 
+ー- 





Sequential 1/O Only 
(2?SQ Error) 


シー ケン シャ ル 入 出力 以外 は 行っ て は な ら な い . 





String formula too complex 
(? ST Error) 


文字 式 が 複 礁 す ぎる . 
(カッ コ の ネス ティ ング が 深 す ぎる な ど ) 





String too long 
(? LS Error) 





1 つの 壇 守 変数 内 の 文字 数 が 255 文字 を 越え て い 





Subscript out of range 
(? BS Error) 
(Bad Subscript) 


配列 変数 の 添字 の 値 が 規定 の 範 胃 か ら 外 れ て いる . 





Syntax error 
(? SN Error) 





文 の 記述 が 文法 通り に な っ て いな い . 





Tape read error 
(? TP Error) 


[N] z9 


テー プ か ら の 読み 込み 時 に エラ ー が 発生 し た . 
N27 | 





Type mismatch 
(? TM Error) 
Undefined label 
(? UN Error) 





[N]i3 
人 Ni3 


式 の 左辺 ・ 右 辺 、 関 数 の 引数 な ど に お いて 変数 の 


型 が 一 致し て いな い . 





Ns2 


定義 きれ て いな い ラ ベル 名 で 参照 し た . 





Undefined line number 
(? UL Error) 


[N] 8 
人 Ng s 


飛び 先 と し て 必要 と され る 行 番号 (GOTO, 
GOSUB な どの 飛び 先 ) が 存在 し な い . 





Undefined user function 
(? UF Error) 


[Ni8 
人 Ng 


DEFFN 文 に よっ て 定義 S8 れ て いな い ユ ー ザ ー 関 
数 を 引用 し よう と し た . 





Unprintable error 
(? UE Error) 


[N]z 
人 Na 


メッ セー ジ の 定義 きれ て いな い エ ラー. 





WEND without WHILE 
(? WE Error) 


人 30 





WHILE WEND が 正しく 対応 し て いな い . 
(WEND が 多い )、. 





WHILE without WEND 
(? WH Error) 





人 Ngl 29 


WHILE WEND が 正しく 対応 し て いな い . 
(WHILE が 多い )、. 
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コン トロ ー ル コー ド 表 


対応 する ネー | 


Nss-BASIC 


N-BASIC 





ー 十 
CTRL 


十 


ヘル プ キ ー と 同じ 





CTRL 


| 


1 つ 前 の ワー ド へ 戻る 





実行 中断 


| (Na-BASIC と 同じ ) 





二 
十 
ゴキ 


回 回 |y 


カー ソル 位置 か ら 1 ワ 
ー ド を 削除 





十 
凹 


カー ソル 位置 か ら 後 を 
消す 


(Nss-BASIC と 同じ ) 





十 


1 つ 先 の ワー ド へ 進む 





スピ ー カ を 鳴ら す 


1 





十 
EN 回 


| カー ソル 位置 の 左側 の 
文字 を 削除 する 


(Nss-BASIC と 同上 ) 








| 水平 タプ (8 支 毎 ) 


(Nss-BASIC と 同じ ) 


1 





回 に 


ライ シラ フィー ド 。 イン 
サー トモ ー ド で 2 行 に 
分 割 


行 を 2 つ に 分 割 


| 





ホー ム ボ ポジ ショ ン 


紅 ( Nss-BASIC と 同じ ) 





加 | 囚 


ーー 
テキ スト 画面 クリ ア 


( Nss-BASIC と 同じ ) 





キャ リッ ジリ ター ン 


| (Na_BASIC と 同じ ) 





1 つ 先 の ワー ド へ 進む 








画面 の 表示 を 無効 に す 
る 





= 
イン サー トモ ー ド に す 
る 


カー ソル 位置 か ら 右 側 
を 1 文字 分 右 へ ずら す 





実行 を 一 時 停止 する 





1 行 キ ャ ン セ ル 




















カー ソル を 行 の 最後 に 
移す 





実行 を 一 時 停止 する 





カー ソル を 右 へ 移動 


Nss-BASIC と 同じ ) 





カー ソル を 左 へ 移動 


Nss-BASIC と 同じ ) 








カー ソル を 上 へ 移動 





Nss-BASIC と 同じ ) 








カー ソル を 下 へ 移動 
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( 
( 
l 央 
( 


Nss-BASIC と 同じ ) 





キー ポ ボード 


eLJrh 


回 較 題 回 
回 回 回 
回 回 回 回 
Eee 
レ に に 剛 
EE 


果 旧 の 一 キイ 7 ベン ん く ナ と と と と 


| el 」 

し II | 較 還 還 還 二 導 FCOTL_) 
DP 3 湖 画 還 
部 目 | I ロ KIXIN 久 | 4 本 細 画 

男 加 6 加 回 回 回 回 回 画 固 男 固 回 


員 旧 の 一 キ 
ーーーー ggs 
2 回 加 回 四 較 攻 5 
回 多 半 回 回 較 回 図 固 隊 
大 四 加 図 回 困 因 回避 困 較 (本 
gal- 記 て JFEcdkEg 克 kak チ EEdkZLZel < < 
国 屈 加 較 隊 馬 民 居 必 国 回 困 四 回 
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ッ プ 


メモ リマ 


"を せ マミ 征 蘭 マ 嘩 -) な オズ 


< と どす と キ 了 その 


( 二 ) 
2 VHA 


fn 工 左 竣 、 を せ と N/ 半 1 の 本 工 オ と キ 了 エエ うう コ ゴー キモ OISV-98N: ネ 


0000 
OISV-98N 3 N 
5 開 


( 汗 ) ( 量 ) 
1 WVHA 0 NVA 


0008 
ゴゴ & 8 


0000 


ゴゴ ゴゴ 


6 コス と 6 と キ エ 





へ ヽ / ズ ル だ を 
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キャ ラク タ 


上 位 4 ビッ トー 

















































































































区 
HH *eleeoN ソ ノン 
口 (|A 由 キ 曲 還 下 は ミ | は IF [AI 
ELNENINEESIHIE3E3ERSEGRINNEME3 
凶 ト て IEIHIRIRI キ | へ SIT| ま |AIK | や | 
ぐ eL | | <・IHRNIKRITIDIHIRI モ 日 |mlA 
0」 HrF ロ 11 
00 
トト | RI ご | | の | | コ | > っ) ミ | ※| ※|N に ー|- --ー| ! 
(0 slslolsl ol に | sl コミ | ニー[g| clo 
IO IO[ と | の |F| つ | テテ | 生 | ベ | と IN トキ リー | 
|@③|<|mlolal 同 に |o| エ | っ < と | コ [=||o 
⑳| ら |ー|alolsliolol に loo lo ・H MI IA le・ 
| ーー 中 = 共 | 人 の SS トト ンー 土 | | 
FI ざき ば ぼぼ 陸 ぼ 層 W 避 1 は に に 
O の の ` ロロ 、 了 ロロ で mn mm エー 呈 で な ど の の 
OFIQAIONIOIOI ト |0IOI く IIOI ロ IL | 
ヒマ リト テー 
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ファ イル ディ スク リブ プ タ 





デバ イス 名 


機械 名 称 


入力 | 出力 





EPTT1: 
また は LPT: 


プリ ンタ 





SCRN: 
ーー ーー 


スク リー ン 


NssDISK-BASIC で 使用 可 





COM1 : 
また は COM: 


RS-232C ポ ー ト 1 





CAS1: 
また は CAS: 


CAS2: 


カセ ッ ト テ ー プ ブ 


/4 


1 


Nss-BASIC で の デフ ォ ル ト , 転送 速度 1200 ポ ー 


転送 速度 500 ボ ー 





1・ 


2! 
3 : 





フロ ッ ヒ ー デ ィ ス ク 


/4 


の -。 の 0 一 の 〇 の PO 


ー コ 





O OIO O| OIO 


O 


) 
\ ソ 


〔 


( 
い 


〇 


0 ol 


NasDISK-BASIC で の デフ ォ ル ト 








KYBD: 








3 | NssDISK-BASIC で 使用 可 
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計 導 関数 


Nss(N) - BASIC が “組み込み” 関数 と し て 用 意 し て いな い 三 角 関 数 の うち , い 
くつ か は , 用 意 さ れ た 関数 を 使っ て 作り 出す こと が で きま す . 以下 の 数 式 を 参考 


に し て くだ さい ( 


誤差 の 範囲 に 注意 が 必要 で す ). 


























目的 と する 関数 組み 込み 関数 か ら の 誘導 式 
セカ ント SEC(X) =1/COS(X) 
コ セ カ ント CSC(X) =1/SIN(X) 
コタ ンジ ェ ン ト COT(X) =|/TAN(X) 
アー クサ イン ARCSIN(X) =ATN(X/SQR( 一 X*X 十 !)) 
アー クコ サイ ン ARCC0S(X) = ニーATN(X/SQR( 一 X*X 十 |!) ) 1.5708 
アー クセ カン ト ARCSEC(X) ATN(SQR(X*Xー |) ) 十 (SGN(X) 一 !) *|.5708 
アー クコ セカ ント ARCCSC(X) =ATN(I/SQR(X*Xー!|) ) (SGN(X) 一 !) *| .5708 





アー クコ タン ジェ ント 


ARCCOT(X) ニーATN(X) 十 | .5708 





ハイ パー ポリ ッ ク ・ サ イン 


SINH(X) =(EXP(X) 一 EXP( 一 X) ) /2 





ハイ パー ポリ ッ ク ・ コ サイ ン 


COSH(X) =(EXP(X) 填 EXP( 一 X) ) /2 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ タ ンジ ェ ン ト 


TANH(X) ニーEXP( 一 X) /(EXP(X) 填 EXP( 一 X) ) *2 十 | 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ セ カン ト 


SECH(X) =2/(EXP(X) 填 EXP( 一 X) ) 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ コ セカ ント 


CSCH(X) =2/(EXP(X) 一 EXP( 一 X) ) 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ コ タン ジェ ント 


COTH(X) =EXP( 一 X) /(EXP(X) 一 EXP( 一 %) ) *2 十 | 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ ア ー ク サイ ン 


ARCSINH(X) LOG(X 十 SQR(X*X 十 |) ) 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ ア ー ク コサイン 


ARCCO0SH(X) LOG(X 十 SQR(X*X 一 |) ) 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ ア ー ク タン ジェ ント 


ARCTANH(X) LOG((| 十 X) /(| 一 X%) ) /2 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ ア ー ク セカ ント 


ARCSECH(X) LOG((SQR (一 XxX 二 |) 十 |) /X) 





ハイ パー ボリ ッ ク ・: ア ー ク コ セ カ ント 


ARCCSCH(X) LOG ((SGN(X) *SQR(X*X 十 1) 土 |) /X) 





ハイ パー ボ リッ ク -: ア ー ク コタ ンジ ェ ン ト 


ARCCOTH(X) LOG((X 二 |) /(Xー)) ) /2 





常用 対数 








LOGio(X) ニ LOG(X ) /LOG(10) 





APXー42 
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